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表記と記載内容について 


マー ク 

内容 

女 

オプションや仕様により異な 
る装備には*マークび付いて 
し、ます。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていただをたいことでず。 

Q 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていただをたいこ 
とです。 

D 

ミち意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
ださたいことでず。 

〇 

知識 

知っていると便利なことや、 
知っておいていたださたいこ 
とでず。 

► 

操作手順などをおしてい 
ます。 

(1>ぺージ） 

関連する内容び他のページに 
ちあることをおしてし、ます。 





お客様へ 


このたびは；><ルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、あ0がとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説日月書は、いつでち読めるよう 
に必ず車内に保管して<ださい。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どが含まれている場合がありまず。 

• 表紙の画像はイ^ージであり、日本 
仕様とは異なる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれて 
いる場合がありまず。 

• この取扱説日月書には、走行速度が 
1 OOkm / h を超えたときの車両機能 
や状態についての記述がありまず 
が、公道を走行ずる際は、必ず法 
定速度や制限速度を遵守して < だ 
さし、。 


•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることが 
ありまず。 

• スイッチなどの形状や装備、操作ち 
法などは予告な<変更されることが 
ありまず。 

•オーディオに関しては、別冊の 
「Audio 2日取扱説明書」をご覧くだ 
さし、。 

• 車を次のオーナーにお讓〇になる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不日月な点は、お買い上げの販売店 
または;><ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


〇 方ルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式サイト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 
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さ < いん 



アームレスト . 96 


アームレスト . 96 

アダフティブブレーキランプ . 154 

安をのために . 13.42 

オートマチック車の取り扱い . 16 

警告ラベル . 13.42 

健康を害する物質について . 42 

モ供を乗せるとき . 15 

こんなことにをミ主意 . 17 

走行する前に . 13 

インジケーター付きバッテ U —. 232 

インストルメントパネル . 20 

ウィンタータイヤ . 210 

ウォッシャー液 . 226 

ウォッシャー液を補給する . 226 

エアコンディシ ョナー . 136 

AC モード . 138 

エアコンディショナーの停止 . 139 

除湿モード . 142 

送風温度の調整 . 138 

送風口の選択 . 139 

送風□の調整 . 141 

送風量の調整 . 139 

通常の使いかた ( AUTO モード）……137 
ディスプレイ/コント□ールパネル.137 

デフロ スターモード . 141 

内気循環モード . 142 

を熱ヒーター/ベンチレーション...143 

U アエアコンディショナー . 144 

送風温度を調整する . 145 

送風量を調整ずる . 145 

U アエアコンディショナーの 

コント□—ルパネル . 144 

エアバッグ . 32 

エマージェンシーキーでの解錠/施錠 .287 

助手席ドアの解錠/施錠 . 287 

エンジンオイル . 212.227 

エンジンオイルを補給する . 227 

使用するエンジンオイル . 212 

エンジンオイルの消費 . 194 

エンジンスイッチ . 55 

ステア U ング□ツク . 56 


タッチ スター ト . 55 

エンジンの始動 . 148 

エンジン番号 . 297 

エンジンルーム . 222 

オイル•液類 . 301 

オイル•液類/パッテ U-. 211 

エンジンオイル . 212 

オイル-液類に関ずるま意 . 211 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 213 

燃料 . 213 

ブレーキ液 . 211 

冷却水 . 212 

オイル-液類に関ずるミ主意 . 211 

応急用スペアタイヤに交換ずる 

(AMBIENTE long). 271 

応急用スペアタイヤの取り付け . 274 

ジャッキアップ . 273 

ジャッキダウン . 275 

タイヤ交換の準備 . 272 

応急用スペアタイヤの取り出し/収納 *237 

応急用スペアタイヤを収納ずる . 239 

応急用スペアタイヤを取り出す . 238 

才ートマチックトランスミッション •••• 156 
オートマチックトランスミッションオイル 
. 213 

才ーブン/ク□—ズ . 48 

エンジンスイッチ . 55 

キー . 48 

スライディングドア . 58 

スライディングルーフ . 72 

セントラルドア□ック . 51 

テールゲート . 67 

電動デュアルスライディングドア……59 

ドア . 56 

パワーウインドウ . 68 

U モコン操作でドアウインドウと 
ベンチ レーシヨ ンウインドウ、 


スライディングルーフ*を開閉する54 
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カップ ホルダー . 189 


カップホルダー . 189 

可変スピードリミッター . 167 

可変スピード U ミッターの使いかた-168 

環境保護について . 13 

寒;を時の取り扱い . 207 

ウィンタータイヤ . 210 

スノーチェー ン . 210 

キー . 48 

U モコン機能 . 49 

U モコン機能の設定切替 . 50 

□ケイターライティング . 50 

キーの電池交換 . 285 

キーの電池を点検する . 28己 

救急セット . 237 

クルーズコント□—ル . 164 

クルーズコント□ールの使いかた••-165 

警告ラベル . 13.42 

けん引 . 291 

けん引フックの取0付け位置 . 291 

けん引されるとさ . 292 


センターコンソール . 23 

ドア . 24 

こんなことにもミ主意 . 17 

ヴードシート . 88 

折りたたんだヴードシートを元の位置に 

戻ず . 92 

サードシートを折りたたむ . 91 

ヴードシートを調整ずる . 89 

サードシートを取り付ける . 93 

サードシートを取り外す . 93 

サイドビューカメラ . 170 

サイドビューカ方ラの位置 . 172 

サイドビューカ方ラの映像 . 173 

サイドビューカ方ラの作動 . 172 

洗車ずるとをのを意 . 172 

シート . 79 

アームレスト . 96 

ヴードシート . 88 

シートヒーター . 96 

セカンドシート . 82 

フ□ントシート . 79 

へッドレスト . 95 


故障/警告メッセージについて . 245 

故障/警告方ッセージを表示させる 
. 245、246 

子供を乗せるとき . 37 

に 0- FIX 対応チャイルドセーフティシート 

固定装置 . 39 

純正チャイルドセーフティシート……39 

チャイルドセーフティシート . 38 

チャイルドプルーフ□ック . 40 

ル物入れ . 182 

グ□—ブボックス . 18斗 

サングラスケース . 18己 

ステアリング下部のル物入れ . 183 

センターコンソール下部のル物入れ-184 
センターコンソール上部のル物入れ-183 

ドアのル物入れ . 183 

灰皿下部のル物入れ . 18斗 

コント□—ルパネル . 23 

前席上方 . 24 


シートの配置 . 199 

シート配置の例 . 200 

シートヒーター . 96 

シー トべ J レト . 27 

シートベルト着用警告 . 29 

シートベルトの着用 . 28 

視界の確保 . 131 

フ□ントワイパー . 131 

へッドランプウォッシャー . 134 

I 」アデフォッガー . 13己 

U ァワイパー . 133 

事故-故障のと走 . 234 

室の装備 . 181 

12 V 電源ソケット . 190 

カップホルダー . 189 

ル物入れ . 182 

収納式センターテーブル . 185 

灰皿 . 181 
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ライター . 182 

シフト操作 . 156 

才ートマチックトランスミッション-156 

セレクターレバー . 156 

車がランプ消灯遅延機能 . 125 

車載工具 . 235 

ジャッキ . 236 

車載バッテ U— の電圧/容量 . 232 

車載品の収納場巧 . 234 

応急用スペアタイヤの取り出し/収納 

. 237 

救急セット . 237 

事故.故障のとさ . 234 

車載工具/ジャッキ . 235 

タイヤ U ペアキット . 237 

停止表示板 . 236 

非常信号用具 . 234 

車台番号 . 297 

車両 データ . 298 

積載荷物の制限重量 . 301 

タイヤ空気圧 . 298 

タイヤサイズ . 300 

ホイールポルトの締め付けトルク••••300 

収納式センターテーブル . 185 

センターテーブルのル 物入れ . 188 

センターテーブルの前後位置の調整 • • 186 

センターテーブルの 高さ調整 . 186 

センターテーブルの 取り付け . 185 

センターテーブルを 取0外ず . 189 

テーブル天板の展開/収納 . 187 

純正部品/純正アクセサリー . 296 

乗員ま全装備 . 26 

SRS (棄員保護補助装置） . 30 

子供を乗せるとき . 37 

シートベルト . 27 

乗員保護装置 . 26 

乗員保護装置 . 26 




スライディングドア . 58 

スライディングドアを解錠/施錠ずる 

. 59 

スライディングドアを開閉ずる . 58 

スライディングルーフ . 72 

スイッチで開閉できないとき . 76 

スライディングルーフのリセット……77 

ブラインド . 76 

フ□ントスライディングルーフ . 74 

U アスライディングルーフ 

(後席からの操作） . 75 

U アスライディングルーフ 

(前席か5の操作） . 75 

セカンドシート . 82 

折りたたんだセカンドシートを元に戻す 

. 87 

シートの調整 . 83 

セカンドシートを折りたたむ . 85 

セカンドシートを取り付ける . 88 

セカンドシートを取り外す . 87 

積載荷物の制限重量 . 301 

セレクターレバー . 156 

運転のヒント . 159 

シフト位置表示 . 157 

ティップシフト . 157 

センターコンソール . 22 

セントラルドア□ック . 51 

車速感応ドア□ック . 53 

ドア□ックスイッチ . 51 

走行 . 160 

ASR . 160 

ESP . 162 

ヒルスタートアシスト . 160 

走巧時のミ主意 . 150.194 

エンジンオイルの消費 . 194 

冠水した道路の走行 . 150 

ステア U ング . 150 

冬期の運転 . 150 

慣5し運転 . 194 

燃料供給停止機能 . 150 

雪道や凍結路面の走行 . 151 

走巧装備 . 163 


乗降用ランプ . 131 

ステアリング . 98 

ステア U ングスイッチ . 104 

スノーチェーン . 210 
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可変スピードリミッター . 167 

クルーズコント□—ル . 164 

サイドビューカ六ラ . 170 

パークトロニック . 174 

走行と停車 . 147 

エンジンの始動 . 148 

走行時のを意 . 150 

走行の準備 . 147 

走行の前に . 147 

停車/エンジンの停止 . 151 

発進 . 149 

走巧の準備 . 147 

車内の点検 . 147 

車外の点検 . 147 

走行の前に . 147 

タイヤ空気圧 . 298 

タイヤサイズ . 300 

応急用スペアタイヤ . 300 

標準タイヤ . 300 

タイヤとホイール . 43 

タイヤ □ —テーシヨン . 45 

タイヤ U ペアキット . 237 

タイヤ□—テーシヨン . 45 

タコメーター . 102 

チャイルドセーフティシート . 38 

停止表示板 . 236 

停車/エンジンの停止 . 151 

テールダート . 67 

テールゲートを解錠/施錠ずる . 68 

テールゲートを開閉ずる . 67 

電球/ヒューズの交換 . 277 

電球の交換 . 277 

ヒューズの交換 . 279 

電球の交換 . 277 

電球の位置と種類 . 278 

電動デュアルスライディングドア . 59 

キーによる操作 . 65 


左ち B ピラーのスイツチによる操作 •• 63 


左右 B ピラーの□ック解除ボタンによる 


保作 . 64 

車外のドア八ンドルによる操作 . 63 

車内のドアグ U ップによる操作 . 64 

スライディングドアを解錠/施錠する 

. 66 

センターコンソールのスイッチによる 

操作 . 62 

センターコンソールのスイッチの表示灯 

. 61 

挟み込み防止機能 . 61 

ドア . 56 

ドアの解錠/施錠 . 57 

ドアの開閉 . 56 

ドアミラー . 100 

ドアミラーの角度調整 . 100 

ドアミラーの格納/展開 . 100 

盗難防止警報システム . 78 

トラブルシユーティング . 241 

運転装置 . 259 

エンジン . 257 

オートマチックトランス S ッシヨン •• 258 

キー . 260 

警告音 . 256 

故障/警告方ッセージ . 247 

イラスト六ッセージ . 250 

テキスト六ッセージ . 247 

故障/警告方ッセージについて……245 
スイッチやボタンの表示灯/警告灯- 255 

燃料と燃料タンク . 264 

へッドランプ/方向指示口 . 263 

方ーターパネルの表示灯/警告な .• • 241 
ワイパー . 263 

慣5し運起 . 194 

日常の手入れ . 214 

外装 . 21己 

パークト□ニックセンサー . 216 

へッドランプ . 216 

高圧式スプレーガンの使巧 . 216 

自動洗車機の使用 . 217 

車内 . 21己 
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ホつール . 

荷物固定用リング . 

着脱式荷物固定用1」ング 

荷物の固定 . 

セーフテイネット . 

ラゲッジネット . 

ラゲッジルームカバー- • 

荷物の積み方 . 

シートの配置 . 

荷物固定用リング . 

荷物の固定 . 

荷物を積むとさのま意点 
荷物を積むとさのミ主意点 • • 

荷物を積むとを . 

荷物を積む前に . 

荷物を積んだあと . 

ニユーカープレート . 

燃料 . 

燃料消費について . 

燃料計 . 

燃料巧量警告灯 . 

燃料®給油 . 


/V 


パーキングブレーキ . 

緊急時のブレーキ操作 . 

ノ くーキングブレーキ表示灯 . 

) てーキング□ックの辭除 . 

パー ク ト □ニック . 

インジケーター/作動表示灯 . 

センサーの感知範囲 . 

パークト□ニックオフスイッチ . 

パークト□ニックセンサー . 

パークト□ニックの作動 . 

パークト□ニックの作動条件 . 

灰皿 . 

サードシート左ちの灰皿 . 

センターコンソールの灰皿 . 

発 . 

バッテ U-. 211、 

ノ（ツテ U —の位置 . 


バッテ U —があがったとき/けん引•••289 


けん引 . 291 

けん引されるとさ . 292 

他車のバッテ U —を電源として始動する 

. 289 

エンジン始動の方法 . 290 

バッテ U— の位置 . 231 

パヮーウインドウ . 68 

ドアウインドウスイッチ . 69 

ベンチ レーシヨ ンウインドウスイッチ 

. 71 

パンクしたタイヤを修理ずる 

(TREND / AMBIENTE) . 265 

電動エアポンプで空気を入れる . 268 

パンクしたタイヤを修理する••- 266.267 

パンクしたとき . 265 

応急巧スペアタイヤに交換ずる 

(AMBIENTE long ). 271 

タイヤの修理およびタイヤ交換の準備 

. 265 

ノ 。つ したタイヤを修理する 

(TREND / AMBIENTE ) . 265 

ビークルプレート . 297 

エンジン番号 . 297 

車台番号 . 297 

ニューカー プ レー ト . 297 

非常信号巧具 . 234 

非常点滅灯 . 126 

ヒューズの 交換 . 279 

ヒューズー覧 . 281 

ヒューズを交換する . 281 

補助ヒューズボックス . 280 

ヒル スター トアシスト . 160 

ブレーキ . 152 

ABS . 152 

臣 AS . 154 

EBV . 155 

アダプティブブレーキランプ . 154 

パーキングブレーキ . 155 

ブレーキ液 .21K225 

ブレーキ液の交換 . 225 

ブレーキ液の量を点検する . 225 


217 

201 

202 

202 

203 

203 

206 

198 

199 

201 

202 

198 

198 

199 

199 

199 

297 

213 

213 

102 

102 

195 

■ 

155 

156 

156 

288 

174 

174 

176 

177 

174 

175 

17己 

181 

181 

181 

149 

229 

231 
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フ□ントシート . 79 

手動式シート . 80 

六モ U —付フ□ントノくワーシート……80 

ランバーサポートの調整 . 82 

フ□ントルームランブ . 127 

フ□ント U —デイングランプの 

点巧/消好 . 128 

フ□ントルームランプの手動点灯/消灯 

. 128 

フ□ントルームランプの点灯モードの 
切り誓え . 127 


車両情報ヴプ画面 . 106 

車両情報六イン画面 . 106 

冷却水温度画面 . 107 

ステア U ングスイッチ . 104 

トリップコンピューター . 120 

エンジン始動からの情報表示画面 •• 120 

走行可能距離表示画面 . 121 

リセットか5の情報表示画面 . 120 

方イン画面一覧 . 10己 


マルチフアンクシヨンディスプレイの表示 
. 102 


フ□ントワイパー . 131 

へツ ドランプウオツシヤー . 134 


へッドランプ下向き/上向きの切り替え 
. 125 

へッドランプ照射角度調整ダイヤル••”124 


へッ ドレスト . 95 

手動式シート装備車 . 95 

メモ U —付フ□ントパワーシート装備車 
. 96 

ホイールボルトの締め付けトルク . 300 

方向指示 . 126 

ボンネット . 220 

ボンネットを閉じる . 221 

ボンネットを開く . 220 



マルチフアンクシヨンステアリング……22 
マルチフアンクシヨンディスプレイ••一104 

才ーディオ . 108 

各種設定 . 109 

インストル方ント . 111 

各種設定項目の初期化 . 110 

各種設定六イン画面 . 109 

ジコク/ヒニチ . 114 

シャリョウ . 118 

設定グループ選択画面 . 110 

ランプ . 116 

故障表示 . 108 

故障表示のリセット . 109 

コンフオート . 119 

車両情報 . 106 


ミラー . 99 

ドアミラー . 100 

ルームミラー . 99 


メーター パネル . 21、101 

スピードメーター . 102 

タコ^—夕一 . 102 

燃料計 . 102 

燃料残量警告な . 102 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 

表示 . 101 

方ーターパネル照度調節ポタン . 103 

リセットボタン . 103 

メーターパネル照度調節ボタン . 103 

メンテナンス . 218 

VRLA バッテ U —. 232 

インジケーター付さバッテ U — . 232 

ウォッシャー液 . 226 

エンジンオイル . 227 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気ミち染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとずる環境保 

護対策に取0組んでいまず。環境保護 

のため、お車をご使用になるとさは 

下の点にご協力 < ださい。 

• 短距離短時間の走行を控えること 
で、燃料の余分な消費を抑えられ 
ます。 

• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,00日回転の 
ときは約4,00日回転）を超えない 
よラに運転して < ださい。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがしてく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

• ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
<ださい。 

• エンジン始動後は、アクセルペダル 
を踏み込まないで < ださい。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保って < ださい。 

聲環境 



車両には警告ラベルが貼付されていま 
す。警告ラベルには危険な状況を回避 
するための情報や、車を安全に使用ず 
るための情報などが記されていまず。 
警告ラベルは絶对にはがさないで<だ 
さい。 


走 f 于すな目りに 


点検と整備 

曰常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施ずることが法律で養 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の r 整備手帳」を 
ご覧ください。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンデイシヨ 
ナーの冷媒に不足がないか、^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 

• オーバーヒートの予防策として、い 
つちより頻繁に冷却水量を点検して 
<ださい。 

曰ごろのげ態と異なるとを 

エンジンをかけたとさ、いつちと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡が残っている 
とさは、すみやかにルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 


Daimler AG は、資源を有効活用ずる 
ため、 U サイクル部品を積極的に導入 
しています。 
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ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動を始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れびありまず。 

シートのを全確認 

• 走行を開始する前に、セカンドシー 
卜とサードシート、収納式センター 
テーブル*び正しく固定されてい 
ることを確認して < ださい。正し 
<固定されていないと、急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のと 
さなどにセカンドシートやサード 
シート、収納式センターテーブル* 
び動いたり外れると、柔員び重大 
なけびをずるおそれびありまず。 

• セカンドシートを前方に巧りたたん 
だとさは、サードシートに人を乗せ 
て走行しなし)でくださし、走行中に、 
前方にキ斤りたたんだセカンドシート 
び動さ、乗員びけびをずるおそれび 
ありまず。 

シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、ずべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 


運転席足元にミち意 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキぺダ>1レやアクセルぺ 
ダルの下に物び入ると、ペダルを操作 
でさな<なるおそれびありまず。 

フ□アマツトについて 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったちの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびあ0まず。 

• 運転席のフ□アマットを使用ずると 
をは、ペダルとの間に十分な空間び 
あり、確実に固定されていることを 
確認して < ださい。 

• 走行前にフ□アマットび確実に固定 
されていることを確認してくださ 
し、。確実に固定されていないと、フ 
□アマットび滑ったり、ペダル操作 
を巧げるおそれびあ0まず。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで < ださい。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 tl ずるお 
それびあ0まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のにめ気び 
付かないラちに吸い込むおそれびあ 
りまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ウオーハングアップ（暖機運転） 

エンジンが冷えているとさでち、停車 

したままでの暖機運転は必要ありませ 

ん。エンジンの始動後は、急加速を避 

けて車をウオーミングアップしてくだ 

さし、 

荷物を積むとを 

• 荷物はできるだけラゲッジルームに 
積んでください。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かない 
ように確実に固定してください。急 
ブレーキ時や急な進路変更時、事故 
のとさなどに荷物が放り出され、乗 
員がけがをするおそれがあ0ます。 

• ラゲッジルームカバー*の上に荷 
物を置かないで<ださい。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のと 
さなどに荷物が放り出され、乗員が 
けがをずるおそれがありまず。 

• 鋭い角のある物は、角の部分に必ず 
カバーを して <ださい。 

• 荷物をシートのバックレストより高 
<積み上げないで < ださい。 

燃える物は積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 

レー吿などを積まないで < ださい。 

万一のとさに引火や爆発のおそれが 

ありまず。 


子供を乗せるとを 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• モ供であってち、シートベルトを正 
しく着用して、シートやヘッドレ 
ストが正しい位置になっていること 
を大人が確認して<ださい。正し< 
シートベルトが着用でさないルさな 
モ供は、チャイルドセーフテイシー 
卜を使用して < ださい。 

• 乳児やモ供を抱いたり、膝の上に乗 
せて走行しないで<ださい。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故 
のとさなどに、大人と車の間に挟 
まれて重大なけがをずるおそれがあ 
りまず。 

ルさな子供にはチャイルドセーフテイ 

シート 

6歳未満のモ供にはチャイルドセーフ 

テイシート（1>38ページ）を使用ずる 

ことが法律で義務付けられていまず。 

子供は後席に 

• モ供はできるだけセカンドシートま 
たはサードシート（左側席を除 <) 
に乗せて< ださい。助手席では、モ 
供の動さが気になったり、モ供が運 
転装置に触れるなど、運転の妨げに 
なることがありまず。 

• チャイルドセーフテイシートは、で 
さるだけセカンドシートまたはサー 
ドシート（左側席を除 <) に装着し 
て < ださい。 

やむを得ず助手席に装着ずるとさ 
は、車の進行方向に向けてチャイル 
ドセーフテイシートを装着し、助手 
席をちっとち後ろの位置にしてくだ 
さい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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• モ供を助手席に座らせるとさは、助 
手席シートを最後部にし、正し < 座 
らせて < ださい。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれがあ 
りまず。 

子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人が開閉 
して < ださい。モ供が操作ずると、 
身体を挟んだり、けがをずるおそれ 
がありまず。 

• スライディングドアやテールゲー 
卜、リアスライディングルーフ*、 
ベンチレーシヨンウインドウのチヤ 
イルドプルーフ□ック （>40 ページ） 
を活用して < ださし、。 

ドアウインドウやスライディン グルー 
フ * の開□部か5身体を出さない 

モイ共がドアウインドウやスライディン 
グルーフ*の開口部から身体を出さな 
いよラにミ主意して<ださい。けがをず 
るおそれがありまず。 

車か5離れるとを 

モおだけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけが 
をした0、事故の原因にな0まず。 

また、炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こずおそれがありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


才ートマチック車の取り扱し、 _ 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上の注意を理解し、正し< 
操作してください。「走行と停車」ち 
あわせてお読み< ださい（[>147ペー 
ジ)。 

オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンがかかって 
いるとさ、セレクターレバーが [ E 、 
列に入っていると、動力がつ 
ながった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まな<てち車がゆっ < り動さ 
出しまず。これをク U —プ現象といい 
まず。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数が上がって素早<加速しまず。 
これをキックダウンといいまず。 

エンジンの始動前 

• ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こすおそれが 
ありまず。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルが一定のところで停止ず 
ることやぺ夕 V レの踏みしろの量を確 
認して < ださい。 

エンジンの始動 

セレクターレバーが [ E に入ってい 
ることを確認し、 ブレーキ ペダルを 
確実に踏んでエンジンを始動します。 
アクセルペダルを踏む必要はありま 
せん。 
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発進 

• エンジンび適正なアイド U ング回転 
数になっていることを確認してくだ 
さい。 

• セレクターレバーを HE 、 FrIIc 
入れるとさは、必ず ブレーキ ペダル 
を十分に踏み込んでください。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

• 急な上りあで発進ずるとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動さ出ずのを確認してから 
パーキングブレーキを解除して発進 
して < ださい。 

走巧中 

• 走行中はセレクターレバーを HE 
に入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキびまった<効かないため事故 
につなびったり、トランス S ッシヨ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

• 滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス1」ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 

停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをしな 
いでください。万一、シフトポジ 
シヨンび走行位置になると、車び急 
発進して事故を起こずおそれびあり 
ます。 


• 急な上りおでの停車時、後退しよ5 
とする車を、アクセルペダルを踏む 
ことによ0停止状態を保たないで< 
ださい。トランスミッションを損傷 
するおそれびありまず。 

• 完全に停車ずる前に、セレクターレ 
バーを [ E に入れないで < ださい。 
トランスミッションを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

駐車 

. 駐車時や車から離れるとさは、お 
ずセレクターレパーを EB に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

• 後退したあとは、ずぐにセレクター 
レバーをか m に戻ずよラに 
むびけてください。 EE に入って 
し、ることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込むと、車び後退して事故を起 
こずおそれびあ0まず。 


こんなことにちミち意 


運転ずるときの注意事項 

• 服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転し 
ないで < ださい。 

• ペダル操作の妨げになるよ5な靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないで < ださい。 

曰射に関ずる注意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤びレンズの働さ 
をして、乂災び発生ずるおそれびあ 
りまず。 
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• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないで< ださい。炎天下では車内び 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形した0、ひび割れずるおそれ 
びありまず。 

ライターに関するミち意事項 

• ライターを車内に放置しないで<だ 
さい。炎天下の車内は非苗に高温に 
なるため、ライターび発乂した0爆 
発するおそれびありまず。 

• ライターをグ□ーブボックスやル 
物入れなどに入れたままにした0、 
車内に落としたままにしないでく 
ださい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターび誤作動し、乂災び発 
生するおそれびありまず。 

スライディングドアか5の乗降時の 

注意 

スライディングドアから乗降ずるとさ 

は、柔降者および運転をとをに、後方 

から車両び来ていないことや、周囲の 

状況にを険びないことを確認してくだ 

ごい。特にち側スライディングドアか 

らの乗降時にはミ主意してください。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないでください。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
記の適用がになるだけでな <、事故 
の原因になりまず。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 


• 燃料やオイルの添加剤などは一切使 
用しないで<ださい。故障の原因に 
なりまず。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取り外ずとさは、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転ちは、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないでください。道路交 
通法違反になりまず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずび、ま意力び 
散漫になり事故の原因になりまず。ま 
全な場所に停車してから使用して<だ 
さい。 

ナ ピゲーシヨ ンシステムは走行中に操 
作しない 

ナビゲーシヨンシステムの操作は、で 
さるだけ走行中を避け、ま全な場所に 
停車してから操作してください。走行 
中に画面を見るとさは、必要最ル限（約 
1秒し U 巧）にとどめてください。 

をびしいを件下での運転 

発進、停止を繰り返ず市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行びをいとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィ>1レター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりを早 
く行な5ことび必要になりまず。 
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インストルメントパネル 




名称 

① 

グ□ーブボックス 

③ 

コント□ールパネル 
(前席上方） 

③ 

ルーム S ラー 
サイドビューカメラ 
ディスプレイ 

④ 

コント□ールパネル 
(センターコンソール） 

⑥ 

パー クト□ニック* 
インジケーター/ 

作動表示灯 

⑥ 

エアコンディシヨ 
ナーディスプレイ 

⑦ 

コンビネーシヨンス 
イッチ 

•へッドランプ 
• 方向指示 
• ワイパー 

⑨ 

クルーズコン 卜□一 
ル/巧変スピード U 

S ッターレバー* 



-ジ 

18斗 

24 

99 
172 

23 

174 

137 


125 

126 
131 

165 

168 



名称 

ぺージ 

⑨ 

ステア1」ング 

98 

⑩ 

メーター パネル 

101 

⑩ 

ランプスイッチ 

122 

⑩ 

コント□ールパネル 
(ドァ） 

24 

⑩ 

パーキングブレーキ 
解除八ンドル 

155 

⑩ 

エンジンスイッチ 
ステア1」ング□ック 

55 

56 

⑩ 

ステア1」ング 
□ック解除レバー 

98 

⑩ 

パーキングブレーキ 
ペダル 

155 

⑩ 

セレクターレバー 

148 

156 

⑩ 

ボンネット□ック解 
除レバー 

220 





オプションや仕様により、異なる装備でず。 

















メーター パネル 
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名称 

ぺージ 

⑩ 

メーターパネル照度調 
節ボタン 

103 

⑩ 

燃料給油□位置表示 

19已 

⑩ 

燃料計 

102 

⑩ 

燃料残量警告灯 

102 

⑩ 

ESP 警告灯 

163 

⑩ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

104 

⑩ 

SRS 警告灯 

30 

⑩ 

ブレーキ警告灯 

241 

242 

⑩ 

エンジン警告灯 

244 


名称 

ぺージ 

① U セットボタン 

163 

③メンテナンスインジケー 

218 

ター画面表示ボタン 


③スピードメーター 

102 

④ ASR/ESP 表示灯 

162 

⑥方向指示表示灯 

126 

⑧ ABS 警告灯 

1已3 

⑦八イビーム表示灯 

126 

⑨シートベルト警告灯 

29 

⑨パーキングブレーキ表 

1已6 

お灯 


⑩へッドランプ表示灯 

122 

⑩タコメーター 

102 


メータ-パネル 


を we 荒如 


扱 
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ンステアリング/センターコンソール 




名称 

ぺージ 

① 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

104 

③ 

設定スイッチ/音量ス 
イッチ 

1 + 11 - 1 

104 

③ 

通話開始/終了スイッ 
チ（電話） 

1の1因1 

ぷ電話機能びないため使用 
でさません。 


④ 

表示切り替えスイッチ 

1置 II 宙1 

104 

⑥ 

スク□ールスイッチ 

1公11ク1 

104 


センターコンソール 


中 I ■ ■ 




名称 

ぺージ 

① 

センターコンソール上 
部のル物入れ 

183 

③ 

センターコンソールの 
コント□ールパネル 

23 

③ 

ライター 

182 

④ 

灰皿 

181 


カップホルダー 

189 

⑥ 

センターコンソール下 
部のル物入れ 

184 

⑥ 

オーディオ 

別冊 

⑦ 

エアコンデイシヨナー 
コ ン 卜□ールパネル 

137 

































を称、 

ぺージ 

⑩ 

U ア ワイパースイッチ 
テールゲート ウインドウ 
ウォッシャースイッチ 

133 

⑩ 

シ ー トヒ ー タ ー 
スイッチ* (助手席） 

96 


センターコンソール 




を称 

ぺージ 

① 

スライデイングドア 
スイッチ* (左側） 

62 

③ 

1」アデフォッ ガー 
スイッチ 

135 

③ 

ASR オフスイッチ 

161 

④ 

非苗点滅灯スイッチ 

126 

⑥ 

ドア□ックスイッチ 

51 

⑥ 

パークト□ニックオフ 
スイッチ* 

177 

⑦ 

スライデイングドア 
スイッチ* (ち側） 

62 

⑨ 

シートヒーター 
スイッチ* (運転席） 

96 

⑨ 

1」アルームランプ/ 

ラゲッジルームランプ 
スイッチ 

U アルームランプ/ 

ラゲッジルームランプ 
自動点灯モードスイッチ 

129 


ントロ—ル八ネル 
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ントロールパネル 


をが6荒如 


オプションや仕様により、異なる装備です。 















名称 

ぺージ 

① 

1」ーデイングランフス 
イッチ（ち側） 

127 

③ 

スライデイングルーフス 
イッチ* 

74 

③ 

自動点灯モードスイッチ 

127 

④ 

サングラスケース 

185 

⑥ 

フ□ントルームランプス 
イッチ 

127 

⑧ 

フロント/ U ア切替ス 
イッチ（スライデイン 
グルーフ） * 

74 

⑦ 

1」ーデイングランフス 
イッチ（左側） 

127 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 




名妳 

ぺージ 

① 

ドアミラー調整スイッチ 

100 

③ 

ドアミラー選択スイッチ 

100 

③ 

ドアウインドウスイッチ 

69 

④ 

ベンチ レー ションウイン 
ドウスイッチ 

71 

⑥ 

チヤイルドプルーフ 
□ ックスイッチ 

41 

⑥ 

モ U — スイッチ* 

81 

⑦ 

ポジションスイッチ* 

81 

⑨ 

シート調整スイッチ* 

80 


24 コント□—ルパネル 


前席上ち ドア 



©みの 


を WS 荒贿 











乗員を全装備 . 26 

ま全のために . 42 

タイヤとホイール . 43 
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乗員ま全装備 



シー トベルトや シー トベルトテン シヨ 
ナ ー、 ベルトフ オース リミッター、エ 
アバッグは、相互に補完ずる乗員保護 
装置です。 

これらは、想定される事故の状況に 
おいて、乗員が負傷ずる可能性を最小 
限に抑えて安全性を高めまず。 

シートベルトとエアバッグは、物がが 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護ずる効果はありません。 

乗員保護装置を適切に機能させるた 
め、1；(下のことに注意してください。 

• シートやヘッドレストは正しし W な置 
に調整してください079、95ぺ一 
ジ)。 

• シートベルトを正し<装着して<だ 
さい（1>28ぺージ）。 

• エアバッグの作動が妨げられてい 
ないことを確認してくださし、 
032ページ） 

• ステア U ングを正しい位置に調整し 
て < ださい。 

• 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、。 

A けびのおそれびありまず 

エアバッグはシートベルトの効果を 
補助する装置であり、シートベルト 
の代わりになるをのではありません。 
必ず乗員全員がシートベルトを正し 
<着用し、シートのバックレストを 
でさるだけ垂直の位置にして乗車し 
て < ださい。 


〇 エアバッグは、あらゆる種類の事 
故で作動するわけではありません。 
また、乗員が正し<シートベルトを 
着用している場合、状況によっては 
エアパッグによる補助的な保護を必 
要としないことがありまず。 

• UU 下の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正し<着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、乗 
員とエアパッグの適切な位置関係を 
保つことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、 
正面からの衝突のとさなどに乗員 
が前方に投げ出されるのを防ぐこ 
とがでさまず。 

A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えた^ルセ デス- 
べンツ指定サービスエ場で巧なラ こ 
とをお勧めしまず。特に安全に関わ 
る整備については、必ず^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で巧なって 
<ださい。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因にな0ます。 


心 けびのおそれびあ0まず 

乗員保護装置を取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで<だ 
さい。また、車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 

誤作動でけがをしたり、事故などの 
とさ、正常に作動しなくなるおそれ 
があ0ます。 


磐骗がが 
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ンートヘルト 

シー トベルトとチヤイルドセーフテイ 
シート（>38ページ）は、車内に身 
体を激しくぶつけたり、車がに放出さ 
れる危険から乗員を守りまず。 

シートベルトとチヤイルドセーフテイ 
シートは、衝突時における最ち重要で 
効果的な乗員保護装置でず。 

A けがのおそれびありまず 

. 乗車するとさは、すべての乗員が 
正しくシートベルトを着用してい 
ることを確認してください。 

• シートベルトを着用していなかつ 
たり、シートベルトのプレートが 
確実にバックルに差し込まれてい 
ないと、事故などのとさ致命的な 
けがをするおそれがありまず。 

• シートベルトやバックルがミちれてい 
たり損傷していると、シートべル 
卜の保護機能が正し < 発揮されま 
せん。 

シートベルトを正し < 機能させ、 
損傷を防ぐために似下の点にま意 
して < ださい。 

〇ドアに挟んだり、鋭利な部分に 
当てない 

◊たばこの火など、熱いものをお 
付けない 

◊バックル部分に異物を入れない 
〇分解や改造などをしない 
• 純正部品し U 外のシートベルトは使 
用しないで < ださい。 

• 衝突後やシートベルトが大さな衝 
撃を受けたときは、分ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
ください。 


• 妊娠中のちやけがの治療中の方は、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 


心 けびのおそれがありまず 

• テ供を膝の上に座らせて走行し 
ないで<ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなど 
にモ供を保護することがでさず、 
子供と他の乗員が致命的なけが 
をずるおそれがありまず。 

• 身長1日 0 cm 未満の乗員または12 
歳未満のモ供は、シートベルトを 
正しく着用することができません。 
必ずチヤイルドセーフテイシート 
を適切なシートに装着して、子供 
の安全を確保してください。 

詳しくは038ページ）をご覧く 
ださい。 

• テ供がシートベルトを着用すると 
きは、着用状態を運転者が確認し 
てください。また、正しく着用で 
さない体格のモ供は適切なチヤイ 
ルドセーフテイシートを使用して 
<ださい。 


心 けびのおそれびあ0まず 

シートベルトの効果は、バックレスト 
がでさるだけ垂直におい角度で、乗 
員が上体を起こして座っている場を 
にのみ発揮することがでさまず。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。致命 
的なけがをするおそれがあ0ます。 


攫骗がが 
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乗員ま全装備 


A けびのおそれびあ0まず 

シートベルトの機能が十分発揮でさ 

るよラに、じ(下の点にミ主意して正し 

く着用してください。 

• シートベルトは身体に密着させて、 
ねじれのないよラに着用して<だ 
さし、。 

• コートなどの厚手のお類は着用し 
ないで < ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
て<ださい。絶対に首や脇の下に 
は通さないでください。また、シー 
トベルトを引さ上げて上半身に密 
着させてください。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかけ、絶巧に腹部に 
はかけないでください。必要であ 
れば、シートベルトをかし押し下 
げた後に、引を上げて<ださい。 

• 眼鏡やペン、キーなど、巧類のポ 
ケットに入れたとがった物やこわ 
れやずい物にシートベル h をかけ 
ないで < ださい。事故のとをに、 
シートベルトを損傷し、切れるお 
それがあります。 

• シートベルトクリップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで < ださい。 

. 1本のシートべルトを2人1；^上で 
共用したり、シートベルトと身体 
の間にバッグなどを挟み込まない 
で < ださい。 


シートベルトの着用 



シートベルトを着用ずる 

► プレー ト③を持って シー トベルト 
をゆっ < り引さ出しまず。 

シートベルトが□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトをかし 
戻してから、再びゆっ < り引さ出し 
9 〇 

► シートベルトにねじれがないこと 
を確認して、プレート③の先端を 
バックル®に差し込みまず。 

► 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかかるようにして、 
ベルトにたるみがないよラに身体 
に密着させまず。 

► 肩を通るベルトが肩の中央にかか 
っていることを確認しまず。 


磐骗がが 
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シートベルトを夕 I •ず 

► 手でプレート③を持ち、バックル 
⑥の解除ボタン④を押し、シートべ 
ルトをゆっくり巻き取らせまず。 

フ□ントシートベルトの高さを調 
壁ずる 

A 事故のおそれびありまず 

シートベルトの高さ調整は、必ず停 
車して パーキングブレーキを 効かせ 
ているとさに行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがありまず。 

フ□ントシートベルトの高さは4段階 
に調整でさまず。 

シートベルトが首にかかったり、肩か 
らがれたりしないよラに高さを調整し 
ます。 

► 上げるときは、アンカー①をその 
まま押し上げまず。 

► 下げるときは□ック解除ボタン 
©を押しながらアンカー①を下げ 
ます。 

調整後はアンカーが確実に□ック 
していることを確認してください。 


シートベルト着用警告 


rxi シートベルト警告灯 

エンジンスイッチを2の位置にずると 
点口し、数秒後に消灯しまず。 

点灯しないとさは警告口の異常でず 
ので、すみやかにルセデス-ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

エンジンを始動したとさに、運転席の 
乗員がシートベルトを着用していない 
とさは、シートベルト警告灯が数秒間 
点滅し、警告音ち鳴りまず。その後、 
警告灯は点灯に変わりまず。 

エンジンがかかっているとさに、運転 
席または助手席の乗員がシートベルト 
を着用していないと、シートベルト警 
告口が点口しまず。 

〇 運転席と助手席の乗員びシートべ 
ルトを着用しているとさにエンジン 
を始動したとさは、シートベルト警 
告灯び一瞬点灯しまず。 

〇 助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、エンジンびかかっているとさ 
にシートベルト警告び行なわれるこ 
とびありまず。 


醒骗がが 
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乗員まを装備 


走す5中のシートベルト警告 

走行速度が約 25 km / h 政上になった 
とさに、運転席または助手席の乗員 
がシートベルトを着用していないか、 
シートベルトをバックルからがしたと 
きは、シートベルト警告灯が点滅して、 
断続的な警告音ち鳴りまず。 

警告が開始してから約6日秒間走行ず 
ると警告灯は点口に変わり、警告音ち 
鳴0止みまず。 

また、停車したとさち警告口は点灯に 
変わり、警告音ち鳴り止みまずが、走 
行を再開して走行速度が約 25 km / hii ( 
上になると、警告は繰り返し行なわれ 
ます。 

〇 警告が行なわれているとさに走行 
速度が約2日 km/h Li (下になると警 
告は停止しまずが、警告が開始され 
てから約60秒内であれば、走行 
速度が再び約 25 km/h Li (上になる 
と警告は行なわれまず。 


SRS (乗員保護補助装置） 

SRS は iU 下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告灯 

• シートベルトテンシ ヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 
• エアバッグ 


SRs| SRS 警告'打 

エンジンスイッチを 1 か 2 の位置にず 
ると数秒間点口しまず。 

エンジンスイッチが 1 か 2 の位置と 
さは、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出しまず。 


心 けびのおそれびありまず 

じ(下のよラなときは、 SRS に異常が 
発生しています。衝撃を受けてをエア 
バッグや シー トベルトテンシヨ ナー 
が作動しないおそれや、不意に作動す 
るおそれがおります。 ただちに乂 )1 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

• エンジンスイッチを 1 か 2 の位置 
にしたときに SRS 警告灯が点灯し 
ないとを 

• エンジンスイッチを 1 か 2 の位置 
にしてから数秒後に SRS 警告灯が 
消灯しないとさ 

• エンジンがかかっているとさなど 
に SRS 警告打び点灯したとき 


シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 

シートベルトテンシヨナーとエアバッ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
りまず。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
ヴーは衝撃の強さや方向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要があるか判断します。 

さらに前ちから一定(上の衝撃を検知 
したとさに、運転席/助手席エアバッ 
グが作動しまず。 


磐骗がが 
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〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合びありまず。 

事故の際にずベてのエアノ（ッグび作 
動するわけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なります。 

し、ずれのエアバッグを、衝突の最 
巧の段階において検知された衝撃 
の強ごや方向などに基づいて作動 
します。 

〇 センサーが検知ずる衝撃の強さや 
ち向は、 iu 下の要素によって決まり 
ます。 

. 衝撃の集中度/分散度 
. 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 

シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオースリ吉ツター 


シー 卜べ J レトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとをに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の効果を高める装置です。 

フ□ントシートのシートベルトに装備 
ごれています。 

シー トベルトテン シ ヨナー はエンジン 
スイツチび 2 の位置で、し iTF のとさに 
作動します。 

• SRS に異常びないとを 

• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
前方または後方から急激に強い衝撃 
び加わったとさ 


ベ J レトフオースリ吉ッター 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定じ(上の荷重びかかったと 
さに作動し、柔員の胸にかかる力を分 
散-軽減します。 

フ□ントシートのシートベルトに装備 
ごれています。 

A けびのおそれがありまず 

• シートベルトテンシヨナーの作動 
時にわずかに白煙が発生ずること 
がありまずが、火災のむ配はあり 
ません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を起 
こすおそれがありますので、安全 
を確認のラえ車外へ出るか、ドア 
やドアウインドウを開き換気を行 
なって < ださい。 

• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ずメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で新品と交換し 
て < ださい。 

未作動のシートベルトテンシヨ 
ナーを廃棄するとさは、廃棄専用 
の処置が必要です。ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場、 または 
専門業者に依頼して < ださし、。 

P シー トベルトテンシヨナ ーが 作 
動すると、シートベルトに強く締め 
付けられることがありまず。 


摆涨がが 
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。シー トベルトに強<締め付けられ 
ている状態でシートベルトをがずと 
さは、シートベルトのプレートを確 
実につかみながらバックルの解除ボ 
タンを押してください。シートべル 
卜の張力により、解除したプレート 
が跳ね返り、けがをずるおそれがあ 
りまず。 

P バックル部分に作動の妨げになる 
よラなちのがないことを確認して< 
ださい。 

〇シー トベルトテンシヨナーは、 
シート位置が不適切なとさや、シー 
トベルトが正し<着用されていない 
とさは、効果を発揮でさません。 

0 シ—トベルトテンシヨナーは、 
パックレストに乗員の身体を密着さ 
せるためのちのではありません。 

〇 シー トベルトテン シヨナーが 作 
動すると、 SRS 警告口が点口し 
ます。 

〇 シートベルトテンシヨナーの作動 
時に爆発音が聞こえまずが、通常で 
は聴力への影響はありません。 

〇 助手席シートに重い荷物などを 
積んで、シートベルトのプレートを 
バックルに差し込んでいるときは、 
助手席シートベルトテンシヨナーが 
作動することがありまず。 


エアバッグ 


心 けびのおそれびありまず 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮ずるたが、下の点にま意して 

<ださい。 

. 乗員全員がシー h ベルトを正し< 
着用し、バックレストをでさるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストの中央が目の高さに 
なるよラに調整してください。 

• 身長 150 cm 未満の子供はチャイ 
ルドセーフテイシートを使用して 
確実に身体を固定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはできるだけ後 
ちに動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔が狭す 
ざると、エアバッグが作動ずる衝 
撃でけがをするおそれがあります。 

• やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフテイシートを装着ずるとさ 
は、必ず前向きに装着して、助手 
席シートをもっとを後ろの位置に 
してください。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないでください。ソラックスヴ 
イドバッグが作動ずる衝撃でけが 
をずるおそれがあります。 

• 衣服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで<ださい。 

• 運転中はステアリングのパッド部 
を持ったり、身体をステアリング 
やダッシュボードにのせないで< 
ださし 、。エアバッグの作動が妨げ 
られるおそれや、エアバッグが作 
動したとさにけがをずるおそれが 
あります。 


磐骗がが 
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• ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで < ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないで<だ 
さし、。 

• エアバッグ収納部やそのお<に物 
を置かないで <ださい。 

• アシストグ I 」ップやコートフック 
にかたい物や鋭利な物をかけない 
で < ださい。 

• ウインドウやピラーの周囲にアク 
セサリーなどを取り付けないで< 
ださい。 

• ルーム S ラーに市販のワイド S 
ラーなどを取り付けないでくだ 
さし'!。 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで< 
ださい。誤作動でけがをしたり、 
正しく作動しなくなります。 


A けびのおそれびあ0まず 

し U 下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、 U モコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセサリーなどを取0付けないで 
<ださい。 

• ステア U ングパッド部 
• 助手席側のダッシュボードパネル部 
• フ□ントシートのバックレスト側面 


エアバックの作動 

車が一定政上の衝撃を受けると、高温 

のガスが排出されて、収納されている 

エアバッグが瞬時にふ<らみまず。 

これにより、乗員の頭部や胸部への衝 

撃を分散-軽減します。 

Q エアバッグは高温のガスによりふ 
くらむため、ずり傷や火傷、打撲な 
どをずることがありまず。 

〇 エアバッグの作動時に爆発音が聞 
こえまずが、通常では聴力への影響 
はありません。 

〇 エアバッグが作動ずると、 SRS 警 
告灯が点灯しまず。 

A けがのおそれびありまず 

• 関連部品に身体を触れないで<だ 
さい。部品が熱くなっており、乂 
傷をずるおそれがあ0まず。 

• エアバッグの作動時にわずかに白 
煙が発生ずることがありまずが、 
火災のむ配はありません。 

ただし、ぜんそくなどの呼暇疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を起 
こすおそれがありまずので、安全 
を確認のラえ車外へ出るか、ドア 
やドアウインドウを開き換気を行 
なってください。 

• 作動したエアバッグは、必ず;><ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で新品と交換してください。 

未作動のエアバッグを廃棄すると 
さは、廃棄専用の処置が必要でず。 

^ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場、または専門業者に依頼して 
ください。 


攫涨がが 
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エアバッグの種類と収納場巧 
エアバッグ名 収納場所 


運転席 ステアリング 

エアバッグ_ I パッド部 

助手席 助手席ダッシュ 

エアバッグ ボードノ くネル部 

ソラックスサイフ□ントシート 
ドバッグ のバックレスト 

側面 


運転席/助手席エアバッグ 


© 〇 



前方からの強い衝撃を受けると作動 
し、乗員の頭部や胸部への衝撃を分 
散-軽減します。 


運転席エアバッグ①/助手席エアバッ 
グ③は、他のエアバッグの作動に関わ 
らず、じ(下のとさに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、前方から一定 
し U 上の衝撃を検知したとさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
び、シートベルトによる巧護機能を 
高めるとシステムび判断したとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とを 


〇助手席シートに重い荷物などを積 
まないで<ださい。事故などのとさ 
助手席エアバッグび作動ずることび 
ありまず。 


ソラックスサイドパツグ 



横方向ひらの強い衝撃を受けると、 
衝撃を受けた側のソラックスサイド 
バッグ①び作動し、上体への衝撃を 
軽減します。 

ソラックスサイドバッグは、運転席/ 
助手席エアバッグやシートベルトテン 
シ ヨナー の作動、シートベルトの着用 
に関わらず、衝突の最初の段階で、横 
方向から一定(上の衝撃を検知したと 
をに作動しまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

シー トに市販の シー トカ バーを 使用 
しないでください。ソラックスサイ 
ドバッグの作動び巧げられるおそれ 
びあ0まず。 


磐紙が化 


• 車両の横転な どに より、縦方向から 
一定 LU 上の衝撃を検知したとさ 
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運転席/助手席エアバッグび作動ず運転席/助手席エアバッグび作動し 
るとを ないとを 


正面衝突など車の前方左ち 後ろから衝哭されたとき 

約3日度な内の方向から強 
い衝撃を受けたとさ 



ソラックスサイドバッグび作動ずる 
とさ 


客室部分に横ち向か5強い衝撃を受けたとさ 



摆涨がが 
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運転席/助手席エアバッグび作動しソラックスサイドバッグび作動しない 
ない場合びあるとを 場合びあるとを 



磐紙が化 
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いずれかのエアバッグび作動ずる場合 
があるとを 



子供を乗せるとを _ 

シートベルトは身長1 50 cm LiLL の乗 
員が使用ずることを前提にしていま 
す。シートベルトが正し<着用でさな 
い体格のモ供などは、適切なチャイル 
ドセーフテイシートを使用してくだ 
さい。 

A けびのおそれびありまず 

子供が乗車ずるときは、チャイルド 
プルーフ□ックを設定してください 
〇 4日ページ）。 

A けびのおそれびありまず 

チャイルドセーフテイ シー トを使用 
している場合でを、テおだけを車内 
に残して車から離れないでください。 

• 運転装置に触れてけがをずるおそ 
れがおります。 

• 誤ってドアを開き、事故の原因に 
な0ます。 

• 炎天下では車内が高温になり、熱中 
症を起こすおそれがありまず。 

• 寒;令時には車内が低温になり、命 
にかかわるおそれがあります。 


心 けびのおそれびありまず 

荷物が固定されていなかったり適切 
な位置に置かれていないと、1；■(下の 
よラな場含に子供がけがをする危険 
性が増加しまず。 

• 急 ブレーキ 
• 急な進路変更 
• 事故 

荷物の積み方について、詳しくは 
0198ページ）をご覧ください。 


擊骗がが 
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チヤイルドセーフテイシート 


心 けびのおそれびありまず 

• シートベルトが正しく着用でさ 
ない体格の子供などは、チャイル 
ド セーフ テイシートを使用してく 
ださい。急な進路変更時や急ブレー 
キ時、事故のとさなどに身体を車 
内に激し<ぶつけたり、車外に放 
り出されて致命的なけがをするお 
それがありまず。 

• シートベルトを正しく着用でさ 
ない体格の子供び、そのままシー 
トベルトを着用すると、首を締め 
付けたり、腹部を強<圧迫したり 
して致命的なけがをずるおそれが 
あ0ます。 

• 6歳未満のデ供が乗車ずるときは、 
チャイルド セーフ テイ シー トを使 
用することが法律で義務付けられ 
ていまず。 

• 6歳];!上の子供でを、シートべル 
卜が正しく着用できない子供は、 
チャイルドセーフテイシートを使 
用して < ださい。 

• 身長1 50 cm 未満の子供はチャイ 
ルドセーフテイシートを使用して 
確実に身体を固定して<ださい。 

• 子供の体格に適含したチャイルド 
セーフテイシートを使用し、子供 
を正しい姿勢で座らせ、身体をシー 
トベルトで確実に固定して<だ 
さい。 


• テ供を膝の上に乗せて走行しない 
でください。急な進路変更時や急 
ブレーキ時、事故のとさなどに身 
体を車内に激しくぶつけたり、車 
外に放り出されて致命的なけが 
をずるおそれがありまず。 

• チャイルドセーフテイシートは、セ 
カンドシートまたは ヴー ドシート 
(左側席を除 <) に装着してくだ 
さし、。 

• サードシートの左側席には、チャ 
イルドセーフテイシートを装着し 
ないで < ださい。 

• セカンドシートまたはサードシー 
卜にチャイルドセーフテイシート 
を装着するとさは、バックレスト 
を起こして確実に□ックしてくだ 
さし、。 

• やむを得ず助手席に装着ずるとさ 
は、前向きに装着し、助手席をわつ 
とを後ろの位置にしてください。 

• 後向きに装着ずるタイプのチャイ 
ルドセーフテイシートを装着した 
セカンドシートは、後向さに配置 
しないで<ださい。急ブレーキ時 
や事故などのとさに子供を保護す 
ることがでさず、致命的なけがをす 
るおそれがあります。 

• 助手席には、後向きに装着する夕 
イプのチャイルド セーフテイシー 
卜を装着しないでください。また、 
タイプにかかわらずチャイルド 
セーフテイシー トを後向さに装着 
しないで<ださい。エアバッグが 
作動する衝撃で致命的なけがをす 
るおそれがあります。 


磐骗がが 
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• チャイルドセーフティシートに 
関ずるを意事項を記載したステッ 
カーが、助手席側のサンバイプー 
に貼付されていまず。 



• チャイルドセーフテイシートが損 
傷しているとさは新品と交換して 
<ださい。大さな衝撃を受けたり、 
損傷したをのは子供を保護でさま 
せん。 

• チャイルドセーフテイシートは確 
実に装着してください。急ブレー 
キ時などに、チャイルドセーフテイ 
シートび放0出されて乗員がけが 
をずるおそれがあります。 

• チャイルドセーフテイシートの下 
にクッシヨンなどを置かないでく 
ださい。チャイルドセーフテイシー 
卜が確実に装着されないおそれが 
ありまず。 

• チャイルドセーフテイシートを使 
用しないときは、車から取り外す 
か、確実に固定してください。 

• チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないでください。が 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートが高温になり、 
テ供が火傷をするおそれがあり 
まず。 

• チャイルドセーフテイシートの取 
り扱いや装着ちまについては、製 
品に添付されている取扱説明書を 
ご覧ください。 


純正チヤイルドセーフテイシート 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢 
に応じた純正チヤイルドセーフテイ 
シートを用意していまず。 

純正チヤイルドセーフテイシートに 
は、じ(下のタイプがありまず。詳し< 
は販売店におたずね < ださい。 


シートを 

体重 

年齡 

ベビーセー 
フプラス 

約1日 kglU 下 
または 

約 13 kg LU 下 

新生児〜 

9力月位 
または 

18力月位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力月〜 

4歳位 

キッド 

1 已〜 36 kg 

3歳半〜 
12歳位 


ぷチャイルドセーフテイシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあります。 
詳しくは販売店におたずねください。 


に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート固定装置 


セカンドシートと、サードシートの中 
央席/ち側席に、 ISO - FIX 対応チヤイ 
ルドセーフテイシート用の固定装置① 
を装備していまず。 


還択の目安 




攫骗がが 
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チャイルドセーフティシートを固定装 

置に装着ずる 

► バックレストをちっとを後方の位 
置まで倒しまず。 

► 固定装置①にチャイルドセーフテ 
ィシートを装着しまず。 

► ノ（ックレストをもっとを起こしに 
角度にしまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

-この固定装置は、必ず体重 22 kg 
し U 下の子供を乗せると量に使用し 
て < ださい。 

-チャイルドセーフティシートは、 
必ず製品の取扱説明書の指示に 
従い、左ちの固定装置に装着して 
ください。装着ち法を誤ると、事 
故などのとき、十分な効果が得ら 
れなかったり、チャイルドセーフ 
ティシートが外れるおそれがあり 
まず。 

• チャイルドセーフティシートを装 
着するときは、バックレストがもっ 
とを起こした角度で□ックされ 
ていることを確認してください。 

• チャイルドセーフティシートと 
シート座面の間に物を入れないで 
<ださい。 

-チャイルドセーフティシートや固 
定装置が事故で損傷したり強い負 
荷を受けた場合は、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で新品に 
交換してください。 


チャイルドプルーフ□ック 


モ供がセカンドシートやヴードシート 
に乗車するとさは、 iU 下のチャイルド 
プルーフ□ックを使用してください。 

• スライディングドア/電動デュア 
ルスライディングドアのチャイル 
ドプルーフ□ック 

• テールゲートの チャイルド プルーフ 
□ック 

• ベンチ レー シヨンウインドウ/リ 
アスライディングルーフ*のチャ 
イルドプルーフ□ック 

A 事故やけびのおそれびありまず 

子供びセカンドシートやヴードシー 
卜に乗車ずるとさは、チャイルドフ 
ルーフ□ックを設定してくださし、。 
モ供びスライディングドアなどを操 
作すると、事故やけびの原因にな0 
まず。 


スライディングドア/電動デュアル 
スライディングドアのチ ヤイル ドプ 
ルーフ□ツク 



ち側スライディングドア 

①□ックダイヤル 


磐骗がが 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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チャイルドプルーフ□ックを設定ずる 
と、 B ピラーのスライディングドアス 
イッチ* (1>63ページ）および車内の 
□ック辆除ボタン （066 ページ）を 
押してをスライディングドアび開かな 
<なりまず。 

► エマージェンシーキーな どを □ッ 
クダイヤル①の溝に差し込んで、溝 
の方向を設定側③の " on " または解 
除側③の " off " の矢印の方向に合5 
よつ I しまわしまず。 

►巨 ピラーの スライディングドアス 
イッチおよび車内の□ック解除ボタ 
ンを押して、設定/解除を確認し 
ます。 

〇 電動デュアルスライディングドア 
装備車は、チャイルド プルーフ□ッ 
クを設定しているとさを、センター 
コンソールのスイツチでスライデイ 
ングドアを開くことびでさまず。 


テールゲー トのチ ヤイルドプルーフ 
□ック 



© I □ックレバー 
③解除側 
③設定側 


チャイルドプルーフ □ックを 設定ず る 
と、テールゲート 裏側の テールゲート 
レバーを 引いてち テールゲートび 開か 
な< な0まず。 

► □ックレバー ①を設定側③（ち側） 
まには解除側③（左側）にスライド 
させまず。 

► テールゲー ト裏側の テールゲート レ 
バーを引いて、設定/解除を確認 
しまず。 

ベンチ レーシヨ ンウインドウ/リア 
スライデイングルーフ * のチャイルド 
プルー フ□ツク 


み 


チャイルドプルーフ□ックを設定ずる 
と、サードシート左ちのベンチレー 
シヨンウインドウスイッチによるべ 
ンチレーシヨンウインドウの開閉操 
作と、サードシート上方の1」アスライ 
ディングルーフスイッチによるリアス 
ライディングルーフ*の開閉操作びで 
さな < なりまず。 

► スイッチ①を押して、押された状態 
にしまず。 

► 解除ずるときは、スイッチ①を押し 
て、押されていない状態にしまず。 


醒骗がが 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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まをのために 


〇 チヤイルドプルーフ□ツクの設定 
/解除にかかわらず、運転席ドアの 
スイツチによるベンチレーシヨンウ 
インドウの開閉操作と、前席上方の 
スイッチによる U アスライデイング 
ルーフの開閉操作はでさまず。 



車両には、運転者や乗員へ注意を促ず 
ための警告ラべ J レが貼付してあ0まず。 

A けびのおそれびありまず 

警告ラベルには危険な状況を回避ず 
るための情報や、車を安全に使用す 
るための情報などが記されています。 
警告ラベルは絶対にはがさないでく 
ださい。 


r 健康を害ずる物質について 

のよラな物質は健康を害ずるおそ 
れがありまず。車内に保管したり、積 
載して移動しないで < ださい。 

. 有機溶剤 
• 燃料 

• オイル/グリース類 
• 洗剤 
• 酸性溶剤 

A 事故や火災のおそれびあ0まず 

健康を害する物質を車内に保管した 
り、積載して移動しないでください。 
気化したガスや液体が漏れ出ると、 
乗員の健康に影響を与えた0、運転 
者が集中力を失って事故を起こすお 
それがあります。 

また、電気装備を損傷し、故障や火 
災の原因になります。 


磐骗がが 
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タイヤとホイール 


A 事故のおそれがありまず 

タイヤとホイールは必ず純正品およ 
び承認されている製品を使用してく 
ださい。詳しくは^ルセデス■ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さし、。 

ホイールやタイヤの選択を誤ると、 
車全体のバランスに影響し、安全性 
に支障をさたずおそれがありまず。 
新品のタイヤを装着したときは、走 
行距離が約100 km を超えるまでは 
速度を控えて運転することをお勧故 
しまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

かなくとち)一年に一度、ホイールボ 
ルトが適正な締め付けトルク0308 
ページ）で取り付けられていること 
を点検してください。ホイールボル 
卜が緩むと、車のコント□ールを失つ 
て事故を起こすおそれがあ0まず。 

ウインタータイヤや スノーチェー ンに 
ついては、（[>21日ページ）をご覧< 
ださい。 


タイヤ空気圧 


A 事故のおそれがありまず 

走行するときは、タイヤ空気圧を適 
正な数値に調整してください。タイ 
ヤ空気圧が低ずざると、タイヤが過 
熱して破裂したり、火災を起こずお 
それがありまず。また、タイヤ空気 
圧が高すざると、制動距離が長くなっ 
たり、タイヤのグリップカが低下し 
ます。 

タイヤ空気圧は、積載する荷物や乗員 
の人数に応じて適正に調整して<だ 
さい。タイヤ空気圧を誤った数値に 
調整ずると、車のコント□ールを失っ 
て事故を起こすおそれがあ0ます。 

走行中はタイヤの温度とタイヤ空気 
圧が高<な0まず。タイヤ空気圧の 
点検は、タイヤが冷えているときに 
行なってください。 

日頃からタイヤの空気圧を点検して 
<ださい。特に重い荷物を積んで高速 
走行ずるとさなどは必ず行なって< 
ださい。 

• ほこりや水分の侵入を防ざパルブを 
保護するため、ホイールバルブの 
キャップを必ず装着して < ださい。 

• タイヤに空気を入れてち、ずぐに空 
気圧が低下ずるとさは、パンクや 
ホイールの損傷、タイヤバルブか 
らの空気漏れなどのおそれがあり 
ます。ただちにルセデス•ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

タイヤ空気圧ラベルについては、 
(>298 ページ）をご覧ください。 


攫账がが 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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タイヤとホイール 


H タイヤの空気圧を点検ずるとさ 
は、応急用スペアタイヤ* *の空気 
圧ち点検して < ださい。 

タイヤの摩屏 


A 事故のおそれびありまず 

タイヤの摩耗には十分にミ主意し、ス 
U ップサイン（別冊 r 整備手帳」参照） 
が現われたら、すぐに交換してくだ 
さい。タイヤの溝の深さが約 3 mm 
じ(下になると善しく滑りやずくなり、 
事故を起こすおそれがあります。 

タイヤの点検 


► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接地部のたわみ状態（別冊 
「整備手帳」参照）を見て、空気圧 
が適当であるか点検しまず。 

► タイヤに大さな傷がないか 、くぎ 
や石などがささったり、かみ込ん 
でいないか点検しまず。 

► タイヤが偏摩耗を起こしたり極端 
にずり減っていないか点検しまず。 

スリップサイン（別冊「整備手帳」 
参照）が出ているとさは、新しい夕 
イヤに交換してください。 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤの h レッドやサイドウ オール 
がひどくずり減ったり、損傷してい 
るとさは交換してください。 

Q タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの摩耗を点検すると 
さは、必ずタイヤの内側ち点検し 
て < ださい。 


タイヤの寿命 


摩耗具合にかかわらず、6年(上経過 
したタイヤは新品のタイヤと交換して 
<ださし、。 

応急用スペアタイヤ*ち同様に交換し 
て < ださい。 

タイヤの損傷 


下のよラな理由により、タイヤは損 
傷したり劣化しまず。 

• 車の使用状況 
• 経年変化 
• 縁石などとの接触 

• <ざや石などのかみ込み 
• 不適切なタイヤ空気圧 
• 天候や使用環境 
• オイルや燃料などの付着 

A 事故のおそれびありまず 

縁石や障害物などを乗り越えたとさ 
など、外見か5は見えない部分で夕 
イヤが損傷することがあります。こ 
のよラな損傷は、タイヤの破裂など 
の原因になるおそれがあります。 

駐車するときは、縁石などでタイヤ 
の側面が押された状態にならないよ 
ラにま意してください。 

Q 路面の段差などを乗り越えるとさ 
は、速度を落とし、ミ主意して走行し 
て<ださい。タイヤやホイールを損 
傷ずるおそれがありまず。 


擊骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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再生タイヤ 


再生タイヤを装着した場合、ま全性の 
保証はでさません。 

タイヤの回転方向 


回転方向び指定されているタイヤは、 
タイヤの側面に記された回転方向の 
矢印などの指示に従って装着してく 
ださい。 

タイヤ/ホイールの交換 

• 装着するタイヤは、指定のサイズお 
よび4輪とを同じ銘柄のちのにし 
て < ださい。 

サイズや銘柄び異なるタイヤを組み 
合わせて装着すると、車両操縦性や 
走行ま定性に悪影響をおよぼし、事 
故を起こずおそれびありまず。 

• 1本だけ新品のタイヤを装着ずると 
をは、前輪に装着してください。 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤとホイールは必ず純正品およ 
び承認されている製品を使用してく 
ださい。詳しくは^ルセデス■ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さし、。 

ホイールやタイヤの選択を誤ると、 
車全体のバランスに影響し、安全性 
にま障をさたずおそれがあ0ます。 
新品のタイヤを装着したときは、走 
行距離が約100 km を超えるまでは 
速度を控えて運転ずることをお勧が 
しまず。 


A 事故のおそれびありまず 

ホイールボルトは、ホイールに適含 
した純正品だけを使用してください。 
純正似外のホイールボルトを使用す 
ると、ホイールが脱落して事故を起 
こすおそれがあ0ます。 

D 純正品または承認された製品政が 
のタイヤやホイールを装着ずると、 
道路運送車両法違反になることがあ 
りまず。 


タイヤ □ーテー シヨン 



タイヤ□ーテーシヨンのちま 


タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さ<異なり 
9 〇 

5,日日日〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行= 
なって < ださい。 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 
施すると、タイヤの摩耗を巧一化ず 
ることびでさまず。この結果、タイ 
ヤの寿命を延ばずことびでさまず。 


摆骗がが 
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タイヤとホイール 


〇 タイヤを入れ替えた後に空気圧を 
調整して < ださい。 

空気圧は、燃料給油フラップを開い 
た車体側に貼付してあるタイヤ空気 
圧ラベルで確認して < ださい。 

〇 標準タイヤのホイールのホイール 
ボルトの締め付けトルクは1 8 kg-rn 
( ISONm ) でず。タイヤ□ーテー 
シヨンを行なったあとは、^ルセデ 
ス-ベンツ指定 サービス エ場でぶ 
イールボルトの締め付けトルクを確 
認して < ださい。 

タイヤ/ホイールの保管 

タイヤ/ホイールは、オイルやグリー 
ス類、燃料などの付着ずるおそれの 
ない、乾燥した冷暗所に保管して< 
ださい。 

酸性のクリーナーなどでぶイールを 
清掃しないでください。ホイールボ 
ルトが腐食ずるおそれがありまず。 


磐骗がが 





47 


才ープン / ク□—ズ . 48 

を難防止警報システム . 78 

シート . 79 

ステアリング . 98 

吉ラー . 98 

メーターパネル . 101 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
. 104 

ランプ . 122 

視巧の石き保 . 131 

エアコンディシヨナー . 136 

走行と停車 . 147 

ブレーキ . 152 

シフト操作 . 156 

走行 . 160 

走行装備 . 163 

ENR . 178 

室内装備 . 181 


I 


J 




















r — プン / ク□—ズ 



U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解綻/施 
結に使用しまず。 

また、それぞれのキーにはエマージェ 
ンシーキーをリ又納していまず。 

A 事故やけびのおそれびありまず 

子供を乗せて走行ずるとさは、必ず 
チャイルドプルーフ□ックを設定し 
てください040ページ）。 

走行中にモ供び不意にドアを開さ、 

車か！5転落してけびをした0、事故 
を起こすおそれびあります。 


A けびのおそれがありまず 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。車び施錠されていて 
も、誤って車内からドアを開くと、 
車か！5転落してけびをするおそれ 
びあ0ます。 

また、運転装置に軸れて、事故や 
けびをずるおそれびあ0ます。 

• 短時間でち、車内にキーを残した 
まま車か S 離れないで < ださし、。 
事故やを難のおそれびありまず。 

• 重い物やお要!;上に大さな物、ス 
テア U ングなどの操作部に接触す 
る物をキーホルダーとして使用し 
ないで < ださい。 

キーホルダー自体の重みや、キー 
ホルダーびステア1」ングなどに接 
触することでキーびまわると、ェ 
ンジンび停止して事故を起こすお 
それびあ0まず。 


〇キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

。キーは、強い衝撃や水から避けて 
ください。故障の原因になりまず。 

〇キーを強い電磁波にさらずと 、 U 
モコン機能に障害び発生ずるおそれ 
びありまず。 

〇キーの先端部をミちしにり覆ったり 
しないでください。故障や誤作動の 
原因になりまず。 

。盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとをは必ず車を施湿してくだ 
さい。 

〇 メモ U —付フ□ントパワーシート 
装備車は、シートの位置をそれぞれ 
のキーごとに記憶させることびでさ 
まず。詳しくは19ぺージ）を 
ご覧ください。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


B を邸6恒冊 





リモコン機能 



①表示な 
⑨施錠ボタン 


③ スライディングドア/ 

テールゲー ト解錠ボタン、 

スライディングドア開閉ボタン* 

④ エマージェンシーキー 
⑥解錠ボタン 

エンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいないとさに！;■(下の操作びでさ 
ます。 

• ドアとスライディングドア、テール 
ゲートの解綻/施綻 

• スライディングドアとテールゲート 
の解綻 

• ドアウインドウとベンチレーシヨン 
ウインドウ、スライディン グルー 
フ*の開閉 （054 ページ） 

• 電動デュアルスライディングドアの 
開閉065ページ）* 

操作時に表示灯①び1回点滅しまず。 

解綻ずる 

► 角军蟲ボタン⑥を押しまず。 

ドア、スライディングドア、テール 
ゲートび解錠され、非甫点滅灯び1 
回点滅します。 


施綻ずる 

► 施錠ボタン③を押しまず。 

ドア、スライディングドア、テール 
ゲートび施錠され、非常点滅灯び3 
回点滅します。 

スライディングドアとテールゲートを 
解綻ずる 

► スライディングドア/ テールゲー 
卜解綻ボタン③を押しまず。 

スライディングドアと テールゲー ト 
び解淀され、非常点滅灯び1回点 
滅します。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で1」モコン操作を行な5 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動することびありまず。 

〇 U モコン操作で施淀したときは、 
非苗点滅灯び3回点滅したこと、 
ドアやスライディングドア、テール 
ゲートび確実に施淀されていること 
をお認して < ださい。 

〇貴重品は絶巧に車内に置いたまま 
にしないでください。盗難のおそれ 
びありまず。 

〇 解錠ボタン⑥を押して解錠した 
とさは、じ(下の操作をしないと、 
約40秒後に再び自動的に施錠さ 
れます。 

• ドアを開< 

• スライディングドアを開く 
• テール ゲートを開く 
• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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r — プン / ク□—ズ 


〇 車びバッテ U —あびりを起こしに 
とさは、キーの電池び正苗でを1」モ 
コン操作での解顔/施読はでさま 
せん。 

〇 操作時に表示灯①び点灯しないと 
さは、キーの電ミ也か消耗していまず。 
ただちに電池を交換してください 
([>285ぺージ)。 

〇 キーの電池び消耗ずると操作時に 
表示灯び点滅せず、 U モコン操作び 
でさな<なりまずび、エンジンは始 
動でさます。 


リモコン機能の設定切替 



③施錠ボタン 
③解綻ボタン 

U モコン機能の設定を切り替えること 
により、解錠ボタン③による1回目の 
解綻操作で運転席ドアだけを解淀し、 
2回目の解湿操作で助手席ドアおよび 
スライディングドアと テールゲー トび 
解綻でさます。 


設定を切り替える 

► 施話ボタン③と解蟲ボタン③を同 
時に約6秒間押しまず。 

表示灯①び2回点滅して、設定び 
切り替わりまず。 

この状態ではじ(下のよラに作動しまず。 

• 解淀ボタン③を1回押ずと、運転 
席ドアび解錠し、非甫点滅灯び1 
回点滅します。 

• 続けて約40秒し i (内に解錠ボタン③ 
を押すと、助手席ドアおよびスライ 
デイングドアと テールゲー トび解錠 
し、非甫点滅灯び1回点滅しまず。 

〇 約40秒(内に解錠ボタン③を再 
度押さないと、運転席ドアは施錠ご 
れまず。 

設定を元に戻ず 

► 施錠ボタン③と解錠ボタン③を同 
時に約6秒間押しまず。 

表示灯①び2回点滅して、元の設 
定に戻りまず。 

〇 設定内容を確認ずるとをは、解錠 
操作を行ない、作動を確認してくだ 
さい。 

□ケイターライティング 


周囲び暗いときに U モコン操作で解 
湿ずると、車幅灯、フ□ントフォグラ 
ンプ、テールランプ、ライセンスラン 
プび点灯しまず。 

点灯したランプは、運転席ドアを開い 
たとき、または約40秒後に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
(^1 17ページ）をご覧ください。 
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セントラルドア□ツク 


ドア□ツクスイッチ 


A 事故やけびのおそれびありまず 

テ供を柔せて走行するとさは、必ず 
チャイルドプルーフ□ックを設定し 
てください040ページ）。 

走行中に子供が不意にドアを開さ、 
車から転落してけがをしたり、事故 
を起こずおそれがあ0まず。 


心 けびのおそれびありまず 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。車が施錠されていて 
を、誤って車内からドアを開くと、 
車から転落してけがをするおそれ 
があります。 

また、運転装置に触れて、事故や 
けがをするおそれがあります。 

• 短時間でを、車内にキーを残した 
まま車から離れないでください。 
事故や盗難のおそれがあ0ます。 


A 事故やけびのおそれびありまず 

ドアの □ ックノブが下がつていても、 
車内のドアレバーを引いたり、スラ 
イディングドアの□ック解除ボタン 
を押すと、ドアは開きまず。デ供が 
乗車しているときは特に注意してく 
ださい。 



①ずベてのドアとテールゲートの解錠/ 
施錠 


©表示打 

感スライディングドアとテールゲートの 
解錠/施錠 

ドア□ックスイッチでは liTF のことが 

でさまず。 

• すべてのドアとテールゲートの解錠 
/施錠 

• スライディングドアとテールゲート 
の解錠/施錠 

〇 U モコン操作で施錠しているとさ 
や、施錠しようとしているドアや 
テールゲートが開いているときは、 
ドア□ックスイッチで解錠/施 
錠することはできません。 
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ずべてのドアと テールゲー トを施 
綻ずる 

► ドア□ックスイッチの上側①を押し 
まず。 

表示灯③び点なして、ずべてのドア 
と テールゲー トび施錠されまず。 

〇 エンジンスイッチび 0 の位置のと 
さ、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてあるとさは、ずべて 
のドアと テールゲー トを施顏して 
点灯した表示灯は約5秒後に消灯 
します。 

エンジンスイッチび 1 か 2 の位置 
のとをは、表示灯は点灯したままに 
なりまず。 

ずべてのドアと テールゲー トを解 
綻ずる 

► 表示灯③び点灯しているとをに、 
ドア□ックスイッチの上側①を押 
します。 

表示灯③び消灯して、ずべてのドア 
とテールゲートび角军淀されまず。 

〇 エンジンスイッチび 0 の位置のと 
さ、まにはエンジンスイッチから 
キーを巧いてあるとさに、ずべての 
ドアとテールゲートを解顏ずるとさ 
は、一度ドア □ ックスイッチの上側 
①を押してください。約5秒間表 
示灯び点灯しまず。 

その間に再度ドア□ックスイッチの 
上側①を押ずと、ずべてのドアと 
テールゲートを解綻/施錯するこ 
とびでをまず。 


スライディングドアと テールゲー トを 
施綻ずる 

► ドア□ックスイッチの下側③を押し 
9 〇 

表示灯③び点灯して' スライデイング 
ドアとテールゲートび施錠されまず。 

〇 エンジンスイッチび 0 の位置のと 
さ、またはエンジンスイッチから 
キーを巧いてあるときは、スライ 
ディングドアとテールゲー h を施錠 
して点灯した表示灯は約5秒後に 
消灯しまず。 

エンジンスイッチび 1 か 2 の位置 
のとさは、表示灯は点灯したままに 
なりまず。 

スライディングドアと テールゲー トを 
解綻ずる 

► 表示灯③び点灯しているとをに、 
ドア□ックスイッチの下側③を押 
します。 

表示灯③び消灯して、スライディ 
ングドアと テールゲー トび解淀さ 
れます。 

〇 エンジンスイッチが 0 の位置のと 
さ、またはエンジンスイッチから 
キーを抜し''てあるときに、スライ 
ディングドアと テールゲー トを角军 
錠ずるときは、一度ドア□ックス 
イッチの下側③を押してください。 
約日秒間表示口が点口しまず。 

その間に再度ドア□ックスイッチの 
下側③を押ずと、スライディングド 
アとテールゲートを解錠/施錠ず 
ることがでさまず。 
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車速感応ドア□ック 


就 

—攻一 _ 



①すべてのドアと テールゲー トの設定/ 
解除 

©表示灯 

③スライディングドアと テールゲー トの 
設定/解除 

走行速度が約1 5 km/h 上になった 

とさ、 li (下の作動が自動的に行なわれ 

ます。 

• すべてのドアとテールゲートの施錠 

または 

• スライディングドアとテールゲート 
の施錠 

Q タイヤ交換をするときやけん引さ 
れるときは、車速感応ドア□ックを 
解除するか、エンジンスイッチを 
0の位置にして<ださい。車輪が 
回転すると車が自動的に施錠され、 
車外に閉め出されるおそれがあり 
ます。 

〇 車速感応ドア□ックで施錠された 
後にドア□ックスイッチで解淀ずる 
と、停車してドアやスライディング 
ドア、テールゲートなどを開<か、 
エンジンを再始動ずるまで、車速感 
応ドア □ ックは作動しません。 


ずべてのドアと テールゲー トの設定/ 
解除 

► ドアを閉じた状態でエンジンスイツ 
チを1か2の位置にしまず。 

► ドア□ツクスイツチの上側①を約5 
秒間押しまず。 

表示灯③び4回点滅し、車速感応 
ドア□ツクび設定されまず。 

►解除ずるときは、ドア□ツクスイツ 
チの上側①を約5秒間押しまず。 

表示灯③び2回点滅しまず。 

スライディングドアと テールゲー トの 
設定/角军除 

► ドアを閉じた状態でエンジンスイツ 
チを1か2の位置にしまず。 

► ドア□ツクスイツチの下側③を約5 
秒間押しまず。 

表示灯③び4回点滅し、車速感応 
ドア□ツクび設定されまず。 

►解除ずるときは、ドア□ツクスイツ 
チの下側③を約5秒間押しまず。 

表示灯③び2回点滅しまず。 

〇 ずべてのドアとテールゲートに車 
速感応ドア□ツクを設定していると 
きに、スライデイングドアとテール 
ゲートの車速感応ドア□ツクの設定 
を行なうと、フ□ントドアの車速感 
応ドア □ ツクび解除されまず。 


I 
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リモコン操作でドアウインドウとべ 
ンチレーシヨンウインドウ、スライ 
デイングルーフ*を開閉ずる 



①発信部 
©施錠ボタン 
©解錠ボタン 

リモコン操作でドアウインドウとベン 
チレーシヨンウインドウ、スライデイ 
ング ルーフを 開閉できまず。 

開< 

► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて、解錠ボタン③ 
を押し続けまず。 

ドアウインドウとベンチ レーシヨ ン 
ウインドウ、スライディング ルーフ 
が開さまず。 

解錠ボタン③から手を放ずと、作動 
中のドアウインドウとベンチレー 
シヨンウインドウ、スライデイング 
ルーフはその位置で停止しまず。 

〇 リモコン操作でスライディング 
ルーフを開いた後、運転席ドアを開 
<と警告音が鳴り、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"スラ仆''ル-フア 
イテイ乃！"と表示されまず。 


閉じる 

► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて、施錠ボタン© 
を押し続けまず。 

ドアウインドウとベンチレーシヨン 
ウインドウ、スライ デ ィング ルーフ 
が閉じまず。 

施錠ボタン®から手を放ずと、作動 
中のドアウインドウとベンチレー 
シヨンウインドウ、スライディン 
グルーフはその位置で停止しまず。 

A けびのおそれびありまず 

U モコン操作でドアウインドウとベ 
ンチレーシヨンウインドウ、スライ 
ディングルーフを閉じているとさに 
身体が挟まれそラになったときは、 
ただちに施錠ボタン©から手を放し、 

解錠ボタン®を押し続けて、ドアウ 
インドウとベンチ レーシヨ ンウイン 
ドウ、スライディングルーフを開い 
て < ださい。 

D 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、リモコンが作動しなかったり、 
誤作動ずることがあ0ます。 

Q リモコン操作でドアウインドウと 
ベンチレーシヨンウインドウ、スラ 
イディングルーフを閉じるとさは、 
開口部に異物がないことを確認して 
<ださい。 

Q リモコン操作でドアウインドウを 
開くとさは、ドアウインドウに身体 
を寄りかけないで<ださい。ドアウ 
インドウとドア フレームの 間に身体 
が引さ込まれてけがをずるおそれが 
ありまず。 


B を邸 e 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 












エンジンスイッチ 



A 事故のおそれびありまず 

ごく短時間でも、車か！5離れるとき 
はエンジンスイツチか S キーを巧い 
てください。また、子供だけを車内 
に残さないでください。いたずらか 
ら車の発進、义災などの事故び発生ず 
るおそれびあ 0 まず。また、炎天下 
では車内び非常に高温にな D 、 熱中 
症を起こすおそれびあ 0 ます。 


キーの 
位置 

エンジンスイッチの < 立置 

④ 

0 :キーを差し込む/巧 
<位置 

① 

1:エンジンスイッチび1 
の位置にな0まず。 

⑤ 

2:エンジンスイッチび2 
の位置にな0まず。 

⑤ 

3 :エンジンび始動しまず。 


A 事故のおそれがありまず 

走巧中にエンジンを停止しないでく 
ださし 、。エンジンブレーキび効かな 
くなりまず。また、ブレーキやステ 
ア U ングの操作に非常に大さな力び 
必要になります。 

〇車のバッテ U —あびりを防止ずる 
ために、駐車時は必ずエンジンス 
イッチからキーを巧いてください。 

〇 セレクターレバーび [ PJ に入つ 
ていないとさは、エンジンスイッチ 
からキーを巧くことびでさません。 

〇 エンジンスイッチからキーを巧か 
ずに0の位置で長時間放置してし^ 
ると、キーがまわせな<なることが 
ありまず。このとさは、キーを いつ 
たん抜さ、再度差してからまねして 
<ださい。 

〇 キーの発信部び覆われていたりミち 
れていると、エンジンを始動でさな 
<なりまず。 

〇 エンジン始動後に信号音びずるこ 
とびありまずび、異苗ではありま 
せん。 

タツチスタート 


エンジンスイツチを③の位置までま 
わすと、手を放してち自動的にスター 
ターが作動し続け、エンジンが始動し 
ます。 


B を習恒脚 
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ステアリング□ツク 


エンジンスイッチからキーを巧いたと 
をにステア1」ングび □ ックごれまず。 

ステア IJ ングを□ックずる 

► エンジンスイッチからキーを巧さ 
ます。 

ステア U ング □ ックを解除ずる 

►エンジンスイッチにキーを差し 
ます。 


心 火災のおそれびあ0まず 

燃料給油中は助手席ドアを開閉し 
ないでください。助手席ドアと給油 
ノズルが接触し、給油ノズルが外れ 
て燃料がこぼれ、火災が発生するお 
それがあります。 


A 事故やけびのおそれびありまず 

• ドアは確実に閉じてください。ド 
アの閉じかたが不完全（半ドア） 
な場合、走行中にドアが開くおそ 
れがおります。 

• ドアを開くとさは、周囲の安全を 
十分確認してください。 

• 同乗者がドアを開くとさは、危険 
がないことを運転者が確認してく 
ださい。 

• ドアを閉じるとさは、身体や物を 
挟まないよラに注意してくださし、。 
車の周りに子供がいると量は、特 
にま意してください。 


ドアの開閉 


0 ^^ 

運転届か 
①ドア八ンドル 

車がか5開く 

► ドア八ンドル①を引さまず。 


車夕1•か5閉じる 

► ドア八ンドル①を持って確実に閉 
じまず。 



運転席ドア 
①ドア レバー 
③インナーグ U ツプ 
③□ツクノブ 


B を邸6恒冊 








車内から開く 

► ドアレバー①を矢印の方向に引き 
ます。 

ドアび施錠されているとさは、□ッ 
クノブ③び上びり、解淀されまず。 

車内か5閉じる 

► インナーグ U ッフ③を持って確実 
に閉じまず。 

〇車から離れるとさは、エンジンを 
停止し、必ずドアを施綻してくだ 
ごい。 

〇 助手席ドアは、開いているときに 
□ックノブを押し込んでから閉じる 
と施綻されます。 

〇 ドアび完全に閉じていない状態で 
走すると、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告メッセージび表 
示されます （0254 ページ）。 


ドアの解綻/施綻 



解綻ずる 

► ドアレバー①を矢印の方向に引さ 
9 〇 

このとさドアち開さまず。 

施錠ずる 

► □ツクノブ③を押し込みまず。 

H 施錠後は、□ツクノブ®が完全に 
下がっていることを確認して < だ 
さい。 

□ ツクノブ③び完全に下びってい 
ないときは、ドアを確実に閉じてか 
ら、再度□ツクノブ③を押し込んで 
<ださい。 

〇 ドアび車速感応ドア□ツク054 
ページ）で施淀されているとさに、 
ドアレバー①でドアを解錠ずると、 
他のドアやスライデイングドア、 
テールゲー トを解錠されまず。 

ドア□ツクスイツチで解錠/施綻ずる 

センターコンソールにあるドア□ツク 
スイツチで解綻/施淀できまず(>51 
ページ）。 


運転席ドア 
①ドア レバー 
③□ツクノブ 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 






•—プン / ク□—ズ 


スライディングドア 


スライディングドアを開閉ずる 


A 事故やけびのおそれびあ0まず 

• スライディングドアは確実に閉じ 
てください。閉じかたが不完全（半 
ドア）な場合、走行中にスライディ 
ングドアが開 < おそれがお0まず。 

• スライディングドアを開くとさ 
は、周囲の安全を十分確認してく 
ださい。 

• 同乗者がスライディングドアを開 
くとさは、危険がないことを運転 
者が確認してください。 

• スライディングドアを閉じるとさ 
は、身体や物を挟まないよラにミ主 
意してください。車の周0に子供 
びいるとさは、特にミち意してくだ 
さし、。 

A けびのおそれびあ0まず 

• スライディングドアは完全に閉じ 
ていない状態または完全に開い 
ていない状態で手を放すと、自動 
的に動きまず。身体を挟まれない 
よラに注意してください。特に坂 
道では、スライディングドアのド 
ア八ンドルやインナーグリップを 
確実に持って開閉して<ださい。 

. 降雨時や洗車時など、靴やサイド 
ステップが濡れているとさは、ス 
テツプで足を滑らせないよラにミ主 
意してください。 




左側スライディングドア 
①ドア八ンドル 

車がか5開く 

► ドア八ンドル①を引き、後方に止 
まるまでスライドしまず。 

車がか5閉じる 

► ドア八ンドル①を持って前方にス 
ライドし、確実に閉じまず。 



H な UBEMI 


ち側スライディングドア 

@□ック解除ボタン 
⑤イン ナー グリップ 


車内か5開く 

► □ック解除ボタン®を押し、イン 
ナーグリップ⑤を持って後方に止ま 
るまでスライドしまず。 


を邸 S 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 









車内から閉じる 

► インナーグ U ップ③を持って前方 
にスライドし、確実に閉じまず。 

〇車から離れるとさは、エンジンを 
停止して、必ず施綻してください。 

〇スライディングドアを開閉ずると 
をは、スライディングドアの動さに 
十分ま意して < ださい。 

スライデイングドアを解錠/施錠ずる 



Q □ックノブ③び押された状態でス 
ライディングドアを閉じると施錠さ 
れます。キーの閉じ込みにミ主意して 
<ださい。 

ドア□ックスイッチで解錠/施綻ずる 

センターコンソールにあるドア□ック 
スイッチで解錠/施淀でさまず（1>51 
ページ)。 

〇施淀後は、□ックノブ③び完全に 
下びっていることを確認してくだ 
ごし、。 


電動デュアルスライディングドア 


ち側スライディングドア 

①□ック解除ボタン 
③□ックノブ 

解綻ずる 

► □ック解除ボタン①を押しまず。 

このとさスライディングドアを開さ 
ます。 

施綻ずる 

► □ックノブ③を押し込みまず。 

〇□ックノブ③び完全に下びってい 
ないとさは、スライディングドアを 
確実に閉じてから、再度□ックノブ 
②を押し込んでください。 


電動デュアルスライディングドアは、 
1;■(下の方法で操作でさまず。 

• センターコンソールのスイッチ 
• 左ち B ピラーのスイッチ 
• 車がのドア八ンドル 
• 車内のイン ナーグ 1」ップ 

• 左ちスライディングドアの□ック解 
除ボタン 

• U モコン操作 

A けがのおそれびありまず 

• スライディングドアを開 < とさは、 
周囲のま全を十分確認して<だ 
さい。また、スライディングドア 
の動さに十分を意してください。 

• 同乗者びスライディングドアを開 
くとさは、を険びないことを運転 
をび確認してください。 


B を習恒掛 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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• スライディングドアを開閉ずると 
さは、身体や物が挟まれないよラ 
にミ主意してください。 

• スライディングドアは確実に閉じ 
てください。閉じかたが不完全（半 
ドア）な場合、走行中にドアが開 
くおそれがあります。 

• スライディングドアを閉じるとさ 
は、身体や物を挟まないよラにミ主 
意してください。車の周りに子供 
がいるとさは、特に注意してくだ 
さい。 

• スライディングドアを自動で開閉 
しているとさに、開閉している側 
のセンターコンソールのスイツチ 
か左ち目ピラーのスイッチを押ず 
と、スライディングドアは停止し 
ます。 

ただし、状況により、スイッチを 
押してちただちに停止しない場を 
びあ0まず。 

• スライディングドアは、モ供に操 
作させないで<ださい。けがをす 
るおそれがありまず。 

• スライディングドアを開閉したと 
きは、全開または全閉の位置になつ 
ていることを確認してください。 
傾斜地などではスライディングド 
アが動さ出ずおそれがありまず。 

• スライディングドアは、でさるだ 
け傾斜していない場所で、完全に 
停車しているとさに操作して<だ 
さし、。 


• 傾斜している場所でスライディン 
グドアを自動で開閉しているとさ 
は、傾斜の度含いにより、スイッ 
チを押してをスライディングドア 
が停止しない場合があります。 
傾斜している場所でのスライディ 
ングドアの開閉には十分ミ主意して 
ください。 


A けびのおそれびありまず 

降雨時や洗車時など、靴やサイドス 
テップが濡れているとをは、ステッ 
プで足を滑5せないよラにミち意して 
<ださい。 

B 車から離れるときは、エンジンを 
停止して、必ず施錠して<ださい。 

〇 バッテリー保護のため、エンジン 
始動中はスライディングドアを自動 
で開閉ずることはでさません。 

〇 スライディングドアが自動で開閉 
しているとさに、開閉している側の 
センターコンソールのスイッチか 
左ち B ピラーのスイッチを押ずと、 
スライディングドアは停止しまず。 

〇 リモコン操作で施錠されていると 
さは、センターコンソールおよび巨 
ピラーのスイッチでスライディング 
ドアを開閉でさません。 

〇 スライディングドアが完全に閉じ 
ていない状態で走行ずると、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに"ド 
アカ'' アイテイ7ス！"と表示されまず。 
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O バッテ u —を再接続した後は、ス 
ライディングドアび正常に作動し 
ないことびありまず。このときは、 
スライディングドアを手動で1度 
全閉にしてください。スライディ 
ングドアび正常に作動ずるよラに 
なりまず。 

〇 あ道などの傾斜した場所でスライ 
ディングドアを操作ずると、開閉速 
度び遅くなることびありまず。 

ただし、 2 回連続して挟み込み防止 
機能び作動したとさは、開閉速度は 
遅< な0ません。 

挟み込み防止機能 


スライディングドアび自動で閉じてい 
るときに障害物を検知ずると、スライ 
ディングドアび停止して、全開しまず。 

センターコンソールおよび B ピラーの 
スイッチを押し続けてスライディング 
ドアを閉じているとさは、障害物を検 
知すると、スライディングドアび停止 
して、数センチ開さまず。 

H パンクした後輪を修理したり、交 
換するとさなど、後輪付近で作業を 
行なうときは、スライディングド 
アを開かないよラにミ主意してくだ 
ごい。障害物を検知する機能はあり 
ますび、けびをしたり、スライディ 
ングドアなどを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇挟み込み防止機能は、状況により 
障害物を検知でさない場合びあり 
ます。 


〇 センターコンソールまたは巨ピ 
ラーのスイッチを押し続けてスライ 
ディングドアを閉じているとさは 
挟み込み防止機能の感度が低下し 
まず。 

〇 スライディングドアが開いている 
とさに障害物を検知ずると、スライ 
ディングドアが停止して、数センチ 
閉じまず。 

〇 スライディングドアを開閉してい 
るとさ I こ挟み込みや障害物を検知し 
たとさは、警告音が鳴り、マルチファ 
ンクションディスプレイに"スライドト 
''アミキ'' ヒライテイル"または"スライドドアヒ 
夕''リヒライテイル"と表示されまず。 

センターコンソールのスイッチの表 

示灯 



の 


6 



①表示な 


エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさ、センターコンソールのスライ 
ディングドアスイッチの表示灯①は、 
巧応ずる側のスライディングドアの状 
態をし U 下のよラに表示しまず。 


I 
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表示なの 
点な状態 

スライディングドア 
の状態 

点灯 

スライディングドア 
は開いていまず。 

消灯 

スライディングドア 
は閉じていまず。 

点滅 

スライディングドア 
は開閉動作中でず。 


〇 エンジンスイッチび0の位置かエ 
ンジンスイッチからキーを巧いてあ 
るとさにスライディングドアを開い 
たとさは、点灯した表示灯は約3 
秒後に消灯しまず。 


センターコンソールのスイッチによる 
操作 



①スライデイングドアスイッチ（閉じる） 
③スライデイングドアスイッチ（開く） 


エンジンスイッチにキーび差し込まれ 
ていないとさを操作でさまず。 

〇 スライデイングドアび自動で開閉 
しているとさにスイッチを押ずと、 
スライデイングドアはその位置で停 
止します。 


スライディングドアを開く 

►巧応ずる側のスライディングドア 
スイッチの下側（開く）③を押し 
ます。 

スライディングドアび自動で開さ 
まず。 

まには 

► 対応する側のスライディングドア 
スイッチの下側（開く）③を約2 
秒じ(上押し続けまず。 

押している間、スライディングドア 
び開さまず。 

スライディングドアを閉じる 

►巧応ずる側のスライディングドア 
スイッチの上側（閉じる）①を押し 
ます。 

警告音び鳴0なびら、スライディン 
グドアび自動で閉じまず。 

まには 

►巧応ずる側のスライディングドア 
スイッチの上側（閉じる）①を約2 
秒じ(上押し続けまず。 

押している間、警告音び鳴りなびら 
スライディングドアび閉じまず。 

〇 スライディングドアびかし開し^ 
ている状態のとをは、スイッチの上 
側（閉じる）①を押してをスライディ 
ングドアは閉じません。 

一度、スライディングドアを大きく 
開いてから、閉じて<ださい。 
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左ち B ピラーのスイッチによる操作 



ち側 B ピラーのスイッチ 
①スライデイングドアスイツチ 


エンジンスイッチにキーび差し込まれ 
ていないときち操作できまず。 

〇 スライディングドアび開閉してい 
るときはスイッチび点滅しまず。 

スライディングドアを開く 

► スライディングドアスイッチ①を 
押します。 

スライディングドアび自動で開を 
ます。 

または 

► スライディングドアスイッチ①を 
約2秒 U (上押し続けまず。 

押している間、スライディングドア 
が開さまず。 

〇 スライディングドアび開いている 
とさにスイッチを押ずと、スライ 
ディングドアはその位置で停止し 
ます。 

再度、スイッチを押すと、スライディ 
ングドアは自動で閉じまず。 


〇 スライディングドアびかし開いた 
状態で停止したとさ、再度、スイッ 
チを押すと、スライディングドアは 
再び開 < ことびありまず。 

スライディングドアを閉じる 

► スライディングドアスイッチ①を 
押します。 

警告音び鳴0なびら、スライディン 
グドアび自動で閉じまず。 

または 

► スライディングドアスイッチ①を 
約2秒じ(上押し続けまず。 

押している間、警告音び鳴りなびら 
スライディングドアび閉じまず。 

〇 スライディングドアび閉じていると 
をにスイッチを押ずと、スライディ 
ングドアはその位置で停止しまず。 

再度、スイッチを押ずと、スライディ 
ングドアは自動で開さまず。 

〇 スライディングドアびねずかに閉 
じに状態で停止したとさ、再度、ス 
イッチを押ずと、スライディングド 
アは 再び閉じることびありまず。 


車がのドア八ンドルによる操作 



ち側ドア 

①ドアノ、ンドル 
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スライディングドアを開く 

► ドア八ンドル①を引きまず。 

スライディングドアび自動で開を 
ます。 

スライディングドアを閉じる 

► ドア八ンドル①を持って、スライ 
ディングドアをかし閉じまず。 

警告音び鳴0なびら、スライディン 
グドアび自動で閉じまず。 

左ち B ピラーの□ック解除ボタンによ 
る操作 



ち側スライディングドア 

①□ック解除ボタン 

U モコン操作で施錠されているとさを 
操作でさます。 

スライディングドアを開く 

► □ック解除ボタンのを押しまず。 


〇盗難防止警報システム装備車は、 
U モコン操作で施錠した後に、□ッ 
ク解除ボタン①を押してスライデイ 
ングドアを開くと、盗難防止警報シ 
ステムび作動しまず。警報を停止ず 
るには、エンジンスイッチにキーを 
差し込むか、キーの解錠ボタンま 
にはスライデイングドア/テール 
ゲート解錠ボタン、スライディング 
ドア開閉ボタンを押しまず。 


車内のドアグリップによる操作 



ち側スライディングドア 
①ドアグ U ッフ 


スライディングドアを閉じる 

► ドアグ U ップ①を持って、スライ 
ディングドアをかし閉じまず。 

警告音び鳴0なびら、スライディン 
グドアび自動で閉じまず。 
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スライディングドアが自動で開さ 
ます。 











キーによる操作 


令。 

_ •* 化…山 

①スライディングドア開閉ボタン 

キーによる U モコン操作で、左ちいず 
れかのスライディングドアを開閉でさ 
ます。 

スライディングドアを開く 

► スライディングドアび開をはじめ 
るまで、キーのスライディングドア 
開閉ボタン①を押しまず。 

設定している側（>66ページ）のス 
ライディングドアび自動で開さまず。 

〇 スライディングドアび自動で開い 
ているとさにスライディングドア開 
閉ボタン①を押ずと、スライディン 
グドアはその位置で停止しまず。 

再度、スライディングドア開閉ボタ 
ン①を押ずと、スライディングドア 
は自動で閉じまず。 

〇 スライディングドアびかし開いた 
状態で停止しているとさに、再度、 
スライディングドア開閉ボタン①を 
押すと、スライディングドアは再び 
開< ことびありまず。 


〇 車び施湿されているとさは、スラ 
イディングドア開閉ボタン①を押し 
て保持すると、左ちのスライディン 
グドアとテールゲートび解湿され、 
U モコン操作で開閉できるよラに設 
定してある側のスライディングドア 
のみび開さまず。 

このあとにスライディングドア開閉 
ボタン①を押してスライディングド 
アを閉じてを、スライディングドア 
は施湿されません。キーの施錠ボタ 
ンを押して施錠して < ださい。 

スライディングドアを閉じる 

► スライディングドアび自動で閉じ 
始めるまで、スライディングドア開 
閉ボタン①を押しまず。 

警告音び鳴りなびら、設定している 
側 （>66 ページ）のスライディンク' 
ドアび自動で閉じまず。 

〇 スライディングドアび自動で閉じ 
ているとさにスライディングドア開 
閉ボタン①を押ずと、スライディン 
グドアはその位置で停止しまず。 

〇 再度、スライディングドア開閉ボ 
タン①を押ずと、スライディングド 
アは自動で開をまず。 

〇 スライディングドアびねずかに閉 
じた状態で停止しているとさに、再 
度、スライディングドア開閉ボタン 
①を押ずと、スライディングドアは 
再び閉じることびありまず。 
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リモコン操作で開閉できるスライディ 
ングドアの設定 

►新たに設定したい（現在設定され 
ていない）側のスライディングドア 
を完全に閉じまず。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► 新たに設定ずる側のスライディン 
グドアスイッチ（1>62ページ）の 
上側を約5秒間押しまず。 

確認音び3回鳴0、マルチファン 
クションディスプレイに"スライドドア 
ミキ'' トシ'' テイル"または"スライドドアヒグリ 
トシ''テイル"と表示されまず。 

U モコン操作できるスライデイング 
ドアび切り替わりまず。 


スライデイングドアを解綻/施錠ずる 





ち側スライディングドア 

①□ック解除ボタン 
③□ックノブ 


施綻ずる 

► □ックノブ③を押し込みまず。 

ドア□ックスイッチで解綻/施錠ずる 

センターコンソールにあるドア□ック 

スイッチで解淀/施湿できます （051 

ページ)。 

〇施湿後は、□ックノブ③び完全に 
下びっていることを確認してくだ 
ごい。 

〇 □ックノブ③び完全に下びってし) 
ないとさは、スライディングドアを 
確実に閉じてから、再度□ックノブ 
③を押し込んでください。 

〇□ックノブ③び押された状態で閉 
じると施疆されまず。キーの閉じ込 
みにミ主意してください。 


解綻ずる 

► □ック解除ボタン①を押しまず。 

このとさ、スライデイングドアを開 
さまず。 
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テールゲート 


A 事故のおそれがありまず 

デ供だけを残して車か5離れないで 
ください。誤って車内からテールゲー 
卜を開くと、事故やけがをずるおそ 
れがおりまず。 


A 事故のおそれびありまず 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないで<ださい。 
排気ガスが車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死ずるおそれがあり 
ます。 


A けびのおそれびありまず 

テールゲートを閉じるとさは、身体 
や物を挟まないよラにミ主意してくだ 
さい。車の周りに子供がいるときは、 
特にミ主意してください。 

P テールゲートを閉じたときは、 
テールゲートが確実に閉じているこ 
とを確認してください。 

〇テールゲートを開くときは、後方 
や上方に十分な空間があることを確 
認して < ださい。 

Q 強風のとさにテールゲートを開 
くと、風にあおられ、テールゲー 
卜が不意に下がることがありまず。 
風の強い曰には十分にミ主意して< 
ださい。 

また、テールゲートに雪が積ちつ 
ているときち同様にミ主意してくだ 
さし、。 


テールゲー トを開閉ずる 



①八ンドル 


車がか5 テールゲー トを開く 

►八ンドル①を引き、 テールゲート 
を開さまず。 



⑤ テールゲートレバー 


車内か5 テールゲー トを開く 

► テールゲート裏側のテールゲート 
レバー®を引き、テールゲートを開 
さまず。 
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テールゲートを閉じる 

►ストラップ感に手をかけて 、子一 
ルゲートを下げてから、テールゲー 
卜外側を押して閉じまず。 

テールゲートを解錠/施錠ずる 



_— MHUUI 

①□ックノブ 

內測か5テールゲートを解錠ずる 

► □ックノブ①を上方向にスライド 
させます。 

回び見えなくなりまず。 


内側か5テールゲートを施綻ずる 

► □ックノブ①を下方向にスライド 
ごせます。 

回び見えるよラになりまず。 

ドア□ックスイッチで解綻/施綻ずる 

センターコンソールにあるドア□ック 

スイッチで解淀/施錠でさます （051 

ページ)。 

〇盗難防止警報システム装備車は、 
U モコン操作で施錠した後に、テー 
ルゲートの□ックノブで解錠して 
テールゲー h を開< と、盗難防止警 
報び作動しまず。警報を停止ずるに 
は、エンジンスイッチにキーを差し 
込むか、キーの解錠ボタンまたはス 
ライディングドア/テールゲート 
解錯ボタン、スライディングドア開 
閉ボタン*を押しまず。 

Q テールゲートの □ ックノブを施錠 
の位置にしてテールゲートを閉じる 
と施錠されます。キーの閉じ込みに 
ま意して < ださい。 

〇貴重品は絶対に車内に置いたまま 
にしないで < ださい。 


パヮーゥィンドゥ _ 

パワーウインドウには、ドアウインド 
ウとベンチレーシヨンウインドウびあ 
りまず。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウとベンチ レーシヨ ンウインドウを 
開閉するスイッチびありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A けびのおそれびあ 0 まず 

• ドアウインドウを閉じるとさは、 
身体や物が挟まれないよラにミ主意 
してください。特に子供にはミ主意 
して < ださい。 

挟まれそラになったとさは、ただ 
ちにドアウインドウスイッチでド 
アウインドウを開いて < ださい。 

• ドアウインドウを開<とさは、ド 
アウインドウに身体を寄りかけ 
ないで<ださい。ドアウインドウ 
と ドア フレームとの 間に身体が引 
き込まれて、けがをずるおそれが 
あ0ます。 


感 


助手席ドアのスイッチ 
感助手席側ドアウインドウスイッチ 

スイッチは左ちドアにありまず。 

エンジンスイツチが1か2の位置の 
とさに開閉でさまず。 



ドアウインドウスイッチ 


◎ © 

麵 ♦ 

I 

運転席ドアのスイッチ 
①助手席側ドアウインドウスイッチ 
©運転席側ドアウインドウスイッチ 


ドアウインドウを開< 

► スイッチ①、©、③を軽く押します。 
押している間だけ開さまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動で開さまず。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチ①、©、③を軽く引きまず。 
引いている間だけ閉じまず。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じまず。 
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A けびのおそれびありまず 

• 子供だけを残して車から離れない 
でください。車が施錠されていて 
も、誤って車内からドアを開くと、 
車か5転落してけがをするおそれ 
があります。 

また、運転装置に触れて、事故や 
けがをずるおそれがあ0まず。 

• 短時間でわ、車内にキーを残した 
まま車から離れないでください。 
事故や盗難のおそれがありまず。 


A 事故やけびのおそれびありまず 

子供を乗せて走行するとさは、必ず 
チ ャイル ド プルーフ□ック を設定し 
てください04日ページ）。 

走行中に子供が不意にドアを開量、 
車から転落してけがをしたり、事故 
を起こすおそれがあります。 

〇走行中はドアウインドウから身体 
を出さないで<ださい。けがをずる 
おそれがあ0まず。 

。車から離れるとさや洗車のとさ 
は、すべてのウインドウとスライ 
ディングルーフ*が完全に閉じてい 
ることを確認してください。 

U 挟み込み防止機能には、挟み込み 
を感知しない範囲がありまず。ドア 
ウインドウを閉じるときは十分ま意 
して < ださい。 

〇 ドアウインドウには挟み込み防止 
機能がありまず。ドアウインドウが 
自動で閉じているとさに挟み込みな 
どのあ抗があると、ドアウインドウ 
が停止し、開さまず。 


〇 ドアウインドウは、車がからリモ 
コン操作で開閉できまず（た日4ペー 
ジ)。 

〇 ドアウインドウが自動で開閉し 
ているときにスイッチを操作ずる 
と、ドアウインドウはその位置で停 
止します。 

〇 運転席ドアのスイッチで助手席ド 
アウインドウを開閉しているとさ 
は、助手席ドアのスイッチで助手席 
ドアウインドウを開閉ずることはで 
きません。 

ドアウインドウが自動で開閉しなし、 
とを 

バッテ U —あがりやバッテ U —の交換 
などで、一時的に電源が断たれたとさ 
は、ドアウインドウが自動で開閉しな 
<なることがありまず。ドアウインド 
ウを U セットして<ださい。 

ドアウインドウをリセットずる 

► スイッチを軽く引き続けて全開にし 
ます。 

► スイッチを引いたまま約2秒 Li (上 
保持します。 

この操作を各ドアウインドウで行なつ 
て < ださい。再びドアウインドウが自 
動で開閉するよ5になりまず。 

詳し<はルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 
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ベンチレーシヨンウインドウスイッチ 

A けびのおそれびありまず 

• 子供がセカンドシートやサード 
シートに乗車ずると量は、必ずチャ 
イルドプルーフ□ックを設定して 
ください040ぺージ）。 

テ供がヴードシート左ちのスイ ッ 
チでベンチ レーシヨ ンウインドウ 
を操作すると、けがをずるおそれ 
があります。 

• ベンチレーシヨンウインドウを閉 
じるときは、身体や物が挟まれない 
よラにま意してください。特に子 
供にはま意してください。 


〇 ◎ 



運転席ドアのスイッチ 


①左側ベンチレーシヨンウインドウス 
イッチ 

@ち側ベンチレーシヨンウインドウス 
イッチ 

スイッチは運転席ドアと、サードシー 
卜の左ちにあ0まず。 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさに開閉でさまず。 


運転席ドアのスイッチでベンチレー 
シヨンウインドウを開< 

►スイッチ①、©を軽く押しまず。 

押している間だけ、ベンチレーシヨ 
ンウインドウがが側に開きまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動でが側に開さまず。 

運転席ドアのスイッチでベンチレー 
シヨンウインドウを閉じる 

►スイッチ①、©を引きまず。 

引いている間だけ、ベンチレーシヨ 
ンウインドウが閉じまず。 



ヴードシー ト 左側のスイツチ 
@ベンチ レーシヨ ンウインドウスイッチ 


ヴードシート左ちのスイッチでベンチ 
レーシヨンウインドウを開< 

► スイッチ③を軽く押しまず。 

押している間だけ、ベンチレーシヨ 
ンウインドウがが側に開きまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動でが側に開きまず。 


I 
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ヴー ドシート左ちのスイッチでベンチ 
レーシヨンウインドウを閉じる 

► スイッチ③を引きまず。 

引いている間だけ、ベンチレーシヨ 
ンウインドウが閉じまず。 

〇 運転席ドアのスイッチでベンチ 
レーシヨンウインドウを開閉してい 
るときは、サードシート左ちのス 
イッチで開閉しているベンチレー 
シヨンウインドウを操作ずることは 
でさません。 


スライディング ルーフ * _ 

フ□ントシートとセカンドシートの上 
ちにスライディングルーフが装備され 
ています。 

A けびのおそれびありまず 

スライディングルーフを閉じるとさ 
は、身体や物が挟まれないよラにミ主 
意してください。挟まれそラになつ 
たとさは、ただちにスライディング 
ルーフスイッチを操作して、スライ 
デイングルーフを開いてください。 


A けびのおそれびありまず 

乗員全員がシートベルトを着用して 
ください。車が横転したとさなどに 
スライディングルーフの開口部から 
車外に放り出されて、致命的なけが 
をするおそれがお0ます。 

また、スライディングルーフのガラ 
スは事故などの際の衝撃で割れるこ 
とがあ0まず。スライディングルー 
フが閉じていてを、シートベルトを 
着用していないと、車が横転したと 
さなどに車外に放り出されて、致命 
的なけがをするおそれがあります。 

走行中はスライディング ルーフから 
身体を出さないで<ださい。けがをす 
るおそれがあります。 

P スライディングルーフには挟み込 
み防止機能がありまずが、スライ 
ディングルーフを閉じるとさは、身 
体や物が挟まれないよラにま意して 
<ださい。特にモおにはま意して< 
ださい。 

Q スライディングルーフの開口部に 
腰をかけたり、荷物を載せたりして 
大さな力を加えないで<ださい。ス 
ライディングルーフを損傷ずるおそ 
れがありまず。 

Q 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ウインドウとスライディング 
ルーフが完全に閉じていることを確 
認して < ださい。 

Q スライディングルーフの シール 部 
を損傷しないようにミ主意して<だ 
さい。車内に水や雨などが漏れるお 
それがありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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Q スライディングルーフに雪や氷が 
付着しているときは操作しないで< 
ださい。スライディングルーフが故 
障するおそれがあ0まず。 

Q 降雨後や降雪後にスライディング 
ルーフを 開くとさは、 ルーフ 上の水 
や雪な どを 取り除いて<ださい。車 
内に水や雪などが入るおそれがあ0 
ます。 

Q ルーフラックを取り付けていると 
きは、スライディングルーフを開 
かないでください。ルーフラック 
に当たり、スライディングルーフ 
やルーフラックを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

〇 スライディングルーフを開いて走 
行しているとさ、走行風の影響など 
で空気の振動を感じる場合は、スラ 
イディングルーフの開度を変えるか 
ウインドウを少し開くと、解消ずる 
ことがありまず。 

〇 スライディングルーフには挟み込 
み防止機能がありまず。スライディ 
ングルーフが自動で閉じているとさ 
やチルトダウンしているときに挟み 
込みなどの抵抗があると、スライ 
ディングルーフが停止し、その位置 
からかし開きまず。 

〇 スライディング ルーフが 自動で開 
開しているときにスイッチを操作ず 
ると、その位置で停止します。 


〇 フ□ントスライディングルーフや 
U アスライディングルーフが閉じ 
ていない状態で、エンジンスイッチ 
を2 iu がの位置にして運転席ドア 
を開 < と、警告音が鳴り、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに"スラ仆''ル 
-フアイテイ7ス！"と表示されまず。 

〇 ヴー ド シー ト上方のガラス ルー フ 
は開閉でさません。 


I 
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フ□ントスライデイン グルー フ 



①開く 
③閉じる 

③ チルトアップずる 

④ チルトダウンする 

⑥フロント/ U ア切り替えスイッチ 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに、フ□ントスライディングルー 
フを操作でさます。 

スイッチはルーフコント□ールパネル 
にありまず。 

フ□ントスライディングルーフの操作 
に切り替える 

►フロント/ U ア切り替えスイッチ 
⑥を押しまず。 

スイッチ⑤の表示灯び消灯している 
ときに、 フ □ントスライディング 
ルーフを 操作でをまず。 

フ□ントスライディングルーフをチル 
トアップずる 

► ③の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけチルトアップ 
します。 

③の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動でチルトアップします。 


フ□ントスライディングルーフを開く 

► ①の方向に軽く操作しまず。 
操作している間だけ開きまず。 

①の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で開さまず。 

フ□ントスライディングルーフを閉 
じる 

► ③の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ閉じ、チルト 
アップした状態で停止します。 

③ の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で閉じ、チルトアップした 
状態で停止しまず。 

まには 

► ④の方向に軽く操作しまず。 
操作している間だけ閉じまず。 

④ の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で閉じまず。 

フ□ントスライディングルーフをチル 
トダウンずる 

►③または④の方向に軽く操作し 
まず。 

操作している間だけチルトダウンし 
まず。 

③または④の方向にいっぱいまで 
操作ずると、自動でチルトダウン 
しまず。 
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リアスライディングルーフ（前席か5 
の操作） 



前席スイッチ 

①開く 
⑨閉じる 

③ 少し開く 

④ 閉じる 

⑥フロント/ U ア切り替えスイッチ 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに、1」アスライデイングルーフを 
操作でさまず。 

前席のスイッチはルーフコント□—ル 
パネルにありまず。 

リアスライディングルーフの操作に切 
り替える 

► フロント/ U ア切り替えスイッチ 
⑥を押しまず。 

スイッチ⑥の表示灯び点灯している 
ときに、 U アスライデイングルーフ 
を操作でさまず。 

リアスライデイングルーフを開く 

► ①の方向に軽く操作しまず。 
操作している間だけ開さまず。 

①の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で開をます。 


リアスライディングルーフを閉じる 

► ③の方向に軽く操作しまず。 
操作している間だけ閉じまず。 

③ の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で閉じ、かし開いた状態で 
停止します。 

〇 U アスライディングルーフびかし 
開いた状態のとさ、スイッチを③の 
方向に操作ずると、 U アスライディ 
ングルーフび閉じまず。 

または 

► ④の方向に軽く操作しまず。 
操作している間だけ閉じまず。 

④ の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で閉じまず。 

〇 スイッチを③の方向に操作ずる 
と、 U アスライディングルーフび作 
動し、かし開いた状態で停止しまず。 

リアスライディングルーフ（後席か5 
の操作） 



後席スイッチ 

①開く 
③閉じる 
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エンジンスイッチび1か2の位置の 
ときに、 U アスライデイングルーフを 
操作でさます。 

後席のスイッチは1」アスライデイング 
ルーフ後方にありまず。 

リアスライデイングルーフを開く 

► ①の方向に軽く押しまず。 

押している間だけ開さまず。 

①の方向にいっぱいまで押ずと、自 
動で開さまず。 

〇 U アスライデイングルーフび閉じ 
た状態で、①の方向にいっぱいまで 
押して手を放すと、1」アスライデイ 
ングルーフび作動し、かし開いた状 
態で停止します。 

IJ アスライデイングルーフを閉じる 

► ③の方向に軽く引きまず。 

引いている間だけ閉じまず。 

③の方向にいっぱいまで引くと、自 
動で閉じまず。 


ブラインド 



フ□ントスライディングルーフのブラインド 


フ□ントスライデイン グルー フ、リア 
スライデイングルーフ、サードシート 
上方のガラスルーフには、それぞれブ 
ラインドび装備されていまず。 

ブラインドを開< 

► グリッフ①を上方に押して□ック 
を外し、グ U ップを持ちなびら開 
さまず。 

ブラインドを閉じる 

►グ U ップ①を持って閉じ、確実に 
□ックしまず。 

〇ブラインドを開<とさは、グ1」ッ 
プを持って、ゆっ < りと巻さ取らせ 
まず。手を放ずとブラインドなどを 
損傷するおそれがありまず。 

〇ブラインドを閉じるときは、必ず 
スライデイングルーフを閉じてくだ 
さい。スライデイングルーフび開い 
た状態でブラインドを閉じると、走 
行風によりブラインドを損傷ずるお 
それびありまず。 

スイッチで開閉でをないとを 

バッテ U —あびりを起こしたり、スラ 
イデイング ルーフの 故障でスイッチ 
での開閉びでさないとさは、メルセデ 
ス•ベンツ指定サービスエ場に連絡し 
て < ださい。 
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スライディングルーフのリセット 

し U 下のときは、スライディングルーフ 
び自動で開閉しないことびありまず。 
スライディングルーフの U セットを行 
なって < ださい。 

• スライディングルーフびスムーズに 
作動しないとさ 

• スライディングルーフに異苗びある 
とさ 

• バッテ U —あびりやバッテ U —交換 
などで電源び断たれたとさ 

スライディングルーフをリセットずる 

A けがのおそれびありまず 

スライディングルーフの1」セットを 
行なわないと、挟み込み防止機能は 
作動しません。必ず U セットを行なっ 
てか S スライディングルーフを操作 
してください。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

►フロント/リア切り替えスイッチ 
風を押し （074 —ジ）、フ□ントス 
ライディングルーフとリアスライ 
ディングルーフの両ちでリセット操 
作を行ないまず。 

►スイッチを®の方向074ページ） 
に操作して、スライディングルーフ 
を全閉にし、そのまま約3秒間ス 
イッチを操作し続けまず。 

► スライディング ルーフが 自動で開 
閉することを確認します。 

自動で開閉しないとさは、再度リ 
セツト操作を行なって<ださい。 


H スライディング ルーフの リセット 
がでさないとさは、ルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場で作業を行 
なって < ださい。 
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盗難防止警報システム 


①表あ：な 

盗難防止警報システムび待機状態のと 
をに、ドアやテールゲートび開けられ 
たり、ボンネットの□ックび解除され 
ると警報び作動しまず。 

システムを待機:!犬態にずる 

► U モコン操作で施湿しまず。 

表示灯①び点滅しまず。 

システムび待機状態のとさは、表示 
灯①び点滅を続けまず。 

システムの待機:!犬態を解除ずる 

► U モコン操作で解湿しまず。 

表示灯①び消灯し、待機状態び解除 
ごれます。 

〇システムを待機状態にずるとさは 
ボンネットび確実に閉じていること 
を確認してくだごい。ボンネットの 
□ックび解除された状態では、シス 
テムを待機状態にしてボンネットび 
開けられてを警報は作動しません。 


〇システムび待機状態のとさに車内 
からドアや テールゲー トを開いた 
り、 ボンネット□ック解除 レバーで 
ボンネットの□ックを解除ずると警 
報び作動しまず。車内に人びいると 
さは待機状態にしないでください。 

〇システムを待機状態にしてを、表 
示灯①び点滅しない場合は、システ 
ムび故障していまず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

警報の作動 

システムび待機状態のとを、 m 下の 

よ5な状況を感知ずると警報び作動 

し 〇 

• ドアが開けられたとさ 

• テールゲートが開けられたとさ 

• ボンネットの□ックが解除された 
とさ 

警報が作動すると、ホーンが約3日秒 

間鳴り、非常点滅灯が通常の約2倍の 

速さで数分間点滅しまず。 

また、ルームランプなどち点口しまず。 

〇 U モコン操作で施湿した後 、X 
マージてンシー キーで助手席ドアを 
解湿して開くと警報び作動しまず。 

警報び作動したとをの解除ち法 

► エンジンスイッチにキーを差し込む 
か、キーの解錠ボタンまたはスライ 
デイングドア/ テールゲー ト解錠 
ボタン、スライディングドア開閉ボ 
タンを押しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


盗難防止警報システム 


B を跋6恒册 










O ドアやテールゲートが開けられた 
り、ボンネットの□ックが解除さ 
れて警報が作動したとさは、それら 
をすぐに閉じてち、警報は解除され 
ません。 
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心 けびのおそれびありまず 

シートを調整ずるときは、乗員の身体 
や物などを挟まないよラにミ主意して 
ください。また、シートを調整してい 
るとさに、シートの下などシートの 
可動部に手を触れないでください。 


心 けびのおそれびありまず 

正しい運転姿勢がとれるよラに、し U 
下の点にま意してフ□ントシートを 
調整してください。 

• ステア U ングが楽に操作でさる 
• ペダル類が十分に踏み込故る 

• シートベルトが正し<着用でさる 
028ページ） 

• バックレストはできるだけ垂直に 
起こし、背中がバックレストに密 
着する 

• へッドレストの中央が目の高さに 
おる 

A 事故のおそれびありまず 

運乾席の乗員は、必ず走行前に自分 
の運転姿勢に合ラよラにシートを調 
整してください。 

また、シート位置の調整は、停車し 
ていてパーキングブレーキを効かせ 
た状態で行なって<ださい。運転中 
に調整して操作を誤ると、車のコン 
卜□ールを失い、事故を起こすおそ 
れがおります。 
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A けびのおそれびありまず 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けがをするおそれがあ0ます。 

• バックレストを大きく後方に傾け 
た状態で走行しないでください。 
事故のとさ、身体がシートベルト 
の下を抜けてベルトが腹部や首に 
かか0、致命的なけがをずるおそ 
れがおりまず。 


手動式シート 



運輯席 

①バックレストの角度 
@シートの高さ 
@シートクッションの傾き 
® シートの前後位置 

シートの前後位置を調整ずる 

►八ンドル①を引いたまま、シート 
を前後に動かして調整しまず。 

► 八ンドル①から手を放しまず。 

►" カチッ"とい5音がして固定され 
るまで、シートをその位置で前後に 
ゆすりまず。 


A けがのおそれげありまず 

シートの前後位置を調整したときは、 
シートび確実に□ックされているこ 
とを必ず確認してください。 

バックレストのち度を調壁ずる 

► ダイヤル④をまわして調整しまず。 

シートの高さを調壁ずる 

► レバー③を繰り返し引き上げまず。 

シートの高さび上びりまず。 

まには 

► レバー③を繰り返し押し下げまず。 
シートの高さび下びりまず。 

シートクッシヨンの角度を調舊ずる 

► ダイヤル③をまわして調整しまず。 

メモリー付フ□ントパワーシート * 



運転席のスイッチ 


①へッドレストの高さ 
©バックレストの傾き 
⑤シートの前後位置 
® シートクッシヨンの角度 
© シートの高さ 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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o 収納式センターテーブル*をセカ 
ンドシートの位置で使用して天板を 
展開しているとさは、フ□ントシー 
卜のバックレストを後方に倒しずざ 
ないで<ださい。シートとセンター 
テーブルび接触して、損傷ずるおそ 
れびありまず。 

スイッチは左ちのドアにありまず。 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさ、または調整ずる側のドアび開い 
ているとをに操作でをまず。 

シートの前後位置を調壁ずる 

► 矢印③の方向にスイッチを操作し 
ます。 

バックレストのち度を調壁ずる 

► 矢印③の方向にスイッチを操作し 
ます。 

シートの高さを調壁ずる 

► 矢印⑥の方向にスイッチを操作し 
ます。 

シートクッシヨンのち度を調壁ずる 

► 矢印④の方向にスイッチを操作し 
ます。 

脚び軽く支えられるよ5に調整し 
まず。 

へッドレストの高さを調壁ずる 

► 矢印①の方向にスイッチを操作し 
ます。 

へッドレストの中央び目の高さにな 
るように調整しまず。 


A けげのおそれがあ0まず 

柔車するとをは、ヘッドレストの中 
央び目の高さになっていることを確 
認してください。 


メモリー機能 



巧手席のスイッチ 
①メモリースイッチ 
③ポジションスイッチ 


エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさ、または操作ずる側のドアび開い 
ているときに、シート位置の記憶と記 
憶させた位置の呼び出しびでさまず。 

シート位置を記憶させる 

► 正しいシート位置に調整しまず。 

► ポジションスイッチ③を1から3 
のいずれかの位置に合わせまず。 

► メモ U —スイッチ①を押しまず。 

► 3秒じ(巧にポジションスイッチ③を 
押します。 

そのとをのポジションスイッチの位 
置にシート位置び記憶されまず。 
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オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


他のポジシヨンにを同様の方法でシー 
卜位置を記憶させることびでさまず。 
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記憶させたシート位置を呼び出ず 

A 事故のおそれびあ0まず 

走行中に運転席のメモ1」一機能を使 
用しないでください。事故を起こす 
おそれびあ0ます。 

► ポジションスイッチ③を呼び出し 
にい位置 （1 〜 3) に合わせ、押し 
続けまず。 

シートが動さはじめ、記憶させた位 
置になると停止しまず。 

〇 記憶させたシート位置を呼び出し 
ているとさにポジションスイッチか 
ら手を放ずわ、、シート調整スイッチ 
を操作すると、シートの動さが停止 
します。 

〇 キーごとに異なるシート位置を記 
憶させることができまず。詳しくは 
([>119ページ）をご覧ください。 

〇バックレストを大さ<後ろに傾け 
た位置にしているとさは、記憶位置 
を呼び出す前に、パックレストを起 
こして < ださい。 


ラン バーサポー トの調整* 



①サポート増 
@サポート減 


腰部を正しく支えるようにバックレス 
卜の形状を調整でさまず。 

スイッチはシートクッシヨンの側面に 
ありまず。 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
ときに使用できまず。 

ラン バーサポー トを調壁ずる 

►スイッチの①側または③側を押し 
まず。 

バックレストのあ状び変化し、サ 
ポートび増減しまず。 

〇 ラン バーサポー トを正し<調整ず 
ることにより、走行中の腰部への負 
担び軽減しまず。 

〇 ランバーサポートを調整ずるとさ 
は、バックレストに腰部を軽く当て 
て < ださい。 


セカンドシート 

セカンドシートには、左ち独立式の 
シートび装備されていまず。 

左ち独立で調整したり、脱着（^87、88 
ページ）ずることびでをまず。 

セカンドシートは、取り付け位置や取 
り付け方向を変更でをまず。詳しくは 
([>199ぺージ）をご覧ください。 

A けがのおそれびありまず 

セカンドシートを調整したり脱着す 
るとをは、シートの下や横に身体を 
入れないでください。挟まれてけび 
をするおそれびあります。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A けびのおそれびあ0まず 

• セカンドシートに乗車ずるときは、 
の内容を必ず守つて < ださい。 
事故のとさ、けがをするおそれが 
お0ます。 

◊シートおよびバックレストが確 
実に□ックされていることを確 
認して < ださい。 

◊ヘッドレストを取り付け、へッ 
ドレストの中央が目の高さにな 
るよラにしてください。 

◊シートべルトを正しく着用して 
<ださい。 

• 走行中はセカンドシートの折りた 
たみ■や脱着をしないでください。 
けがをするおそれがあります。 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けがをするおそれがあります。 

• セカンドシートを後ろ向きに取り 
付けた状態で走行しないで<だ 
さい。荷物を積んでいるとさや事 
故のとさなどに荷物が放り出され 
て、乗員がけがをずるおそれがあ 
りまず。 



P フ□ントシートの下に足を入れ 
ないで<ださい。フ□ントシートを 
後方に移動させると、けがをずるお 
それがありまず。 


シートの調整 



①□ック解除レバー 
©スト ッパー 


シー 卜の前後位置を調整ずる 

► □ック解除レバー①を引いたまま、 
シートを前後に動かしまず。 

► 好みの位置になったら、□ック解 
除レバー①から手を放しまず。 

► II カチッ II といラ音がして固定され 
るまで、シートをその位置で前後に 
押します。 

左右のス トッパー® がシートレール 
の巧にしっかり固定されていること 
を確認して < ださい。 
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③ シー トレツグ 

④ シート標準位置範囲 
⑥シートレツグ中央部 


A けびのおそれびありまず 

• セカンドシートの前後位置を調整 
したり脱着ずるときは、シートの 
下や横に身体を入れないで<だ 
さい。挟まれてけがをするおそれ 
があ0ます。 

• セカンドシートに乗車するときは、 
シートレッグ感の中央部®がシー 
卜標準位置範囲®内になっている 
ことを確認してください。ブレー 
キ時などにシー h が動を、乗員が 
けがをするおそれがあ0まず。 

• 左ちのストッノシートレー 
ルの巧に確実に固定されているこ 
とを確認してください。ブレーキ 
時などにシートび動さ、乗員がけ 
がをするおそれがあ0まず。 

• シート位置の調整は、停車してい 
るとさに行なってください。 


セカンドシートを前後に移動し、ラ 
ゲッジスペースを広げる 

セカンドシートを前後に移動ずること 
により、ラゲッジスペースを広げるこ 
とがでさまず。 

► □ック解除レバー(1>83ページ） 
を引いたまま、シートを希望の位置 
まで移動しまず。 

►□ ック解除レバーから手を放し 
まず。 

その位置で □ ックされまず。 

正しく固定されていないときは、 
シートをその位置で前後に押して正 
し < 固定しまず。 

A けびのおそれびありまず 

シートレッグの中央部がシート標準 
位置範囲内になっていないときは、 

セカンドシートに乗車しないでくだ 
さい。ブレーキ時などにシー h が動 
さ、乗員がけがをずるおそれがあり 
まず。 

U 左ちのストッパー（[>83ページ） 
が、シートレールの巧に確実に固 
定されていることを確認して<だ 
さい。ブレーキ時などにシートが動 
さ、荷物を損傷ずるおそれがあり 
まず。 
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〇収納式センターテーブル*をヴー 
ドシートの位置で使用して天板を展 
開しているとさは、セカンドシー 
卜のバックレストを後方に倒しずざ 
ないで<ださい。シートとセンター 
テーブルび接触して、損傷ずるおそ 
れびありまず。 



⑥ バックレスト調整レバー（前部) 

⑦ バックレスト調整レバー（後部) 


バックレストの角度を調壁ずる 

►バックレスト調整レバー⑥または 
⑦を引をなびら、バックレストの角 
度を調整します。 

バックレストを前方に倒ず 

►バックレスト調整レバー⑧または 
⑦を引さなびら、バックレストを前 
方に倒しまず。 

いっぱいに倒した位置でバックレス 
卜は□ックされまず。 

倒したバックレストを起こず 

►バックレスト調整レバー⑧または 
⑦を引きなびら、バックレストを起 
こしまず。 

起こした位置でバックレストは□ッ 
クされます。 


心 けびのおそれびありまず 

• バックレストが確実に□ックされ 
ていることを確認してくださし、。 
荷物が放0出され、乗員がけがをす 
るおそれがあ0ます。 

• バックレスト角度の調整は、停車 
しているとさに行なってくださし、。 
• 前ちに倒したバックレストの背面を 
テーブルとして使用ずるのは、停車 
しているとさだけにして<ださい。 
走行中にテーブルとして使用ずる 
と、載せている物を損傷したり、 
乗員がけがをずるおそれがおり 
ます。 


セカンドシートを巧りたたむ 

A けびのおそれびありまず 

サードシートに乗車ずるとさは、セ 
カンドシートを折りたたまないでく 
ださい。急発進時が急な進路変更時、 
事故のときなどに、折りたたまれてい 
たセカンドシートが元に戻り、けが 
をするおそれがあります（セカンド 
シート下部に警告ラベル®が貼付さ 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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①□ック解除レバー（引さ上げ方向） 

③八ンドル 

③ □ック解除レバー（押し下げ方向） 

④ 警告ラベル 

►へッドレストを下げまず。 

► アームレストをバックレストと平 
行になる位置に上げまず096ペー 
ジ)。 

►バックレストを前方に倒して□ッ 
クします。 

► □ック解除レバーを①の方向に引 
さ上げるひ、③の方向に押し下げて、 
□ックを解除しまず。 

►八ンドル③を持ち、シートを前方 
に引さ起こして巧りたたみまず。 

〇 バックレストび前方に倒した位置 
で□ックされていないとさは、セカ 
ンドシートを折りたたむことがでさ 
ないことがありまず。 


A けがのおそれがありまず 



H 


セカンドシートを折りたたむときは 
決してシートの下に手をかけないで 
ください。手を挟まれて、けがをす 
るおそれがあります。 

シートの折0たたみは必ず取扱説明 
書の手順に従い、ま意事項を守って 
行なってください。 


心 けびのおそれびありまず 

• 走行中にセカンドシートを折りた 
たまないで< ださい。けがをずる 
おそれがあ0ます。 

• セカンドシートを折りたたんで荷 
物を積むとさは、必ず荷物を固定し 
て<ださい。荷物が放り出され、棄 
員がけがをするおそれがあります。 

• セカンドシートを折りたたむとさ 
は、身体や物を挟まないよラに注 
意してください。 
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巧りたたんだセカンドシートを元に 
戻ず 





①八ンドル 

►八ンドル①を持ち、シートを後方 
に倒して確実に□ックしまず。 

A けびのおそれびありまず 

• 折りたたんだセカンドシートを元 
の位置に戻ずときは、身体や物を 
挟まないよラにミ主意してください。 

• セカンドシートが確実に□ックさ 
れていることを確認してください。 
急ブレーキ時や急な進路変更時、 
事故のと量などにシートが動さ、 
乗員がけがをずるおそれがあり 
ます。 

〇折りたたんだセカンドシートを元 
の位置に戻ずとさは、シートレー 
ルの溝に異物が挟まっていないこ 
とを確認して<ださい。シートや 
シートレールを損傷ずるおそれが 
ありまず。 


P セカンドシートが確実に□ックさ 
れていないとさは、バックレストが 
起きないことがありまず。 


セカンドシートを取りがず 



①□ック解除 レバー 
©八ンドル 


感前部シートレッグ 
@シートレッグ固定部 


A けびのおそれびあ0まず 

セカンドシートを取り外ずとさは大 
人2人し U 上で作業して<ださい。セ 
カンドシートは重いため、腰を痛め 
た0、セカンドシートを足の上に落 
としてけびをずるおそれびあります。 

► セカンドシートを巧りににみまず 
(^85 ぺージ）。 

► 2 力所の□ック锅除レノ（一①を完全 
に引さ上げまず。 

►八ンドル③を持ち、セカンドシー 
卜を前方に傾けて、持ち上げて取り 
外します。 


I 






88 


シ— 


〇セカンドシートを取り外ずとさ 
は、シートレツグの中央部びシート 
標準範囲巧にあることを確認してく 
ださい（1>84ページ）。シートレツ 
グびシート標準範囲内にない状態で 
取り外ずと、シートを取り付けると 
をにシートと内張りび接触して損 
傷するおそれびありまず。 

セカンドシートを取り付ける 


►八ンドル③を持ち、左ちの前部シー 
トレツグ③をそれぞれ、左ちのシー 
トレツグ固定部④に差し込みまず。 

►シートをかし後方に傾けて、2力 
所の□ツク解除レノ（一①を完全に押 
し下げまず。 

取り付けたセカンドシートを元に 
戻ずときは （^87 ぺージ）をご覧く 
ださい。 

A けびのおそれびありまず 

• セカンドシートを取り付けるとさ 
は、シートレールの溝に異物び巧 
まっていないことを確認してくだ 
さい。 

また、セカンドシートを取口付け 
たとさは、確美に固定されている 
ことを確認してください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のと 
さなどにシートび外れて車巧に放 
り出され、乗員びけびをずるおそ 
れびあ0ます。 

• セカンドシートを取0付けるとさ 
は、身体や物などを巧まないよラ 
にを意してください。 


Q 取り外しにセカンドシートを車か 
日出し入れずるとさは、車やシート 
などを損傷しないよ5にま意してく 
ださい。 

P 取り外しに状態でセカンドシー 
卜の調整を行なわないでくだごい。 
取り付けびでさな<なる場合びあ 
りまず。 

Q 取り外したセカンドシートに座つ 
にり、重い物を載せないで< だ 
さい。シートを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇シートレールにおや 3’ s び入ら 
ないよ5にして < ださい。 


ヴー。シート 

サードシートには、左ち分割式のベン 
チシートが装備されていまず。 

左ち独立で調整したり、脱着ずる（杉93 
ページ）ことがでさまず。 

ヴードシートは取り付け位置を変更で 
きます。詳しくは（杉199ページ）を 
ご覧ください。 

A けびのおそれびありまず 

サードシートの前後位置を調整した 
り脱着するときは、シートの下や横 
に身体を入れないでください。挟ま 
れてけがをするおそれがあります。 
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A けびのおそれびあ0まず 

• サードシートに乗車するとさは、 
し U 下の内容を必ず守つて < ださい。 
事故のとさ、けがをするおそれが 
お0ます。 

◊シートおよびバックレストが確 
実に□ックされていることを確 
認して < ださい。 

◊ヘッドレストを取り付け、へッ 
ドレストの中央が目の高さにな 
るよラにしてください。 

◊シートべルトを正しく着用して 
<ださし、。 

◊セカンドシートを折りたたま 
ないで <ださい。 

• 走行中はサードシートの折0たた 
みや脱着をしないでください。け 
がをするおそれがあ0まず。 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けがをするおそれがあります。 

ヴードシートを調整ずる 


シートの前後位置を調整ずる 

► □ック解除レバー①を引いたまま、 
シートを前後に動かします。 

►好みの位置になったら、□ック解 
除レバー①から手を放しまず。 

►" カチッ"とい5音びして固定され 
るまで、シートをその位置で前後に 
押します。 

3力所のス トツパー ③ びシートレー 
ルの巧にしっかり固定されているこ 
とを確認して < ださい。 



③ シー トレツグ 

④ シート標準位置範囲 
⑥シートレ ッ グ中央部 



①□ック解除 レバー 
③スト ツバー 


A けびのおそれびありまず 

• サードシートに乗車するとさは、 
シートレッグ③の中央部愈がシー 
卜標準位置範囲④内になっている 
ことを確認してください。ブレー 
キ時などにシートが動さ、乗員が 
けがをずるおそれがあります。 


B を邸〇恒掛 
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• 3力所のストッパー®が、シート 
レールの巧に確実に固定されてい 
ることを確認してくださし、。ブレー 
キ時などにシー h が動さ、乗員び 
けげをするおそれがあ0ます。 

• シート位置の調整は、停車してい 
るとさに行なってください。 


サードシートを前後に移動し、ラゲッ 
ジスペースを広げる 

ブードシートを前後に移動ずることに 
より、ラゲッジスペースを広げること 
がでさまず。 

► □ック解除レバー(>89ページ） 
を引し^たまま、シートを希望の位置 
まで移動します。 

►□ ック解除レバーから手を放し 
ます。 

その位置で □ ックされまず。 

正しく固定されていないときは、 
シートをその位置で前後に押して正 
し < 固定しまず。 

A けびのおそれびありまず 

シートレッグの中央部がシート標準 
位置範囲内になっていないとさは、 
ヴードシートに乗車しないでくだ 
さい。ブレーキ時などにシートび動 
さ、乗員がけがをずるおそれがあり 
ます。 

Ps 力所のストッパー 089ぺージ） 
が、シートレールの巧に確実に固 
定されていることを確認して<だ 
さい。ブレーキ時などにシートが 
動さ、荷物を損傷ずるおそれがあ 
りまず。 



⑥バックレスト調整レバー 



⑦バックレスト調整レバー 


バックレストの角度を調整ずる 

►バックレスト調整レバー®または 
⑩を引きながら、バックレストの角 
度を調整しまず。 

バックレストを前方に倒ず 

►バックレスト調整レバー®または 
③を引さながら、バックレストを前 
方に倒しまず。 

いっぱいに倒した位置でバックレス 
卜は□ックされまず。 


B を邸6恒冊 
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倒したバックレストを起こず 

►バックレスト調整レバー®または 
③を引きながら、バックレストを起 
こしまず。 

起こした位置でバックレストは□ッ 
クされます。 

A けびのおそれびあ0まず 

• バックレストが確実に□ックされ 
ていることを確認してください。 
荷物が放0出され、乗員がけがをす 
るおそれがお0まず。 

• バックレスト角度の調整は、停車 
しているときに行なってください。 

ヴー ドシートを巧りたたむ 

左側ヴードシートのみ、またはサード 
シート全体を折りたたむことがでさ 
ます。 

〇 左側サードシートび巧りたにまれ 
ていないとさは、ち側サードシート 
を f 斤0たにむことはでをません。 

〇 バックレストび前方に倒れてい 
ないときは、サードシートをキ斤りた 
にむことびでさません。 



① □ッ ク解除レバー（左側 ヴー ドシート) 
③ □ッ ク解除レバー（ち側ヴードシート) 

③ A ンドル（左側ヴードシート） 

④ A ンドル（ち側ヴードシート） 


左測ヴードシートを巧りたたむ 

►へッドレストを下げまず。 

► バックレストを前方に倒しまず 
([>90ページ）。 

► □ック解除レバー①を引さ上げて、 
□ックを解除しまず。 

►八ンドル③を持ち、シートを前方 
に引さ起こしてキ斤りたにみまず。 

H サード シー トを折りたたむとき 
は、セカンドシートと接触しないよ 
ラに、シートの前後位置を調整して 
<ださい。 

〇左側サードシートだけを前方にキ斤 
りたたんだ状態で、ち側サードシー 
卜を前後に動かさないで<ださい。 
折りたたんだ左側サードシートを元 
の位置に戻せな< なりまず。 


I 











ち側ヴードシートを巧りたたむ 

►へッドレストを下げまず。 


►バックレストを前方に倒しまず 
(>90 ページ）。 

► □ック解除レバー③を引き上げて、 
□ックを解除しまず。 

►八ンドル④を持ち、シートを前方 
に引さ起こして折りたたみまず。 

。ヴー ド シー トを折りたたむとさ 
は、身体や物を挟まないよ5に注意 
して < ださい。 

A けびのおそれびありまず 

• サードシートを折りたたむとさは 
決してシートの下に手をかけない 
で<ださい。手を挟まれて、けが 
をするおそれがあります。 


シートの折0たたみは必ず取扱説 
明書の手順に従い、ミ主意事項を守っ 
て行なってください。 

• 走行中にサードシートを折りたた 
まないで<ださい。けがをするお 
それがお0まず。 

• サードシートを折りたたんで荷物 
を積むとさは、必ず荷物を固定し 
てください。荷物が放り出され、 
乗員がけがをずるおそれがあり 
まず。 


巧りたたんだヴードシートを元の位置 
に戻ず 



①八ンドル（左側サードシート) 
©八ンドル（ち側サードシート） 


►八ンドル®を持ち、ち側サードシー 
卜を後方に倒して、元の位置に戻し 
まず。 


►八ンドル①を持ち、左側サードシー 
卜を後方に倒して、確実に□ックし 
ます。 


心 けびのおそれびありまず 

• 折りたたんだサードシートを元の 
位置に戻ずとさは、身体や物を挟 
まないよラに注意してください。 

• サードシートが確実に□ックされ 
ていることを確認してくださし、。 
急ブレーキや急な進路変更時、事 
故のときなどにシートが動さ、棄 
員がけがをするおそれがあ0ます。 


。折りたたんだサードシートを元の 
位置に戻ずとさは、シートレール 
の溝に異物が挟まっていないこと 
を確認してください。シートやシー 
トレールを損傷するおそれがあり 
ます。 
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Q サードシートび確実に□ックされ 
ていないとさは、バックレストび起 
をないことびありまず。 

ヴードシートを取りがず 

左側サードシー h のみ、まにはサー 
ドシート全体を取り外ずことびでさ 
ます。 

A けびのおそれびありまず 

ヴードシートを取り外すとさは大人 
2人(上で作業してください。ヴー 
ドシートは重いため、腰を痛めたり、 
ヴードシートを足の上に落としてけ 
びをするおそれびあ0まず。 


〇 左側サードシートび取り外され 
ていないとさは、ち側サードシート 
を取り外ずことはでさません。 



① □ッ ク解除レバー（左側 ヴー ドシート) 
③ □ッ ク解除レバー（ち側ヴードシート) 

③ 八ンドル（左側ヴードシート） 

④ 八ンドル（ち側ヴードシート） 


左側ヴードシートを取りがず 

►左側サードシートを折りたたみ 
まず091ぺージ)。 

► 2 力所の□ック解除レノ く一①を完全 
に引を上げまず。 

►八ンドル③を持ち、左側サードシー 
卜を前方に傾けて、持ち上げて取り 
外します。 

ち側ヴードシートを取りがず 

►ち側サードシートを折りたたみ 
まず （092 ぺージ）。 

► 2 力所の□ック解除レノ（一③を完全 
に引さ上げまず。 

►八ンドル④を持ち、ち側サードシー 
卜を前方に傾けて、持ち上げて取り 
外しまず。 

サードシートを取り付ける 

〇 ち側サードシートび取り付けられ 
ていないとさは、左側サードシート 
を取り付けることはでさません。 

V 、 


ふ il •ふ 



ち側ヴードシート 
①八ンドル 


©前部シートレッグ 
@シートレッグ固定部 
©□ ック解除 レバー 


I 


















ち側ヴードシートを取り付ける 

►八ンドル①を持ち、左ちの前部シー 
h レッグ③をそれぞれ、左ちのシー 
トレッグ固定部③に差し込みまず。 


►シートをかし後方に傾けて、2力 
所の□ック解除レノ（一④を完全に押 
し下げまず。 



ち側ヴードシート 


①前部シートレッグ 
③シートレッグ固定部 
③□ック解除 レバー 


を側ヴードシートを取り付ける 

► 前部 シー トレ ッ グ① をシー トレ ッ 
グ固定部③に合わせまず。 



ち側サードシートび巧りたたまれている状態 
④左側ヴードシート固定部 
⑥ち側ヴードシート固定部 


► シートを後方に傾けなびら3力所 
の左側サードシート固定部④を、そ 
れぞれ3力所のち側サードシート 
固定部⑥に合わせまず。 

► 2 力所の□ック解除レバー③を完全 
に押し下げまず。 

〇 ち側ヴードシートが前方に折りた 
たまれた状態で、左側ヴードシート 
を取0付けて < ださい。 


心 けびのおそれびありまず 

• サードシートを取り付けるときは、 
身体や物を挟まないよラに注意し 
て < ださい。 

• サードシートを取り付けたときは、 
確実に固定されていることを確認 
して<ださい。急ブレーキ時や急 
な進路変更時、事故のとさなどに 
シートが外れて車内に放り出され、 
乗員がけがをずるおそれがあり 
まず。 
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〇取り外しにサードシートを車から 
出し入れするときは、車やシートな 
どを損傷しないよ5にミ主意してくだ 
ごい。 

〇取り外した状態でサードシートの 
調整を行なわないで<ださい。取 
り付けびでさなくなる場合びあり 
ます。 

P 取り外したサードシートに座つ 
たり重い物を載せないで < だ 
さい。シートを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

Q シートレールに埃や3’ミが入ら 
ないよラにして < ださい。 


へツ ドレスト 


A けびのおそれびありまず 

乗車するときは、必ずヘッドレスト 
を取り付けてください。事故のとを、 
首にけがをずるおそれがありまず。 
ヘッドレストの上端と乗員の頭部の 
上端が同じ高さになるよラに、へッ 
ドレストの高さを調整してください。 
また、でさるだけ後頭部に近付くよ 
ラにへッドレストの傾さを調整して 
<ださい。 


手動式シート装備車 

夕^® 

①□ック解除ボタン 

③へッドレストの高さ 

③ヘッドレストの傾さ 

へッドレストを上げる 

►へッドレストを引さ上げまず。 

へッドレストを下げる 

► □ック解除ボタン①を押しなびら、 
へッドレストを下げまず。 

へッドレストの傾きを調豊ずる 

►へッドレストの前部下端を持ち、 
矢印③の方向に動かしまず。 

へッドレストを取りがず 

► へッドレストをいっぱいに引き上 
げまず。 

► □ック解除ボタン①を押しなびら、 
へッドレストを取り外しまず。 

へッドレストを取り付ける 

► 切り夕さのある支柱び左側にくる 
ようにへッドレストの支柱を取り付 
け巧に差し込み、□ック解除ボタン 
①を押しなびら、へッドレストを取 
り付けまず。 


I 
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メモリー付フ□ントパワーシート装 
備車 


へッドレストの高さを調壁ずる 

► 左ちドアにあるスイッチで調整し 
ます （080 ページ）。 

A けびのおそれびあ0まず 

柔車するときは、ヘッドレストの中 
央び目の高さになっていることを確 
認してください。 

へッ ドレストを取りがず 

►スイッチでへッドレストをいっ 
ぱいに上げてから（1>80ページ）、 
へッドレストの支柱を持ち、ヘッド 
レストを引さ上げて取り外しまず。 

へッドレストを取り付ける 

►ヘッドレストの支柱を取り付け巧 
に差し込んで押し込みまず。 


アー ムレスト 



アームレストのち度を調壁ずる 


►一度①の位置まで上げたあと、③ 
の位置まで下げ、上げながら角度を 
調整しまず。 

③と⑤の間の角度で固定できます。 

アームレストを使用しないときは、 
①の位置まで上げてください。 

P アームレストの上に座ったり、 
重い物を置かないで<ださい。 


シートヒーター* 



①シートヒータースイッチ（弱、助手席) 
©シートヒータースイッチ（強、助手席) 
③シートヒータースイッチ（弱、運転席) 
® シートヒータースイッチ（強、運転席) 


B を邸6恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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スイッチはセンターコンソールにあり 
ます。 

エンジンスイッチが 1 か 2 の位置の 
ときに使用できまず。 

シートヒーターを弱で使用ずる 

► シー ト ヒーター スイッチの上側① 
または③を押しまず。 

表示灯が1つ点灯しまず。 

シートヒーターを強で使用ずる 

► シートヒータースイッチの下側® 
または®を押しまず。 

表示灯が2つ点灯します。 

シートヒーターを停止ずる 

► 表示灯が1つ点口しているときは、 
スイッチの上側①または③を押し 
ます。 

► 表示灯が2つ点口しているときは、 
スイッチの下側®または④を押し 


ます。 

点灯している 
表示打の数 

作動内容 

2 

シートヒーターが 
強で作動しまず。 

約5分後に自動的 
に弱に切り藝わり 
ます。 

1 

シートヒーターが 
弱で作動しまず。 

0 

停止しています。 


A 义傷のおそれがあ0まず 

コー トや厚手のを服などを着用し 
ている状態や、毛ななどの保温性の 
高いちのをシートにかけた状態で 
シー ト ヒーターを 使用しないでくだ 
さい。また、 シー トヒ ー タ ーを 連続 
して使用しないでください。異常過 
熱によ0低温火傷（紅斑、水ぶ<れ） 

を起こずおそれがありまず。 

B (下の事項に該当ずる方は、熱ず 
ざた0、ほ温乂傷をずるおそれびあ 
りまずので十分にミ主意してください。 

• 乳幼児、高齢を、病人、体び不 
自由な方 

• 皮膚び弱い方 
• 疲労の激しし、方 
• 眠気をごそ5薬を服用した方 
• 飲酒した方 

〇シートに凸部のある重量物を置か 
ないでください。故障の原因になり 
9 〇 

〇 多<の電気装備を使用していた 
0バッテ U —の電圧が低<なると、 
シー ト ヒーターが 停止ずることがあ 
0まず。このとさは表示灯が点滅し 
ます。電圧が回復ずると、再び自動 
的に作動し、表示灯が点灯しまず。 


B を習恒掛 
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ステアリング 


ステアリング 


心 事故のおそれびありまず 

• ステアリングの調整は、必ず停車 
時に行なって < ださい。走行中に 
行なって操作を誤ると、事故を起 
こすおそれがあ0まず。 

• 走行中はステア U ングのパッド部 
を持たないで<ださい。万一のと 
さ、エアバッグの作動を妨げるお 
それがお0まず。 

• ステアリングのパッド部にカバー 
をしたり、エアバッグ収納部の上 
にバッジ、ステッカー、オーディ 
才の U モコンなどを貼付しないで 
ください。エアバッグの作動を巧 
げた0、作動時にけがをずるおそ 
れがおりまず。 


心 けびのおそれびありまず 

子供だけを残して車から離れないで 
ください。誤って□ック解除レバー 
を操作ずると、身体を挟んでけがをず 
るおそれがあります。 



① □ック解除レバー 
@ステアリング上下位置の調整 
⑤ステアリング前後位置の調整 


ステアリングの位置を調整ずる 

► ステアリング下側の□ック解除レ 
バー①を下げまず。 

►上下位置を調整ずるとさは、ステ 
ア U ングを矢印®の方向に動かし 
ます。 

►前後位置を調整ずるとをは、ステ 
ア U ングを矢印③の方向に動かし 
まず。 

► 調整び終わったら、□ック解除レ 
バー①を上げて、ステアリングを 
□ックしまず。 

調整後はステア U ングび確実に□ック 

されていることを確認してください。 

〇ステア1」ングをいっぱいにまね 
しに状態を長 < 保持しないで < だ 
さい。ステア U ング装置を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

Q 故障などでエンジンを停止して 
けん引されるときは、十分ま意して 
<ださい。エンジンび停止している 
と、通苗のとさに比べてステア U 
ング操作に非常に大さな力び必要 
でず。 


B を邸6恒冊 
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巧一 


A 事故のおそれびありまず 

S ラー類は必ず走行前に、後方が十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整ずると、事故を起こず 
おそれがありまず。 

ルーム S ラーやドア S ラーには死角が 
ありまず。車線変更をずるとをは、必 
ずルーム S ラーでち後方を確認してく 
ださい。また、必ず肩ごしに直接斜が 
後方を確認して < ださい。 

Q ルーム三ラーやドア三ラーのミちれ 
を取るときにガラスクリーナーを使 
用するとさは、必ずルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談して< 
ださい。ガラスク U —ナーによって 
は、 S ラーが変色ずるおそれがあり 
ます。 


ル—ムニフ— 


ルーム S ラーの 角度調整 



①センサー 

©サイドビューカラスイッチ 


► 手でルーム S ラーの角度を調整し 
ます。 


〇 ルームミラーにはサイドビューカ 
ラの映像を表示でさます。ルーム 
ミラー下部には、サイドビューカ 
ラのスイッチ®があります。 

詳しくは0170ぺージ）をご覧く 
ださい。 

自動防眩機能 


周囲が暗<、エンジンスイッチが2の 
位置のときに、ルームミラーのセン 
サー①が後続車のライトを受けると、 
自動的にルーム三ラーの色の濃度が変 
わり眩しさを防止しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

セーフテイネットを使用していると 
さなど、ルーム S ラーのセンサーに 
後続車のライトが当た5ないとさは、 
自動防眩機能が作動しないおそれが 
ありまず。十分ま意して走行してく 
ださい。 


A けびのおそれびありまず 

ルーム S ラーのガラスが損傷ずると、 
液体が漏れ出ずことがあります。こ 
の液体は物を腐食させる性質があり 
まずので、目や皮膚に直接触れない 
よラミ主意してください。 

万一、液体が目に入ったときや皮膚 
に付着したとさは、ただちに清潔な 
水で十分に洗い流し、医師の診断を 
受けてください。 

P 液体が車の塗装面に付着したとさ 
は、ただちに水で湿らせた巧などで 
おさ取って<ださい。塗装面を損 
傷するおそれがありまず。 


I 
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巧一 


〇ルームミラーのミちれを取るとさに 
ガラスクリーナーを使用ずるとき 
は、必ず ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に相談してください。 

ガラスク U —ナーによっては、ルー 
ム三ラーが変色ずるおそれがあり 
ます。 

〇 ルーム三ラーのセンサー①に後方 
からのライトが当たらないときは、 
自動防腔機能は作動しないことがあ 
りまず。 

〇 セレクタ ーレバーが EE に 入つ 
ているとさは自動防眩機能が解除さ 
れます。 


ドア S ラー 


A 事故のおそれびありまず 

ドアミラーに写った像は実際よりも 
遠くにあるように見えます。ドアミ 
ラーで後方を確認ずるとさは十分を 
意してください。 

Q ドアミラーは車体の側面から突さ 
出ています。すれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行者などに十分注意 
して < ださい。 

〇 ドアミラーにはヒーターが装着さ 
れています。外気温度が下がると自 
動的に温められ、凍結を防ざまず。 


ドア S ラーの角度調整 



①調整スイッチ 

@ドアミラー選択スイッチ（ち側) 
@ドアミラー選択スイッチ（左側) 


エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさに調整でさまず。 

ドアミラーの角度を調藝ずる 

► 調整する側のドアミラー選択スイッ 
チ® (ち側）または③（左側）を押 
しまろ。 

► 調整スイッチ①を操作してドアミ 
ラーの角度を調整します。 

ドア S ラーの格納/展開 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさに操作でさまず。 

ドアミラーを格納ずる 

► ドアミラー選択スイッチを®、③い 
ずれの側にち押されていない状態に 
しま弓。 

► スイッチ①の下側を押し続けまず。 
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ドア吉ラーを展開ずる 

► ドアミラー選択スイッチを③、③い 
ずれの側にを押されていない状態に 
します。 

► スイッチ①の上側を押し続けまず。 

P ドアミラーは手で格納したり、展 
開したりしないで<ださい。ドア S 
ラーを損傷ずるおそれびありまず。 

P 走行ずるとさはドアミラーを完全 
に展開してください。 

P ドア S ラーを格納/展開している 
とさは、身体や物び挟まれないよう 
にま意してください。車の周囲に子 
供びいるとさは、特にミ主意してくだ 
さい。 

P 洗車機を使用ずるときはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷ずるおそれびありまず。 

〇走行時はドア云ラーび完全に展開 
していることを確認してください。 
後方視界び確保でさなくなるおそれ 
びありまず。 


メーターパ不ル 


^ー ターパ ネルの各部の名称に ついて 
は（杉21ページ）をご覧ください。 

A 事故のおそれびありまず 

^ーターパネルやマルチファンク 
ションディスプレイが故障すると、表 
示灯/警告口や故障/警告^ッセー 
ジが表示されません。車の操縦性な 
どに悪影響をおよぼずよラな故障や 
異常が発生した場含は内容が確認で 
さないた故、ただちに;ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 


A 事故のおそれびありまず 

ーターパネルの照度調整ボタンや 
U セットボタンを操作するときは、 
周囲の交通状況に十分ミ主意して<だ 
さし、。 

また、ステアリング越しにボタンを 
操作しないでください。ステアリン 
グ操作の妨げになり、事故を起こず 
おそれがあ0まず。 

ボタンを操作ずるときは、ステアリン 
グのパッド部やダッシュボードに身 
体を寄りかけないでください。詳し 
くは、エアバッグに関するま意032 
ページ）をご覧くださし、。 
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メーター パネル 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の表示 

マルチフアンクシヨンディスプレイは 
下のとさに表示されまず。 

また、 LU 下のとさに表おされて約3日 
秒後に表示が消えまず。 

• 運転席ドアを開閉したとさ 
• U セットボタンを押したとさ 

• エンジンスイッチを1か2の位置 
にしたとさ 

エンジンスイッチを0の位置にず 
るか、キーを抜いてから約30秒後 
に表示が消えまず。 

• 車がランプが点灯したとさ 

車外ランプが消灯してから約3日 
秒後に表示が消えまず。 

詳しくは0104ぺージ）をご覽くだ 
さい。 


〇 指針がレツドゾーンに入るとエン 
ジンを保護ずるため、一時的に燃料 
の供給を停止します。このとさ、軽い 
振動があったりアクセルペダルを 
踏んでち加速しな<なりまずが、異 
常ではありません。 

9環境 

必要し:^上にエンジン回転数を上げて 
走行しないで<ださい。燃料を不必 
要に消費し、大気ミち染の原因になり 
まず。 


燃料計 


燃料の残量を示します。 

燃料タンク容量は約7日 U ットルでず。 

Q 給油のとさはエンジンを停止して 
<ださい。 


スピードメーター 


燃料残量警告な 


1 


車の走行速度を表示します。 


タコ メーター 


1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

〇指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、ホ色表示部（レッドゾーン） 
に入らないよ5にしてくださし、 
エンジンを損傷ずるおそれびあり 
ます。 


エンジンスイツチを2の位置にずると 

点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 

障しています）、数秒後に消灯しまず。 

燃料の残量びかなくなると点灯しまず。 

警告灯び点灯したとさの残量は約9 

リツトルでず。 

〇 走行前に燃料の残量が十分あるこ 
とを確認して<ださい。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法這反になりまず。 

〇 燃料残量がかな<なると、マルチ 
フアンクションディスプレイに"ネン 
リョウリザ'- T キュウ1ヒツヨウ"と表おされる 
ことがありまず （>121 ページ）。 
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リセットボタン 

卜 U ップ一夕一や各種設定項目など 
をリセットずるときに使用しまず。 

また、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイを表示させるときに使用しまず。 


メーターパネル照度調節ボタン 

周囲が暗<、ーターパネルが点口し 
ているとさに、ーターパネルの明る 
さを調整でさまず。 

明るさを調節ずる 

► ©ボタンを押しまず。 

六 ー ターパ ネルが明る < なりまず。 
または 

► ©ボタンを押します。 

分一ターノ てネルが暗< なりまず。 
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スプレイ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


マルチファンクシヨンディスプレイ 
は、故障/警告><ッセージや各種情 
報などを表示•設定するシステムでず。 


名祿 

①マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイ 

( D 設定スイッチ/音量スイッチ 


ステアリングスイッチ 


巧‘、 


お 



な 


L 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
操作は、ステア U ングのスイッチで行 
ないまず。 

A 事故のおそれげあ0まず 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
を操作するときは、常に周囲の状況 
にを意して < ださい。 

A 事故のおそれげあ0まず 

走巧中にステアリングのスイッチを 
操作するときは、直進時に行なって 
<ださい。ステア1」ングをまわしな 
びら操作すると、事故を起こすおそ 
れびあ0ます。 


• 各種設定の設定グループ選択 
画面でのグループの選択 
• 設定項目画面での数値や設定 
の変更や、機能のオン/オフ 
の選択 

•各メイン画面やオーディオ画 
面表示中の音量の調節 

⑤通話開始/終了スイッチ（電話） 


の國 

電話機能びないため使用でさま 
せん。 


④表示切り曾えスイッチ E ] 

メイン画面の選択 


⑤スク□—ルスイッチ I I 

• 選択したメイン画面内での画 
面の切り替え 

• ラジオの選局や CD の選曲 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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メイン画面一覧 


の 



マルチファンクシヨンディスプレイ 
は、車両に関ずる各種情報や故障/警 
告メッセージなどを表示ずるシステム 
でず。 

エンジンスイッチび 1 か 2 の位置の 
とさに表示でさまず。 


① 

車両情報 

106 

⑤ 

オーディオ 

108 

⑤ 

故障表示 

108 

④ 

咨■種設定 

109 

⑤ 

卜1」ップコンピューター 

120 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 







































車両情報 _ 

「車両肩報」にはな下の画面びありまず。 

• 車両情報メイン画面（卜 U ップメー 
ター、オドメーター） 

• 車両情報サブ画面 
• を却水温度画面 

• メンテナンスインジケーター画面 
(>218ページ） 

車両情報メイン画面（オドメーター/ 
卜 U ップメ ーター ） 



①オドメーター 
③卜 I 」ップメーター 

車両情報メイン画面を表示させる 

► E ] まにはを押して、車両情 
報メイン画面を表示させまず。 

オドメーター 


卜 U ップメーターをリセットずる （0.0 
に戻ず） 

► U セットボタン0103ぺージ）を、 
表示び 0.0 になるまで押し続けまず。 

車両情報サブ画面 


00 


取 +20. 己 。 C 
m 20:30 

pPRElD 


①外気温度表示/ヴブスピード^ーター 
©時刻表示/可変スピード IJS ッター 
の設定速度表示* 

@シフト位置表示/ギアレンジ表示 


が気温度表示/ヴブスピードメーター 

が気温度または走行速度を表おしまず。 

表示の切り替えは各種設定の"インス 
トル ント"の"車両情報サブ画面の 
表示設定画面"（杉113ページ）で行 
ないまず。 

時刻表お/巧変スピードリ S ッターの 
設定速度表示* 


これまでに走行した距離の総合計を表時刻または可変スピードリ三ッターで 
示します。 設定した速度を表示します。 


卜 U ップメーター 

U セツト後の走行距離を表おしまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプション作仕様により、異なる装備でず。 
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シフト位置表示/ギアレンジ表示 

オートマチックトランスクッションの 

シフト位置を表おしまず（1>157ぺ一 

ジ)。 

また、テイップシフト （>157 ページ） 

にしたとさのギアレンジを表示しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

外気温度表示が〇で!；!上でを、路面が 
凍結していることがあります。走行 
には十分ま意してください。 

H 外気温度の上昇や下降は、かし遅 
れて表示に反映されまず。 

〇 外気温度をフ□ントバンパー付近 
で測定しているため、が気温度表示 
は路面からの顧射熱などの影響を受 
けます。したがって、が気温度表示 
が実際のが気温度と異なることがあ 
りまず。 

〇 巧変ス ピー ドリミッタ ーにつ いて 
は （>167 ページ）をご覧ください。 


冷■却水温度画面 



エンジンスイツチが1か2の位置の 
とさ、エンジンの冷却水温度を表示し 
ます。 


を却水温度画面を表示させる 

► E ] またはを押して、車両情 
報 イン画面を表示させまず。 

► ^または^を押して、冷却水 
温度画面を表おさせまず。 

〇 指定の冷却水を適切な混を比で使 
用しているとさは、約120でまで 
はオーノ（ーヒートは起こしません。 

〇 暑い曰や上り坂が続<とさなど 
に、冷却水温度の表おが上限付近 
を示すことがありまずが、7ルチ 
フアン クシ ヨン ディスプレイに冷却 
水に関ずる故障/警告 ><ッ セージ 
([>253ページ）が表示されない限 
り、問題ありません。 


B を鬻恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 








スプレイ 


オーディオ 


故障表示 



ラジオの例 

オーディオの使用時にそれぞれの情報 
を表;^します。 

オーディオ画面を表示させる 

► I 置 I または IlIPI を押して、才ーディ 
才画面を表おさせまず。 

オーディオ画面表示中に、また 
は^を押ずと、ラジオの選局や CD 
の選巧がでさまず。 

音量調節 

► m またはを押ずと、音量を 
調節でさまず。 


《詳細については、別冊 「Audio 20取扱説 
日月書」をご覽くださし、。 


A 事故のおそれびありまず 

表示される故障や異常は一部の限ら 
れた装備についてであ0、表示される 
内容ち限られていまず。故障や異常 
の表示は運転者を支援するをのでず。 
発生した故障に対処して車の安全性 
を確保する責任は運転者にあります。 



の 

故障表示画面 

(故障はありません） 

③ 

故障表示画面 

(この例では、1件故障びあり 
ます） 

⑤ 

故障/警告メッセージ画面 
の例 


故障や異常が起さたとさ、車の状況を 
少ッセージで 表おします。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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自動表示機能 

エンジンびかかっているとさに故障び 
発生しにとをは、故障/警告メッセー 
ジ画面び自動的に表おされまず。 

画面を切り替えるときは面また- 
はを押しまず。 

故障/警告メッセージを手動で石き 
認ずる 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさに表示されまず。 

► [ E またはを押して、故障表 
示画面①または③を表おさせまず。 

故障件数び表示されまず。 

故障びある場合は、^または^ 
を押して故障/警告メッセージ画 
面③を順まに表示させまず。ずべて 
表示されると、故障表示画面③に戻 
りまず。 

故障表示のリセット 


マルチファンクションディスプレイ 
に故障/警告メッセージび表おされ 
ているとさは、エンジンスイッチを0 
の位置にずると、故障/警告メッセー 
ジの表示び消えまず。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
次にエンジンスイッチを1か2の位 
置にずるか、エンジンを始動したとさ、 
再び故障/警告メッセージび表おさ 
れます。 

〇 故障/警告メッセージび表示され 
たとをは、必ずメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


〇 表おされる故障/警告メッセージ 
については （0247 ぺージ~)をご 
覧ください。 


さ種設定 _ 

r 各種設定」で設定できる項目は、 m 下 
の通0でず。 

• を種設定項目の初期化0110ペー 
ジ） 

• メーターパネルの設定（[>111ペー 
ジ） 

• 時刻/日付の設定 （^1 14ページ） 

• 車外ランプの設定ページ） 

• 車両の設定 （0118 ページ） 

• コンフォートの設定 （>11 9ぺージ) 

〇設定の変更はおず停車中に行なつ 
て < ださい。 

〇 ま全のため、走行中は設定を変更 
でさない項目びありまず。 

各種設定メイン画面 


0ホ’’タン 
ヲ 

3ヒ'ヨウ 
オスト 
リセット 


各種設定メイン画面を表示させる 

► または ra を押して、各種設 
定メイン画面を表示させまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 










設定グループ選択画面 


セツテイ 



設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に^ 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

各種設定項目の巧期化 


ち種設定のすべての項目を工場出荷時 
の設定に初期化ずる（戻ず）ことびで 
をます。 

H 巧全のため、走行中は工場出荷時 
の設定に初期化ずることはでさま 
せん。 

このときは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"セッテイ A テイ外シ''ノミ 
カノウ"と表示されまず。 

各種設定項目を初期化ずる 

► またはを押して、各種 
設定 イン画面を表おさせまず 
(>109 ぺージ)。 

► リセットボタン （>1 日3ページ）を 
約3秒間押し続けまず。 


セッテイ 
リセット八 
0ボタン 


初期化画面 

初期化画面が表示されまず。 

► 巧期化画面の表示中（約10秒し i (巧) 
に、再度1」セツトボタンを押しまず。 


セッテイ 

コウシ’'ヨウ 
シユッカジノ 
セッテイニ 
リセット 
サレ7シタ 


初期化完了画面 

初期化が実行され、初期化完了画面が 
表示されまず。 

〇初期化画面び表示されてから約 
10秒間1」セツトボタンを押さず 
にいると、各種設定メイン画面に切 
り替わりまず。 

〇各種設定項目を初期化してを、 
時刻は工場出荷時の設定になりま 
せん。 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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グループ別に項目をネリ期化ずる 

インストルメント、ランプ、シャリヨ 
ウ、コンフォートの各グループごとの 
項目を工場出荷時の設定に初期化でさ 
ます。 

〇 ジコク/ヒニチ’’の項目は初期化 
でさません。 

し U 下の例では、インストルメントを巧 
期化ずる手順を説巧していまず。 

► ra または ra を押して、各種設 
定メイン画面を表示させまず。 

► ^を押して、設定グループ選択 
画面を表示ごせます。 

► m またはを押して、"イン 
ストルメント"を選択しまず。 

► またはを押して、いずれ 
かの設定項目画面を表示させまず。 

► U セツトボタンを約3秒間押し続 
けまず。 

初期化画面び表おされまず。 

► 初期化画面の表お中（約10秒し i (巧） 
に、再度 U セツトボタンを押しまず。 

初期化び実行され、初期化完了画面 
び表示されまず。 

〇 初期化画面び表示されてから約 
10秒間 U セツトボタンを押さず 
にいると、元の画面に切り替わり 
まず。 


インストルメント 

r インストルメント」では、 Li (下の画 
面での設定を行な5ことびでさまず。 

• 温度単位設定画面 
• サブスピードメーター単位設定画面 
• 距離単位設定画面 
• ディスプレイ言語設定画面 
• 車両情報サブ画面の表示設定画面 
設定グループ選択画面を表示させる 

► まにはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(>109 ページ)。 

► 各種設定メイン画面表示中に^ 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示ごせまず。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"イン 
ストルメント"を選択しまず。 

► を押しまず。 

インストルメントの最ネ刃の設定項目 
画面び表示されまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 





m まにはを押して、反転表 
示を移動します。 


glmph は約 1.6 km / h でず。表示単 
位が mph になってし^ると、誤って 
速度を超過するおそれがありまず。 

距離単位設定画面 


オド少一夕一/卜 I 」ップ六一夕 一 や 
ンテナンスインジケーター画面の距 
離表示単位を設定でさます。 

► m またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表示が km になりまず。 

7ィル 

表示が7イルになりまず。 


〇1 マイルは約1 .6 km でず。 



温度単位設定画面 



マルチフアンクシヨンディスプレイと 
エアコンディシヨナーの温度単位を設 
定でさます。 

► m または ra を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

で 

摂氏表示にな0まず。 


華氏表示になります。 


ヴブスピードメーター単位設定画面 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
サブス ピー ド メーターの 表示単位を設 
定でさます。 



表示 

設定内容 

km/h 

km / h 表示になりまず。 

mph 

mph 表示になりまず。 


mph 


デジタル 

© 


ソウコウキヨリ 

史 

皿 

マイル 

台 


スプレイ 
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B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 









マルチフ: 



113 


デイスプレイ言語設定画面 


車両情報ヴブ画面の表示設定画面 


巧 

Italian。 

Espanol 


■ I I ■ 

ディスプレイに表示ずる言語を設定で 
さまず。 



車両情報サブ画面 （ b 1 06ページ） に掛 
表おされる項目を設定でをまず。 


► L+J またはを押して、反転表 ► L+J または W を押して、反転表 
示を移動します。 示を移動します。 


表示 

設定内容 

ソクド 

車両情報サブ画面 
の表示びサブス 
ピー ド メーターに 
なりまず。 

ガイキオンド 

車両情報サブ画面 
の表示び外気温度 
になりまず。 


表示 

設定内容 

Deutsch 

ドイツ語表示にな 
りまず。 

Brit. English 

イギ1」ス式英語表 
示にな0まず。 

Am. English 

アメ 1」力式英語表 
示にな0まず。 

Frangafs 

フランス語表示に 
なります。 

Italiano 

イタ U ア語表おに 
なりまず。 

Espanol 

スペイン語表示に 
なります。 

ニホン : r 

日本語表示になり 
ます。 


《画面表示や操作ち法などはモ吉なく変更されることびあ0ます。 
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r スプレイ 


ジコク/ヒニチ 

r ジコク/ヒニチ」では、け下の画面 
での設定を行な5ことびでさまず。 

• 時刻の設定画面（時） 

• 時刻の設定画面（分） 

• 時刻表示設定画面 
• 曰付の設定画面（曰） 

• 曰付の設定画面（月） 

• 曰付の設定画面（年） 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(>109 ページ)。 

► 各種設定メイン画面表示中に^ 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"ジコ 
ク/ヒニチ"を選択しまず。 

► を押しまず。 

ジコク/ヒニチの最初の設定項目 
画面び表おごれまず。 


時刻の設定画面（時) 


乂 

ジコクセツテイ 

ジカン 

旧 

e 

L __ 

- 一-, 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 
時刻表示の「時」を設定しまず。 

► [±]まには Q を押して、反転部 
分の数字を修正しまず。 

時刻の設定画面（分） 


>■ - 1 

ジコクセツテイ 

フン 

函 

e 

h _ _ 



マルチフアンクシヨンデイスプレイの 
時刻表おの「分」を設定しまず。 


► 且 J または^を押して、反転部 
分の数字を修正します。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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時刻表示設定画面 


12/24 h 

12 h 

の lil 

台 


時刻の表示方法を設定でさまず。 

► [±]または B を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

12 h 

12時間表おになりまず。 

24 h 

24時間表おになりまず。 


日付の設定画面（日） 



曰付の「曰」を設定します。 

► m または ra を押して、反転部 
分の数字を修正します。 


曰付の設定画面（月） 



曰付の「月」を設定しまず。 

► m または ra を押して、反転部 
分の数字を修正します。 

曰付の設定画面（年） 



曰付の「年」を設定しまず。 

► [±]または B を押して、反転部 
分の数字を修正します。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


ランプ 

「ランプ」では、 iiTF の画面での設定 
を行な5ことびできまず。 

• へッドランプ点灯モード設定画面 
• □ケイターライティング設定画面 
. 車がランプ消灯遅延機能設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表おさせまず 
(>109 ページ)。 

► 各種設定メイン画面表示中に^ 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"ラン 
プ II を選択しまず。 

同 を押しまず。 

ランプの最初の設定項目画面び表示 
されます。 

ヘッドランプ点！订モード設定画面 


ヘッドライト 

ツネ ニ オン 


■ 

へッドランプの点灯モードを設定でさ 
ます。 


► W または W を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

ツネニオン 

常時点 ロモー ドでず。 

エンジンを始動する 
と、へッドランプな 
どが常に点口しまず。 

マニュアル 

手動点 ロモー ドでず。 

へッドランプなどを 
点口ずるとさはラン 
プスイッチを操作し 
ます。 

日本ではこのモード 
に設定して < ださい。 


〇ま全のため、走行中は設定を変更 
でさません。 


このときは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"ラン了テイ外グノミカ 
ノウ"と表示されまず。 

〇 甫時点灯モードは、走行中の昼間 
点灯び義務付けられている諸国に 
対応しています。曰本では手動点 
灯モードに設定して使用してくだ 
さい。 

〇 常時点灯モードで自動的に点口ず 
るランプは、ヘッドランプ、車幅 
口、テールランプ、ライセンスラン 
プです。その他のランプを点口ずる 
ときは、各スイッチを操作してくだ 
さし、。 

〇 常時点灯モードに設定したとさに 
ランプスイッチを I ぶた I の位置にを 
わせると、ヘッドランプが消口し 
ます。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 








車がランプ消な遅延機能設定画面 



周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 
と、車外ランプび一定時間点灯ずる機 
能を設定でさまず。 

► m または ra を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

60 S 

45 S 

30 S 

15 s 

周囲び暗いとさにエンジン 
を停止ずると、車幅灯、フ 
□ントフォグランプ、テー 
ルランプ、 ライセンスラン 
プび点灯し、ドアやテール 
ゲートを開いて閉じた後、 
それぞれの秒数経過後に消 
灯します。 

Os 

車外ランプ消灯遅延機能は 
作動しません。 


詳しくは （>125 ぺ- 
さし、。 


-ジ）をご覧くだ 


□ケイターライティング設定画面 



周囲び暗いとさに U モコン操作で解 
綻するとランプび点灯ずる機能を設定 
でさます。 

► [±]または B を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲が暗いとさに、 U モコ 
ン操作で解錠ずると、車幅 
灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンス 
ランプが点灯しまず。 

オフ 

□ケイターライティングは 
作動しません。 


詳しくは（杉50ページ）をご覧くだ 
さし、。 




オフ 


へツト”ランプ 

© 

4 已 S 
30 s 

1已 S 


□クイタライト 

あ 
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7ルチフ: 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


シヤリョウ 


r シャリョウ」では、(下の画面での 
設定を行なラことがでさまず。 

• ウインタータイヤスピード US ッ 
ター設定画面* 

• ラジオの選局方法設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定 イン画面を表おさせまず 
(>109 ページ)。 

► 各種設定^イン画面表示中に^ 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► m またはを押して、"シャ 
リョウ"を選択しまず。 

► を押しまず。 

シヤリヨウの最初の設定項目画面③ 
が表示されまず。 


ウィンタータイヤスピードリ S ッター 
設定画面* 



最高速度の制限のない国などで、ウイ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度 I こ応じた最高速度を設定ずるた 
めの機能でず。 

曰本仕様でち設定はでさまずが、法定 
速度を守って走行して<ださい。 


► W または^を押して、設定内 
容を選択しまず。 


表示 

設定内容 

IJS ットナシ 

ウィンタータイ 
ヤス ピー ド U 
ミッタ ーは 作動 
しません。 

210 km/h 

190 km/h 

160 km/h 

最高速度がそれぞ 
れの速度に設定さ 
れます。 


ぷ上記は、車両の機能の説日月でず。公道を走行 
ずる隙は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

〇 ウインタータイヤス ピー ド U 三ッ 
ターを設定しているとさは、可変ス 
ピードリミッター* (>167 ページ） 
で設定でさる制限速度は、ウイン 
タータイヤス ピー ド U 三ッターの 設 
定速度が上限となりまず。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプション作仕様により、異なる装備でず。 


B を邸6恒冊 
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設定グループを選択ずる 

► [ H またはを押して、"コン 
フォート"を選がしまず。 

► を押しまず。 

コンフォートの設定項目画面び表示 
されまず。 

設定項目のキー対応設定画面 


記憶させにシート位置の設定び、そ 
れぞれのキーごとに対応（記憶）さ 
れまず。 


►レ hJ または^を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

タイオウ 
オン 

差し込んでいるキーに 
設定が対応（記憶）さ 
れます。 

タイオウ 
オフ 

キーにかかわらず設定 
は変わりません。 


[ I ま全のため走行中は設定を変更で 
きません。 


このときは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"]ン丸-トテイ外グ 
ノミカノウ"と表示されまず。 


ラジオの選局ち法設定画面 



ラジオの選局方法（受信周波数/プ 
U セットま号順）を設定でさまず。 


► L + J またはを押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

シュウ八スウ 

放送局の受信周波 
数によって順次選 
局します。 

メモ U 

プ U セツトされた 
放送局を番号順に 
選局します。 


コンフオート 


「コンフォート」では、 Li (下の画面で 
の設定を行なラことびでさまず。 

• 設定項目のキー巧応設定画面 

設定グループ選択画面を表示させる 

► ( E まにはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(>109 ページ)。 

► 各種設定メイン画面表示中に^ 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 



タイオウオフ 

© 


I 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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スプレイ 


卜 U ップコンピューター 


「卜 U ップコンピューター」にはじ(下 
の画面びあ0まず。 


• エンジン始動からの情報表示画面 
• I 」セジトか日の輸歷お画面 


^ • 走行可能距離表示画面 

邸 



①エンジン始動からの走行距離 （ km ) 

③エンジン始動からの経過時間 （ h ) 

③ エンジン始動からの平均ま度 ( km / h ) 

④ エンジン始動からの平均燃費 ( km / I ) 


エンジンを始動したとさを起点として 
情報を表示します。 

エンジンスイツチを0の位置にして 
から、まにはキーを巧いてから約4 
時間経過ずると、エンジン始動からの 
情報表示画面は自動的に U セツトさ 
れます。 


エンジン始動からの情報表示画面をリ 
セツトずる 


エンジン始動ひらの情報表示画面は、 

手動で1」セットずることをでをまず。 

► エンジン始動からの情報表示画面び 
表示されているとさに、メーターパ 
ネルの U セットボタン0103ぺ一 
ジ）を押し続けまず。 

〇 U セット後、エンジン始動からの 
情報表示画面は、999時間経過後、 
または9,999 km 走行後に自動的に 
I 」セットされまず。 

リセットか5の情報表示画面 



①リセツトからの走行距離 （ km ) 

@リセツトからの経過時間化） 

@リセツトからの平均速度 ( km / h ) 

④リセツトからの平均燃費 ( km / I ) 

リセットしたときを起点として情報を 
表のしずす。 


エンジン始動か5の情報表示画面を表 
示させる 

► またはを押して、エンジ 
ン始動からの情報表示画面を表おさ 
せます。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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リセットか5の情報表示画面を表示さ 

せる 

► またはを押して、エンジ 
ン始動からの情報表示画面を表示さ 
せます0120ぺージ）。 

► ^または^を押して、1」セッ 
卜からの情報表お画面を表おさせ 
ます。 

リセットか5の情報表示画面をリセッ 

卜ずる 

► U セットからの情報表お画面び表お 
されているとさに、メーターパネル 
の U セットボタン0103ぺージ） 
を押し続けまず。 

〇 U セット後、エンジン始動からの 
情報表示画面は、9,999時間経過後、 
または99,999 km 走行後に自動的 


に U セツトされまず。 

走行可能距離表。画面 

の- 

ソウコウカノウ 

—日日 km 



①走行可能距離 


走行可能距離表示画面を表示させる 

► またはを押して、エンジ 
ン始動からの情報表示画面を表おさ 
せまず（[>12日ページ）。 

► ^または^を押して、走行可 
能距離表示画面を表おさせまず。 

〇 燃料残量がかないとさは、 iU 下の 
少ッセージが 表示されまず。 



最寄りのガソリンスタンドで給油し 
て < ださし、。 


走行可能距離のは、現在の燃料残量 
で走行可能なおよその距離を計算し、 
予測値として表おしまず。 

エンジンスイツチが2の位置のときに 
表示されます。 


B を習恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 








ンプ 



①ランプスイッチ 

@フ□ントフォグランプ表示灯 

@リアフオグランプ表示灯 


► ランプスイッチ①をまわして各位置 
に合わせまず。 


位置 

作動内容 

[ auto ] 

周囲の明るさに応じて自動 
的に点灯/消灯 

因 

すべてのランプび消灯 

协; 

車幅灯、テールランプ、ラ 
イセンスランプやスイッチ 
の照巧などび点灯 

回 

車幅灯などに加え、ヘッド 
ランプび点灯 

固 

ち側のノ くーキングランプび 
点灯 

因 

左側のノ くーキングランプび 
点灯 


へッドランプ 


ランプは、手動または自動的に点口/ 
消灯させることがでさまず。 

ヘッドランプが点灯ずると 、木ーター 
パネルのへッドランプ表示口ち点灯し 
まず。 

へッドランプを手動で点灯ずる 

► ランプスイッチを I 喜 D I の位置に合 
わせます。 

へッドランプを自動的に点'打/消灯 
させる 

► ランプスイッチを | WT 0| の位置にを 
わせます。 

周囲が暗いとさ、エンジンスイッチ 
にキーを差し込むと、車幅灯、テー 
ルランプ、ライセンスランプやス 
イッチの照明などが自動的に点灯し 

cfs ^ 〇 

エンジンを始動ずると、上記に加 
えてへッドランプち自動的に点灯 
します。 

A 事故のおそれびあ0まず 

-ランプの自動点灯機能は運転を 
を支援ずる機能でず。ランプの 
点灯/消灯に関ずる責任は運転 
ちにありまず。 
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-し U 下の状況などではランプは自 
動的に点灯しなかった0、点灯 
していたランプび消灯して事故 
を起こずおそれびありまず。こ 
のとをは、手動でランプを点灯 
してください。 

◊ 霧の中を走するとき 
◊対向車のランプなどによ0、セ 
ンサーび正南に作動しないとさ 
• ランプスイッチを I …叫 から 
の位置にずるとさは、必ず 
停車してください。ランプび一 
瞬消灯して事故を起こずおそれ 
びありまず。 

〇ランプび自動的に点灯していると 
をは、エンジンスイッチを0の位 
置に戻して運転席ドアを開くと、警 
告音び鳴り、マルチフアンクション 
ディスプレイに"ダドウテントウキ-ヲ別 
テクタ''サイ！’’と表示されまず。このと 
をはランプスイッチを [ Z ] の位置 
にずるか、エンジンスイッチから 
キーを抜いて<ださい。バッテリー 
びあびるおそれびあ0まず。 

Q ランプスイッチを巧员か间の 
位置にしたまま、キーを巧いて運転 
席ドアを開 < と、警告音び鳴0、マ 
ルチフアンクションディスプレイ 
に"ランアヲショウトウ！”と表示されまず。 
このとをはランプスイッチを roi 
の位置にして<ださい。バッテリー 
びあびるおそれびありまず。 


B エンジンを停止した状態で、ラン 
プを長時間点灯しないで<ださい。 
ノ（ッテ U —びあびるおそれびあり 
まず。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は巧るさを感知ずるセンサーびあり 
ます。センサー部にステッカーなど 
を貼付ずると、自動点灯機能び働か 
な< な0まず。 

〇 ランプスイッチび因巧の位置の 
とさは、トンネルなどの暗い場所や 
悪天候のときなどに、ランプは自動 
的に点灯ずることびありまず。 

フオグランプ 


フ□ントフォグランプを点なずる 

► ランプスイッチの位置び昼固また 
はのとさ、ランプスイッチ① 
を1段引をまず。 

フ□ントフォグランプび点灯し、 
フ□ントフォグランプ表示灯③び 
点の"しまず。 

フ□ントフォグランプと IJ アフォグラ 
ンプを点なずる 

► ランプスイッチの位置び直固また 
はのとさ、ランプスイッチ① 
を2段引をまず。 

フ□ントフォグランプと1」アフォグ 
ランプび点灯し、フ□ントフォグラ 
ンプ表示灯③と、 U アフォグランプ 
表示灯③び点灯しまず。 
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[ I フォグランプは、震などの悪天候 
で、十分な視界び確保でさないとさ 
に使用してください。対向車や後続 
車の迷惑になりまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

ランプスイッチび因巧の位置のとさ 
は、フォグランプは点なでさません。 

震の中を走行ずるとさは、あ！5かじ 
めランプスイッチをに合わせて 
へッドランプを点灯してください。 

〇へッ ドランフび下向さで点灯し 
ていてフ□ントフォグランプび点灯 
しているときに、へッドランプを上 
向をにずると、フ□ントフォグラン 
プび自動的に消灯しまず。ただし、 
このとさをフ□ントフォグランプ表 
示灯は点灯したままにな0まず。 

へッドランプを下向きにずると、 
再度フ□ントフオグランプび点灯 
します。 

パーキングランプ 


暗びりでの駐車時に後続車などに車の 
存在を知らせるため、片側の車幅灯と 
テールランプだけを点灯しまず。 

) キングランプを点なずる 

► エンジンスイッチび0の位置のと 
さ、またはキーを差し込んでいなし、 
とさに、ランプスイッチを医司ま 
たは F 巧の位置に合わせまず。 


へッドランプ照射ち度調壁ダイヤ 
ル* 

乗員数び増えたり荷物を積載してへッ 
ドランプの照射角度び変わつたとさに 
は照射ち度を調整しまず。 

調整ダイヤルはランプスイッチの横に 
ありまず。 


エンジンスイッチび2の位置のとさに 
調整でさまず。 



照射角度を調壁ずる 

►へッドランプ照射角度調整ダイヤル 
①をまわしまず。 


0 

フ□ントシート柔車時 

1 

フ□ントシートおよびセカ 
ンドシート/サードシート 
柔車時 

2 

フ□ントシート、セカンド 
シート/サードシート柔車 
時および荷物積載時 

3 

運転席乗車時および荷物積 
載時 
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。对向車に迷惑がかからないよラに 
注意しながら調整して<ださい。 

© ENR 装備車のへッドランプ照射角 
度は自動的に調整されまず。 


車がランプ消:):了遅延機能 

周囲が暗いときにエンジンを停止ずる 
と、車幅口、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプが点 
灯し、ドアやスライディングドア、テー 
ルゲートを開いて閉じた後、設定した 
時間が経週ずると消灯しまず。 

消灯ずるまでの時間は、最長6日秒 
までの範囲で1日砂間隔で選択でさ 
ます。日秒を選択ずるとランプは点口 
しません。 

この機能の設定と解除については 
(杉117ページ）をご覧ください。 

〇 ランプが消口ずるまでの時間は、 
ドアやスライディングドア、テール 
ゲートを閉じてから消灯ずるまでの 
およその時間で'ず。 

〇 エンジンを停止してからドアやス 
ライディングドア、テールゲートを 
閉じたままにずるか、開いたままに 
してから約60秒後に、車外ランプ 
は消灯しまず。 

〇 ドアやスライディングドア、テー 
ルゲー 卜を開いにままにして車外 
ランプび消灯したとさは、開いた 
ドアやスライディングドア、テー 
ルゲー 卜を閉じると車外ランプび 
点灯し、設定した時間び経過ずる 
と消灯しまず。 


〇 エンジンを停止してから約10分 
(巧であれば、ドアやスライデイン 
グドア、テールゲートを開くたびに 
車外ランプび点灯し、閉じると設 
定した時間び経過した後に消灯し 
ます。開いたままのとをは、約60 
秒後に消灯しまず。 

車夕1■ランプ消'灯遅延機能を一時的に解 

除ずる 

► エンジンを停止した後に、エンジン 
スイッチを2の位置にしまず。 


へッドランプ下向を/上向をの切 
り替え 



①下向を 
③上向を 
③パッシング 


へツドランプを下向きにずる 

► コンビネーションスイツチを①の位 
置にしまず。 
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へッドランプを上向きにずる 

►ヘッドランプび点灯していて、エン 
ジンスイッチび1か2の位置のと 
さに、コンビネーションスイッチを 
③の位置にしまず。 

メーターノ（ネルの八イビーム表示灯 
riDi び点灯しまず。 

八‘ッシングずる 

► エンジンスイッチび1か2の位置 
のとさに、コンビネーションスイッ 
チを③の方向に引さまず。 

引いている間、ヘッドランプび上向 
さで点灯し、メーターパネルの八イ 
ビーム表示灯 m ] び点灯しまず。 

コンビネーションスイッチから手を 
放すと①の位置に戻りまず。 

[I 巧向車びあるとさや市街地で走 
行するとをはへッドランプを上向さ 
にしないで < ださい。 


方向指示 



© ち側の方向指示巧び点滅 
③左側の方向指示なび点滅 


エンジンスイツチび 
とさに点滅でさまず。 


ち側の方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを①の方 
向に操作しまず。 

左側の方向指示打を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを③の方 
向に操作しまず。 

ステア U ングを直進に戻ずとコンビ 

ネーションスイッチは自動的に戻り 

まず。戻らないときは手で戻してく 

ださい。 

方向指示灯び点滅しているとさは、 

メーターノ くネルの方向指示表示灯ち点 

滅しまず。 

〇 方向指示灯を使用しているとをに 
非甫点滅灯スイッチを押ずと、非甫 
点滅灯に切り替わりまず。再度、非 
常点滅灯スイッチを押ずと、方向指 
示口に切り替わりまず。 

〇 コンビネーションスイッチを軽く 
操作すると、方向指示灯び3回点 
滅します。 


非常点滅打 






か- 


か 2 の位置の 


故障などの非常時に、やむを得ず路上 
で停車ずるとをなどに使用しまず。 
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が常点滅なを点滅させる 

► 非甫点滅灯スイッチ①を押しまず。 
すべての方向指示灯び点滅しまず。 

非苗点滅灯スイッチ①とメーター 
パネルの方向指示表示灯を点滅し 
ます。 

が常点滅なを消灯させる 

► 再度、非甫点滅灯スイッチ①を押し 
ます。 

〇非甫時外は使用しないで < だ 
さい。 

〇エンジンを停止して長時間使用ず 
ると、パッテ1」一びあびるおそれび 
ありまず。 

〇 エンジンスイッチび1ひ2の位置 
で非常点滅灯を使用しているとさ 
に、方向指示の操作をずると、その 
方向の方向指示灯の点滅に切り替わ 
りまず。 

方向指お灯を消灯させると、再び非 
常点滅灯に切り替わりまず。 

〇 エアバッグび作動ずると、非苗点 
滅灯び自動的に点滅しまず。自動 
的に点滅した非苗点滅灯を消灯ず 
るとさは、非甫点滅灯スイッチを 
押します。 

〇 約 70 km/h (上の走行中に急ブ 
レーキを効かせて停車しにときは、 
非甫点滅灯び自動的に点滅しまず。 
自動的に点滅しに非甫点滅灯は、非 
苗点滅なスイッチを押すか、走行速 
度び約 lOkm / hi ； (上になると消灯 
します。 



スライディングルーフ萬備車 
① U — ディングランプ（ち側）スイッチ 
③ U - ディングランプ（ち側） 

③ フ□ントルームランプ 

④ 自動点灯モードスイッチ 

⑥ フ□ントルームランプスイッチ 
⑧ U —ディングランプ（を側） 

⑦ U —ディングランプ（を側）スイッチ 

〇車を施錠したときは、ルームラン 
プなどび消灯ずることを確認してく 
ださい。 

フ□ントルームランプの点打モードの 
切り替え 


自動点'灯モードにずる 

► 自動点灯モードスイッチ④を押し 
9 〇 

スイッチを押ずたびに自動点灯モー 
ドび設定/解除されまず。 

自動点灯モードでは、(下のいずれか 
の操作をずると、フ□ントルームラン 
プび点灯/消灯しまず。 

• U モコン操作で車を解錠ずると点灯 
し、約45秒後に消灯しまず。 


I 


• エンジンスイッチからキーを巧くと 
点灯し、約40秒後に消灯しまず。 













128 


ンプ 


• ドアを開< と点口しまず。 

クエンジンスイッチが0か1の 
位置のとさ、またはキーが抜い 
てあるとさは、ドアを開いたま 
まにずると約2日分後に消口し 
ます。 

◊エンジンスイッチが2の位置の 
とさは、ドアを開いたままにず 
ると消口しません。 

• ドアを閉じると消口しまず。 

◊エンジンスイッチが0の位置の 
とさ、またはキーが抜いてある 
ときは、ドアを閉じると約1日秒 
後に消灯しまず。 

クエンジンスイッチが1か2の位 
置のとさは、ドアを閉じるとた 
だちに消灯しまず。 

自動点ロモードが解除されているとさ 
は、 LiTF のいずれかの操作をしてちフ 
□ントルームランプは点口しません。 

• U モコン操作で解錠ずる 
• エンジンスイッチからキーを抜く 
• ドアを開< 

〇 自動点灯モードで点灯したルーム 

ランプは、1」モコン操作で施錠ずる 

と、数秒後に自動的に消灯しまず。 


フ□ントルームランプの手動点口/ 
消な 

手動でフ□ントルームランプを点 
なずる 

► フ□ントルームランプスイツチ⑥を 
押します。 

フ□ントルームランプ③び点灯し 
9 〇 

手動でフ□ントルームランプを消 
なずる 

►再度、フ□ントルームランフスイツ 
チ⑥を押しまず。 

フ□ントルームランプ③び消灯し 
まず。 

フ□ント U - デイングランプの点灯/ 
鮮口 


フ□ント IJ — ディングランプを点 
なずる 

► U —ディングランプスイッチ①、⑦ 
を押します。 

U —ディングランプ③、⑧び点灯し 
ます。 

フ□ントリーディングランプを消' 
なずる 

►再度、1」ーディングランプスイッチ 
①、⑦を押しまず。 

U —ディングランプ③、⑧び消灯し 
ます。 

〇 点口させたフ□ントリーディング 
ランプは、約20分後に消口しまず。 
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① U アルームランプ/ 

ラゲッジルームランプスイッチ 
③表示な 

③自動点灯モードスイッチ 

U アルームランプはセカンドシートと 
サードシートの左ち上方にあ0まず。 

ラゲッジルームランプはラゲッジルー 
ム上方にありまず。 

リアルームランプ/ラゲ ッジ ルームラ 
ンプの点灯モ ~ドの切り替え 

自動点'灯モードにずる 

► エンジンスイッチび1か2の位置 
のとさに、自動点灯モードスイッチ 
③を押しまず。 

表示灯③び消灯しまず。 


自動点灯モードでは、 m 下のいずれひ 

の操作をずると、 U アルームランプ、 

ラゲッジルームランプび自動的に点灯 

します。 

• U モコン操作で車を解淀ずると点灯 
し、約45秒後に消灯しまず。 

• スライデイングドアまにはテール 
ゲートを開くと点灯します。 

◊エンジンスイッチび0か1の位 
置のとを、またはキーび巧いて 
あるとをは、スライデイングド 
アまにはテールゲートを開いた 
ままにずると約20分後に消灯し 
ます。 

◊エンジンスイッチび2の位置の 
ときは、スライデイングドアま 
たはテールゲートを開いたまま 
にずると消灯しません。 

• スライデイングドアまたはテール 
ゲートを閉じると消灯しまず。 

◊エンジンスイッチび 0 の位置の 
とさ、またはキーび巧いてある 
ときは、スライデイングドアま 
たはテールゲートを閉じると約 
15秒後に消灯しまず。 

◊エンジンスイッチび1か2の位 
置のときは、スライデイングド 
アまたはテールゲートを閉じる 
とただちに消灯しまず。 

〇 ドアび開いているとさは、スラ 
イデイングドアまにはテールゲー 
卜を閉じてを U アルームランプ/ 
ラゲッジルームランプは消灯しま 
せん。ドアを閉じてから約15秒後 
またはただちに消灯しまず。 


I 
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自動点なモードを解除ずる 

► 自動点灯モードスイッチ③を押し 
ます。 

エンジンスイッチび1か2の位置 
のとをは、表示灯③び点灯しまず。 

エンジンスイッチび0の位置のと 
さ、またはキーび巧いてあるとさは、 
表示灯③び約5秒間点灯しまず。 

自動点灯モードび解除されているとさ 
は、 LiTF のいずれかの操作をしてを U 
アルームランプやラゲッジルームラン 
プは点灯しません。 

• U モコン操作で解湿ずる 

• スライディングドアまたはテール 
ゲートを開< 

リアルーム ランプ/ラゲッジ ルームラ 
ンプの手動点な/消な（前席か5の操 
作） 


リアルームランプ/ラゲッジルーム 
ランプを点なずる 

► U アルー ムランプ/ラゲッジ ルー 
ムランプスイッチ①（1>129ページ） 
を押します。 

U アルームランプとラゲッジルーム 
ランプび点灯しまず。 

U アルー ムランプ/ラゲッジ ルー ム 
ランプをミ肖阿ずる 

►再度、 U アルームランプ/ラゲッ 
ジルームランプスイッチ①（1>129 
ページ）を押しまず。 

U アルームランプとラゲッジルーム 
ランプび消灯しまず。 


〇 U アルームランプ/ラゲッジルー 
ムランプスイッチで点口させた U 
アルームランプは、 U アルームラ 
ンプを押して消灯させることはで 
きません。 

IJ アルームランプの手動点な/消' I 灯 
(後席か5の操作） 



リアルームランプを点!打ずる 

► 1」アルームランフ①を押しまず。 

1」アルームランプび点灯しまず。 

リアルームランプを消むずる 

►再度、 U アルームランプ①を押し 
ます。 

1」アルームランプび消灯しまず。 

D リアルームランプを長時間点灯ず 
ると、 U アルームランプが熱<なり 
ます。火傷をずるおそれがあ0まず 
ので、操作ずるとさなどは注意して 
<ださい。 

Q 手動で点灯した U アルームランプ 
は、自動的に消口しません。バッテ 
U —あがりにミ主意して < ださい。 
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〇 リアルームランプを押して点灯さ 
せた U アルームランプは、 U アルー 
ムランプ/ラゲツジルームランプ 
スイッチで消口させることはでさま 
せん。 


乗降用ランプは運転席ドアと助手席ド 
アの下部にあり、乗降時に足元を照ら 
します。 

ドアを開<と点灯し、閉じると消灯し 
ます。 

エンジンスイッチが0か1の位置の 
とき、またはキーを抜いてあるときは、 
ドアを開いたままにずると約2日分後 
に消灯しまず。 

エンジンスイッチが2の位置のとき 
は、ドアを開いたままにずると消灯し 
ません。 



①ワイノ く 一作 動 モー ドの マーク 
©ティップ機能/フ□ントウインドウ 
ウォッシャーの噴射 

フ□ントワイパーは、エンジンスイッ 
チが1か2の位置のとさに作動しまず。 

フ□ントワイパーを作動させる 

► コンビネーションスイッチを矢印の 
ち向にまわして、ワイパー作動モー 
ドのマーク①を！〜 III の位置に合 
わせます。 


位置 

作動内容 

0 

停止 

1 

AUTO モード 

II 

低速モード 

III 

高速モード 


〇 AUTO モードでは、フ□ントウイ 
ンドウのレインセンサーが感知し 
た雨滴量や走行速度などに応じて、 
ワイパーの作動を自動的に切り替 
スまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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視界の確保 


〇 つイパー作動 モー ドのマークが 
II 、 III の位置のとさち、停車時およ 
び低速走行時のワイパーの作動は、 
レインセンサーにより自動調整され 
ます。 

〇 ワイパーび作動しないとさは、別 
のモードを選択ずると作動ずること 
びありまず。 

〇フ □ントウインドウび蕭れてい 
ないとさでを、ワイパー作動モード 
のマーク①を0から I にずると、フ 
□ントワイパーび1回作動しまず。 

ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► エンジンスイッチび1か2の位置 
のとさ、コンビネーションスイッチ 
を③の方向に軽く押しまず。 

ワイパーび1回だけ作動しまず 
(ウォッシャー液は噴射しません）。 

この機能はフ□ントウインドウび;'! 
れているとさだけ使用して < ださい。 

フ□ントウインドウウォッシャーを睛 
射ずる 

► エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさ、コンビネーションスイッチを③ 
の方岡こいっぱいまで押し続けまず。 

その間ウォッシャー液び噴射し、ワ 
イパーを作動しまず。 

〇 冬季は、冬用の純正ウォッシャー 
液を使用し、ウオッシャー液の濃度 
に注意してください。 


〇フ□ントウインドウを拭くときな 
どは、必ずワイパー作動モードの 
マークを0 (停止）の位置にして< 
ださい。ワイパーが動さ、けがをず 
るおそれがありまず。 

Q ワイパーやウォッシャーを作動さ 
せるときは、歩行者に水しぶさや 
ウォッシャー液がかからなし''よ5に 
注意して < ださい。 

Q フ□ントウインドウが乾いている 
ときはワイパーを使用しないでくだ 
さい。ウインドウの表面に細かい傷 
が付<おそれがありまず。フ□ント 
ウインドウがミちれている場合は、必 
ずウォッシャー液を噴射してからイ吏 
用して < ださい。 

〇エンジンを停止ずるときは、おず 
ワイパー作動モードのマークを0 
の位置に戻してください。ワイパー 
作動モードのマークび II 、川の位 
置のとさにエンジンスイッチを1 
の位置にずると、ワイパーび作動し、 
ウインドウび請れていないとをは傷 
び付 < おそれびあ0まず。 

Q ウォッシャー液び出な < なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷ずるおそれびありまず。 

〇寒を時にはワイパーびウインドウ 
に貼り付くことびありまず。ワイ 
パーを作動させる前に、貼り付し、 
ていないことを確認してください。 
貼り付いたままワイノ く一を操作ずる 
と、ワイパーブレードやモーターを 
損傷するおそれびありまず。 


B を邸6恒冊 
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H 雪などが付着しているときは、雪 
などを取り除いてからワイパーを操 
作して<ださい。作業の際には、安 
全のため、エンジンスイッチから 
キーを抜いて < ださい。 


リアワイパー 



①リアワイパースイッチ 
©表示灯 

③テールゲートウインドウウォッシヤー 
スイ ッチ 

U アワイパーは、エンジンスイッチが 
1か2の位置のとさに作動しまず。 

リアワイパーを作動させる 

► リアワイパースイッチ①を押しまず。 

表示口®が点口し、リアつイパーが 
間欠モードで作動しまず。 

リアワイパーを停止させる 

►再度、リアワイパースイッチ①を押 
します。 

表示口®が消口し、リアワイパーが 
停止します。 


〇 フ□ントワイパーのワイパー作動 
モードのマークび0、 I の位置のと 
き、 U アワイパーは約5秒間隔で 
間欠作動しまず。11、 III の位置のと 
きは、フ□ントワイパーの作動内容 
により、間欠の間隔を調整しまず。 

〇 U アワイパーを作動させていると 
をにテールゲートを開 < と、1」アワ 
イパーは停止しまず。 

テールゲートを閉じると、 U アワイ 
パーは再び作動しまず。 

テールゲートのウインドウウォッ 
シャーを噴射ずる 

►テールゲートウインドウウォッ 
シャースイッチ③を押し続けまず。 

その間ウォッシャー液が噴射し 、 U 
アワイパーち数回作動しまず。 

後退時のリアワイノ 一の自動作動 

フ□ントワイパーが作動しているとき 
にセレクターレバーを CE に入れる 
と、 U アワイパーは3回作動した後、 
間欠で作動しまず。 

リアワイパースイッチ①が押されてい 
るとさは、フ□ントワイパーの作動や 
セレクターレバーの位置に関係な<、 
U アワイパーは間欠で作動しまず。 

〇フ □ントウインドウのレインセ 
ンヴーが感知した雨滴量に応じて、 
ワイパーの作動を自動的に切0誓 
スます。 

〇 セレクターレバーを EE じ(がの 
位置に入れると、 U アつイパーは停 
止します。 


I 
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視界の確保 


〇テールゲートのウインドウをおく 
とさなどは、必ずリアワイパーを停 
止して<ださい。 U アワイパーで、 
けがをずるおそれがあ0まず。 

P フ□ントつイパーを作動させてい 
るとさは、テールゲート付近に人 
がいないことを確認してからセレ 
クターレノ（一を EE に入れて<だ 
さい。水しぶさがかかったり、リア 
ワイパーで、けがをずるおそれがあ 
りまず。 

P ワイパーやウォッシャーを作動さ 
せるときは、歩行者に水しぶきや 
ウォッシャー液がかからないよラに 
注意して < ださい。 

P ウォッシャー液が出な<なったと 
きは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれがありまず。 

〇テールゲートのウインドウが乾い 
ているときはリアワイパーを使用し 
ないでください。ウインドウの表 
面に細かい傷が付<おそれがあ0 
ます。ウインドウがミちれている場合 
は、必ずウォッシャー液を噴射して 
から使用して < ださい。 

P 寒冷時にはワイパーがウインドウ 
に貼り付くことがあります。ワイ 
パーを作動させる前に、貼り付い 
ていないことを確認してください。 
貼り付いたままワイノ（一を操作ずる 
と、ワイパーブレードやモーターを 
損傷するおそれがありまず。 


H 雪などが付着しているとさは、雪 
などを取り除いてからワイパーを操 
作して<ださい。作業の際には、安 
全のため、エンジンスイッチから 
キーを抜し''てぐださい。 


へツ ドランプウオツシ ヤー 



エンジンスイッチが 2 の位置のとさに 
作動しまず。 

へッドランプウォッシャーを作動さ 
せる 

►へッドランプウォッシャースイッチ 
①を押しまず。 

ウォッシャー液がへッドランプに向 
けて噴射されまず。 

P へッドランプウォッシ巾一を使 
用するときは、歩行者などにウォッ 
シャー液がかからないよ5にま意し 
て < ださい。 

P へッドランプには樹脂製レンズを 
使用しているので、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用して < だ 
さい。レンズを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 


B を邸6恒冊 


《へッドランプウォッシャーは、日本仕様には装備されません。 
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。ウォッシャー液び出な<なったと 
きは、ヘッドランプウォッシャーの 
操作をしないで<ださい。ウォッ 
シャーポンプを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇 冬季にはウォッシャー液の濃度に 
注意し、冬用の純正ウオッシャー液 
を使用してください。 


A 事故のおそれびありまず 

ウインドウに氷や雪が付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確保してください。事故を 
起こすおそれがあります。 



昼 


U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。エンジンびかかっていると 
きに使用できまず。 

U アデフォッガーを使用ずる 

► U アデフォッガースイッチ①を押し 
ます。 

スイツチの表示灯③び点灯しまず。 


リアデフォツガーを停止ずる 

► 再度、 U アデフォツガースイツチ① 
を押しまず。 

スイツチの表示灯③び消灯しまず。 

〇消費電力び大さいため、曇りび取 
れたら早めに停止してください。 

〇 U アデフォツガーは、走行速度や 
が気温度により約12分し i (内に自動 
的に停止しまず。 


I 
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エアコン デ イシ ヨナー 


エアコンディショナーは、設定温度や 
車内温度、外気温度や日射の強さなど 
に応じて、送風量や送風□の組み合わ 
せなどを自動的に調整し、車内の温度 
や湿度などを快適な状態に保ちまず。 

9環境 

• 地球環境をな護するため、フ□ン 
ガスを大気放出することは法律で 
禁止されていまず。また、ずべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
び適切に処理されるよラ究めなけ 
ればなりません。 

• エアコンディショナーの;令媒の補 
充、交換、廃棄などは、おずメル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 

〇送風温度を高めに設定してあると 
きは、送風□び過熱して高温になり、 
乂傷をずるおそれびあ0まず。また、 
暖気び送風されているとさは、送風 
□に身体をお付けたままにしている 
と、ほ温乂傷のおそれびあ0まず。 
十分にま意してください。 

〇送風温度をほめに設定してあると 
きに送風□に身体を近付けると、し 
をやけなどを起こずおそれびあり 
ますので十分にま意してください。 

H 皮膚の弱い方は、送風□に身体を 
お付けずざないよ5にを意して < だ 
さし、。 


〇車内び高温になっているときは、 
エアコンデイシヨナーを作動させる 
前に換気をしてください。 

〇ボンネットとフ□ントウインドウ 
下部の間の吸気□び雪や氷で覆われ 
ないよ5にして < ださい。 

〇送風□や車巧の吸排気□び覆われ 
ないよ5にして < ださい。 

。ダッシュボードの上に物を置か 
ないで<ださい。曰射センサーを覆 
ラことびありまず。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されます。 

〇 ドアウインドウやベンチ レー シヨ 
ンウインドウ、スライデイン グルー 
フ*び開いていると、設定温度を維 
持ずることびでさません。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
を、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 エアコンデイシヨナーの機能や 
モードのなかには、併用巧能な組み 
合わせびありまず。 

〇 エアコンデイシヨナーのフイル 
ター類は定期的な交換び必要でず。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なりまず。 

フイルター類び目ゴまりを起こし 
ていると送風量び減ることびあり 
9 〇 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 







エアコンデイシヨナー 


ディスプレイ/コント□ールパネル 



① 

ディスプレイ 

③ 

AC スイッチ 

余熱ヒーター/ベンチレー 
シヨンスイッチ 

③ 

U アエアコンディシヨナー 
スイッチ 

④ 

送風量調整スイッチ（弱） 

⑥ 

送風量調整スイッチ（強） 

⑧ 

送風口選択ダイヤル 

⑦ 

AUTO スイッチ 

⑨ 

送風温度調整スイッチ（低） 

⑨ 

送風温度調整スイッチ（高） 

⑩ 

内気循環スイッチ 


⑩デフ□スター/除湿スイッチ 


通常の使いかた （ AUTO モード) 


AUTO モードで作動させる 

► AUTO スイツチ③を押しまず。 

ディスプレイ①に送風温度表示と 
AUTO モード表示 " AUTO " が表示され 
まず。 

送風量の調整と送風口の選択が自動 
的に行なわれまず。 

►ディスプレイに AC モード表示が表 
示されていなし^とさは、 AC スイツ 
チを押します。 

AUTO モードを解除ずる 

► 再度、 AUTO スイツチ③を押しまず。 

ディスプレイの AUTO モード表示 
⑩が消え、送風量インジケーター 
0139ページ）と送風ロインジケー 
夕一 （0139 ページ)が表示されまず。 

送風量の調整と送風口の選択を手動 
で行なうことがでさまず。 


B を邸 Q 恒脚 
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AC モード 

AC モードでは除湿/を房された空気 
び送風されまず。 

9環境 

AC モードを解除すると、エンジンへ 
の負荷び軽減し、燃費び向上します。 

AC モードに設定ずる 

► AC スイッチ③を押しまず。 

ディスプレイ①に AC モード表示 
" A / C " び表示されまず。 

AC モードを解除ずる 

►再度、 AC スイッチ③を押しまず。 

ディスプレイ①の AC モード表示び 
消えまず。 

〇ドアウインドウやベンチ レー シヨ 
ンウインドウ、スライディン グルー 
フ * び閉じているとさに AC モード 
を解除すると、ウインドウび曇り 
やす < なりまず。 

〇 除湿/を房された空気は、エン 
ジンびかかっているとさに送風さ 
れます。 

〇 デフ□スター/除湿スイッチ⑩を 
押したときは、 AC モードに設定さ 
れます。 

Oac モードを解除してを、しばらく 
は除湿/を房された空気び送風さ 
れることびありまず。 


送風温度の調壁 


送風温度を上げる 

►送風温度調整スイッチ（高）⑨を押 
します。 

送風温度を下げる 

►送風温度調整スイッチ（低） ® を押 
します。 

設定した送風温度の送風温度表おが 

ディスプレイ①に表示されまず。 

〇 送風温度は通常は 22° C に設定ず 
ることをお勧めしまず。 

〇 送風温度を最高に設定したとさ 
は、ディスプレイに " HI " と表おさ 
れまず。 

〇 送風温度を最ほに設定したとさ 
は、ディスプレイに " L 0" と表おさ 
れまず。 

〇 エアコンディショナーび最大;ち房 
を行なっているときは、ディスフレ 
イに 、 "MAX COOL " と表示される 
ことびありまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 








エアコン デ イシヨナーの 停止 送風 □の 選択 


エアコン デ ィシヨナーを 停止ず る 

► ディスプレイ①に "0" び表示される 
まで、送風量調整スイッチ（弱）④ 
を押します。 

P ドアウインドウやベンチ レー シヨ 
ンウインドウ、スライディングルー 
フ* び閉じていると さにエアコン 
デイシヨナーを停止ずると、ウイン 
ドウび曇りやずくなりまず。 


送風□を手動で選択することびでさ 
ます。 

送風□を選択ずる 

► 送風□選択ダイヤル⑥をまわして、 
ディスプレイの送風□インジケー 
夕一 を好みの送風□表示マー 

クに合わせまず。 


送風量の調壁 

送風量を手動で7段階に調整ずること 
びでさまず。 

送風量を上げる 

►送風量調整スイッチ（強）⑥を押し 
ます。 

ディスプレイ①の送風量インジケー 
夕一 ijii の表お数びを< な0まず。 

送風量を下げる 

►送風量調整スイッチ（弱）④を押し 
ます。 


ディスプレイ①の送風量インジケー 
夕 一 II 1" の 表お数び かな<なり 
ます。 

〇 エアコンディシヨナーび AUTO 
モードで作動しているとさに送風量 
調整スイッチを押すと、送風量の 
AUTO モードび解除され、ディス 
プレイの AUTO モード表示び消え 
ます。 


オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 











@ @ © 


® © © ® © © ® 



©(§@ 



L uJHf 


送風□表示 
マー ク 

主に送風される送風 □ 

回 

ドアウインドウ送風 □© フ□ントウインドウ送風 
中央送風 □ (上部）© 

の 

サイド送風 □© フ□ントウインドウ送風中央送風□眞 
中央送風 □ (上部） ◎ 足元送風□① 

セカンドシート足元送風 □ 

回 

サイド送風 □© 中央送風 □© 中央送風 □ (上部）© 

足元送風□①セカンドシート足元送風 □ 

日 

サイド送風 □© 中央送風 □© 中央送風 □ (上部） ◎ 


O セカンドシートの足元前方に、セ 
カンドシート用の足元送風口があり 
ます。 

〇 送風□インジケーター "▲" を送風 
□表示マークの中間に合わせると、 
組み合わせた送風□から送風ずる 
ことびでさまず。 

〇 選択した送風 OLU 外の送風□から 
を、微量の送風び行なわれることび 
ありまず。 


〇 エアコンディシヨナーび AUTO 
モードで作動しているとさに送風 □ 
選択ダイヤル⑧をまわずと、送風 
□選がの AUTO モードび解除ごれ、 
ディスプレイの AUTO モード表示 
び消えまず。 

〇 寒;令時は、ウインドウ内側の曇り 
を防ぐため、エンジンを始動ずると 
自動的に暖気びウインドウに送風さ 
れることびありまず。エンジンび暖 
まると、自動的に足元などへの送風 
量び上び0まず。 
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エアコンデイシヨナー 


送風□の調壁 


送風□を開< 

►サイド送風 □© は開閉ダイヤル ◎ 
を、中央送風□(上部）©は開閉ダ 
イヤル®を上にまわしまず。 

左側の中央送風□眞は左側の開閉ダ 
イヤル©を左側に、ち側の中央送風 
□眞はち側の開閉ダイヤ j レ©をち側 
にまわしまず。 

ダイヤルをまわすと徐々に送風□び 
開さ、送風量び上びりまず。 

送風□を閉じる 

►サイド送風 □© は開閉ダイヤル ◎ 
を、中央送風□(上部）©は開閉ダ 
イヤル®を下にまわしまず。 

左側の中央送風□©は左側の開閉ダ 
イヤル©をち側に、ち側の中央送風 
□眞はち側の開閉ダイヤ j レ©を左側 
にまわしまず。 

ダイヤルをまわすと徐々に送風□び 
閉じ、送風量び下びりまず。 

停止するまでまわずと、送風□び閉 
じまず。 

©サイド 送風□は、送風□び閉じ 
ているときに開閉ダイヤルを上にま 
わすと、最初に上部の送風□から送 
風され、開閉ダイヤルの " マー 
クまでまわすと、上部と下部の送風 
□から送風されまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
でまわしてを、完全に送風□を閉じ 
ることはでさません。 


送風□の風向をを調壁ずる 

中央送風□©とサイド送風 □© は、風 
向さを調整でさまず。 

► ノブを上下左ちに動かしまず。 

〇 換気を良くずるため、中央送風 □ 
のノブは、中央の位置にずることを 
お勧めしまず。 


デフ□スターモード 


A 事故のおそれびあ0まず 

ウインドウに氷や雪び付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確巧して<ださい。事故を 
起こすおそれびあ D まず。 

フ□ントウインドウやドアウインド 
ウの内側の曇りを取るとさに使用し 
ます。 

デフ□スターモードに設定ずる 

►中央送風 □ (上部）を閉じまず 
(>140ぺージ)。 

► デフ□スター/除湿スイッチ⑩を 
押しまず。 

ディスプレイ①にデフ□スターモー 
ド マーク と送風□インジ ケー 

夕一" ▲ II び表示されまず。 


を邸 S 直冊 
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m 下の設定でエアコンディシヨナーが 
イ乍動します。 

• AC モードが解除されているとき 
は、 AC モードに設定されまず。 

• 内気循環モードのとさは、内気循環 
モードが解除されまず。 

• 送風量が上がりまず。 

• 送風温度が高 < なりまず。 

• フ□ントウインドウ送風口とドアウ 
インドウ送風口から送風されまず。 

デフ□スターモードを解除ずる 

►デフ□スター/除湿スイッチ⑩を 
2度押しまず。 

ディスプレイ①のデフ□スターモー 
ドマークが消えまず。 

デフ□スターモードに設定ずる前 
に AUTO モードを選択していた場 
合は、送風ロインジケーターち消え 
ます。 

または 

► AUTO スイッチ③を押します。 

ディスプレイ①のデフ□スターモー 
ドマーク と送風ロインジケーターが 
消え、 AUTO モードマークが表おさ 
れます。 

〇 デフ□スターモードは、曇りび 
取れたらずみやかに解除して<だ 
さい。 

〇 デフ□スターモードを解除ずると、 
AC モードを解除していたとさは 
AC モードに設定され、巧気循環モー 
ドは解除されたままになりまず。 


〇 デフ□スターモードでは [ Z ] じ ( 
外の送風□を選択ずることはでをま 
せん。 


除湿モード _ 

ウインドウの曇りを取り、車内を除 

湿ずるとさに使用しまず。 

除湿モードに設定ずる 

► ディスプレイ①に除湿 モー ド マーク 
" 而 "び表示されるまでデフ□ス 
ター/ 除湿スイッチ⑩を押しまず。 

除湿モードを解除ずる 

► ディスプレイ①の除湿 モー ド マーク 
び消えるまでデフ□スター/除湿 
スイッチ⑩を押しまず。 

〇 除湿モードに設定ずると、自動的 
に AC モードび設定されまず。 

〇 AC モードを解除ずると、除湿モー 
ドび解除されまず。 


内気循環モード _ 

トンネル巧など、空気びミちれた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気が循環されまず。 

内気循環モードの設定/解除に連動し 
て、ドアウインドウやスライデイング 
ルーフ*を開閉ずることがでさまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 








内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ⑩を押しまず。 

デ ィス プレイに内気循環 モー ドマー 
ク ' M " び表示されまず。 

内気循環スイッチ⑩を約2秒し U 上 
押し続けると、ドアウインドウとス 
ライディングルーフ*び自動で閉じ 
ます。 

内気循環モードを解除ずる（外気導入 
にずる） 

►再度、内気循環スイッチ⑩を押し 
まず。 

ディスプレイの内気循環モードマー 
クび消えまず。 

内気循環スイッチ⑩を約2秒し U 上 
押し続けると、ドアウインドウとス 
ライディングルーフ*び、前回開い 
ていた位置まで自動で開さまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*が閉じているとさや、外気 
温度が低いとさは、巧気循環モード 
にずるとウインドウが曇りやす<な 
ります。内気循環モードの設定は短 
時間にとどめて<ださい。 


A けびのおそれびありまず 

内気循環スイッチ®でドアウインドウ 
皆スライディングルーフ*を閉じてい 
るとさに、挟み込みなどの抵抗がある 
と、ただちに動きを停止して少し開く 
機能がありますが、乗員が身体を挟ま 
れないよラにミ主意してください。特に 
子供にはま意してください。 


エアコンデイシ ヨナー 


A けびのおそれびありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
を開いているとさは、ドアウインド 
ウに身体を寄りかけないでください。 
ドアウインドウとドアフレームとの 
間に身体が引き込まれてけがをする 
おそれがあ0まず。 

〇 内気循環モードのとさにデフ□ス 
ター/除湿スイッチ⑩を押すと、 
内気循環モードが解除されまず。 

0 内気循環モードは、が気温度に応 
じて、約1日〜3日分経過ずると、自 
動的にが気導入に切り替わりまず。 

〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウやスライデイングルーフ* 
を別のスイッチで開し)た場合、開し'' 
たドアウインドウやスライデイング 
ルーフ*を内気循環モードの解除 
操作と連動して前回開いていた位置 
まで開くことはでをません。 


を 熱ヒーター/ ベンチ レーシヨ ン 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行な5と 
さに使用しまず。 

を熱ヒー ター/ ベンチ レー シヨンを 
使用ずる 

► エンジンスイツチを0か1の位置 
にずるひ、キーを巧さまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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►余熱ヒーター/ベンチレーシヨ 
ンスイッチ®を押しまず。 

ディスプレイ①に余熱ヒーター/ 
ベンチレーシヨン表示 " REST " とエ 
ンジン停止前に設定していた送風温 
度が表示されまず。 

送風温度の調整と送風口の選択は手 
動で行なラことがでさまず。 

を熱ヒーター/ベンチレーシヨンを 
停止ずる 

► 再度、を熱ヒーター/ベンチレー 
シ ヨ ンスイッチ感を押しまず。 

ディスプレイの余熱ヒーター/ 
ベンチレーシヨン表示が消え 
ます。 

m 下のとさは、余熱ヒーター/ベン 
チレーシヨンが自動的に停止しまず。 

• を熱ヒーター/ベンチレーシヨン 
を使用してから約30分経過した 
とさ 

• エンジンスイッチを2の位置にし 
たとさ 

• バッテ U —の電圧が低下したとさ 

〇 バッテ U —を保護ずるために、送 
風量は弱の設定で'一定に保たれまず。 

〇 エンジン冷却水の温度が低いとさ 
は暖気の送風は行なわれません。 


リアエアコンディショナー 

U アエアコンディショナーの作動/ 
停止はフ□ントエアコンディショナー 
のコント□ールパネルで行ないまず。 

セカンドシートとヴードシートの左ち 
上ち、および左側サードシートの足元 
に送風口がありまず。 

リアエアコンディショナーを作動さ 
せる 

► U アエアコンディショナースイッチ 
⑤を押します。 

ディスプレイに U アエアコンディ 
ショナーマーク ' OT " が表示され 
まず。 

U アエアコンディショナーを停止ずる 

►再度、リアエアコンディショナース 
イッチ③を押しまず。 

ディスプレイの U アエアコンディ 
シヨ ナー マークが消えまず。 


リアエアコンディショナーのコント 
□ —ルノ（ネル 



Hli 二… 

©送風量調整ダイヤル 
® 送風温度調整ダイヤル 
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u アエアコンデイシヨナーのコント 
□ールパネルは左側セカンドシート上 
方のルーフ部にありまず。 

送風量を調壁ずる 

標準的な送風量にずる 

► 送風量調整ダイヤル⑩を左にまわし 
て因！!に合わせまず。 

送風量を最大にずる 

► 送風量調整ダイヤル⑩をちにまわし 
て [ W \ に合わせまず。 

送風量を自動調壁させる 

► 送風量調整ダイヤル⑩を因巧に合 
わせます。 

〇 送風量調整ダイヤルを因巧に合 
わせたとさの送風量は、設定した 
送風温度により自動的に調整され 
ます。 

送風温度を調整ずる 
送風温度を上げる 

► 送風温度調整ダイヤル⑩をちにまわ 
します。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整ダイヤル⑩を左にまわ 
します。 

左側サードシート足元の送風□からは 
外気または暖気び送風されまず。 

また、セカンドシート左ち上方、およ 
びサードシート左ち上方のルーフ送風 
□からは、外気またはを気び送風され 
ます。 


エアコンデイシヨナー 


〇 通常は送風量調整ダイヤルを因巧 
の位置、送風温度調整ダイヤルを 
中間の位置にずることをお勧めし 
ます。 

〇 U アエアコンデイシヨナーの送 
風温度は、フ□ントのエアコン 
デイシヨナーの送風温度にを連動 
しまず。 

また、フ□ントエアコンデイシヨ 
ナーの送風温度を一定 Li (上の高い温 
度、または低い温度に設定ずると、 
U アエアコンデイシヨナーのコント 
□ールパネルでは送風温度の調整が 
でさな < なりまず。 

〇 左側サードシート足元の送風□と 
ルーフ送風□への送風は、 U アエア 
コンデイシヨナーの送風温度により 
調整されます。 

〇 セカンドシート足元の送風□の送 
風温度と送風量は、フ□ントエアコ 
ンデイシヨナーの設定により調整さ 
れまず。 
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ルーフ送風□の調整 


@ 6 

1 _ 


OH 

— 


iilW 恥 


@ルーフ送風口開閉ダイヤル 
©ルーフ送風口 


送風□を開く 

► ルーフ送風口開閉ダイヤル顿を上に 
まわします。 

送風□を閉じる 

► ルーフ送風口開閉ダイヤル®を下に 
まわします。 

送風□の風向きを調整ずる 

► ルーフ送風口®のノブを上下左ちに 
動かしまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下にまねしてを、完全に送風□を 
閉じることはでさません。 

〇 左側サードシート足元の送風 □ 
は、開閉および風向さの調整はでを 
ません。 
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車がの点検 


► 車外から、 liTF の点検を行ないまず。 

• ナンバープレートやランプ類、 
ワイパーブレードびミちれてし、た 
り、損傷していないこと 

• タイヤやホイールび確実に装着 
されていて、タイヤの空気圧び 
適正であること。まに、タイヤ 
び損傷していたり極端に摩耗し 
ていないこと 

車内の点検 


車載品の巧認 

► 救急セットや車載工具、停止表示板、 
ジャッキび車載されていて、使用巧 
能であることを確認しまず。 

車がランプの確認 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

►各ランプ類にミちれびなく、正雷に作 
動していることを車外から他の人に 
確認してをらいまず。 

►点灯しない電球びある場合は、電球 
を交換します （^277 ページ）。 


走巧の前に 


A 事故のおそれびありまず 

ペダルの動さび妨げられていないこ 
とを確認してください。また、運転 
席の足元に物を置いたり、物び入 D 
込まないよラにしてください。ブレー 
キペダルやアクセルペダルび操作で 
さず、事故につなびるおそれびあり 
まず。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったちの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
なくなるおそれびありまず。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで<ださい。フ□アマットび 
滑った0、ペダル操作を巧げるおそ 
れびあ D ます。 


A 事故やけびのおそれびありまず 

走行を開始する前に、すべてのドアが 
スライディングドア、テールゲートが 
確実に閉じていることを確認してくだ 
さい。事故を起こしたり、乗員が車外 
に転落ずるおそれがあります。 

► ずべてのドア、スライディングドア、 
テールゲートを閉じまず。 

►荷物を積んでいるとさは、確実に固 
定しまず （>202 ぺージ）。 

► フ□アマツトや力一ぺツトが、ぺダ 
ル操作の妨げにならないよラに、確 
実に取り付けられていることを確認 
しま3。 
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心 事故やけびのおそれびありまず 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
で量な < なるおそれがあ0まず。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に台ったをの 
を使用しないと、ペダル操作がでさ 
な < なるおそれがあります。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないでください。フ□アマットび 
滑ったり、ペダル操作を巧げるおそ 
れがあります。 


A 中毒のおそれびありまず 

車庫などの換気の悪い場所ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を聴い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こし、意識不明 
になったり、死こずるおそれがあり 
ます。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気が 
付かないラちに聴い込んでいるおそ 
れがおりまず。 

B エンジンを始動ずるとさは、アク 
セルペダルを踏まないで<ださい。 

〇 エンジンを始動ずるとさにブレー 
キペダルを踏んだとさは、ペダルの 
踏みしろがかな<、踏みごたえを強 
<感じることがありまず。 


► エンジンを始動ずる前に、 UTF のこ 
とを確認します。 

• ずべてのドアとスライディング 
ドア、テールゲートが閉じてい 
ること 

• ずべての乗員びシートベルトを 
正しく着用していること 

• パーキングブレーキび効いてい 
ること 



シフト位置 

rpi 駐車およびエンジン 

始動/停止の位置 

CE 後退ずるとさの位置 

m 動力び伝わらない位置 

押したり、けん引し 
てをらラことで、車 
を移動でさまず。 

CE 走行ずるときの位置 

1速〜5速の範囲で 
自動的に変速しまず。 
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再度 ブレーキ ペダルを踏むと、踏 
みしろや踏みごたえは正常に戻り 
ます。 
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►エンジンを始動ずる前に、セレク 
夕ーレバー①び [ E に入っている 
ことを確認しまず。 

"エンジンは、 セレクターレバーび 
rm に入っているとさを始動でさ 
ますび、巧全のため、必ずセレクター 
レバーをに 入れ、 ブレーキぺ 
夕 V レを踏んで始動して < ださい。 

エンジンを始動ずる 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置 （055 ページ）までまねし 
て手を放します。 

自動的に スターターび 作動し続け、 
エンジンび始動しまず。 

P かしでを車を動かずとさはエンジ 
ンを始動してください。エンジンび 
停止していると、ブレーキやステア 
U ングの操作に非甫に大さな力びお 
要になりまず。 

〇 タッチスタート機能：エンジンス 
イッチを3の位置までまねずと、 
手を放してを自動的にスターターび 
作動し続け、エンジンび始動しまず。 

〇 ランプやエアコンデイシヨナーな 
ど、バッテ U —の負担になる装置 
を停止しておくと始動性び良くな 
りまず。 

〇 セレクターレバーび [ PJ または 
HE に入っているとさは、エンジ 
ン回転数は、許容回転数の上限まで 
上び0ません。 


発進 


A 事故のおそれびあ0まず 

滑0やずい路面では、1氏いギアレン 
ジを逞択ずることによる急激なエン 
ジンブレーキを効かせないで<ださ 
し、駆動輪び空転して車のコント□一 
ルを失い、事故を起こすおそれびあ 
0ます。 

〇エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びかひるよ5な運転をしないでく 
ださい。 

〇セレクターレバーを [ E または 
CE に入れるときは、完全に停車 
してください。トランスミッション 
を損傷するおそれびありまず。 

〇 車速感応ドア□ック（>53ぺ一 
ジ）を設定しているとをは、走行 
を開始すると自動的にドアやスラ 
イディングドア、 テール ゲートび 
施綻されます。 

車速感応ドア □ ックび作動して車び 
施綻されているとさを、車内からド 
アやスライディングドアを開くこと 
びでさまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキを解除しまず。 
メーター ノ くネルのブレーキ警告灯び 
消灯しまず。 

►セレクターレバーを HE または 
CE に入れまず。 

► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 
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走行と停車 


走行時の注意 


ステアリング 


A 事故のおそれがあ0まず 

走行中にエンジンを停止しないでく 
ださい。ブレーキやステアリングの 
操作に非常に大さな力び必要にな 0、 
車のコント□ールを失って事故を起 
こすおそれびあ0まず。 

Q ステア1」ングをいっぱいまでまね 
した状態を長く保持しないでくださ 
し、。ステア U ング装置を損傷ずるお 
それびありまず。 

燃料供給停止機能 


エンジンびアイド U ング回転の範囲 LU 
がのとさは、アクセルペダルから足を 
放すと、燃料の供給び制限されまず。 

雨天時の走巧 


A 事故のおそれげあ0まず 

走行ま度やタイヤの状態に関わらず、 
水たま D の深さによっては八イドロ 
プレーニング現象び発生することび 
あります。 

輸を避け、ブレーキ操作は慎重に行 
なってください。 


冠水した道路の走行 


冠水した道路を走行するとさに許容さ 

れている水深は、バンパーの下端まで 

です。 

Q 波び立にないよ5な速度で走行し 
て < ださい。 

〇マフラーに水び入ったとさはみし 
てエンジンを始動しないで<ださ 
しんそのままエンジンを始動ずると、 
エンジンに重大な損傷を与えるおそ 
れびあ0まず。 

B 車び水没した場合は、水び引いた 
後でをエンジンを始動せずに、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
連絡して < ださい。 

を期の運転 


雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 

りやずくなっていまず。十分な車間距 

離を確保し、いつをより控えめな速度 

で慎重 I こ走行して < ださい。 

安全な走行と車両操縦性を確保ずるに 

め、し U 下のミ主意事項を守って < ださい。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してくださし''。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• クルーズコント□ール*を使用し 
ないで < ださし、。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効さび悪くなるこ 
とびありまず。このようなときは、 
後続車にま意しなびらほ速で走行し 
て、ブレーキの効さび回復ずるまで 
ブレーキペダルを数回軽< 踏んで< 
ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A 事故のおそれがありまず 

路面び滑0やすいときは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびあ0まず。 


ま結防止剤について 

凍結防止剤びまかれた道路を走行ずる 
とさは、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドに塩類び付着してブレーキの効 
さび悪<なり、制動お離び長<なるお 
それびありまず。 

このとさは、後続車にま意しなびらブ 
レーキの効さび回復ずるまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。さ 
日に、先行車との車間距離を十分確イ呆 
し、注意して走行してください。また、 
次回走行ずるとさにち、ブレーキぺダ 
ルを数回軽<踏み、残った塩類を落と 
して < ださい。 

〇 雪道や凍結路を走行するときは、 
必要に応じて後輪にスノーチェーン 
を装着して < ださい。 

ウインタータイヤやスノーチェーンに 
ついて、詳しくは （>21 日ページ）を 
ご覧 < ださし、。 


雪道や凍結路面の走行 


走行安全性を維持するため、雪道や 
凍結路では、乾燥した路面を走行ず 
るとさよりち低い速度で走行して< 
ださい。 

が気温度が低いとさは、路面の状態に 
十分注意して走行して < ださい。 

路面が凍結しているとさは、ブレーキ 
時にタイヤと路面の間に薄い水の層が 
形成され、タイヤのグリップが大き< 
低下しまず。 


停車/エンジンの停止 


A 事故のおそれびありまず 

車から離れるとさは、必ずエンジン 
を停止してパーキングブレーキを確 
実に効かせて<ださい。車が動を出 
して事故を起こすおそれがあります。 
急な坂道に駐車ずるとさは、前輪の 
下り側に輪止めをして<ださい。必 
要に応じて、後輪の下り側にを輪止 
めをして < ださい。 

〇 輪止めは車載されていません。適 
切な大ささの木片か石を輪止めとし 
て使用してください。 

A 乂災のおそれびあ0まず 

排気系部品は非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
皆ずいをのがある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

Q 車のノ（ッテ U —あがりを防止ずる 
ために、駐車時は必ずエンジンス 
イッチからキーを抜いてください。 
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ブレーキ 


► 完全に停車しまず。 

► ブレーキ ペダルを踏んだままセレク 
ターレノ（一を [ E に入れまず。 

►パーキングブレーキを確実に効かせ 
まず。 

〇 急な坂道では前輪を歩道側に向け 
まず。 

P エンジン冷却水の温度が高めのと 
きは、かしの間アイドリング状態で 
エンジンを冷却してからエンジンを 
停止して < ださい。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
まず。 

► ブレーキ ペダルから足を ゆつ <り放 
します。 

►急な坂道に駐車ずるとさは、車が 
動さ出ずのを防ぐため、輪止めを 
します。 



ABS (アンチ□ック.ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑0や 
ずい路面でのブレーキ時など、車が不 
安定な状況になったとさに、車輪の 
□ックを防ぎ、ステアリングでの車両 
操縦性を確保する装置です。 

A 事故のおそれびありまず 

• ABS はブレーキ操作を補助する装 
置で、無謀な運転からの事故を防 
ぐちのではありません。 ABS が適 
切に作動してわ、車両操縦性や走 
行安定性の確保、制動距離の短縮 
には限界があ0ます。常に道路や 
天候の状況にま意し、十分な車間 
距離を保って運転して<ださい。 

また、タイヤのグ U ップが失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 


• ブレーキ 操作をするときは、 プレー 
キペダルをしっかりと踏み込んで 
<ださい。ポンピング ブレーキを 
行なラと制動距離が長<なるおそ 
れがおります。 
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[ e ] abs 警告灯 

エンジンスイツチを2の位置にずると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯が故 
障しています）、数秒後に消口しまず。 

消灯しないとさや、エンジンがかかっ 
ているとさに点灯したとさは、 ABS 
が故障していまず。 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
でただちに点検を受けて < ださい。 

Q ABS は制動距離を短くずる装置で 
はありません。 iU 下のよ5な路面が 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離が長< 
なることがありまず。 

• 雪の積ちった路面や凍結した路面 
• 砂利道などの請れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数が連 
続して変化ずる路面 

• スノーチェーン 装着時 

P 軽< ブレーキ ペダルを踏み込んだ 
だけでも ABS が作動ずるときは、 
路面が滑りやず<なっていまず。十 
分注意して走行して < ださし、。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ABS に関する故障/警告メツ 
セージび表おされたときは0247 
ページ）をご覧ください。 

OaBS は速度び約 5 km / h を超える 
と作動でさるよラになりまず。 

OaBS に異甫びあり、 ABS 警告灯び 
点灯したとさでを、通常のブレーキ 
は作動しまず。 


ABS の作動 


ABS には！; TF のような特 I 生びありまず。 

• ABS び作動ずると、ブレーキぺダ 
ルに脈動を感じたり車体び振動ずる 
ことびありまずび、異甫ではありま 
せん。そのままブレーキペダルを踏 
み続けて < ださい。 

• エンジン始動後や発進直後にブレー 
キペダルを踏み込むと、ブレーキぺ 
ダルびわずかに振動したりモーター 
の音び聞こえまずび、これは、シス 
テムび自己診断をしているとさの音 
で異常ではありません。 

A 事故のおそれびありまず 

• ABS に異常びあるときは、急ブレー 
キ時に タイヤび□ック してステア 
1」ング操作び効かなくなり、制動 
距離び長 < なるおそれびありまず。 

• ABS び故障すると、 BAS と ESP 
(>172ページ）も作動を停止し、 
ABS 警告なと ESP 警告なび点なし 
ます。メルセデス'ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

〇 バッテ U —の電圧びほ下ずると、 
ABS 警告灯び点灯し、 ABS び一時 
的に作動を停止しまず。電圧び回復 
ずると警告灯び消灯し、機能ち元に 
戻0まず。 
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ブレーキ 


BAS 


BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保ずるブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずが、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーが感知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

BAS はブレーキペダルから足を放ず 
と自動的に解除されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• 臣 AS は緊急ブレーキの操作を補 
助する装置で、無謀な運転か5の 
事故を防ぐをのではありません。 

臣 AS が作動してわ制動距離の短縮 
には限界があ0まず。また、タイ 
ヤのグリップが失われた状況では 
効果を発揮しません。 

• 目 AS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 

• 臣 AS に異常があると重を通常のブ 
レーキは 作動しますが、緊急 ブレー 
キ時には制動距離が長<なるおそ 
れがおります。 

OBAS に異常があるときは ABS 警 
告口が点口したり、マルチファンク 
ションディスプレイに ABS に関ず 
る故障/警告><ッセージが表おさ 
れますが、ブレーキは通常通り作動 
します。 


Obas が作動ずるとブレーキペダル 
がかし輿へ引かれ、ペダルに脈動が 
伝わって<ることがありまず。これ 
は BAS が正常に作動しているとさ 
の現象で、異常ではありません。 

〇 バッテ U —の電圧びほ下ずると 
ABS 警告灯や ESP 警告灯び点灯し、 
BAS び一時的に機能を停止しまず。 
電圧び回復ずると警告灯び消灯し、 
機能を元に戻りまず。 

© ABS 警告灯び点灯しているとさは、 
BAS を作動しません。 


アダプティブブレ~キランプ 

約 50 km / h じ(上からの急ブレーキに 
より、 ESP び票急時のブレーキ操作と 
判断したとさは、ブレーキランプび点 
滅し、後方の車両にま意を促しまず。 
停車ずると、ブレーキランプは点灯に 
変わりまず。 

また、約 70 km / h じし h からの急ブレー 
キ時には、ブレーキランフの点滅に加 
えて、停車すると非甫点滅灯び自動的 
I し点滅しまず。 

自動的に点滅した非甫点滅灯は、非常 
点滅灯スイッチを押ずか、再度走行を 
開始して走行速度び約 lOkm / hLU 上 
になると、自動的に消灯しまず。 
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EBV (エレクト□ニック-ブレーキパ 
つ一-ディストリビューション）は、 
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ 
時の車両操縦性と走行安定性を確保し 
よラとずるシステムでず。 

A 事故のおそれがありまず 

EBV に異常があるときもブレーキは 
通常通0作動しますが、急ブレーキ 
時などには後輪び□ックするため、 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれがあ0まず。車両操縦性 
の変化にを意して慎重に運転して< 
ださい。 


心 事故のおそれびありまず 

ESP 警告灯や ABS 警告口、ブレーキ 
警告灯が点なしたとさは、 EBV が故 
障している可能性がありまず。路面 
传交通の状態に合わせて慎重に走行 
してください。 

EBV が故障したとさは 、ただちに乂 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を行なつてください。 


パーキングブレーキ 


心 事故のおそれびありまず 

• 子供だけを残して車から離れない 
で<ださい。パーキングブレーキ 
を解除して車が動さ出し、事故を 
起こすおそれがありまず。 

• パーキングブレーキを効かせたま 
ま走行しないでください。パーキ 
ングブレーキが過熱して効かなく 
なったり、火災が発生するおそれ 
があ0ます。 



パーキングブレーキを効かせる 

► ち足でブレーキペダル③を踏みなが 
ら、左足でパーキングブレーキぺダ 
ル①をいっぱいまで踏み込みまず。 

エンジンスイッチが2の位置のと 
さは、パーキングブレーキ表示灯が 
点灯しまず。 

〇パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせて < ださい。 
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シフト操作 


パーキングブレーキを解除ずる 

► ブレーキペダル③をいっぱいまで踏 
みながら、解除八ンドル®を手前に 
引さまず。 

エンジンスイツチが2の位置のと 
さは、パーキングブレーキ表示口が 
消口しまず。 

〇 パーキングブレーキを解除せずに 
走行すると、警告音が鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに " A °- 
キンク'' アレ-キカイシ''ョ！"と表示されまず。 


应^パーキングブレーキ表示 I 打 


エンジンスイツチを2の位置にずると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯が故 
障しています）、数秒後に消口しまず。 

パーキングブレーキが効いているとさ 
は、点口したままになりまず。 

緊急時のブレーキ操作 


ブレーキが効かな< なったとさなど、 
緊急時にはパーキングブレーキを効か 
せることがでさまず。 

►解除八ンドル③を引さながら、パー 
キングブレーキペダル①をゆっ < り 
踏み込みます。 

A 事故のおそれびありまず 

パーキングブレーキペダルを急激に踏 
み込むと、後輪び□ックして車のコン 
卜□ールを失ラおそれがあります。 
パーキングブレーキペダルはゆっく 
りと踏み込み、徐々にブレーキを効 
かせて < ださい。 


シフト操作 


オートマチックトランスミッション 

オートマチックトランスミッション 
は、運転者の運転スタイルに合わせて 
変速タイミングを自動的に制御しま 
ず。運転者や走行状況が変わったとさ 
は、変速タイミングち変更されまず。 


セレクターレバー 



►セレクターレバー①を動かして、シ 
フト位置を選択します。 

シフト位置 


田 

駐車およびエンジン始 
動/停止の位置 

面 

後退ずるとさの位置 

面 

動力が伝わらない位置 
押したり、けん引して 
ちらラことで車を移動 
でさまず。 

曲 

走行ずるとさの位置 

1速〜5速の範囲で自 
動的に変速しまず。 


B を邸6恒冊 















シフト操作 


157 


H シフト位置を選択ずるときは、完 
全に停車して、ブレーキぺ夕 V レを踏 
んで < ださい。 

〇 エンジンスイツチが2の位置で、 
かつブレーキペダルを踏んでいない 
と、わレクターレバーを m から 
動かずことはでさません。 

シフト位置表示 


テイップシフ 




③イ岳いギアレンジを選択 
® 高いギアレンジを選択 

オートマチックトランス三ッシヨンの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより不必要に変速しないよう 
にでさまず。 


©シフト位置表示 

(ニュートラルに入っている状態） 

エンジンスイッチが2の位置のとき 
に、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イの車両情報サブ画面にシフト位置® 
が表示されまず。 

また、セレクターレバーの横にもシフ 
卜位置表示があ0まず。 



⑥ギアレンジ表示 


ティップシフトにずる 

► セレクターレバーが CE のとさに 
③側へセレクターレバーを動かし 
ます。 

ギアレンジ m が選択され、マル 
チフアンクシヨンディスプレイの半 
アレンジ表示⑥に表示されまず。 
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シフト操作 


まには 

► セレクターレバーび CE のとさに 
③側へセレクターレノ（一を動かして 
な持します。 

そのとをの加速や減速に最を適した 
ギアレンジび選択され、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイのギアレン 
ジ表示⑥に表示されまず。 

ほいギアレンジを選択ずる 

► ③側へセレクターレバーを動かし 
ます。 

ほいギアレンジび選択され、ギアレ 
ンジ表示⑥に表示されまず。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ④側へセレクターレバーを動かし 
ます。 

高いギアレンジび選択ごれ、ギアレ 
ンジ表示⑤に表示されまず。 

テイッブシフトを解除ずる 

► ④側へセレクターレノ く一を動かして 
イ呆持します。 

テイップシフトび解除ごれ、マル 
チファンクシヨンデイスプレイの 
ギアレンジ表示⑤に EE び表おさ 
れます。 


ギアレンジ 

作動内容 

曲 

1速〜5速の範囲で 
自動的に変速します。 

の 

1速〜4速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

回 

1速〜3速の範囲で 
自動的に変速します。 

緩やかな坂道などを 
走行するとをに使用 
し^^す 0 

回 

1速〜2速の範囲で 
自動的に変速しまず。 

急な坂道やエンジン 
ブレーキび必要なと 
をに使用しまず。 

田 

1速に固定されまず。 

エンジンブレーキび 
最大に作用しまず。 


心 事故のおそれびありまず 

滑0やずい路面やカーブを走行して 
いるとさは、低いギアレンジを選択 
してエンジンブレーキが効くと、駆 
動輪がグリップを失ラおそれがあり 
まず。低いギアレンジを選択すると 
さは十分ミ主意してくだ'さい。また、 
滑0やすい路面状況で駆動輪を空転 
させると、駆動系部品を損傷するお 
それがあります。 
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〇 ギアレンジ表示の数字は選択した 
ギアレンジを示しており、必ずし 
ち実際のギアを示すちのではあ0 
ません。 

〇 ティップシフトび選択されていな 
いとさにセレクターレバーを④側に 
動かずと、走行速度やエンジン回転 
数に応じて、シフトアップされまず。 

〇 シフトダウン操作を行な5とエン 
ジンの許容回転数を超えるよラなと 
をは、セレクターレバーを動かして 
をシフトダウンされません。 

〇 加速時にエンジンの許容回転数を 
超えるようなときは、自動的にシフ 
トアップされます。 

〇 テイップシフトの操作と実際に変 
速び行なわれるタイミングには差び 
ありまず。 

運転のヒント 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアび変速ずるタイ S ングび変化し 
ます。 

• 軽く踏んだとさはシフトアップずる 
タイミングび早くなりまず。 

• 深く踏み込んだとさはシフトアップ 
するタイミングび遅くなりまず。 


キックダウン 

急な加速び必要な場合はキックダウン 

を行ないまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みまず。 

エンジン回転数に応じて自動的にほ 
し、ギアに変速し、素早く加速しまず。 

► 希望ずる速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップしまず。 

。キック ダウンずるとをは、周囲の 
状況にミ主意しなびら操作してくださ 
し、。事故を起こずおそれびありまず。 

停車ずる 

►一時的に停車ずるとさは、セレク 
ターレバーを CE に入れたままブ 
レーキ ペダルを踏みまず。 

► やむを得ず停車び長くなるとさは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーをこのに入 
れまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

停車中は空ぶかしをしないでくださ 
し、万一、セレクターレバーび ron 
か EE に入ると、車び急発進して重 
大な事故を起こすおそれびあります。 

〇急な上りあなどではアクセルペグ 
) レの踏み加減によって停車状態を保 
たないで<ださい。トランス S ッ 
シヨンに負担びかかり、過熱や故障 
の原因にな0まず。 

H 停車中は ブレーキ ペダルを確実に 
踏み、ク U -プ現象で車び動かない 
よ5にして < ださい。 


I 
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走行 


ASR 


ヒル スター トアシスト 


上り坂での発進時に車び後退ずるのを 
防ざ、発道を容易にしまず。 

また、上り坂を後退して登るとさの発 
進時の前進を防ぎまず。 

A 事故のおそれがあ0まず 

ヒル スター トアシストはバーキング 
フレーキに代わるちのではあ0ませ 
ん。駐車ずるとさは必ずパーキング 
ブレーキを確実に効かせ、セレクター 
レバーを [E に入れてください。 


ヒルスタートアシストを作動させる 

►上りあでの発進時に、通常通りブ 
レーキペダルから足を放してアクセ 
ルペダルを踏みまず。 

ヒルスタートアシストび自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車び後退 
するのを防ざます。 

ヒルスタートアシストはけ下のときに 
は作動しません。 

• 傾斜のない路面や下りあで発進ずる 
とを 

• セレクターレバーび CE に入って 
し、るとさ 

• パーキングブレーキが効いている 
とさ 

© ESP が故障して解除されていると 
き0163ページ）は、ヒルスター 
トアシストは作動しません。 


ASR は、滑りやずい路面での発進時 
や加速時に車輪が空転したとさに、個 
別の車輪に ブレーキを かけたりエン 
ジン出力を制限して、車両操縦性や走 
行安定性を確保しよラとずるシステ 
ムでず。 

A 事故のおそれびありまず 

. ASR は車両操縦性や走行安定性を 
高めるシステムで、無謀な運転か 
らの事故を防ぐわのではありませ 
ん。 ASR が作動してを、車両操縦 
性や走行安定性の確保には限界が 
お0ます。また、タイヤのグリッ 
プが失われた状況では効果を発揮 
しません。 

• ASR 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 

D 十分な駆動力を得られない路面状 
況では、 ASR が作動してち発進時 
や加速時の車両操縦性や走行安定性 
が確保でさないおそれがあります。 

Oasr に故障が発生ずると、エンジ 
ンの出力が低下することがありま 
す。走行が困難なとさは、ずみやか 
に安全な場所に停車し、ルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 
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ASR オフスイッチ 



の 


ASR オフスイッチは、 ASR の機能を 
解除するためのスイッチでず。 

深い雪や砂、砂和などの上を走行ずる 
とさや、スノーチェーンを装着してし、 
るとをは、 ASR の機能を解除したほ 
ラび走行しやずい場合びありまず。 

ASR の機能を解除ずる 

► エンジンびかかっているとをに、 
ASR オフスイッチ①を押しまず。 
メーターパネルの ASR / ESP 表示 
灯 （^21 ページ）び点灯したまま 
になりまず。 

ASR の機能を解除しにときは、車輪 
び空転してをエンジン出力は制限され 
な< な0まず。 

ただし、空転している車輪には自動的 
にブレーキびかかり、駆動力を確保 
しようとしまず。このとをは 、 ASR / 
ESP 表示灯び点滅しまず。 

ASR を待機状態にずる 

► エンジンびかかっているとさに、再 
度、 ASR オフスイッチ①を押しまず。 

メーターパネルの ASR / ESP 表示 
灯び消灯しまず。 


走巧 


心 事故のおそれびありまず 

• ASR の機能を解除したとさは、必 
ず路面の状況に応じた走行速度で 
慎重に運転するととちに、下の 
操作は絶対に行なわないよラにし 
て < ださい。 

◊急八ンドル 
◊ 急ブレーキ 
◊急発進、急加速 
◊急激なエンジンブレーキ 

• ASR の機能を解除する必要がなく 
なったとさは、 ASR を待機状態に 
してください。 


A 事故のおそれがありまず 

ASR の機能を解除しているときでも、 
車輪が空転すると空転している車輪 
にブレーキが自動的にかか0まず。 
このため、ブレーキシステムに負担 
がかかり、ブレーキシステムを損傷 
するおそれがお0ます。また、ブレー 
キシステムがオーバーヒートして、制 
動距離が長<なるおそれがあります。 
ASR の機能を解除する必要がなく 
なったとさは、 ASR を待機状態にし 
て < ださい。 

〇 ASR の機能を解除しても、 ESP 
の他の機能は解除されません。 

〇 ASR の機能を解除しているとさ 
に、走行速度が約 60 km/hLi (上に 
なるか、または走行状態が不安定に 
なると、 ASR は自動的に待機状態 
になることがありまず。 

〇 エンジンを始動したとさ、 ASR は 
常に待機状態になりまず。 
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走行 


ESP® 

ESP (エレクト□ニック.スタビ U 
ティ-プ□グラム）は、車輪の空転時 
や横滑り時など、車が不安定な状況に 
なったとさに、個々の車輪に独立して 
ブレーキを効かせたり、エンジン出力 
を制限ずることによって、車両操縦性 
や走行安定性を確保しよラとずるシス 
テムです。 

A 事故のおそれびありまず 

.ESP は車両操縦性や走行安定性を 
高めるシステムで、無謀な運転か 
らの事故を防ぐものではありませ 
ん。 ESP が作動してを、車両操縦 
性や走行安定性の確保には限界び 
お0ます。また、タイヤのグリッ 
プが失われた状況では効果を発揮 
しません。 

• ESP 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
まず。 

Q 車輪を上げてけん引されるとさ 
は、エンジンスイッチを2の位置 
にしないでください。 ESP が作動し、 
接地している車輪のブレーキが作動 
します。また、ブレーキシステムを 
損傷するおそれがありまず。 

Oesp に故障が発生ずると、エンジ 
ンの出力が低下ずることがありま 
す。走行が困難なとさは、ずみやか 
に安全な場所に停車し、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

Q 雪道や凍結路などの運転では、 
ウィンタータイヤを装着し、速度を 
控えめにして、車間距離を十分確保 
して <ださい。 


H マルチファンクシヨンデイスプ 
レイに ESP に関する故障/警告 
木 ッセージが表示されたとさは 
([>247、248ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 

〇ブレーキダイナモ上では、約10 
秒し i (上テストを行なわないでくだ 
ごい。 また、 エンジンスイッチを1 
の位置にして<ださい。ブレーキシ 
ステムや駆動系部品を損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇 □—ラーダイナモ上では、テスト 
を行なわないで<ださい。ブレーキ 
システムや駆動系部品を損傷ずるお 
それびありまず。詳しくはメルセデ 
ス- ベンツ指定 サービス エ場におた 
ずね < ださい。 

〇 指定のサイズで、4輪とを同じ銘 
柄のタイヤを装着しないと 、 ESP 
び作動ずることびありまず（走行中 
に ASR / ESP 表示灯び点滅したま 
まになりまず）。 

OaBS に異常びあるときは、 ESP の 
機能を解除されます。 


A I ASR / ESP 表示 I 灯 

エンジンスイッチを2の位置にずると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯び故 
障しています）、数秒後に消灯しまず。 

発進時まには走行中に点滅したとさは、 
ASR または ESP び作動していまず。 

ASR オフスイッチで ASR の機能を解 
除しているとさは、点灯したままにな 
りまず。 
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心 事故のおそれびありまず 

ASR / ESP 表示灯が点滅したとさは、 
タイヤが空転しているか、車が横滑 
りしています。アクセルペダルを踏 
む力をかしゆるめてください。また、 
慎重に運転するととをに、似下の操 
作は絶対に行なわないよラにしてく 
ださい。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 
• ASR の機能の解除 


[ ESP | ESP 警告灯 

エンジンスイツチを2の位置にずると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯が故 
障しています）、数秒後に消口しまず。 

消灯しないとさやエンジンがかかって 
いるとさに点口ずるとさは、 ESP に故 
障が発生していまず。 

すみやかにルセデス • ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けて<ださい。 


走巧装備 


走行装備には、(下のちのびありまず。 
• クルーズコント□—ル/巧変ス 
ピード US ッター* 

走行速度を制御ずる機能でず。 

• パークト□ニック* 

車庫入れや狭い場所での運転時に、 
障害物とのおよその距離を知らせ 
cK 弓 0 

• サイドビューカ^ラ 

助手席側のフ□ントタイヤ周辺や助 
手席ドア下方の映像をルーム S ラー 
のディスプレイに表おしまず。 

ABS 、 BAS 、 EBV については、"ブレー 
キ II 0152ページ）をご覽ください。 

ASR 、 ESP 、 ヒルスタートアシストに 
ついては、"走行" 016日ページ）を 
ご覧 < ださい。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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走行装備 


クルーズコント□—ル * _ 

アクセルペダルを踏まなくてを、設定 
しに速度を自動的に維持して走行でさ 
ます。 

設定できる速度は約 30 km / h (上 
でず。 

A 事故のおそれびありまず 

• 車の走行速度や先行車との車間距 
離の確保など、 クルーズ コント 
□ール使用時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任があ 
ります。 

• し U 下のよラな場含はクルーズコン 
卜□ールを使用しないでください。 
車のコント□ールを失い、事故を 
起こずおそれがあります。 

◊急な下り坂、急カーブ、曲がり 
くねった道路 

〇加減速を繰り返ずよラな交通状 
況や交通量の多い道路 

◊雨で請れた路面や積雪路、凍結 
路などの滑りやすい路面 

◊降雨時や降雪時、濃霧時など視 
巧が確保でさない場合 


H クルーズコント□ールは、主に高 
速道路や自動車専用道路で使用する 
ことを想定したちのでず。市街地で 
は使用しないでください。 

〇指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動ずるおそれび 
ありまず。 

〇急な上りあでは、クルーズコント 
□ールび速度を維持ずるためにシフ 
トダウンずることびありまずび、設 
定した速度を維持でさないとさはア 
クセ j レペタ'ルを踏んで加速してくだ 
さい。 

〇急な下りあなどで惰性びついたと 
さは、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。 

このようなときは、ブレーキぺダ J レ 
を踏むか、テイップシフトでほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強くして、減速してくだ 
さい。 

A 事故のおそれがありまず 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジン ブレーキを 効かはないで<だ 
さい。ス1」ップして車のコント □— 
ルを失い、事故を起こすおそれびあ 
0ます。 


〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにクルーズコント□ールに関ずる 
故障/警告メッセージび表示され 
にとをは0249ぺージ）をご覧く 
ださい。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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クルースコント□ールの使いかた 



①現在の走行速度に設定する/設定速度 
を上げる 


⑤前回の設定ま度に設定ずる/現在の 
走行速度に設定する 

⑤現在の走巧ま度に設定ずる/設定ま 
度を下げる 

④ クルーズコント□ールと可をスピード 
リミッターを切り替える 

⑤ クルーズコント□ールを解除ずる 
©表示な 

可変スピードリミッター（1>167ぺ一 
ジ）と同じレバーを使用しまず。 

レバーの表示灯⑧び消灯しているとさ 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
ます。 

レバーの表示灯⑥び点灯しているとさ 
は、巧変スピード U ミッターを操作で 
さる状態でず。レバーを④の方向に操 
作すると表示灯び消灯し、クルーズコ 
ント□ールを操作でさる状態に切り替 
わりまず。 


クルーズコント□-ルを設定ずる 

► レバーの表示灯⑧び消灯しているこ 
とを確認して、希望の速度まで加速、 
または減速しまず。 

►希望の速度に達したとさに、レバー 
を①か③の方向に操作しまず。 

そのとさの速度にクルーズコント 
□ールび設定されまず。 

または 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

• 設定速度び記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に設定 
されまず。 

• 設定速度び記憶されていないと 
をは、そのとさの速度に設定ご 
れまず。 

► アクセルペダルから足を放しまず。 

設定した速度を維持するよラに走行 
します。 

A 事故のおそれがありまず 

記憶されている速度に再度設定する 
とさは、周囲が安全な状況であるこ 
とを確認してください。走行中の速 
度と設定速度に大をな差があると、 

急加速や急減速をして事故を起こす 
おそれが起0ます。 

〇 UTF のとさはクルーズコント□一 
ルは設定でさません。 

• 走行速度が約 30 km/h 下の 
とさ 

• ブレーキペダルを踏んでいる 
とさ 


I 
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走行装備 


〇 クルーズコント□ールを解除ずる 
前の設定速度は記憶されまず。 

にだし、エンジンスイッチを一度0 
か1の位置にずると、記憶された 
速度は消去されまず。 

設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度び上びり 
ます。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 

設定速度を下げる 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 

[I レバーを①の方向に操作してク 
ルーズコント□ールの設定速度を上 
げるとさは、周囲の状況にま意して 
<ださい。レバーから手を放した後 
を、設定した速度に到達ずるために 
車び加速ずることびありまず。 

一時的)に速度を上げる 

追い越しなどで一時的に速度を上げ 
るとさは、アクセルペダルを踏んで 
速度を上げてください。アクセルぺ 
ダルから足を放ずと、元の設定速度 
に戻りまず。 


クルーズコント□-ルの設定を解除 
ずる 

► ブレーキ ペダルを 踏みまず。 

または 

► レバーを⑥の方向に操作しまず。 
または 

► レバーを④の方向に操作しまず。 

レノ（一の表示灯⑧び点灯し、可変ス 
ピード U ミツターを操作できる状態 
に切り替わりまず。 

〇 クルーズコント□ールはけ下のと 
さに自動的に解除されまず。 

• シフトポジションを EE にした 
とさ 

• ESP または ASR び作動したとさ 

• 走行速度び約 30 km/h LU 下に 
なったとさ 

• ESP または ASR に故障び発生し 
たとさ 

• パーキングブレーキを 効かせた 
とさ 

A 事故のおそれびあ0まず 

クルーズコント□ールはシフトポジ 
ションを m にしてち解除されま 
すび、走行中はシフトポジションを 
CE にしないでください。エンジン 
ブレーキび効かないため、事故を起 
こしたり、トランス云ツションを損 
傷ずるおそれびあ0ます。 
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可変スピードリミッター * _ 

可変スピード U S ッターで制限速度を 
設定すると、アクセルペダルを踏み込 
んでいてち、設定速度を超えないよう 
に走行^できまず 0 

設定できる速度は 30 km / h から 
229 km / h の間でず。 

ただし、車の最高速度政上に制限速度 
を設定してち、車の最高速度上の速 
度では走行で'さません。 

娘上記は車両の機能の説明です。公道を走 
行する隙は、必ず法定速度や制限速度を 
遵守してください。 

ぷ車種や仕様により、設定でさる速度び異 
なる場合びあ0まず。 


心 事故のおそれびありまず 

• 走行時は法定速度を遵守して<だ 
さい。可変スピード US ッター使 
用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任があります。 

• 運転を交代するとさは、必ず交代 
する運転者に、可変スピード US ッ 
ターの機能と設定した制限速度を 
伝えてください。 

可変スピードリミッターの機能を 
知らずに運転すると、アクセルぺ 
ダルを踏んでわ速度が上がらず、 
事故を起こずおそれがありまず。 

• 可変スピード I 」ミッタ ーは ブレーキ 
ぺダ J レを踏んでち解除でさません。 

• 可変スピード U ミッターは設定し 
た制限速度1;^上に加速ずる必要の 
ないときに使用してくださし、。 


〇急な下り坂などで惰性がついたと 
さは、設定速度を維持でさないこと 
がありまず。 

このよラなときは、ブレーキぺ夕 V レ 
を踏むか、テイップシフトで低い半 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強< して、減速して<だ 
さし、。 

A 事故のおそれがありまず 

路面が滑りやずいときは、急激なエ 
ンジン ブレーキを 効かせないで<だ 
さい。スリップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こすおそれがあ 
りまず。 

Q 可変スピードリ三ッターの設定速 
度の表示と、スピード一夕一およ 
びマルチファンクシヨンデイスプレ 
イの速度表示には、若干の誤差が生 
じることがありまず。 

〇マルチファンクシヨンデイスプレ 
イに巧変スピードリミッターに関ず 
る故障/警告><ッセージが表示さ 
れたときは0249ページ）をご覧 
<ださい。 

〇 設定した速度を維持でさないとさ 
は、警告音が3回鳴り、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイに"リミッタ" 
と表示され、設定速度が点滅ずるこ 
とがありまず。 

このときは、必要に応じて、ブレー 
キペダルを踏んで < ださい。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 ウインタータイヤスピード US ッ 
夕一* (>118ぺージ）を設定して 
いるときは、可変スピード U ミッ 
ターの設定速度の上限は、ウイン 
タータイヤスピード U ミッターの設 
定速度な0まず。 


可変スピードリミツターの使いかた 



①現在の走行ま度に設定ずる/ 30 km/h 
に設定ずる/設定速度を上げる 


⑤前回の設定速度に設定ずる/現在の 
走行速度に設定ずる/ 30 km / h に設 
定ずる 

⑤現在の走行速度に設定する/ 30 km/h 
に設定ずる/設定速度を下げる 

④ 可変ス ピー ド1」 吉ッターとクルーズコ 
ント□ールを切り替える 

⑤ 可変スピード U 云ッターを解除する 
® 表示な 


可変スピードリ吉ッターを設定ずる 

クルーズコン ト □ー ル （>1 64ページ) 

と同じレパーを使用しまず。 

► レバーの表示灯⑥び点灯しているこ 
とを確認します。 

レノ（一の表示灯⑥び消灯していると 
さは、 クルーズ コント □ールの 操作 
びでさる状態でず。 レバーを ④の方 
向に操作ずると表示灯⑥び点灯し、 
可変ス ピー ド1 」 S ッターを 操作でさ 
る状態に切り替わりまず。 

► レバーを①まには③の方向に操作し 
9 〇 

• 走行速度び約 30 km / h 1；■(上のと 
をは、そのとをの速度に設定さ 
れます。 

.停車中および走行速度び約 
SOkm / h じ(下のときは、 30 km / 
h に設定されまず。 

または 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

• 設定速度び記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に設定 
されまず。 

• 設定速度び記憶されていないと 
きで、走行速度び約 30 km/h lU 
上のとさは、そのとさの速度に 
設定されます。 


• 設定速度び記憶されていなし) 
とさで、停車中および走行速 
度び約 30 km/h Li (下のときは、 
30 km / h に設定されまず。 
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設定速度びマルチフアンクシヨンディスプレイ 
に表示された例 
@設定速度 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
設定速度③が表示されまず。 



設定速度び車両情報サブ画面に移動し、表おさ 
れた例 

® 設定速度 


設定速度の表示は、数秒後に車両情報 
サブ画面に移動しまず。 

H 制限速度を設定ずるとさは、周囲 
の状況、特に後方の車などにミ主意し 
ながら操作して<ださい。事故を起 
こずおそれがあ0まず。 

〇 可変スピード U 三ッターを解除ず 
る前の設定速度は記憶されまず。 

ただし、エンジンスイッチを一度0 
か1の位置にずると、記憶された 
速度は消去されまず。 


〇 アクセルペダルを踏み込んでキッ 
クダウンしているときは、巧変ス 
ピード U 三ッターは設定でさませ 
ん。このとさは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"---リミット" 
と数秒間表示され、"---11が点滅し 
ます。 

〇 走行速度び記憶されている速度よ 
りを高いとさは、レバーを③の方 
向に操作してを、記憶されている 
速度に再度設定でさないことびあ 
りまず。 

〇 記憶されている速度びそのとさの 
走行速度よりほいとさに記憶されて 
し、る速度に設定ずると、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに設定速度 
と"リミットIIび表示され、設定速度び 
点滅することびありまず。 

設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に操作しまず。 

10 km/h 単位で設定速度び上びり 
ます。 

または 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

1 km/h 単位で設定速度び上びり 
9 〇 

設定速度を下げる 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

10 km/h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

マルチファンクシヨンディスプレイに 
設定速度⑦び表示され、数秒後に車両 
情報サブ画面に移動しまず。 
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〇 走行速度よりをほい速度に設定ず 
ると、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに設定速度と"リミット"び表示 
ごれ、設定速度び点滅ずることびあ 
りまず。 

可変スピード U ミッターを解除ずる 

► レバーを⑥の方向に操作しまず。 
または 

► レバーを④の方向に操作しまず。 

レノ（一の表示灯⑧び消灯し、クルー 
ズコント□ールの操作びでさる状態 
に切り替わりまず。 

〇可変スピード U S ッターを解除し 
てを、設定速度は記憶されていまず。 
記憶されている速度び走行速度より 
をほい場合、記憶されている速度に 
再度設定すると、アクセルペダルを 
踏んでいてを車は減速しまず。 

〇 なの操作をしたとさは可変スピー 
ド US ッターび自動的に解除され 
ます。 

• アクセルペダルを踏み込んで 
キックダウンしたとさ 

ただし、走行速度が設定速度よ 
り約 20km/h Li (上低いときは、 
キックダウンしてち可変スピー 
ドリミッターは解除されません。 

• エンジンを停止したとさ 

• ESP または ASR に故障が発生し 
たとさ 

また、エンジン回転数が約700回 
転！;^下になったとさち、可変スピー 
ドリミッターは自動的に解除される 
ことがありまず。 


サイドビューカメラ 


助手席側ドア S ラー下部に装着された 
力ラにより、助手席側のフ□ントタ 
イヤ周辺や助手席ドアおよび助手席 
側スライディングドア下方の映像を、 
ルーム S ラーのディスプレイに表示し 
9 〇 

発進する際などには、必ずサイド 
ビューカ;>< ラで助手席側のフ□ントタ 
イヤ周辺や助手席ドア下方および助手 
席側スライディングドア下方の状況を 
確認して < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

• サイドビューカ^ラは運転者を支 
援するシステムです。運転者はヴ 
イドビューカ^ラだけに頼らず、 
必ず周囲の状況を確認して<ださ 
し、。特に周辺に人や動物がいない 
ことを確認してください。 

• サイドビューカ^ラ使用時におい 
てを安全確保や危険回避について 
は、運転者に全責任があります。 

• ディスプレイの映像にはおくにあ 
る障害物の遠近感が正しく映し出 
されなかったり、映像が非常に見 
えづらいことがありまず。ディス 
プレイの映像だけを見て発進や路 
肩への幅寄せなどをすると、人や 
他の車、障害物に衝突したり、事 
故を起こすおそれがありまず。 

サイドビューカ^ラ使用時におい 
てを、目視による安全確認を行な 
いながら運転してください。 
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y サイドビューカメラは停車時や発 
進時し U 外は使用しないでください。 
走行中に使用ずると、ルームミラー 
の視界の妨げになり事故を起こずお 
それびあ0まず。 

〇柔車人数や荷物の積載量により、 
サイドビューカメラの映像範囲は 
変化しまず。必ず自分の目や云ラー 
でを周囲の状況を直接確認して< 
ださい。 

〇ボディ側面前方や後方にある物は 
ディスプレイには表示されません。 

P 外気温度びほいとさは、画面び暗 
<なった0、映像び薄<なることび 
ありまず。また、動いている物の映 
像び歪んだり、画面に表示されなし、 
ことびありまず。 

P ドアを開閉ずるとさやドア云ラー 
を格納/展開するとをなどは、力 
メラを損傷しないようにミ主意してく 
ださい。 

P 必ず指定されたサイズのホイール 
やタイヤを装着してください。指定 
(外のホイールやタイヤを装着ずる 
と、システムに影響を及ぼずおそれ 
びありまず。 

P カメラやカメラの周囲に強い衝撃 
をちえないでください。カメラび故 
障したり、カメラの取り付け位置や 
角度びずれるおそれびありまず。 

P ドアミラーやカメラを損傷した 
り、カメラの取り付け位置や角度び 
ずれたとさは、ずみやかにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場でカメ 
ラの修理および調整を行なってくだ 
さし、。 


〇カメラの修理および調整はおずメ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。お客様自身で 
作業を行なうと、システムび正苗に 
作動しなくなるおそれびありまず。 

〇カメラや関連部品の取り外しや分 
解、改造は絶巧に行なわないでくだ 
ごい。 

〇し i (下のよ5な場合はサイドビュー 
カメラは正苗に作動しません。 

• 助手席ドアび完全に閉じていな 
いとさ 

• 助手席側ドア S ラーび完全に展 
開していないとさ 

• スノーチェーンや 応急用 スペア 
タイヤ*を装着してし)るとさ 

• 激しい雨や雪び降っているとを 
や霧のとさ 

• 夜間や暗い場所で使用ずるとさ 

• カメラにへッドランプや日光の 
反射などの強い光び直接当たっ 
たとさ（映像に白い線び入るこ 
とびありまず） 

• カメラ付おの温度び極端に高い 
とさやほいとさ 

• 堂光灯の下で使用ずるとさ（映 
像にちらつさび出ることびあり 
まず） 

• 急激な巧るさの変化びあったと 
さ（ガレージから出るとさや入 
るとをなど） 

• 急激な温度変化びあったとさ（力 
メラに;ち水や温水びかかったと 
さや寒を時に暖房されたガレー 
ジに入るとさなど） 
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• 力 ラが曇ったり水滴が付着し 
たとさ（雨の曰や湿度の高い曰、 
洗車した直後など） 

• 力 ラに泥やミちれが付着した 
とさ 

〇 エンジンを始動ずるとさにサイド 
ビューカメラの映像び乱れることび 
ありまずび、故障ではありません。 

洗車ずるとをの注意 


. 洗車時に高圧式スプレーガンを使用 
するとをは、ノズルをカメラやカメ 
ラの周囲に近付けないでください。 
水圧が高いため、故障の原因になり 
ます。 

• 力ラを清掃ずるときは、きれいな 
水でミちれを落とし、やわらかい巧で 
拭さ取って<ださい。有機溶剤や強 
アルカ U 洗剤などは使用しないでく 
ださし、。 

また、強い力で乾拭さしないで<だ 
さい。変色の原因になったり 、九乂 
ラを損傷するおそれがありまず。 

• ボディにワックスをかけるときは、 
力 ラにワックスが付着しないよう 
にミ主意してください。付着してし 
まった場合は、水と純正カーシヤン 
プーを混ぜた洗浄液でおさ取つて< 
ださい。 


サイドビューカメラの位置 



- 


サイドビューカラ③は助手席側ドア 
三ラー①の下部に装着されていまず。 


サイドビューカメラの作動 



>41 お 2 W 11 


サイドビューカメラを作動させる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
まず。 

► サイドビューカラスイッチ①を押 
しま弓。 

ルーム S ラーのディスプレイ®にサ 
イドビューカメラの映像が表示され 
ます。 

〇走行中はサイドビューカメラを停 
止してください。ルームミラーの視 
巧の巧げになり事故を起こずおそれ 
びありまず。 
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サイドビューカメラを停止ずる 

► サイドビューカ^ラの映像が表示さ 
れているとさに、サイドビューカ 
ラスイッチ①を押しまず。 

ルームミラーのディスプレイから 
サイドビューカラの映像が消え 
ます。 

〇 エンジンスイッチを2 (外の位置 
にずると、サイドビューカメラは自 
動的に停止しまず。 

次にエンジンスイッチを2の位置 
にしてを、サイドビューカメラは作 
動しません。 



④助手席側前方の障害物 
⑥助手席側後方の障害物 
⑥ヴイドビューカメラの表示範囲 


サイドビューカメラの表示節囲 


サイドビューカメラの映像 


サイドビューカメラの映像には、助手 
席側のフ□ントタイヤ周辺や助手席ド 
アおよび助手席側スライディングドア 
下方の範囲⑧の目をび表示されまず。 

進行方向表示 


①自車 

③助手席側フ□ントタイヤ 
③進行方向表示 
® 助手席側前方の障害物 
© 助手席側後方の障害物 


ディスプレイ上部の矢印③は車両の進 
ネ子ち向を表示します 0 

。サイドビューカ ラの映像はあ< 
まで目安です。走行するときは、ヴ 
イドビューカ ラの映像だけに頼ら 
ず、必ず周囲の状況を直接確認して 
<ださい。 
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パークト□ニック 


パークト□ニックは、フ□ントとリア 
のノ（ンノて一にあるセンサーで障害物な 
どを感知し、車と障害物とのおよその 
距離を、インジケーターと警告音で運 
転者に知らせる装置でず。 

A 事故やけびのおそれびありまず 

パーク h □ニックは運転者を支援す 
るシステムです。運転者はパークト 
□ニックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認して<ださい。特に周辺 
に人や動物がいないことを確認して 
<ださい。 

パークト□ニックセンヴー 



フ□ントバンパーの6個のセンサー① 
とリアノ（ンノ （一 の4個のセンサー®が 
車の周辺の障害物などを感知しまず。 

H センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着した状態のとさは、障害 
物びな < てをインジケーターび点灯 
するなど、正しく作動しないことび 
ありまず。このとさは、センサーに 
損傷を与えないよラミ主意して、清掃 
をして < ださい。 

インジケーター/作動表示な 



フ□ント 


フ〇ント 

@左側インジケーター 
® ち側インジケーター 
@フ□ント作動表示口 


フ□ントのインジケーターと作動表示 
口はダッシュボード上にありまず。 


感 


U ア 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B を邸6恒冊 















走行装備 


175 



U ア 

©左側インジケーター 
©ち側インジケーター 
⑥リア作動表示灯 

U アのインジケーターと作動表示口は 
ラゲッジルーム上方にありまず。 

ノ（ンノ（一と障害物などとのおよその距 
離を、インジケーターの点灯数でおし 
ます。 

〇システムに異甫び発生したとさ 
は、ホ色インジケーターだけび点灯 
して、警告音び約2秒間鳴り、約 
20秒後にパークト□ニックは停止 
します。このとを、パークト□ニッ 
クオフスイッチの表示灯び点灯し、 
点灯したホ色インジケーターは消灯 
します。 

メルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で点検を受けてください。 

〇 エンジンスイッチを2の位置にず 
ると、すべてのインジケーターと作 
動表示灯び一瞬点灯しまず。 


パークト□ニックの作動を件 

エンジンスイッチび2の位置でノ くーキ 
ングブレーキび解除されているとさ、 
シフト位置に応じてけ下のよ5に作動 
します。 


シフト 

位置 

作動内容 

曲 

フ□ントのセンサーび作 
動し、フ□ントの作動表 
お灯⑥び点灯しまず。 

面 

阻 

フ□ントと U アのセン 
サーび作動し、フ□ント 
の作動表示灯⑥と U ア 
の作動表示灯⑨び点灯 
しまず。 

田 

パークト□ニックは作動 
しません。 


〇 パークト□ニックび作動したとき、 
センヴーの感知範囲に障害物などび 
あると、その距離に応じてインジケー 
ターび点灯し、警告音ち鳴りまず。 

〇 パークト□ニックは、走行速度び 
約 17km/hLU 下のときに作動しま 
ず。走行速度び約 17km/hli (上に 
なると作動を停止しまず。 

パークト□ニックの作動 


センサー感知節囲に障害物び入った 
とを 

センサー感知範囲に障害物び入ると、 
作動表示灯び巧る < 点灯しまず。 

障害物との距離びさらにお < なると、 
黄色インジケーターび1個点灯しまず。 

障害物とのお離び近<なるにつれ、点 
灯する黄色インジケーターの数び増え 
ていさまず。 
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障害物との距離び近くなったとを 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
お離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えて赤色インジケーターび1 
個点灯し、警告音び断続的に約3秒間 
鳴ります。 

最短感知お離（約30〜 25 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加えて 
2個目の赤色インジケーターび点灯し、 
警告音び連続的に約3秒間鳴0まず。 

〇障害物との距離びセンサーの最短 
感知距離よりをお < なると、セン 
サーは障害物を感知でさなかった 
り、正苗に作動しなくなることびあ 
りまず。 

また、インジケーターび消灯ずるこ 
とびありまず。 


センサーの感知節囲 



フ□ントバン 
パー側 

センサー感知節囲 

センター部 

約100 cm 〜 30 cm 

コーナー 部 

約 70 cm 〜 25 cm 


リアバン パー 
側 

センサー感知節囲 

センター部 

約1 60 cm 〜 30 cm 

コーナー 部 

約100 cm 〜 30 cm 


Q 車のセンター部でバンパーから約 
30 cm Li (内、コーナー部でノ（ンパー 
から約 25 cm 1；■(内にある障害物は 
感知でさません。 

〇センサーの周辺にアクセサ U —な 
どを取り付けないでください。パー 
クト□ニックび正常に作動せず、車 
を損傷しにり事故につなびるおそれ 
びありまず。 

〇針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるをのに十分ま意してく 
ださい。これらび至近距離内にある 
とを、状況によっては、センサーび 
これらを感知せず、車や物を損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことびあり 
ます。 

〇電波を発ずる物び近くにあるとを 
や、不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正常に作動 
しないことびありまず。 
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〇洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどが 
近 < にあると、超音波が乱され、パー 
クト□ニックが正常に作動しないこ 
とがありまず。 

Q 温度や湿度が高いとさや超音波や 
低周波を発生させる機器が車の近 
くにあるとき、またエンジンルー 
ムの温度が高いとさは、パークト 
□ニックが正常に作動しないこと 
がありまず。運転者はパークトロ 
こックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認して<ださい。特に車 
の周辺に人や動物がいないことを 
確認して < ださい。 


パークト□ニックオフスイッチ 



パークト□ニックの機能を解除でさ 
ます。 


パークト□ニックの機能を解除ずる 

► エンジンスイッチび2の位置のと 
をにパークト□ニックオフスイッチ 
①を押しまず。 

スイツチの表示灯⑤び点灯しまず。 


A ’ー クト□ニックを作動させる 

►再度、パークト□ニックオフスイッ 
チ①を押しまず。 

スイッチの表示灯③び消灯しまず。 

〇システムに異甫び発生したとさ 
は、ホ色インジケーターだけび点灯 
して、警告音び約2秒間鳴り、約 
20秒後にパークト□ニックは停止 
します。このとさ、パークト□ニッ 
クオフスイッチの表示灯び点灯し、 
点灯したホ色インジケーターは消灯 
します。 

メルセデス-ベンツ指定サービス王 
場で点検を受けてください。 

〇 パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックの機能を解除して 
を、なにエンジンスイッチを2の 
位置にしてノてーキングブレーキを解 
除したとを、パークト□ニックは作 
動しまず。 
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Oenr はエンジンびかかっていない 
とをでを作動しますび、作動しなく 
なったとさは、エンジンを始動して 
<ださい。 

ENR (エレクト□ニック.レベル•コ 
ント□-ル）の利点 

• 走行安定性を高めます。 

• 乗りむ地を安定させまず。 

• 停車中に車高を調整ずることで、荷 
物の積み降ろしを容易にしまず。 

ENR は Li (下の3つのモードに設定で 
さます。 

自動調整モード 

積載されている荷物の重量や乗員数に 
応じて車高を自動的に調整しまず。 

走行速度が約 2 knn/h Li (上のときは、 
自動的に自動調整モードに設定され 
ます。 

自動調整モードに設定されているとさ 
は、 ENR スイッチの表示口は消口し 
ます。 

Q 極端に重い荷物を積載したとさ 
は、車高は自動的に調整されません。 

手動調壁モード 

停車中に車高を調整でさまず。 

手動調整モードに設定されているとさ 
は、 ENR スイッチの表示口は点滅し 
ます。 


自動調整停止モード 

積載重量などが変わってち、車高は自 
動的に調整されません。 

ジャッキアップや U フトアップずると 
きなどに使用しまず。 

自動調整停止モードに設定されている 
とさは、 ENR スイッチの表示口は点 
灯しまず。 

A 事故やけびのおそれびありまず 

タイヤ交換などでジャッキアップす 
るときは、必ず自動調整モードを停 
止し、エンジンスイッチからキーを 
抜いて<ださい。ジャッキアップし 
ているとさに自動調整モードが作動 
ずると、ジャッキが外れてけがをす 
るおそれがお0まず。 



①手動調整モード解除 

/自動調整停止モード設定-解除 
©手動調整モード 
(車高を上げる） 

@手動調整モード 
(車高を下げる） 
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ENR スイッチは、ラゲッジルームち 
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手動調壁モ~ド _ 

〇手動調整モードのまま、長時間 
停車しないでください。サスペン 
シヨンなどを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇 車高を調整しているとさは、ポン 
プの作動音び聞こえまず。 

手動で車高を上げる 


そのとをの車高び自動調壁モードのと 
をの車高よりも高いとを 

► スイッチ③を押し続けまず。 

表示灯び点滅して手動調整モードに 
なり、押している間、車高び上びり 
ます。 

そのとをの車高び自動調壁モードのと 
をの車高よりもおいとき 

► スイッチ③を押しまず。 

表示灯び点滅して手動調整モードに 
な0、車高び自動的に上び0まず。 

車高び自動調整モードのとさの車高 
になると、車高の上昇は停止しまず。 

さらに車高を上げるとさは、スイッ 
チ③を押し続けまず。 

〇 車高び自動的に上びっているとさ 
にスイッチ③を押ずと、車高の上昇 
は停止しまず。 

手動で車高を下げる 

► スイッチ③を巧し続けまず。 

表示灯び点滅して手動調整モードに 
なり、押している間、車高び下びり 
ます。 


自動調壁モードに戻ず 


► スイッチ①を押しまず。 

表示灯び消灯しまず。 

〇 手動調整モードで走り出したとさ 
は、走行速度び約 2 km / h を超える 
と、自動調整モードに戻りまず。 

〇 手動調整モードから自動調整停止 
モードにずるとさは、いったん自動 
調整モードに戻してから操作を行 
なつて < ださい。 


自動調壁停止モード 

自動調整モードを停止ずる 

► スイッチ①を約2秒間押しまず。 
表示灯び点灯しまず。 

〇ジャッキアップや U フトアップを 
ずるとさは、おず自動調整停止モー 
ドにしてください。自動調整モード 
のままだと、そのタイヤのサスペン 
シヨンび伸び、タイヤ交換びでさな 
いことびありまず。また、車をジャッ 
キダウンした後に ENR び誤作動し、 
正雷な車高をイ呆てな < なりまず。 

自動調壁モードに戻ず 

► スイッチ①を約2秒間押しまず。 
表示灯び消灯しまず。 

〇 自動調整停止モードで走り出した 
ときは、走行速度び約 2 km / h を超 
えると自動調整モードに戻りまず。 

〇 自動調整停止モードから手動調整 
モードにずるとをは、いったん自動 
調整モードに戻してから操作を行 
なって< ださい。 
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ENR ①機能の解除 _ 

し U 下のとさは、 ENR の機能び解除さ 
れます。 

• バッテ U —電圧びほ下したとさ 
. 車高の上げ下げを繰0返したとさ 

このとさは、約1分後に再び ENR 
を作動させることびでさるよ5にな 
りまず。 


ENR 作動時のマルチファンクシヨ 
ンディスプレイの表示 


車高を手動で調壁しているとを 



④ ENR インジケーター 


エンジンスイ ツチび2の位置のとさ 
に、手動調整モードで車高を調整して 
し、るとをは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに ENR インジケーター 
④び表示され 、 "ENR 7こユア)レモ-ド"と表 
示されます。 

手動調整モードび解除されると、イン 
ジケーターとメッセージは消灯しまず。 


車高を自動的に補正しているとを 


チュウイ! 
シャリョウ 
レベル 


® ENR インジケーター 

ENR が自動的に車高を補正している 
ときは、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに ENR インジケーター④が表 
示されることがありまず。 

また、 ENR が作動していないとさに 
ENR インジケーターが表示されたと 
さは、 ENR が故障していまず。走行 
しないでルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡して < ださい。 

ENR インジケーターの表示は本国仕 
様車に採用されているちのであり、曰 
本仕様車では表おされない場合や、表 
示内容が異なる場合がありまず。 

A 事故やけびのおそれびありまず 

走行中に ENR インジケーターが表示 
されたとさは、車高が高ずざるか、低 
ずざる状態になっていまず。車高が 
正常な高さになるとインジケーター 
は消えます。インジケーターが消え 
るまでは慎重に走行してください。 
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〇吸いびらやマッチの乂はお実に消 
して < ださい。 

〇紙くずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 

[I 使用後は確実にカバーを閉じてく 
ださい。 


センターコンソールの巧皿 



の皿を開< 

►カバー①の矢印の部分を持って、手 
前に引さまず。 

► 灰皿カバー③を前方にスライドし 
ます。 

灰皿を閉じる 

► カバー①を押し込みまず。 

〇 灰皿 カバー ③を開いたまま カバー 
①を閉じると、灰皿カノく一③を閉じ 
ます。 


の皿を取り夕1•ず 

► 灰皿カバー③をいっぱいまで前方に 
スライドしまず。 



► ノブ③を持って、灰皿を巧さ取り 
9 〇 


灰皿を取り付ける 

► 灰皿をいっぱいに押し込みまず。 

〇の皿を取り外ずとさは、必ずエン 
ジンを停止して、パーキングブレー 
キを確実に効かせて < ださい。 

〇灰皿は確実に取り付けてくださ 
し、。灰皿び内側 I こ挟まったり、カバー 
な どび開閉でさな < なるおそれびあ 
りまず。 

ヴードシート左ちのの皿 


© 



の 



を邸 S 恒掛 


灰皿を開< 

► カバー①を手前に引きます。 
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巧皿を閉じる 

► カバー①を閉じまず。 

巧皿を取りがず 

► ノブ③を押しなびら、灰皿を手前に 
引さまず。 

巧皿を取り付ける 

► の皿を押し込みます。 



エンジンスイツチび1か2の位置の 
ときに使用できまず。 

ライターを使用ずる 

► ライター①を押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 

A 义傷のおそれがありまず 

ライターは必ずノブの部分を持って 
ください。金属部を持つと义傷をす 
るおそれびあ D ます。 

〇ま全のため、子供を柔せるとさは 
ライターを巧さ取ってください。 


P ライターを押さえ続けないでくだ 
さい。ライターを損傷するおそれび 
ありまず。 

〇赤熱部に灰や異物び付着したまま 
使用しないでください。乂災び発生 
ずるおそれびありまず。 

〇ライターを改造したり、純正品 LU 
外のライターを使用しないでくださ 
しんライターやセンターコンソール 
を損傷したり、乂災び発生ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇ライターび押し込まれにまま戻ら 
な<なったとさは、エンジンスイッ 
チを0の位置にずるか、エンジン 
スイッチからキーを巧いて、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 

〇アクセサ U —電源としてライター 
ソケットを使用ずるとをは、純正 
アクセサリーのみを使用してくだ 
ごい。 

Q エンジンびかかっていないとさは 
アクセサ U —電源として長時間使用 
しないでください。バッテ1」一びあ 
びるおそれびありまず。 


ル物入れ 


心 けびのおそれがありまず 

ル物入れには重い物やかさばる物、 
角の尖った物を入れないで < ださし、。 
急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに収納物び巧び出して 
柔員びけびをずるおそれびあ0ます。 
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ドアのル物入れ 



ドアのル物入れ①にはルさく軽い物を 
収納できまず。 

ドアのル物入れにはボトル ホルダー ③ 
びありまず。 


ステア U ング下部のル物入れ 



①ル物入れ 


〇ステア U ングの位置を下げるとさ 
は、ステア1」ング下部のル物入れに 
物を入れたままにしないで<ださ 
しん物やステア U ングを損傷ずるお 
それびあ0まず。 


センターコンソ ー J レ上部の\物入れ 



ル物入れを開く 

►凹部①に手をかけて、上方に開さ 
9 〇 


ル物入れを閉じる 

► カバー③を閉じまず。 

A けびのおそれびありまず 

走行中は、必ずセンターコンソール 
上部のル物入れのカバーを閉じてく 
ださい。前方の視界がさえぎられ、 
事故を起こすおそれがありまず。 

また、急プレーキ時や急な進路変更 
時、事故のとさなどに内部の収納物 
が放り出されて、乗員がけがをずる 
おそれがあ0ます。 

〇 ヴードシート足元左ちにちル物入 
れがありまず。 

〇 車種や仕様により、フ□ントシー 
卜のパックレスト背面に収納ポケッ 
卜を装備していまず。 


I 












184 


室内装備 


センターコンソール下部のル物入れ 



①ル物入れ 

巧皿下部のル物入れ 



①ル物入れ 

グ□ーブボックス 



ク□ーブボックスを開< 

► 八ンドル③を引きまず。 

エンジンスイッチび1か2の位置 
のとをは、グ□ーブボックス内のラ 
ンプび点灯しまず。 

グ□ーブボックスを閉じる 

►カノ く一①を押して閉じまず。 

〇走行中は、グ□—ブボックスの力 
ノ く一を開いたままにしないで<ださ 
しん急ブレーキ時や衝突時などに収 
納物び放0出されて、乗員びけびを 
するおそれびありまず。 

〇グ □ーブボックス内には、カップ 
ホルダーやコインホルダーなどび装 
倫されています。 

グ□—ブボックスを施綻ずる 

►エマージェンシーキー0286ペー 
ジ）をキーシ U ンダー③に差して、 
時計回りにまわしまず。 

グ□-ブボックスを解綻ずる 

►エマージェンシーキー （0286 ペー 
ジ）をキーシ U ンダー③に差して、 
反時計回りにまわしまず。 

〇貴重品はグ□ーブボックス巧に保 
管しないで < ださい。 

〇施錠したとさは、グ□ーブボック 
スび開かないことを確認してくだ 
さし、。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施結し、エマージェンシーキーを携 
帯して < ださし、。 
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サンクラスケース 


巧，一— し 二 I’ 


グ. 



サングラスケースを開< 

► カバー①を上方に押して開きまず。 


サングラスケースを閉じる 

► カバー①を上方に押し込んで□ック 
します。 


収納式センターテーブル 


心 けびのおそれびありまず 

• センターテーブルの脱着や前後位 
置の調整は、停車中に行なってく 
ださい。センターテーブルが投げ 
出されたり移動して、けがをする 
おそれがあります。 

• 走行する前にセンターテーブルが 
確実に固定されていることを確認 
してください。センターテーブル 
が投げ出されたり移動して、けが 
をずるおそれがあります。 

• 走行中はセンターテーブルを使用 
しないで<ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなどに、 
テーブル上の物が飛散したり、乗員 
が身体をテーブルに巧ちつけてけ 
がをするおそれがお0まず。 


センターテーブルの取り付け 



► センターテーブルの左ち下部にある 
着脱位置表示の矢印①が、左ちの 
シートレールの着脱位置表示®に合 
5よ5にして、センターテーブルを 
シートレール③に取り付けまず。 



► センターテーブルの前後にある□ッ 
ク解除レノ（一④のいずれかを引さ上 
げながら、センターテーブルを前後 
に移動して、シートレールに確実に 
取り付けまず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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► センターテーブルを好みの位置に動 
かしまず。 

し U 下のとさは、センターテーブル 
びシートレールに確実に取り付け 
られていまず。 

• □ック解除レバー④を引き上げ 
なびら、センターテーブルを前 
後に移動でさたとさ 

• 着脱位置し U 外でセンターテーブ 
ルを持ち上げたとさに、センター 
テーブルび外れないとさ 

►好みの位置になったら、センター 
テーブルを前後に揺ずり、カチッと 
し、5音びずることを確認しまず。 

► 前後の□ック解除レバー④をいっ 
ぱいまで下方に押し込んで□ック 
します。 

A けびのおそれびありまず 

収納式センターテーブルを固定ずる 
とさは、前後の□ック解除レバーを 
いっぱいまで下ちに押し込んで□ッ 
クしてください。□ック解除レバー 
をいっぱいまで下方に巧し込んでい 
なかったり、片方しか□ックしてい 
ないと、センターテーブルび確実に 
固定されず、乗員びけびをずるおそ 
れびあ0ます。 

。センターテーブルを取り付けると 
きは、身体び挟まれないようにま意 
して < ださい。 

〇 センターテーブルは、前後どちら 
の向さでを取り付けられまず。 


センターテーブルの 前後位置の調壁 

► センターテーブルの前後にある□ッ 
ク解除レバー④のいずれかを引さ上 
げなびら、センターテーブルを好み 
の位置に動かしまず。 

► □ック解除レバー④から手を放し 
9 〇 

►好みの位置になったら、センター 
テーブルを前後に揺ずり、カチッと 
い5音びずることを確認しまず。 

► 前後の□ック解除レバー④をいっ 
ぱいまで下方に押し込んで□ック 
し Ct ^ 弓© 


センターテーブルの高さ調壁 



センターテーブルの高さは2段階に調 
整でさまず。 


センターテーブルを上げる 

► □ック解除ボタン①を押しまず。 
センターテーブルび上びりまず。 
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〇 センターテーブルを上げるとセカ 
ンドシートのアームレストに接触 
するとをは、センターテーブルを 
前後に移動ずるか、セカンドシー 
卜の前後位置やバックレストのち 
度、アームレストの角度を調整し 
て < ださい。 

センターテーブルを下げる 

► □ック解除ボタン①を押しなびら、 
センターテーブルを下方にいっぱい 
まで押し込みます。 

►センターテーブルび下びって、□ッ 
クごれたことを確認しまず。 

テーブル 天板の展開/収納 



〇テーブルの天板び展開していると 
さは、センターテーブルやシートを 
前後に移動しないでください。天板 
に身体を挟まれたり、センターテー 
ブルやシートを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇前方にあるシートのバックレスト 
を後方に倒ずとさは、テーブルの天 
板に当たらないよラにミ主意してくだ 
さい。センターテーブルやシートを 
損傷ずるおそれびありまず。 



テーブル天板を収納ずる 

► グリッフ①を持ってテーブル天板を 
垂直になるまで引さ上げまず。 

►グ U ップ①を持ちなびら、テーブル 
天板をゆつくり下方に下ろしまず。 


テーブル天板を展開ずる 

► センターテーブルを上げまず。 

► グリップ①を持ってテーブルの天板 
をいっぱいに引さ上げまず。 

► テーブルの天板を水平の位置まで側 
方に倒しまず。 
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P テーブル 天板を下ろずときは、 
テーブル 天板と センターテーブル 
下部の間（イラストの X 箇所）に 
身体を挟まれないよラにま意して 
<ださい。 



センターテーブルのル物入れ 



①上部ル物入れ/カップホルダー 
©下部ル物入れ 


センターテーブルには、上部①と下部 
©にル物入れがありまず。 

〇ル物入れには、重い物やかたい物、 
ビンや吿、割れやずい物、鋭利な形 
状の物を入れないで<ださい。 


Q 下部のル物入れ®から収納物がは 
み出た状態で、センターテーブルを 
下げないで < ださい。 



下部ル物入れのトレイ 

下部ル物入れのいずれか一方にトレイ 
が装着されていまず。 

下部ノ」\物入れのトレイは取りがずこと 
がで'さまず。 

►ストッパー⑤をつまみながら、卜 
レイを上方に引さ上げて取りがし 
ます。 

カップホルダー 

センターテーブルにはカップホルダー 
①がありまず。 

〇カップホルダーを使用ずるとさ 
は、 （01 89ページ）のま意をご覧 
<ださい。 
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センターテーブルを取り外ず 

►テーブ J レ天板を収納しまず。 

► センターテーブルを下げまず。 



► センターテーブルの前後にある□ッ 
ク解除レバー④のいずれかを引さ上 
げて、□ックを解除しまず。 



► センターテーブルを持ち上げて、取 
り外しまず。 


カップホルダー 

A けがのおそれびありまず 

• 走行中はカップホルダーを使用し 
ないで<ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のときなど 
にカップホルダーに置いた容器び 
巧び出して、乗員び火傷をずるお 
それびあ0ます。 

• カップ ホルダーの サイズに合った 
フタ付さの容器を使用してくださ 
し、。また、火傷防止のため、熱い 
飲み物び入った容器を置かないで 
<ださい。 

〇カップホルダーに飲み物を置くと 
をは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼした0、結露した水滴び重 
れないよラにミ主意して < ださい。 

スイッチや電装品などを損傷した 
0、ショー h して発乂ずるおそれび 
ありまず。 


► センターテーブルの左ちにある着脱 
位置表示の矢印①び、左ちのシート 
レールの着脱位置表お③に合5よ5 
に、センターテーブルの位置を調整 
します。 
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カツプホルダー（センターコンソール） 
を使用ずる 

►カバー①の矢印の部分を持って、手 
前に引さまず。 

カツプホルダーび③展開しまず。 

閉じるときは、カバー①を押し込み 
ます。 



カップホルダー（グ□ー ブボックス横） 
を使用ずる 

► カバー③を押しまず。 

カバーび開さまず。 

閉じるときは、カバー③を押し込み 
ます。 



@ 


カップホルダー（ヴードシート左ち） 
を使用ずる 

► カバー④を矢印の方向に引きまず。 
カ パーが開 さまず。 

閉じるときは、カバー®を押し込 
みまず。 


12 V 電源ソケット 



① 12 V 電源ソケット（ラゲツジルーム） 



②1 2 V 電源ソケット（ヴードシート左側) 
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ラゲ ッジルームとヴー ド シー ト左側に 

12 V 電源ソケットを装備していまず。 

車種や仕様により、サードシートち側 

にも 12 V 電源ソケットを装備してい 

ます。 

12 V 電源ソケットを使用ずる 

► カバーを 上方に 開 さまず。 

► 使用ずる電気機器のコネクターをソ 
ケットに差し込みまず。 

P 必ず DC 12 V 、 最大消費電流1 5 A 
(最大消費電力 ISOWii (下）の規格 
に合った電気製品を使用してくださ 
し、。規格外の電気製品を使用ずると 
ヒューズび切れた0、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。 

pi 2 V 電源ソケットにライターを差 
し込まないで < ださい。 

P ソケット内に指などを入れないで 
ください。感電ずるおそれびあり 
ます。 

P エンジンがかかっていないとさは 
12 V 電源ソケットを長時間使用し 
ないで<ださい。バッテ U —があが 
るおそれがあ0まず。 

Pl 2 V 電源ソケットを使用しないと 
さはカパーを閉じて<ださい。異物 
が入ったり、水がかかると故障や 
ショートの原因になりまず。 


I 
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走巧時の注意 



新車の場合、エンジンなどの機械部分 
び馴染むまで r 慣らし運転」ずること 
をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 
とにより、将来にわにってま定しに性 
能を維持することびでさまず。 

最初の1,500 km までは！;■(下のミ主意事 
項を守って < ださい。 

• エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び6,000回転のとをは約 
4,000回転）を超えないよ5に運転 
して < ださい。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けてください。 

• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではなく、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
<ださい。 

• キックダウンや週度のエンジンブ 
レーキは 避けてくださし、。 

• ティップシフト位置 m 、 巧□、 
の ' m は山道などをほ速で走 
行するとをだけ使用してください。 

走行距離び1,500 km を超えたら、ェ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
て < ださい。 


〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後を、慣らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン：走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいまで踏み込むと、 
自動的にほいギアに切り替わり、エ 
ンジンの回転数び上びって素早く加 
速しまず。これをキックダウンとい 
いまず。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部あ巧を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
ず。ほいギアのとさほど効さび強 
<なりまず。 


エンジンオイルの消‘費 

車の使用状況により、1,000 km につ 
さ最大で約11」ットルのエンジンオイ 
ルび消費されまず。 

し iTF のよ5なとをは、エンジンオイル 
の消費量び増加しまず。 

• 新車時 

• 山道など勾配の急な道路を主に走行 
ずるとさ 

• エンジン回転数を頻繁に高回転まで 
上げて走行ずるとさ 

適正なエンジンオイ j レ消費量を維持ず 
るためには、定期的な点検整備び必要 
になりまず。 

週に一度または給油のたびに、エン 
ジンオイル量を点検してください 
([>227ぺージ）。 
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燃料の給油 


A 乂災や爆発のおそれびあ0まず 

給油ずるとさは、必ずエンジンを停 
止して<ださい。また、周囲に燃料 
があるとさや燃料の巧いがずるとき 
は、決して火気をお付けないで<だ 
さい。火災が発生するおそれがあり 
まず。 


心 健康を害ずるおそれびありまず 

肌传あ服に燃料が付着しないよラにミ主 
意して<ださい。燃料び肌に直接触れ 
たり、気化した燃料を吸い込むと、健 
康を害するおそれがありまず。 


心 火災のおそれびありまず 

• エンジンをかけたまま給油しないで 
<ださい。火災が発生ずるおそれが 
あ0まず。 

• 周囲に燃料があるとさや燃料の巧い 
がするとさは、決して火気をお付け 
ないで<ださい。火災が発生するお 
それがお0ます。 

聲環境 

環境保護のため、燃料を地面や排水溝 
などに流さないで<ださい。 



燃料給油口は助手席ドアの下部にあり 


まず。 

助手席ドアが開いているとさに、燃料 
給油フラップを開閉できまず。 

〇 燃料給油フラップを開いた車体側 
にタイヤ空気圧ラベルが貼付してあ 
りまず。タイヤ空気圧ラベルの見か 
たについては0298ページ）をご 
覧< ださい。 

〇 ーターパネル内には給油口の位 
置を示す矢印が表示されていまず。 

燃料給油フラップを開く 

► エンジンスイッチからキーを抜さまず。 
► 助手席ドアを開さまず。 

► 燃料給油フラップを開さまず。 

► 助手席ドアを閉じまず。 
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燃料の給油 


A 事故のおそれびありまず 

燃料給油中は助手席ドアを開閉しなし、 
でください。助手席ドアと給油ノズル 
び接触し、給油ノズルび外れると火が 
び発生ずるおそれびあ0まず。 


キャップを外ず 

► キャップ③を反時計回りにかしゆる 
めてタンク巧の圧力を巧さまず。 

► 圧力び巧けたら、さらに反時計回り 
にまわして給油□から外し、スト 
ラッフ①に吊るしまず。 

キャップを取り付ける 

► キャップ③を給油□に合わせまず。 

► キャップをカチッとい5音びずるま 
で時計回りにまわしまず。 

キャップび確実に固定されているこ 
とを確認してください。 

燃料給油フラップを閉じる 

► 助手席ドアを開さまず。 

► 燃料給油フラップを閉じまず。 

► 助手席ドアを閉じまず。 

〇燃料給油フラップを閉じる前に助 
手席ドアを閉じると、燃料給油フ 
ラップを閉じることびでさません。 

また、助手席ドアを閉じた後に燃料 
給油フラップを閉じよラとずると、 
ドアや燃料給油フラップを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 


〇燃料を給油ずるとさは、 LU 下の点 

にま意して < ださい。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソ U ン 
を使用してください。有鉛ガソ 
U ンや粗悪なガソリン、指定 LU 
外の燃料（高濃度アルコール含 
有燃料など）を使用したり、添 
加剤などを混入ずると、エンジ 
ンなどを損傷ずるおそれびあり 
9 〇 

• 軽油を燃料として使用したり、 
燃料にミ屋ぜて使用しないでくだ 
さい。か量をミ居ぜただけでをエ 
ンジンなどを損傷ずるおそれび 
ありまず。また、このよラな場 
合は保証の適用外になりまず。 

• 誤って軽油を給油してしまった場 
合は、ミ央してエンジンを始動しな 
いでください。輕油び燃料供給系 
部品全体にまわるおそれびありま 
す。誤って合油した場合はメルセ 
デス-ベンツ指定 サービス エ場に 
連絡し、燃料タンクや燃料系部品 
を交換してください。 

• 目的地までホ裕ををって走れる 
よラに、十分な量を補給して< 
ださい。 

• 燃料給油□には、純正品 LU 外の 
キャップを使用しないで < ださい。 
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P セルフ式のガソリンスタンドなど 

で給油するとさは必ず(下の点を 

守0、安全に十分ミ主意して作業を行 

なって <ださい。 

• エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さい。 

• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をする人！;(外は燃料給 
油口に近付かないで<ださい。 

• 給油作業をする人は、作業の前に 
金属部分に触れるなどして身体の 
静電気を除去してぐださい。 

身体に静電気を帯びていると、放 
電による火花で燃料に引火した 
0、火傷をずるおそれがあ0まず。 

. 作業中は車内に戻らないでくださ 
し、。帯電するおそれがありまず。 

• キャップの取りがし/取り付け 
(>196ページ）は確実に行なし、 
火気を近付けないよラにして< 
ださい。 

• 燃料が塗装面に付着しないよ5に 
注意して<ださい。塗装面を損傷 
するおそれがあ0まず。 

• 給油ノズルは給油口の輿まで確 
実に差し込んで < ださい。 

• 給油が自動的に停止したら、それ 
上は給油しないで<ださい。燃 
料漏れのおそれや、エンジンが不 
調になった0停止ずるおそれがあ 
りまず。 


• 手動で給油しているときは、状 
況を見ながら、給油の勢いを強 
<しないでゆっくりと給油して 
<ださい。燃料が吹さこぼれる 
おそれがあ0まず。 

• 気化した燃料を吸い込まないよ 
うにま意してください。 

• ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ているミ主意事項を遵守して<だ 
さい。 
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荷物の積み方 


荷物の積みち 


荷物を積むとさの注意点 

A けびのおそれびありまず 

荷物を積むとさは、じ(降に記載されてい 
るま意点を守り、確実に固定してくださ 
い。急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに前ちに放り出されて、棄 
員がけがをするおそれがあ0ます。 
荷物を積むときは、 r 荷物の固定0202 
ページ)」ち)ご覧ください。 

また、荷物を積むとさのミ主意点を守つ 
たとしても、荷物を積むことにより、 
事故などのとさに乗員がけがをずる巧 
能性は高まりまず。 


心 事故のおそれびありまず 

制限重量（1>301ページ）を超える荷 
物を積まないでください。タイヤの 
剛性や走行安定性に悪影響をおよぼ 
し、車両操縦性が変化した0、制動 
距離が伸びるおそれがおります。 


心 けびのおそれびありまず 

荷物固定用の装備が、事故などで損傷 
したり強い負荷を受けたとさは、必 
ず^ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けて < ださい。荷物 
を正しく固定ずることがでさず、事 
故のとさなどに乗員がけがをするお 
それがあります。 


荷物の積みちは車の走行安定性に大さ 

<影響します。 LU 下の点に注意して< 

ださい。 

• 荷物はでさるだけ乗車していない 
シートの後方に積んで<ださい。 

• 荷物をバックレストより高<積み上 
げないで < ださい。 

• ウインドウに荷物が当たらないよう 
にま意してください。ウインドウを 
損傷したり、リアデフォッガーの熱 
線を断線ずるおそれがあ0まず。 

• 大さな荷物を積まないとさは、セカ 
ンド シー トとサ ー ド シー トにへ ッ ド 
レストを取り付け、バックレストを 
確実に起こしてください。 

• 荷物はシートの背面に接ずるよ5に 
積んでください。 

• 大さい荷物や重い荷物は車の中む近 
< (ラゲッジルーム前方）の低い位 
置に積み、確実に固定して < ださい。 

• サードシートに人を乗せないとさ 
は、左ちのシートベルトプレート 
を反対側のバックルに差し込んで、 
シートベルトが交差ずるよ5にして 
<ださい。 

• 極端に重い荷物を積まないで<ださ 
し、。ヘッドランプ照射角度調整ダイ 
ヤル*を使用しても、へッドラン 
プの照射角度が正しい角度に保てな 
<なりまず。 

© ENR 装備車のへッドランプ照射角 
度は自動的に調整されまず。 

• 燃料を入れた容器やスプレー吿など 
を積まないでください。引火や爆発 
のおそれがあ0ます。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B こな〇芭6が田 
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荷物を積む前に 


► タイヤの空気圧を点検し、必要であ 
れば適正に調整しまず。 

► ENR 装備車は、必要に応じて車高 
を下げまず。 

► 走行中などに荷物び滑るのを防ぐた 
め、ラゲツジルーム巧を清掃し、乾 
燥した状態にしまず。 

► 必要に応じて、ラゲツジルームに滑 
り止めのマツトを敷をまず。 

〇滑り止めのマツトに変おや損傷び 
見られたとさは、ずみやかに交換し 
て < ださい。 

荷物を積むと定 

► 制限重量(>301ぺージ）を確認し 
ます。 

► シートを適切に配置しまず。 

►荷物を確実に固定しまず（[>202 
ぺージ)。 

荷物を積んだあと 


► 走行前に荷物び確実に固定されてい 
ることを確認しまず。 

長時間の走行時は定期的に荷物の状 
態を確認します。 

► ドアやスライデイングドア、テール 
ゲートを確実に閉じまず。 

A 中養のおそれびありまず 

エンジンをかけた状態でテールゲート 
を開いたままにしないで<ださい。扫 f 
気ガスび車内に入り、意識不明になつ 
た0、中毒死するおそれびあります。 


► ENR 装備車は、車高を自動調整モー 
ドに しまず。 

► ENR 非装備車は、必要に応じて、 
へッドランプの照射角度を調整しま 
ず0124ぺージ）。 

► 荷物の量に応じて、タイヤ空気圧を 
調整しまず0298ページ）。 

► 荷物による重む位置の変化にま意し 
て走行^します。 


ソートの酉！::置 

セカンドシートとヴードシートの配置 
により、ラゲ ツジルームの レイアウト 
を変更でさます。 

荷物の重むが、でさるだけ低 < 車両の 
中むに<るよ5に、荷物を積んで<だ 
さし、。 

シートの移動や脱着については、 
([>82、88ページ）をご覧ください。 

A 事故のおそれびありまず 

• シートの配置を変更したり、シー 
卜を取り外したとをでも、荷物 
を積むとさは、荷物を確実に固定 
してください。急ブレーキ時や事 
故のとさなどに荷物が放り出され 
て、柔員がけがをするおそれがあ 
りまず。 

• セカンドシートを後ろ向きに取り 
付けた状態で走行しないで<ださ 
し、。荷物が放り出されて、乗員が 
けがをずるおそれがあります。 
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• シートに乗車ずるときは、シート 
レッグの中央部がシート標準位置 
範囲内になっていることを確認し 
て<ださい。ブレーキ時などにシー 
卜が動き、乗員がけがをするおそ 
れがあります084、89ページ）。 

• シートの取り付け部やシートレー 
ルなどを改造しないでください。 

〇荷物は重量び巧等になるよ5に積 
み、一部に偏らないよ5にして<だ 
さい。荷物の積みかには走行ま定性 
に大さく影響しまず。 

〇 サードシートは後ろ向をに配置で 
さません。 

〇 シートの取り付け位置によって 
は、他のシートと接触ずるため、バッ 
クレストの調整範囲が限られる場合 
がありまず。 

〇 チャイルドセーフテイシートを装 
着するときはチャイルドセーフテイ 
シートの取扱説日月書に従って < ださ 
し、。チャイルドセーフテイシートに 
ついては（[>38ページ）をご覧く 
ださい。 


シート配置の例 



①セカンドシート：前向き 

サードシート： 3列目に取り付け 



③セカンドシート：後ろ向き 

ヴードシート： 3列目に取り付け 



③セカンドシート：前向き 
サードシート：取り外し 



④セカンドシート：取り外し 

サードシート： 3列目に取り付け 


B こな〇芭6邮田 
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⑥セカンドシート：ひとつだけ2列目に前向き 
ヴードシート：ち側シートだけ 


⑥セカンドシート：ひとつだけ2列目に前向き 
サードシート：取り外し 



③セカンドシート：取り外し 

サードシート： 2列目に取り付け 


⑧セカンドシート：ひとつだけ3列目に前向き 
サードシート：取りがし 


③セカンドシート：取りがし 
サードシート：取りがし 

荷物固定用リング 

/h けびのおそれびありまず 

荷物固定用 U ングには均等に力がかか 
るよラにして<ださい。急プレーキ時 
が急な進路変更時、事故のとをなどに 
荷物が放り出されて、乗員がけがをす 
るおそれがあります。 

荷物を固定するとさは、(下の点に注 

意して < ださい。 

. 荷物固定用 U ングを使用して、荷物 
を固定して < ださい。 

• 伸縮性のあるストラップやネットは 
軽い荷物のずれを防ぐためのちので 
す。これらを使用して荷物を固定し 
ないで <ださい。 

• 固定用具が荷物のとがった部分や角 
に当たらないよ5にして < ださい。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に力 
パーを して < ださい。 

. 荷物固定用 U ングに均等に力がかか 
るよラにして < ださい。 





I 
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荷物の積み万 


• できるだけずベての荷物固定用リン 
グを使用してください。 

• 荷物固定用 U ングに過大な力びひか 
らないよラにして < ださい。 

• 固定用具の取扱説明書をお読み< 
ださい。 

• ストラップで荷物を締め付けるとさ 
は、荷物の上で交差ずるようにかけ、 
荷物の重量び各荷物固定用 U ングに 
巧等にかかるよラにしまず。特に締 
め付け具を使用ずる場合は、荷物固 
定用 U ングに過大な力びかからない 
よ5にミ主意してください。 



①荷物固定用リング 


(セカンドシート足元左ち） 

セカンドシートの足元左ちに荷物固定 
用1」ングびありまず。 


着脱式荷物固定用リング 



①シートレール 
③巧物固定用リング 

シートレールに荷物固定用 U ングを着 
脱することびでをまず。 

着脱式荷物固定用リングは、セーフ 
ティネットの下部装着部と同じ方法で 
着脱を行なし''まず。 

詳しくは（杉204ページ）をご覧くだ 
さし、。 


荷物の固定 

A けびのおそれびありまず 

荷物は必ず固定して<ださい。荷物を 
固定しないと、急ブレーキ時や急な進 
路変更時または路面の悪い道路を走行 
したとさなどに、荷物び前ちに放り出 
されて、乗員がけがをするおそれがあ 
0ます。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B こな〇芭6邮田 
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ラゲツジネット 



①ラゲッジネット 
©固定部（上側） 
③固定部（下側） 


軽い荷物を収納するとさに使用して< 
ださい。 

ラゲッジネット①のフックを固定部® 
と固定部③にかけて使用しまず。 


A けびのおそれびありまず 

• 荷物を積むとさは、荷物が前方に放 
り出されて、乗員がけがをしないよ 
ラ、必ずラゲッジネットを使用して 
<ださい。 

• ラゲッジネットには軽い物だけを収 
納して < ださい。ビンやち、割れや 
ずい物、鋭利な形状の物を入れない 
で < ださい。 

• ラゲッジネットを使用するとさで 
を、荷物は必ず固定してください。 


Q ラゲツジネツトは重い荷物を固定 
することはでさません。重い荷物を 
積むとさは□ープやストラップで正 
し < 固定して < ださい。 

セーフ テイネット* 


セーフティネットは、 LU 下の位置に取 
り付けることがでさまず。 



(下図）サードシート後方に取0付け 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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荷物の積み万 


心 けがのおそれびありまず 

• セーフテイネットは必ず張りを持た 
せて使用してください。走行中に 
セーフテイネットが外れると、荷物 
が放0出されて乗員がけがをするお 
それがお0まず。 

• セーフテイネットは補助的なをの 
で、急ブレーキ時や事故のとをなど 
に重い荷物が放り出されるのを防ぐ 
ことはでさません。セーフテイネッ 
卜を使用すると量でち、荷物は必ず 
固定して < ださい。 

• セーフテイネットを取り付けたとさ 
は、セーフテイネットのすぐ後ろの 
シートには乗車しないでください。 



上部固定部（フ□ントシート上部) 


セーフティネットを取り付ける 

► ストラップ（杉20日ページ）が後方 
を向くよラにして、セーフティネッ 
卜上部のフックを左ちの上部固定部 
①にかけまず。 

〇 上部固定部は、セカンドシート左 
ち上部、サードシート左ち上部にち 
ありまず。 



下部装着部をシートレールの巧に差し込んでス 
ライドさせた状態。（左上）下部装着部の持ち 
かた 


► 下部装着部のボタン④を押して、ス 
トッパー③の両端をつまみまず。 

► ストッパー③びシートレールに巧し 
て横になった状態で、□ック③を 
シートレールの巧に差し込み、巧と 
巧の間の位置にスライドさせまず。 

► フック⑥を持って、巧と巧の中間の 
位置になるように調整しまず。 

〇 下部装着部び動きにくいときは、 
フック⑥を持って、全体をまわずよ 
ラにしなびら動かしまず。 

〇 シートレールや□ック③に涵滑剤 
などをか量塗布ずると下部装着部び 
動かしやず< な0まず。 



ストツバーを90度まわして、下部装着部をシー 
トレールに固定した状態 


B こな〇芭6が田 
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► ストッパー③を9日度まわしまず。 
ストッパー③が シートレールの 巧に 
入りまず。 

下部装着部が確実にシートレールに 
固定されていることを確認して<だ 
さい。 

〇 下部装着部の位置び巧と巧の中間 
になっていないとストッパー③び 
シートレールの巧に乂〇ません。 



バックル⑥を倒して、 
を固定します。 


セーフテイネットのストラップ⑦を 
強 < 引をまず。 

ストラップ⑦びゆるまないように、 
バックル⑧を倒して、ストラップ⑦ 
を固定します。 



セーフテイネツトを取りがず 

►バックル⑧を起こして、ストラップ 
⑦をゆるめます。 


セーフテイネツトのストラップ⑦を 
強 < 引さまず。 


ストラツプ⑦ 


〇かし走行した後で、セーフテイ 
ネットび十分に張っていることを確 
認してください。 

セーフテイネットをフ□ントシート後 
ちに取り付けた状態でフ□ントシート 
を調壁ずる 

フ□ントシートを調整ずるとセーフ 
テイネットに接触ずるときは、じ(下の 
手順でセーフテイネットを張り直して 
<ださい。 

►ストラップのバックル⑧を起こし 
て、ストラップ⑦をゆるめまず。 

► フ□ントシートを調整しまず(>79 
ページ）。 



下部装着部 

► 下部装着部のストッパー④の両端を 
つまみなびら、ストッパー④を90 
度まわします。 

► □ック③びシートレールの巧のとこ 
ろにくるように下部装着部をスライ 
ドさせまず。 

〇 下部装着部び動さにくいとさは、 
フック⑧を持って、全体をまわずよ 
5にしなびら動かしまず。 
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〇 シートレールや□ック③に涵滑剤 
などをか量塗なずると下部装着部び 
動かしやず<な0まず。 

► 下部装着部を取り外しまず。 

► セーフティネットを上部の装着部か 
ら外しまず。 

ラゲツジルームカバー* 



■© 


U — j レ③のち端の U —ルエンド①を 
左側に引いて、 U —ル取り付け部③ 
から取り外しまず。 


@ 


© 



ヴードシート後方ち側の取り付け部 

セカンド シー トまたは サー ド シー ト後 

方に取り付けることびでさまず。 

ラゲッジ ルームカバーを 取り付ける 

► U — J レ③の左端を左側の U —ル取り 
付け部にはめ込みまず。 

► U —ルエンド①を左側に引きなび 
日、ち側の U —ル取り付け部③に合 
わせます。 

► U — ルエンド①をち側にずらし、 
U —ル取り付け部③に固定しまず。 

〇リー ル取り付け部は、セカンド 
シートのバックレスト後方左ち、 
サードシートのバックレスト後方左 
ちにありまず。 

ラゲッジ ルームカバーを 取り夕1•ず 

► ラゲツジ ルームカバー を U —ル③に 
収納します。 


ラゲッジ ルー ム カバーを 使用ずる 

► フラップ®を持ち、ラゲッジルー 
ムカバー④をリールから引き出し 
まず。 

► フラップ®左ちの□ッドをフック® 
に差し込みまず。 

A けびのおそれびありまず 

ラゲッジ ルームカバーの 上に荷物など 
を置かないでください。荷物び放0出 
されて、柔員びけびをずるおそれびあ 
0まず。 


ラゲッジ ルームカバーを 収納ずる 

► ラゲッジルームカバー④のフラップ 
⑥を後方に引いて、左ちの□ッドを 
フック⑥ひら外しまず。 

► フラップ⑧を持ち、ラゲツジルーム 
カバー④を U —ルに収納しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B こな〇芭6が田 
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A 事故のおそれびありまず 

• ルーフレールにルーフラックがア 
タッチントを取り付けるとさは、 
製品に添付の取扱説明書に従って 
ください。取り付け方を誤ると、 
乗員がけがをした0、事故の原因 
になります。 

• ルーフの最大積載量（約 1 00 kg ) 

を超えないよラミ主意してください。 
また、ルーフに荷物を積んでいる 
とさは、車の重む位置が変化し、 
走行安定性に影響を与えまず。運転 
するときは十分ま意してください。 

D 推奨品(がのルーフラックやア 
タッチントを取り付けると、車を 
損傷するおそれがありまず。 

〇 ルーフラックやアタッチントは 
Daimler AG の推奨品の使用をお勧 
めします。詳しくはルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 


であることやバッテリーの液量や充 
電状態に不足がないことを点検して 
<ださい。 

エンジンオイル 

車を使用ずる場所のが気温度に合わせ 
たグレードと粘度のエンジンオイルを 
使用してください。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には夏用と冬用の2 
種類がありまず。冬用の純正ウォッ 
シャー液を使用してください。 

ウィンタータイヤ/スノーチェーン 

積雪地域では、ウィンタータイヤやス 
ノーチてーンが必要でず（[>21日ペー 
ジ)。 

スノーチェーンは、 Daimler AG (Dm 
定品を使用して<ださい。取り扱いに 
ついては、 スノーチェーンに 添付され 
ている取扱説日月書に従ってください。 


〇ラゲツジ ルーム カバーを リールに 
収納するときは、フラツプを持って、 
ゆっ<りと収納させまず。手を放ず 
と、身体や物を挟んだり、カバーな 
どを損傷するおそれがありまず。 


寒冷時には、通常とは異なった取り扱 
いが必要でず。必ず下のを意事項を 
守って < ださい。 

冷却水/バッテリー 


ルーフレール* 

ルセプ'ス■ベンツ指定サービスエ 1 


場で、冷却水の不凍;仪の濃度が適正 1 


寒冷持の取り扱い 


三な0お S が B 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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寒を時の取り扱い 


を季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
とさは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤び付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。 

凍結防止用の塩類をま<地方の場合、 
かなくとを1年に一度ボディ下回りの 
防鐘処理をすることをお勧めしまず。 

積雪 

ボディやウインドウに雪び積もったと 
をはずベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を妨げるおそれび 
ありまず。 

ドア やテールゲート のま結 

ドアや テールゲー トび凍結している 
とさは、け下のよ5な方法で走行ず 
る前に解凍ずるか、氷を取り除いて 
<ださい。 

• 氷を取り除くとさは、樹脂製のへ 
ラなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを傷付けないよ5にミ主意して 
<ださい。 

• ドアやテールゲートび凍結して開 
かないときは、開口部周囲1しめる 
ま湯をかけ、解凍してから開いて 
ください。また、 キー シ1」ン ダー 
にはめるま湯びかからないよラに 
して < ださい。 

• 再凍結を防止するため、余分な水分 
はきれいに巧さ取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやテール 
ゲートを開こラとずると、周囲の 
防水シールを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


ボディ下部の着氷 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
サスペンションなどに雪や氷塊び付 
着していにり、凍結していると、ボ 
ディを損傷したり、車のコント□一 
J レを失って事故を起こずおそれびあ 
りまず。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよ5にま意しなび 
日、雪や氷塊を取り除いてください。 

• 走行中にを、はね上げた雪や水しぶ 
をび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの巧側に付着し、ステ 
アリング操作びでさなくなるおそれ 
びありまず。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊び付着していると 
さは、大さくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどのま結 

ワイパーやドアミラー、ウインドウ、 

電動デュアルスライディングドア*、 

スライディングルーフ * などび凍結 

しているときに、無理に動かずとモー 

ターを損傷するおそれびありまず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 

ず解凍してから操作してください。 

また、ドアミラーは手で動かさないで 

<ださい。 


B こな〇芭6が田 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 




寒冷時の取り扱い 
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柔車前に 

靴底などに付着した雪や氷を取り除い 
てから乗車してください。ペダルを操 
作するとをに滑ったり、車内の湿度び 
高くなってウインドウの巧側び曇りや 
す < なりまず。 

雪道を走行ずるとを 

雪道や凍結路面ではタイヤび非甫に滑 
りやずくなっていまず。十分な車間お 
離を確保し、いつをより控えめな速度 
で慎重に走行してください。 

ま全な走行と車両操縦性を確保ずるた 
め' i ツ下のを意事項を守って < ださい。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してくださし)。 

• クルーズコント□ール*を使用し 
ないで < ださい。 

-急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どを避けて < ださい。 

• シフトダウンによる急激なエンジン 
ブレーキは 効かせないで<ださい。 

-ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
し、ブレーキの効さび悪<なること 
びありまず。 

このよラなとさは、後続車にミ主意し 
なびらほ速で走行し、ブレーキの効 
をび回復ずるまでブレーキペダルを 
数回軽 < 踏んで < ださい。 


雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったとさは、マフラー 
(排気ガスの出 □) と車の周囲から雪 
を取り除いてください。排気ガスび車 
内に侵入して<るおそれびありまず。 

A 中毒のおそれびありまず 

マフラーなどび雪に埋をれた状態でエ 
ンジンをかけていると、排気ガスび車 
内に入0、一酸化炭素中毒を起こした 
り中毒死するおそれびあ0ます。 


駐車ずるとを 

寒を時や積雪 i せ帯での駐車時は！; TF の 

点にミ主意してください。 

-パーキングブレーキび凍結ずるおそ 
れびある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、セレクターレバーを 
庄IIに入れ、確実に輪止めをして 
<ださい。 

-でさるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンび;ちえずざない 
よラにして < ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないでく 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷ずるおそれびありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ1」ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでくださし、。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、乂災や故障の原因になりまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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寒を時の取り扱い 


ウィンタータイヤ _ 

外気温度が約 rcLi (下のとさや雪道や 
凍結路を走行するときは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めしまず。 

このよラな路面状況では、ウィンター 
タイヤを装着することで ABS や ASR 、 
BAS やヒルスタートアシスト 、 ESP 
の効果が発揮されまず。 

装着ずるウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とち同じ銘柄のちの 
にして < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

• ウィンタータイヤの装着時に、応 
急用スペアタイヤ*を装着ずると、 
走行安定性や制動力が大さ < 低下す 
るのでミ主意してください。 

• スペアタイヤ M ま応急的に使用し、 
できるだけ早くウィンタータイヤに 
戻してください。 

• ウィンタータイヤの溝の深さが約 
4 mm U ■(下になったときは、必ず新 
品と交換してください。 

〇回転方向び指定されているウィン 
タータイヤは、タイヤ側面に記され 
た回転方向の矢印などの指おに従っ 
て装着してください。 

P ス U ップサイン（別冊「整備手帳」 
参照）び現われたら、ウィンタータ 
イヤをすぐに交換して < ださい。 

P ウィンタータイヤを装着していて 
を、雪道や凍結路面では、クルーズ 
コント□ール*は使用しないでく 
ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


Q 取り外したウインタータイヤ/ホ 
イールは、オイルやグ U —ス類、燃 
料などの付着ずるおそれのない、乾 
燥した;ち暗所で保管してください。 

《ウインタータイヤについて、詳しくはメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 


r スノーチェーン 

ウインタータイヤでを走行び困難なと 

きは、スノーチェーンを装着してくだ 

さぃ。 

• スノーチェーンは、 Daimler AG の 
指定品を使用してください。取り扱 
いについては、スノーチェーンに添 
付されている取扱説明書に従ってく 
ださい。 

• スノーチェーンは必ず後輪に装着し 
て < ださい。 

• スノーチてーン装着時の最高速度 
については、スノーチェーンに添 
付されている取扱説明書に従って 
<ださい。 

• スノーチェーン装着時は ASR の機 
能を解除したほ5び走行しやずい場 
合びありまず。 

《スノーチェーンについて、註しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたずねください。 

〇指定品 Li (外のスノーチェーンを装 
着すると、タイヤから外れたり、車 
体に接触ずるおそれびありまず。 

〇スノーチェーンの脱着は、周囲の 
交通を妨げない、ま全で平坦な場所 
で行なってください。 

〇路面に雪や凍結びなくなったとさ 
は、スノーチェーンを外してくだ 
さし、。 


B こな〇芭6邮田 
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オイル-液類/バッ; 


オイル•液類に関ずる注意 

オイル-液類には政下のちのが含まれ 
ます。 

• 燃料 
• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランス三ッシヨンオイ J レ、 
ノ くワーステア U ングオイルなど） 

•ウオッシヤー液 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
て < ださい。 

詳し<は、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

〇 指定品がのオイル-液類を使用 
したとさは、該当箇所だけでな<関 
連箇所に不具合が生じてち、保証を 
適用でさないことがありまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

オイル-液類は子供の手の届かない場 
所に保管してください。また、火気の 
おくには保管しないでください。 

オイル-液類が目や粘膜、傷に触れな 
いよラにしてください。万一目に入つ 
たり皮膚に付着したとさは、ただちに 
清潔な水で十分に洗い流し、医師の診 
断を受けてください。 


聲環境 

オイル•液類は、環境に配慮して廃棄 
して < ださい。 


ブレーキ 液 _ 

定期的に; > g レセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
くはルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


指定品目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


心 事故のおそれびありまず 

ブレーキ液を補給するとさは、づ S や 
水分が I 」ヴーブタンクの中に入らない 
よラにしてください。たとえルさなづ 
S でち、ブレーキが効かな<なるおそ 
れがおりまず。 

ブレーキ液は使用している間に大気中 
の湿気を吸収して劣化します。劣化し 
た状態で使用すると、過酷な条件下で 
はべーノて一□ックが発生ずるおそれが 
あります。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や急 
な下り坂などでブレーキペダルを踏み 
続けると、ブレーキ液が沸騰して気泡 
が発生し、ブレーキペダルを踏んでち) 
圧力が伝わらず、ブレーキが効かなく 
なる現象のことです。 








エンジンオイル 

〇エンジンオイルに添加剤を使用し 
ないで<ださい。エンジン内部の摩 
耗び進んだり、エンジンを損傷ずる 
おそれびありまず。添加剤を使用し 
て故障び発生したとさは、保証の巧 

I 象がになりまず。 

B エンジンオイルは、使用している 
5 間にミちれた0劣化ずるだけでな<、 
な 消費され減かしまず。定期的に点検 
g し、必要であれば必ず補給ちしくは 
g 交換してください。 

^ 使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
ごい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用する場所の外気温度に合わせて選 
おしてください。 



冷却水 _ 

を却水は時間の経過ととをに劣化しま 
ずので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださし、。 

また、冷却水の補給び必要なとさは 
必ず指定品を使用して補給して< だ 
さい。 

A 火災のおそれびあ0まず 

冷却水をエンジンルームにこぼさな 
いで<ださい。発火ずるおそれがお 
0まず。 

不凍液の濃度 

通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用しまず。 

車を使用ずる地域の最低気温によって 
濃度を変えまず。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約日日％ 

- 37で 

約55% 

- 45で 

〇不凍液の濃度は約50%から約 


55%の間にしてください。濃度を 
約55%政上にずると、冷却性能が 
低下します。 
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心 爆発のおそれびあ0まず 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラとさは、火をお付けたり、 
近くで喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A けびのおそれびありまず 

燃料び皮膚やを類に触れないよラに 
を意して < ださい。 

燃料び皮膚に直接触れたり、気化し 
た燃料を吸い込むと、健康に悪影響 
を与えます。 

〇軽油を給油しないでください。ま 
た、軽油をミ居ぜにガソ U ンを給油し 
ないでください。か量でを軽油を給 
油すると、燃料噴射システムを損傷 
するおそれびありまず。誤って軽油 
を給油して故障び発生したときは、 
保記の対象外になりまず。 

[ I 指定(外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用ずると、燃 
料系部品の腐食や損傷などによりエ 
ンジンを損傷しにり、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。指定 LU 外の 
燃料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 

〇燃料に添加剤を使用しないでくだ 
ごい。エンジン内部の摩耗び進んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。添加剤を使用して故障び発 
生したとさは、保証の対象外になり 
ます。 


燃料消費について 


1；( 下のよ5な状況では、燃料をより消 
費しまず。 

• 気温が非常に低いとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 

平環境 

C 02 (こ酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因となります。 

禮やかな運転をむびけ、定期的に点検- 
整備を行なラことにより、 C 0 2 排出量 
を最小限に抑えることがでさまず。 


オートマチックトランスミッション 
オイル _ 

オートマチックトランス三ッションオ 

イルの交換については、別冊「整備手 

帳」をご覧ください。 

〇オートマチックトランス三ッショ 
ンオイルは専用品のみを使用して< 
ださい。 

口才ートマチックトランス S ッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランス S ッション内部の 
摩耗が進んだり、トランスミッショ 
ンを損傷ずるおそれがありまず。添 
加剤を使用して故障が発生したとさ 
は、保証の对象がになりまず。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルの漏れを見つけたり、卜 
ランスミッションの作動に異常を 
感じたときは、ルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


I 
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曰常の手入れ 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには 、 Daimler AG が指 
定する用品のみを使用して < ださい。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 中毒や火災のおそれびありまず 

一部の含成クリーナーなどには、有機 
溶剤や可燃性物質が含まれていること 
がありまず。カーケア用品を使用ずる 
とさは、必ず添付の取り扱い上のミ主意 
を読み、指示に従って<ださい。 

車内でカーケア用品を使用ずるとをは 
ドアやドアウインドウを開き、十分に 
換気してください。有機溶剤による中 
毒を起こした0、静電気び可燃性ガス 
に引火して火災を起こすおそれがあり 
ます。 

車の手入れをするとさに、ガソリン 
やシンナーなどを使用しないでくだ 
さい。中毒を起こしたり、気化ガス 
に引火して火災を起こずおそれがあ 
0まず。 

カーケア用品は、子供の手が届くとこ 
ろや火気の近<に置いたり保管しない 
で < ださい。 

9環境 

クリーナー類やカーケア用品は、環境 
に配慮して廃棄してください。 


• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで払い落として<だ 
さい。 

• かなくとち月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石により塗装面を損傷ずると、 
謂の原因になりまず。早めに補修を 
行なって < ださしん 

. 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

-泥や虫の死がい、鳥のふん、樹液、 
油脂類、および燃料などが付着した 
ときは、ずみやかに拭き取ってくだ 
さい。特に、鳥のふんは塗装面を損 
傷しやずいので、でさるだけ早く水 
で洗い流して < ださい。 

• 凍結防止剤が散巧してある道路を走 
行したとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフェンダー内を洗い流 
して < ださい。 

• 直射日光が強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットが熱<なってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れを 
ずると、塗装面を損傷ずるおそれが 
ありまず。 

-ボディの表面にステッカーやフィル 
ム、マグネットなどを貼り付けない 
で< ださい。塗装面を損傷ずるおそ 
れがあ0まず。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより謂などが発生したときは、 
早めに ルセデス • ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で補修ずることをお勧め 
しまろ。 


B こな〇芭6が田 
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• プラスチック部分は、か量の中性洗 
剤などを混ぜた水を柔らかい巧に含 
ませて巧さ取りまず。 

また、乾いたなや目の粗い巧、かた 
し、巧などを使用したり、強くこずら 
ないで< ださい。表面を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

-卜 U ムなどの部分は、水で湿らせた 
柔らかい巧を使用して巧を取りま 
す。頑固なミちれにはか量の石けん水 
を使用します。 

また、有機溶剤を含むク U —ナーな 
どは使用しないでください。トリム 
などを損傷ずるおそれびありまず。 

-ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線びプ U ントされている車種びあ 
りまず。ガラス面の内側を清掃ずる 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿って巧さ 
取り、傷を付けないよ5にま意して 
<ださい。 

また、 乾いた巧で拭いたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないでください。 

-ウインドウに遮光フィルムなどを貼 
り付けるとラジオなどの電波の受信 
性能びほ下ずるおそれびありまず。 
詳しくはメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


心 けびのおそれびあ0まず 

エアバッグの収納部分には、有機を 
剤を含むク U —ナーなどを使用しな 
いで<ださい。エアバッグび正常に 
作動しなくなり、けびをずるおそれ 
びあ0まず。 


「外装 

洗車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこ 
0などを洗い流しまず。 

► 水にカーシヤンプーなどを混ぜた洗 
ミきあを用意し、車全体にかけまず。 
外気取り入れ□付おでは少量にし、 
ダクト内に洗ミきあび残らないよラに 
ま意して < ださい。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流しまず。 

► 洗車後は、ずみやかに水滴を巧を取 
りまず。 

洗車時のを意 

洗車をずるとさは、じ(下の点にミ主意し 

て < ださい。 

-水び凍るよラな寒いとをや直射日光 
び強く当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱<なっているよラな 
とさは洗車をしないで<ださい。 

-虫の死びいなどは、洗車前に取り除 
いて < ださい。 




コールタール やアスフ アル トのミちれ 
は、乾いてしまうと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 
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• 洗車をするとさはマフラーやその周 
辺にま意して<ださい。マフラーや 
その周辺に触れて乂傷をしたり、け 
びをずるおそれびあ0まず。 

• スライディングドア側面および車体 
側にある金属プレートや端子は、水 
または水とシヤンプーを含ませた柔 
らかいなで清掃してください。 

また、これらの部分には、オイルや 
グリース、異物などび付着していな 
いことを確認してください。 

パークト□ニックセンサー* 



①バーク ト □ニックセンサー （フ □ン ト） 


• パークト□ニックセンサーを清掃ず 
るとさは、乾いた巧、目の粗い巧、 
かたし^巧などは使用しないでくださ 
し、。また、純正じ(外の手入れ用品を 
使用した0、強い力で乾巧さしない 
でください。センサーを損傷ずるお 
それびあ0まず。 

• 高圧式スプレーガンやスチームク 
U — ナ ーで パークト□ニックセン 
サーを清掃しないでくだごい。セン 
サーや塗装面を損傷するおそれびあ 
りまず。 


へツドランプ 


へッドランプを含むランプ類は樹脂製 
レンズでず。流水または水とカーシャ 
ンプーを混ぜた洗浄液で洗い流して< 
ださい。有機溶剤や強アルカ U 洗剤な 
どを使用ずると、レンズを損傷ずるお 
それびありまず。また、乾いた巧など 
で強<こずると細かい傷を付けるおそ 
れびありまず。 


高圧式スプレーガンの使用 _ 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用してください。 
水圧び高ずざると、塗装面を損傷ず 
るおそれびありまず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルを LU 下 
の部分に近付けないでください。水 
圧び高いため、車内に水び侵入した 
り、防水シールや塗装面を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

◊ウインドウガラス接合面 
◊ ボディ；くネルの継ぎ目部分 
◊サスペンション 
〇電気装備 
〇コネクター類 

◊ベア U ングやプ□ペラシャフト 
などのドライブトレイン 

• 高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び高 
し、ため 、タイヤを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

• 高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーでサイドビューカメラを清 
掃しないでください。カメラや塗装 
面を損傷するおそれびありまず。 


B こな〇芭6邮田 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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自動洗車機の使用 _ 

自動洗車機で洗車するとさは(下の点 

にミ主意して < ださい。 

• 高圧洗浄を行な5自動洗車機は使用 
しないで< ださい。ドアやスライ 
ディングルーフ*などから水漏れ 
を起こずおそれがありまず。 

. 車のミちれがひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをして < だ 
さい。 

. 自動洗車機が車のサイズに合ってし、 
ることを確認してください。 

-洗車前にドア S ラーを格納して<だ 
さい。 

• ワイパーの作動モード（[>131ペー 
ジ）を停止の位置にして<ださい。 

• 回転ブラシのかたさによっては、細 
かな傷が付さ、塗装面の光沢が失わ 
れたり、劣化を早めるおそれがあり 
ます。 

. 洗車後は、フ□ントウインドウやワ 
イパーブレードに付着した洗浄液を 
拭さ取って < ださい。 

-ドアウインドウやベンチ レーシヨ ン 
ウインドウが完全に閉じていること 
を確認して < ださい。 

• 余熱ヒーターが停止していることを 
確認して < ださい。 


ぶイール _ 

-走行した直後は、ブレーキディスク 
やぶイールに直接水などをかけない 
で<ださい。ブレーキディスクが熱 
いとさに急激に冷やずと、ディスク 
を損傷するおそれがありまず。 

. ホイールには酸性のホイールクリー 
ナーを使用しないで < ださい。ホ 
イールやぶイールボルトが腐食ずる 
おそれがあ0まず。 

-ホイールクリーナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食するおそれがあり 
まず。 

このよラなとさは、しばら<走ネ子し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださい。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転していただ<ためには、 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で 
点検整備を受ける必要がありまず。 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で 
は UTF のよラな点検を行ないまず。 

Daimler AG 指定の点検整備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目がありまず。これらは;メンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検整備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施ずるちのでず。次 
の点検時期を示すステッカーがフ□ン 
トウインドウに貼付してありまず。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

整備手帳 


車には整備手帳が備えてありまず。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認して < ださい。 

曰常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、曰苗、車を使用するときに、お客 
様ご自身の判断で実施していただ<点 
検です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異常が発見され 
た場合は、ずみやかに^ルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


メンテナンスインジケーター画面 



走行距離や経過時間などに応じて、 
一力一指定点検整備の実施時期を表 
/J \ し 9 〇 


ンテナンスインジケーター画面が表 
示されたとさは、一力一指定点検整 
備を行なって < ださい。 

自動表示機能 

次の^一力一指定点検整備の実施時期 
が近付くと、エンジンスイッチを2の 
位置にしたとさやエンジンがかかって 
いるとさに、><ンテナンスインジケー 
ター画面が自動的に表示されまず。 

画面は約10秒後に表お前の画面に戻 
りまず。 

表示中に画面を戻ずとさは、リセット 
ボタンを押しまず。 
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手動で表示させる 

メンテナンスインジケーター画面は、 
手動でち表示でさます。 

► エンジンスイッチを1か2の位置 
にしまず。 

► またはを押して、車両 
情報イン画面を表おさせまず 
(>106 ページ)。 

► ^または^を押して 、木ン子 
ナンスインジケーター画面を表示さ 
せます。 

または 

► ーターパネルの ><ンテナンスイン 
ジケーター画面表示ボタンを押しま 
す021ページ）。 

ンテナンスインジケーターが約日 
秒間表示されまず。 

表示メッセージ 

表示ッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のよラに変化し 
ます。 

点検整備実施前の表示例 

ソンテナ'ノス A アト XX ニチ" 

ソンテナ'ノス B アト XX ニチ" 

ソンテナンス A アト XX km " 

ソンテナ'ノス B アト XX km " 

点検整備実施時期になったとさの表 
示例 

ソンテナンス A グツ]ゲ 
ソンテナ'ノス B シ''ッ]ゲ 


点検整備実施時期を過ぎたとさの表 
ぉ例 

実施時期を過ざたとさは、 iU 下のよラ 
な; <ッセージが 表示され、エンジンス 
イッチを2の位置にしたときに E 
または CS マークが約10秒間点滅し 
まず。 

"メンテナンス A XX こチ]1テイマス" 

"メンテナンス B XX こチ]1テイマス" 

"メンテナンス A XX km ]I テイマス" 

"メンテナンス B XX km ]1テイマス" 

〇 ^ンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表おやエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

〇 一力一指定点検整備を指定の 

時期までに行なわなかった場合は、 
保証などの対象がになることがあ 
りまず。 

〇" メンテナンス A " "メンテナンス B " は、次回の 
一力一指定点検整備の内容をおず 
ちので、どちらが表示されるかは曰 
頃の運転スタイルや走行距離などに 
より異なりまず。詳し<は整備手帳 
をご覧 < ださい。 

〇 ><ンテナンスインジケーター画面 
が自動的に表おされる時期は、運転 
スタイルや走行距離などにより異な 
りまず。 

エンジン回転数を適度に保ち、短 
距離短時間の運転を避けると、次 
の 一力一指定点検整備の実施時 
期までの走行距離が伸びることが 
ありまず。 

〇 バッテ U —の接続をがしている間 
の経過曰数は、加算されません。 
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メンテナンスインジケーターの ij 
セット 

一力一指定点検整備後に、ルセデ 
ス- ベンツ指定 サービス エ場で^ンテ 
ナンスインジケーターを U セットして 
<ださい。 

U セット後、次回一力一指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達ずる距離 
または時期を次回の^一力一指定点検 
整備時期として表示しまず。 

Q メンテナンスインジケーターの表 
示などに異常びあるとさは、ずみや 
かにメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 


ボンネット 


A 事故のおそれびあ0まず 

走行中はボンネット□ック解除レ 
バーを引かないで<ださい。ボンネッ 
卜び開いて事故を起こずおそれびあ 
0まず。 


A 乂傷のおそれびあ0まず 

ボンネットから炎や煙び見えたとさ 
は、ボンネットを開かないで<ださい。 
火傷をずるおそれびあ0ます。 


心 义傷のおそれびあ0まず 

エンジンび停止していてち、エンジ 
ンルーム内には高温になっている部 
分びあ0まず。エンジンルーム巧に 
触れるとさは、各部の温度び下びつ 
ていることを確認してください。 


A けびのおそれびありまず 

エンジンを始動しているとさやエンジ 
ンびかかっているとを、エンジンス 
イッチび2の位置のとさは、エンジ 
ン J レーム巧には手を触れないでくださ 
い。高電圧の発生部分や高温部分、回 
転している部分びあ0、それ！5に触れ 
ると非常に危険です。 

A けびのおそれびありまず 

エンジンスイッチび0の位置のとさ 
や、エンジンスイッチからキーを抜し、 
ているとさち、；令却水の温度び高し、と 
さはエンジンフアンなどび自動的に回 
転することびあります。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物を近付 
けないで < ださい。 


ボンネットを開< 



► 助手席側のインス h ルメントパネル 
の下にあるボンネット□ック解除レ 
バー①を手前に引さまず。 


ボンネットの□ックび解除されまず。 
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► ボンネットとグ U ルのずさ間に手を 
入れ、レバー®を上げたままボン 
ネットを持ち上げて保持しまず。 



► アーム ④を ホルダー ③からが し、 
ボンネット裏側の凹部®に差し込 
みます。 


〇強風のとさにボンネットを開くと、 
風にあおられ、ボンネットび不意に 
下びるおそれびありまず。風の強い 
曰には十分にミ主意してください。 

また、ボンネットに雪び積もってい 
るとさを同様にミ主意してください。 


〇ワイパーアームを起こしにままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損傷 
するおそれびありまず。 

Q アーム ④はエンジン ルー ムの熱で 
熱くなっていることびありまず。触 
れるとをは、巧などを使用して、十 
分にま意して < ださい。 

ボンネットを閉じる 


► ボンネットをかし上げなびら、アー 
ム④をボンネッ 卜裏側の凹部⑥から 
外し、 ホルダー ③に固定しまず。 

►ボンネットを下げ、グ U ル上部から 
約 30 cm の位置で手を放して閉じ 
ます。 

完全に閉じなかったとさは、をラー 
度ボンネットを開を、かし高い位置 
で手を放してください。 

A 事故のおそれびあ0まず 

走巧前に、ボンネットび確実に閉じて 
いることを確認してください。走行中 
にボンネットび開いて事故を起こずお 
それびあ0まず。 


A けびのおそれびあ0まず 

ボンネットを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラに;主意してくださし、。 

。エンジンルーム巧に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜び変あずるおそれびありまず。 

〇ボンネットを押さえ付けないで< 
ださい。ボンネットび変形ずるおそ 
れびありまず。 
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エンジン ルーム 



① 

ウォッシャー液1」ヴーブタンク 

⑤ 

を却水 U ヴーブタンク 

⑤ 

ブレーキ液1」ヴーブタンク 

④ 

エンジンオイルレベルゲージ 

⑤ 

エンジンオイルフィラー 
キャップ 

® 

メインヒューズボックス 

エンジンルーム内の点検 

エンジンルーム巧の各部を点検をずる 
とさはじ(下の事項を厳守して < ださい。 

A けびのおそれびありまず 


• イグ ニッシヨン システムに手を触 
れないで < ださい。高電圧が発生 
しているため、感電するおそれが 
お0まず。 

• エンジンスイッチか5キーを抜いて 
いるときでち、冷却水の温度が高い 
場合はエンジンフアンなどが自動的 
に回転ずることがありまず。エンジ 
ンファンなどの回転部には身体や物 
を近付けないで < ださい。 


ェンジンルーム内の手入れ 

手作業で拭いて<ださい。火傷や感電 

をしないよラにミ主意して < ださい。 

ェンジン ルームには 多<の電気装備が 

あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 

けた0、スチーム洗浄をしないで<だ 

さし、。 

平環境 

環境保護のため、オイルなどの各種の 
油脂類やフルード類の交換および廃棄 
は、^ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で行なってください。 

Q ェンジンや補器類の熱や動さに十 
分注意して<ださい。火傷やけがを 
するおそれがあ0まず。 

。ラジェターに手を触れないで<だ 
さい。火傷やけがをずるおそれがあ 
ります。 

Q 作業は安全な場所で行なって<だ 
さい。 

Q 適切な工具を使用して<ださい。 

Q 部品や工具をェンジンの上など、 
ェンジンルーム内に置かないで<だ 
さい。中に落とずおそれがありまず。 

U 油脂類（オイルなど）やフルード 
類（ブレーキ液、ウォッシャー液、 
冷却水など）は、十分注意して取り 
扱って<ださい。万一、目に入った 
場合は、ただちに清潔な水で十分に 
洗い、医師の診断を受けて < ださい。 

Q 油脂類やフルード類が皮膚に付着 
したときは、ずぐに石けんを使用し 
て洗い流して<ださい。放置ずると 
皮膚に障害を起こずおそれがあり 
ます。 
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B 油脂類やフルード類の容器は、モ 
供の手が届 < ところや火気の近 < に 
保管しないで < ださい。 

Vベルト 

自動調整式のため、調整の必要はあ0 
ません。 

亀裂や損傷がないか点検して < ださい。 


冷却水 


を却水の量を点検ずる 



①冷却水リヴーブタンク 
©レベルインジケーター上限 ( MAX ) 

③レベルインジケーター下限 （ MIN ) 
©キャップ 

► 水平な場所に停車しまず。 

► 冷却水が冷えていることを確認し 
ます。 

► 冷却水の液面がレベルインジケー 
ターの上限 ( MAX ) ③と下限 （ MIN ) 
③の間にあれば適量でず。 

水温が高いとさは液面が約1日 mm 
ほど高 < なりまず。 


A 义傷のおそれびあ0まず 

• 水温びかしでち高いとさは、絶対に 
1」ヴーブタンクのキャップを開かな 
いでください。高温の蒸気や熱湯び 
巧を出して、火傷をするおそれびあ 
ります。 

• 不凍液をエンジンルーム巧にこぼさ 
ないでください。不凍液び熱くなつ 
たエンジンに付着ずると、発义して 
火傷をするおそれびあります。 

〇を却水の減りかにび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

冷却水を補給ずる 


を却水び不足している場合は、を却水 
びをえているとさに U ヴーブタンクに 
巧給します。 

► U ヴーブタンク①のキャップ④を 
反時計回りにゆっくり約2回転ま 
でまわして、圧力を巧さまず。 

► 圧力び巧けたら、キャップをさら 
に反時計回りにゆっくりまわして 
取り外しまず。 

► 液面の高ごにま意してを却水を補 
給します。 

通常は水道水に純正の不凍液をミ屋 
ぜて使用しまず。 

車を使用ずる化域（最ほ気温）に 
よって濃度を変えます（[>212ペー 
ジ)。 

〇を却水の補給は、冷却水び;ちえて 
から行なってください。 
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〇を却水には必ず不凍液を混ぜて< 
ださい。不凍液には防鐘の効果をあ 
りまず。 

〇指定し i (外の不凍液や不適当な水を 
使用しないで<ださい。鐘や腐食な 
どの原因になりまず。 

P 不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したとさは、ただちに 
水で洗い流して < ださい。 

〇冷却水の減りかたび著しいとさ 
は、メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 

[I マルチファンクシヨンディスプ 
レイに;ち却水に関ずる故障/警告 
メッセージび表示されたときは、 
オーバーヒートしてエンジンを損傷 
するおそれびありまず。ただちにメ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

をが水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととをに劣化しま 

すので、整備手帳に従い定期的に交換 

して < ださい。 

詳しくはメルセデス.ベンツ指定サー 

ビスエ場におたずねください。 

オーバーヒートしたとを 


オーバーヒートしたとさは、じ(下のい 
ずれかの症状びあらわれまず。 

• 冷却水温度び約 120° Cii (上を示し 
ている （0107 ぺージ）。 

• マルチフアンクションディスプレイ 
に;ち却水に関ずる故障/警告メッ 
セージび表示されている。 

• エンジンルームから蒸気び出ている。 


A 义災や义傷のおそれびあ0まず 

• エンジンルームから蒸気び出ている 
ときや;令却水び巧さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、；令 
えるまで車から離れてください。漏 
れた液体び発义して火災び発生ずる 
おそれびあります。 

• 水温び下びるまで、絶対にボンネッ 
卜や1」ヴーブタンクのキャップを開 
かないで<ださい。高温の蒸気や熱 
湯び吹き出して火傷をするおそれび 
あります。 

〇マルチファンクシヨンデイスフ 
レイに、を却水に関ずる故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
([>253ページ）をご覧ください。 

〇オーバーヒートした状態で走行し 
にり、を却水び吹さ出している状 
態でエンジンをかけたままにずる 
と、エンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

〇オーバーヒートしたとさは必ずメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

才ーパーヒートしたとをは、じ1下のよ 

5に処置してください 

► ただちにま全な場所に停車しまず。 

► エンジンをアイド1」ング状態で冷却 
しま"§。 

エンジンファンが停止していると 
さや冷却水が吹さ出しているとさ 
は、エンジンを停止して冷却して 
<ださい。 

►エンジンが十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、エンジンファンなど 
を点検します。 
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► 冷却水が不足していたら補給しまず 
0223ページ）。 

。冷却水は、エンジンが熱いときに 
補給しないで<ださい。エンジンを 
損傷するおそれがありまず。 


ブレーキ液 


ブレーキ液の量を点検ずる 



①ブ レーキ 液リ ヴーブ タンク 
@レベルインジケーター上限 ( MAX ) 

③レベルインジケーター下限 ( MIN ) 

► ブレーキ液 U ヴーブタンク①のレべ 
ルインジケーターで点検しまず。 

ブレーキ液の液面がレベルインジ 
ケーターの上限 ( MAX ) ©と下限 
( MIN ) ③の間にあれば正常でず。 

Q マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告六ッセージが表おされたとさは 
(0251 ページ）をご覧ください。 


ブレーキ液の交換 


定期的にレセデス-ベンツ指定 ヴー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
くは;><ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 

A 事故や火傷のおそれびありまず 

-マルチフアンクションデイスプレ 
イにプレーキに関する故障/警告 
メッセージが表示された0、ブレー 
キ警告灯021ページ）が点灯し 
たとさは、むやみにブレーキ液を補 
給しないでください。補給によって 
故障が解消する ことは ありません。 
安全な場所に停車して、^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 

-必ず指定のブレーキミ夜を使用して 
ください。指定政外のブレーキ液 
を使用したり、他の銘柄を混ぜる 
と、 ブレーキの効き具合やブレー 
キシステムに悪影響を与え、安全 
なブレーキ操作がでさなくなるお 
それがあります。 

-ブレーキ液の補給は、エンジンが冷 
えてから行なってください。また、 
上限を超えないよラに補給してくだ 
さし、。 

あふれたブレーキ液が熱<なった 
エンジンや排気管などに付着ずる 
と、発火して火傷をするおそれが 
お0ます。 
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p ブレーキ液の減りかたびきしいと 
さは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

P ブレーキ液の補給や交換は、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場で 
行なって < ださし、。 

P 補給のとさは、ゴミや水び U ヴー 
ブタンクの中に入らないよ5にして 
ください。たとえルさな3’ミでを、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
りまず。 

〇レベルインジケーターの上限を超 
えて補給すると、走行中に漏れて塗 
装面を損傷するおそれびありまず。 
ボディに付着したとさは、ずみやか 
に水で洗い流してください。 

P ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化しに状態で長期間使用ずると、 
苛酷な条件下ではベーノ く 一 □ ックび 
発生するおそれびあ0まず。 

ベーパー □ッ ク： 長い下りあや急な下 
りあなどでブレーキぺダ J レを踏み続け 
ると、ブレーキ液び沸騰してブレーキ 
パイプ内に気泡び発生し、ブレーキぺ 
ダルを踏んでをブレーキび効かな<な 
る現象のことでず。 


ウオツシヤー液 


A 乂災や义傷のおそれびあ0まず 

ウォッシャーあは可燃性です。火気を 
近付けたり、おくで喫煙をしないで< 
ださい。また、エンジンび熱くなって 
し、るとさは捕給しないでください。 


ウオッシャー液を補給ずる 



①ウォッシャーあ U ヴーブタンクの 
キャップ 


► U ヴーブタンクのキャップ①を開さ 
9 〇 

► ウォッシャー液を補給しまず。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ居ぜ 

て使用します。 

〇 ウォッシャーあには夏用とを用の 
2種類びありまず。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果びあり、を用には凍 
結温度を下げる効果びありまず。 

〇フ □ントウインドウウォッシャー 
液とテールゲートウインドウ 
ウォッシャー液の U ヴーブタンク 
は兼用でず。 
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〇ウォッシャー液は、 U ヴーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適切な 
ミ屋合比にミ居ぜてください。 

〇粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびあ0まず。 

。ウォッシャー液び出な<なったと 
をは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
瓜264ぺージ）をご覧ください。 


エンジンオイル 


エンジンオイルの量を点検ずる 



① エンジンオイルレベルゲージ 
⑨ エンジンオイルフイラーキャップ 

③ 上限 (max) 

④ 下限 （min) 

► 水平な場所に停車しまず。 

► エンジンを始動して、エンジンオイ 
ルを温めまず。 

►エンジンを停止して、約5分待ち 
ます。 


► エンジンオイルレベルゲージ①を巧 
を取り、されいに拭いてから、停止 
ずるまで差し込みまず。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージを 
あさ取り、付着しにエンジンオイル 
でエンジンオイル量とミちれ具合を点 
検しまず。エンジンオイル量はエン 
ジンオイルレベルゲージの上限③と 
下限④の間にあれば正甫でず。 

► エンジンオイルび下限 LU 下のとさ 
は、エンジンオイルを補給しまず。 

〇エンジンオイルは使用している間 
にミちれた0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かしまず。定期的に点検し、 
必要であれば巧給または交換してく 
ださい。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故障 
/警告メッセージび表示されにとさ 
は （0253 ページ）をご覧ください。 

〇 慣らし運転中のエンジンオイル消 
費量はをか増加ずることびありま 
ず。また、頻繁にエンジン回転数を 
上げて走行ずると、エンジンオイル 
消費量は増加しまず。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの上 
限と下限の間は約2 U ットルでず。 

エンジンオイルを補給ずる 

► エンジンオイルフイラーキャップ 
③を反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 指定のエンジンオイルを規定の量ま 
で補給しまず。 

► エンジンオイルフイラーキャップ© 
を補給口にをわせ、時計回りにまわ 
して取り付けまず。 
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公 义傷のおそれびあ0まず 

エンジンオイルをエンジンルーム内に 
こぼさないでください。エンジンび熱 
し、とさにオイルび付着すると、発火し 
て火傷をするおそれびあ0まず。 


エンジンオイル交換の時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイ 
ルフィルターは定期的に交換ずるこ 
とをお勧めしまず。交換時期はメン 
テナンスインジケーターを目まとし 
て < ださい。 

ただし、交換時期は車の使用状況に 
よって異なりまずので、詳しくはメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場にお 
たずね < ださし、。 

〇おず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されないことびあ 
りまず。 

〇種類の異なるエンジンオイルを混 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

〇エンジンオイルびエンジンルーム 
内に付着したとさは完全に巧を取っ 
て < ださい。 

〇エンジンオイル量びをずざると故 
障の原因にな0まず。 

〇エンジンオイルの減りかたび著し 
いとをは、ただちにメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

〇エンジンオイルに添加剤などを使 
用しないでください。エンジンを損 
傷するおそれびありまず。 


ワイパーブレードの交換 


A 事故のおそれびあ0まず 

ワイパーブレードのゴムび劣化ずる 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ取 
れず、視界を巧げて事故の原因にな0 
まず。 

ワイパーブレードは年に2回の目まで 
交換してください。 


A けびのおそれびあ0まず 

ワイバーブレードを交換するとさは、 
必ずエンジンスイッチか！5キーを抜し、 
てください。ワイパーび作動してけび 
をずるおそれびあ0ます。 

〇損傷を避けるため、ワイパーアー 
ムを起こずとさは、ワイパーブレー 
ドのゴムに触れないでください。 


ワイパーブレードを取り外ず 



►パーキングブレーキを効かせまず。 


► セレクターレバーを LEJ に入れまず。 
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► エンジンスイッチを1の位置にし 
ます。 

► ワイパーアーム③を起こしまず。 

►ク U ップ③を両側から押し込んで 
□ックを外し、ワイパーブレード 
①をワイパーアーム③から取り外 
します。 

ワイパーブレードを取り付ける 

► 新しいワイ パーブレー ド①の取り 
付け部をワイパーアーム③の先端 
に合せまず。 

►ク1」ップ③び□ックされるまで、ワ 
イパーブレード①を押し込みまず。 

►ワイパーブレードび、ワイパーアー 
ムに確実に固定されていることを 
確認します。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 


バッテ U - 

バッテ U —の性能を長期にわたって最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —び苗に十分充電されていることび 
必要でず。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行びをいとさは、通常より 
を頻繁にパッテ U —液量などを点検し 
て < ださい。 

バッテ U —の爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用してくだ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


合 


® 

0 


爆発のを険びあ0まず。 


バッテ U — を取り扱ってし) 
るとさは、乂気や裸乂、乂 
巧、タパコなどを近付けな 
いで < ださい。 

バッテ U —液は腐食性びあ 
りまず。皮膚や眼、を服に 
付着しないよ5にま意して 
<ださい。 

手袋やエフ□ン、マスク 
を着用してください。 

バッテ U —液び付着したと 
さは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、必要であ 
れば医師の診断を受けて< 
ださい。 

バッテ U —を取り扱5とき 
は保護眼鏡を着用してくだ 
ごい。 

モ供をお付けないでくだ 
ごい。 

取扱説明書の指示に従って 
<ださい。 
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A けびのおそれびありまず 

爆発や乂傷を防ぐため、バッテリー 

を取り扱ラときはじ(下の事項を守つ 

て < ださい。 

• バッテ I 」一を傾けたり横倒しにし 
ないで <ださい。 

• 金属製の工具などをバッテリーの 
上に置かないでください。バッテ 
リーがショートして可燃性のガス 
に発火し、バッテ U —が爆発ずる 
おそれがあります。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維の衣 
服を着用しないでください。また、 
カーぺッ h の上などでバッテリー 
を引さずらないでください。 

• バッテ U —に触れるときは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させて < ださい。 

• 巧などでバッテ U —を拭かないで 
ください。静電気や火花が発生し 
て、バッテ U —が爆発するおそれ 
があ0まず。 


m m 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
リーを廃棄するとさは、新しいバッテ 
リーをお買い求めになった販売店に廃 
棄処分を依頼してください。 


〇安全のため、バッテ U —端テをゆ 
るめたりがずときは、エンジンス 
イッチからキーを抜いて<ださい。 
電気系部品やオルタネーターを損傷 
ずるおそれがあ0まず。 

U バッテ U 一液が衣類や塗装面など 
に付着ずると、腐食が起こりまず。 
ただちに多量の流水で洗い流して< 
ださい。 

Q 指定のバッテリーを使用してくだ 
さい。詳しくはルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね< 
ださし、。 

Q 定期的にバッテリーの点検を行 
なってください。バッテ U —液が 
減ってし^るとさはバッテ U —液をネ甫 
給してください。 

〇車を長期間使用しないとさや、短 
お離、短時間の走行びをいとさは、 
通常よりを頻繁にバッテ U —液量な 
どを点検してください。 

〇バッテ1」一を充電ずるとさは車か 
日取り外してください。 

H バッテ U 一端テの取り付けボルト 
は確実に締め付けてください。 
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〇バッ テ U —端テの取りがし、バッ 
テ U —の取りがし、充電、交換につ 
し、ては、ルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場で作業ずる こと をお勧めし 
ます。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは、ねずかに電力を消 
費します。駐車中はバッテ1」一保護 
のためエンジンスイッチからキーを 
巧いてください。 

〇 バッテ U —の接続び一時的に断た 
れにとをは、け下の作業び必要にな 
ることびありまず。 

• オーディオの再設定 

• パワーウインドウの U セット 
(>70ページ） 

• スライデイングルーフ*の U セッ 
卜（[>77ぺージ） 

〇 バッテ1」一あび0を防ざ、バッテ 
U —の寿命を延ばずためにし以下のこ 
とをお守りください。詳しくはメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

-エンジンを始動しない期間び約 
4週間じ(上におよぶとさは、バッ 
テリーケーブルの接続を外して 
<ださい。 



バッテ1」一は助手席シート下部の力 
バー内にありまず。 

► ク U ップ①を反時計回りにまわし 
て、カバー③を取り外しまず。 

〇化車のバッテ U —を電源としてエン 
ジンを始動ずるとさは、エンジンルー 
ム内の端子にブースターケーブルを 
接続してください （0290 ページ)。 


-バッテ U —ケーブルの接続を外 
しているとをはかなくとを約6 
力月に一度、バッテ U —ケーブ 
ルを接続しているとをはかなく 
とを約6週間に一度、パッテリー 
を充電して < ださい。 




* オプションや仕様により、異なる装備です。 








232 


メンテナンス 


インジケーターがをノいッテリー 


車載バッテリーの電圧/容量 



①インジケーター 

ケースが黒色で、上面にインジケー 
ター①があるバッテリーは、バッテ 
U —液の補充はでさません。 

インジケーター①は、バッテ U —の液 
量や充電状態が適正なとさは黒色に、 
バッテ U —の交換が必要なとさは白色 
になりまず。 

インジケーターが白色になったとさ 
は、^ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場に交換を依頼して<ださい。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
わないで < ださい。 


電圧 

12 V 

容量 

95 Ah / 100 Ah 


VRLA バッテリー 


バッテ U —のケースが黒色で、上面に 
VRLA - BATTERY のラベルがある場合 
は、バッテ U —液量の点検や補充はで 
さません。また、危険ですので分解は 
絶対に行なわないで<ださい。点検に 
ついてはルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


B こな〇芭6邮田 
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車載品の収納場所 . 

トラブルシューティング… 

パンクしたとを . 

電球/ヒューズの交換… 

キーの 電池交換 . 

エマー ジ1 ンシーキー での 

解錠/施綻 . 

パーキング□ックの解除… 
バッテリーびあびったとを 


se 占 


41575 78 9 
34678 8818 
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車載品の収納場所 


車載品の収納場巧 


事故-故障のとを 


A 义災や爆発のおそれびあ0まず 

燃料などび漏れている場合は、ずぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気をお付けないよラにミ主 
意してください。火巧び発生した0、 
爆発するおそれびあります。 

事故が起定たと走 

すみやかに、下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の巧げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止して < ださい。 

• 負傷をびいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷ち 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

• 巧手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 

• 自動車保険会社に連絡してください。 


路上で故障したとを 

を全な場所に停車して、非苗点滅灯を 
点滅させて<ださい。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置くことび法律で義務付けられて 
いまず。追突のおそれびあるため、柔 
員は車内に残らず、ただちにま全な場 
所に避難してください。 

車が動かなくなったとを 

シフトポジションを EE にして、同 
乗ちや付近の人に救援を巧め、ま全な 
場所まで車を押して移動してくださ 
い。このときは、車速感応ドア□ック 
によるキーの閉じ込みにま意してくだ 
さい。 

シフトポジションを CN ] にでさない 
とさは、乗員を巧全な場所に避難させ 
て、続発事故を防いで< ださい。 

Q 踏切内で動けな<なったとさは、 
ただちに踏切の非甫ボタンを押して 
ください。緊急を要ずるとをは非常 
信号用具を使用して < ださい。 


非常信号用具 _ 

運転席ドアのドアポケットに懐中電灯 
を備えています。 

〇 新車時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電ミ也の間に紙び挟まれていまず。 
使用ずるとさは紙を取り除いてくだ 
ごい。 

〇 懐中電灯び十分な明るさで点灯 
することを定期的に点検してくだ 
ごし、。 


■化：？ 0 >1 り 















車載品の収納場所 
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車載工具/ジャツキ 


車載工具 



ラゲツジ j レームち側のソ」\物入れ 

車載工具などは、ラゲツジルームち側 
のル物入れに収納されていまず。 

/J \物入れのカバーを取り夕1•ず 

► サードシートを前方に移動しまず 
(089 ぺージ)。 

► 3つのク U ツプ①を反時計回りにま 
わします。 

► ル物入れのカバーを取り外しまず。 



ラゲッジ j レームち側のソ」\物入れ 

③車載工具 

③ ジャッキ 

④ ストラップ 


贷 © 贷 ® ® 颇 ® 

主な車載工具 
©ホイールレンチ 
©けん引フック 
©ジャッキ用アダプター 
©ジャッキ八ンドル 
@スペアタイヤ取り外し/ 

収納用 アダプター 
® ヒューズ U ムーバー 
⑩ガイドボルト 

車載工具を取り出ず 

► 車載工具®を取り出しまず。 

車載工具の中には、ぶイールレンチ、 
けん引フック、ジャッキ用アダプ 
ター、ジャッキ八ンドル、スペアタ 
イヤ取りがし/収納用アダプター、 
ヒューズリムーバー、ガイドボルト 
などが収納されていまず。 

車載工具を収納ずる 

► 元の位置に車載工具③を押し込んで 
戻しまず。 

車載工具が確実に収納されたことを 
確認して < ださい。 


■化：？ S - り 
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車載品の収納場所 


シャッキ 

ジャッキを取り出ず 

► 車載工具③を取り出しまず。 

►ストラップ④を外してジャッキ③を 

取り出しまず。 

ジャッキを収納ずる 

► ジャッキ③をいっぱいに縮めまず。 

► 元の位置にジャッキ③を戻しまず。 

►ストラッフ④でジャッキ③を固定し 

ます。 

► 元の位置に車載工具③を押し込んで 

戻しまず。 

ジャッキ③と車載工具③び確実に収 

納されにことを確認してください。 

A けびのおそれびありまず 

致命的なけがや車の損傷を防ぐため、 

政下の点にミ主意してください。 

• ジャッキは車を一時的に持ち上げ 
るためだけに設計されていまず。 
車の下に身体を入れて作業ずるこ 
とはでさません。 

• 安全を確保でさる、かた<てずべ 
りにくい場所で使用してください。 

• 坂道ではジャッキを使用しないで 
<ださい。 

• 決して車の下に身体を入れないで 
<ださい。 

• ジャッキアップしているとさは、 
車の下に人がいないことを確認し 
て < ださし、。 


• ジャッキアップしているときは、 
エンジンを始動したり、ドアやス 
ライディングドア、テールゲート 
を開閉したり、パーキングプレー 
キを解除しないで<ださい。車が 
落下ずるおそれがあります。 

• ジャッキアップしたとさのタイヤ 
の高さは、 i せ面から 3 cm じ1内にし 
て < ださい。 

• 車の下で作業するとさは、車をス 
タンドに載せて固定してください。 


停止表示板 



①フック 
③反射板 
③スタンド 

助手席ドアのドアポケットに停止表示 
板を備えていまず。 

停止表示板を組み立てる 

►左ちのスタンド③を引き出して、停 
止表示板を地面に立てまず。 

►反射板③を引き出して、頂点のフッ 
ク①をかみ合わせまず。 

&停止表示板のあ巧や収納されている場所 
び異なることびあります。 


■化：？ 0 >1 り 






車載品の収納場所 
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救急セット _ 

運転席ドアのドアポケットに救急セッ 
卜を備えています。 

救急セットの備品が揃っていて、使用 
巧能であることを定期的に点検して< 
ださい。 

娘救急セツトの収納されている場所が異な 
ることびお0ます。 


タイヤリペアキット 



運転席シート下部の収納部 

タイヤリペアキットは運転席シート下 
部にありまず。 

タイヤリペアキットを取り出ず 

►クリップ③を反時計回りにまわし 
ます。 

► カバー①を取りがしまず。 



③)タイヤリペアキット収納バッグ 
@ストラップ 


►ストラップ④をゆるめまず。 

► タイヤリペアキット収納バッグ③を 
取り出しまず。 

《タイヤ U ペアキットの収納されている場 
所び異なることびあります。 

〇 タイヤ U ペアキット収納バッグの 
中には、タイヤフィット（タイヤ 
修理剤）、電動エアポンプ、バルブ 
レース、予備のバルブコアび入つ 
ていまず。 


応急用スペアタイヤ*の取り出し/ 
j _ 文納 _ 

応急用スペアタイヤは車体後部フ□ア 
下に収納されていまず。 

A けげのおそれがあ0まず 

応急用スペアタイヤを取りがしたり、 
収納ずる作業には大さな力び必要に 
なります。作業はおず、大人2人な 
上で行なってください。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


■化：？ S - り 
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車載品の収納場所 


応急用スペアタイヤを取り出ず 



► テールゲー トを開さまず。 

► ドライバーなどを使用して、アダ 
プター挿入□のカバー①を取り外 
します。 

〇塗装面やカバーを損傷しないよラ 
にま意してください。 



► アダプター挿入□にスペアタイヤ 
取り外し/収納用アダプター③ 
([>235ページ）の細い側の先端を 
差し込みます。 

► アダプター③にホイールレンチ③ 
(^235 ぺージ）を取り付けまず。 

► ホイールレンチ③を時計回りにまね 
します。 

応急用スペアタイヤが下がり、ワイ 
ヤーがゆるみまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 



► グリップ④が後方を向くよラにしな 
がら、応急用スペアタイヤを下ろし 
まず。 

► ホイールレンチ③とアダプター®を 
取りがしまず。 

► タイヤカバー®のグリップ④を持 
ち、応急用スペアタイヤを3分の2 
ほど引さ出しまず。 

〇応急用スペアタイヤを下ろしさつ 
ていないとさに、応急用スペアタイ 
ヤを引さ出さないでください。応急 
用スペアタイヤび落下ずるおそれび 
ありまず。 



► グ U ップ④を持ってタイヤカバー⑥ 
を持ち上げまず。 


► タイヤホルダー⑦を斜めにしなび 
日、ワイヤー⑧を引さ上げてタイヤ 
ホルダーを巧さ取りまず。 


■化：？ 0 >1 り 













車載品の収納場所 
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〇応急用スペアタイヤを手前まで 
引を出しずざていたり、タイヤホ 
ルダー⑦を下ろしをっていないと、 
ワイヤー⑧び張ってしまい、タイ 
ヤホルダー⑦をなさ取ることびで 
をません。 

► 応急用スペアタイヤを弓 I き出しまず。 
► タイヤカパーを取り外しまず。 

► タイヤホルダーをきき上げまず。 

応急用スペアタイヤを収納ずる 

〇 標準タイヤは、応急用スペアタイ 
ヤの収納場所には収納でさません。 
標準タイヤはラゲツジルームに収納 
し、お実に固定してください。 

応急用スペアタイヤの収納場所に応 
急用スペアタイヤを収納しないとき 
は、タイヤカパーととをに、タイヤ 
ホルダーを完全に巻さ上げた状態に 
して < ださい。 



応急用スペアタイヤを収納ずるとさ 
は、し U 下の方法で行なってくだごし、。 


► 応急用スペアタイヤを車体後部の下 
に置きまず。 



► グリツプ①び手前にくるようにし 
て、応急用スペアタイヤにタイヤカ 
バー③をかぶせまず。 


このとを、タイヤノ U レブ⑥びタイヤ 
カパーの巧に合5よ5にしまず。 

►グ U ップ①を持ち、タイヤカノ（一③ 
を持ち上げまず。 

► タイヤホルダー④をタイヤカバー中 
巧の巧に通し、斜めにしなびらホ 
イール中央の巧に入れて、下に落と 
しま"§。 

Q 応急用スペアタイヤを手前の位置 
に置いていたり、タイヤぶルタ'一を 
完全に下ろしさっていないと、タイ 
ヤぶルタ'一をホイール中央の巧から 
下に落とずことがでさません。 



►アダプター挿入口 （>238 ページ） 
にスペアタイヤ取りがし/収納用 
アダプター®を差し込みまず。 


I 
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車載品の収納場所 


► スペアタイヤ取りがし/収納用ア 
ダプター風に、ホイールレンチ③を 
取り付けます。 

► ホイールレンチ③を反時計回りにま 
わしてワイヤー⑤を軽く巻き上げ、 
タイヤホルダー④がぶイールの内側 
に確実にかかっていることを確認し 
ます。 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤホルダーがホイールの内側に 
確実にかかっていることを確認して 
ください。応急用スペアタイヤが落 
下して、事故を起こずおそれがあり 
ます。 

► ホイールレンチ③をさらに反時計回 
りにまわしまず。 

応急用スペアタイヤが車体下部に引 
さ込まれてから、上方へ移動しまず。 

► ホイールレンチ③を、応急用スペア 
タイヤが確実に収納されるまで反時 
計回りにまわした後、ホイールレン 
チとスペアタイヤ取りがし/収納 
用アダプターを取りがしまず。 

A 事故のおそれびありまず 

応急用スペアタイヤを収納したとさ 
は、グリップ①が後方を向くよラにし 
て、確実に収納されていることを確認 
してください。 

ワイヤーがたるんでいたり確実に収納 
されていないと、応急用スペアタイヤ 
が落下して事故を起こずおそれがあり 
ます。1年に一回は、応急用スペアタ 
イヤが正しい位置に確実に収納されて 
いることを確認してください。 


►アタプター挿入口のカバー(>238 
ページ）を取り付けまず。 

► 使用した工具などを収納しまず。 


■化：？ 0 >1 り 




トラブルシニ 



ーテイング 


メーター パネルの表示巧/警告灯 


A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因にな0ます。 


トラブル 


瓦 


ESP 


腐) 


(©) PARK 


走行中に黄色の 
ASR / ESP 表示巧び 
点ミ臧ずる。 


エンジンびかかって 
いるとをに黄色の 
ASR / ESP 表示灯び 
点灯ずる。 


エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
ESP 警告灯、黄色 
の A 日 S 警告灯、ホ 
色のブレーキ警告な 
び点なしている。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 事故のおそれがありまず 

タイヤびグ IJ ップを失いかけているなどしているため、 

ASR 、 ESP などび作動している。 

クルーズコント□ールち解除される。 

►路面や交通状況に合わせて運転してください。アクセ 
ルペダルを必要 L 分上に踏み込まないでください。 

► 速度を落として走行してください。 

A 事故のおそれがありまず 

ASR の機能び解除されている。 

► 例がとなる状況（1>161ページ）を除を、 ASR オフスイッ 
チぺージ）を押して、 ASR を待機状態にして 
ください。 

A 事故のおそれがありまず 

EBV び故障している。 

ブレーキ時に後輪び早めに□ックずる可能性びある。 

►マルチフアンクションディスプレイの故障/警普六ッ 
セージに従ってください（|>2日1ページ）。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、すみ和かに安 
全な場所に停車してください。 

►走行しないでください。 

^六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 


se — り 
























トラブル 


ESP 


(©) 


(©) PARK 


(①) BRAKE 


(©) 


エンジンびかかって 
いるときに黄色の 
ESP 警告灯、黄色 
の ABS 警告な、ホ 
色のブレーキ警告む 
び点灯している。 


エンジンびかかって 
いるとをにホ色のブ 
レーキ警告灯び点な 
している。 

警告音ち鳴っている。 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告：0び点なずる。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 EBV の機能び解除されている。 

バッテ IJ 一び充電されていない可能性びある。 

ブレーキ時に後輪び早めに□ックする可能性びある。 

►マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッ 
セージに従ってください（!>251ぺージ)。 

►周囲の道路や交通状況にミち意しなびら、すみやかに安 
全な場所に停車してください。 

►走行しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ液 IJ ヴーブタンクの液量び不足している。 

►マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッ 
セージに従ってください（|>251ぺージ)。 

►周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、ずみやかにま 
全な場所に停車してください。 

^リヴーブタンクのブレーキ液の液量を点検して<ださ 
い（1>22日ぺージ）。 

^ブレーキ液の液面びレベルインジケーターの下限 
( MIN ) 下のとさは、絶対に走行しないでください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補 
給してを問題は解消しません。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ABS の機能び解除されている。 

同時に ESP 、 ASR 、 目 AS 、 クルーズコント□—ル/可変 

スピード1」=ッター*の機能ち解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しな 

いため、急ブレーキ時などにタイヤび□ックする可能性 

びある。 

►マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッ 
セージに従ってください0247ぺージ)。 

► 注意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 


se — り 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
































トラブルシニ 



トラブル 


(©) 


ESP 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告打び点灯ずる。 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP 
警告打び点灯する。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

システムの自己診酣び完了していないため、一時的に 
ABS び作動しない状態になっている。 

通常のブレーキ時の制動力は確保されている。 

►約 20 km / h を超える程度の速度で短い距離を走行して 
<ださい。 

六ッセージび消えれば、 ABS は作動でをる状態になり 
ます。 

A 事故のおそれがありまず 

電圧低下のため、 ABS の機能び觸除されている。バッテ 
U —び充電されていない可能性びある。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、 ABS は作動しないため、 
急ブレーキ時などにタイヤび□ックずる可能性びある。 

► 注意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP の機能び辭除されている。 

同時にクルーズコント□—ル/可変スピード U ミッター* 
の機能ち解除されている。 

車両操縦性や走行安定性を確保することびでをない。ェ 
ンジン出力び低下ずる可能性びある。 

►マルチフアンクションディスプレイの故障/警告六ッ 
セージに従ってください（|>247ページ）。 

► 注意して走行してください。 

►ずみやかに;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

電圧低下のため、 ESP の機能び辭除されている。 

同時にクルーズコント□ール*/可変スピード US ッ 
ター*の機能も解除されている。 

バッテ U —び充電されていない可能性びある。 

車両操縦性や走行安定性を確保することびでをない。ェ 
ンジン出力び低下する可能性びある。 

► 注意して走行してください。 

►ずみやかに;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 


se — り 


オプションや仕様により、異なる装備です。 













トラブル 


SRS 


む 


各 


エンジンを始動して 
から約斗秒じ(巧に、 
ホ色の SRS 警苦灯び 
消なしない。または 
消灯した警告灯び再 
度点むする。 


エンジンびかかって 
いるとをに黄色の燃 
料残量警告灯び点灯 
ずる。 


エンジンびかかって 
いるとをに黄色のェ 
ンジン警告むび点灯 
または点滅している。 


エンジンを始動する 
と、赤色のシートべル 
卜警告むび数砂間点ミ威 
し、警告音ち鳴る。 
その後、警告なが点む 
I し変わる。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A けがのおそれびありまず 

乗員保護装置に異常びある。 

エアバッグやシートベルトテンショナーび不意に作動し 
たり、事故のとさに作動しないおそれびある。 

^注意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を壁けてください。 

燃料の残量びかなくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで燃料を補給してください。 


燃料タンクび空になっている。 

エンジンびエマージェンシーモードになっている可能性 
びある。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで燃料を補給してください。 
^エンジン始動操作を3〜4回繰り返してください。 
エマージェンシーモードび解除されまず。車の点検を 
受ける必要はありません。 

じ TF び故障している巧能性びある。 

• 燃料噴射システム 
• イグ ニツション システム 
• 排気システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエ 
マージェンシーモードになっている可能性びある。 
エンジンの出力び低下ずる可能性びある。 

^すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を寶けて < ださい。 

A けがのおそれがありまず 

運転席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 


se — り 


























トラブルシコ 


245 


故障/警告メッセージについて 

車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチファンクションディ 
スプレイに警告やミ主意、対応方法など 
が表示されまず。 

故障/警告 ><ッセージによっては警 
告音が鳴ることがありまず。また、重 
要度の高いメッセージは、赤色で表示 
されます。 

故障/警告ッセージが表示された 
ときは、(降の指示に従ってください。 

A 事故のおそれびありまず 

• ^ーターパネルやマルチファンク 
ションディスプレイが故障した場 
合は、表示灯/警告灯や故障/警 
告少ッセージが表示されません。 
車両操縦性などに悪影響をおよぼ 
ずよラな故障や異常が発生した場 
をは内容が確認でさないため、た 
だちにメルセデス • ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡してください。 

• 表示される故障や異常は、一部の 
限られた装備についてであり、ま 
た表示される内容わ限られていま 
す。故障表示の機能は運転者を支 
援する装置です。発生した故障や 
異常に対処して車の安全性を維持 
ずる責任は運転者にあります。 

• 走行中にステア U ングのスイッチ 
を操作するとさは、直進時に行なっ 
てください。ステアリングをまわ 
しながら操作すると、事故を起こ 
すおそれがあ0まず。 


A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えた;>< ルセ デス- 
べンツ指定サービスエ場で行なラ こ 
とをお勧めします。 

特に安全に関わる整備については、 
必ずメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検整備や修理を行なって 
ください。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因になりまず。 

〇 走行ずる前には必ずイグニッシヨ 
ン位置を2にして、方ーターパネ 
ルの表示口/警告口が点口し、マ 
ルチファンクシヨンディスプレイ 
が表示されることを確認して < だ 
さい。 

故障/警告メッセージを表示させる 

► ステア U ングの [ E またはス 
イッチを押して、マルチファンク 
シヨンディスプレイに故障表示画面 
を表示させまず。 

故障や異常がある場合は、 "2 ] シ 
ヨウ"のように故障件数が表示され 
まず。 

► ^または^を押して、故障 
/警告ッセージを順番に表おさせ 
ます。すべて表示されると、故障件 
数画面に戻りまず。 


■化：？ S - り 
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r ング 


故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高いメッセージは消ずことび 
でさません。故障や異常の原因び解み 
するまで、故障/警告メッセージび 
繰り返し表おごれまず。 

一部のメッセージは車両に記憶され、 
手動でメッセージを呼び出ずことびで 
をまず。 

メッセージはマルチフアンクシヨンス 
テア1」ングにより消ずことびでさまず。 

► メッセージび表示されているとさ 
に、ステア U ングの mm や 
スイッチ、まには1」セッ 
トボタンを押しまず。 

※記載の故障/警告メッセージは、取 
扱説日月書作成時点のちのでず。マルチ 
フアンクシヨンディスプレイの表記な 
どは、予告なく変更■追加されること 
びありまず。 


■化：？ 0 >1 り 









テキストメッセージ 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


トラブルシニ 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

A 臣 S 

] ウダヨウテ'' 

テソケン 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ABS の機能び解除されている。同時に ESP 、 
ASR 、 BAS 、 クルーズコント□ール/可変スピードリミッ 
ター*の機能ち解除されている。 

ABS などは作動しないび、通常のブレーキ時の制動力は 
通常通り確保されている。 

► 注意して走行してください。 

►ただちに;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点横 
を養けて < ださい。 


シ巧フカノウ 

A 事故のおそれがありまず 

システムの自己診断び完了していないなどのため、一時 
的に ABS び作動しない状態になっている。 

通常のブレーキ時の制動力は確保されている。 

►約 20 km / h を超える程度の速度で短い距離を走行して 
<ださい。 

メッセージび消えれば、 ABS は作動でをる状態になり 
ます。 



A 事故のおそれがありまず 

電圧低下のため、 ABS の機能び解除されている。バッテ 
リーび充電されていない可能性びある。 

通常のブレーキ時の制動力は確保されている。 

► 注意して走行してください。 

►ただちに;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を養けて < ださい。 

ESP 

] ウダ’ヨウテ'' 

テンケン 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP の機能び解除されている。 

同時にクルーズコント□—ル/可変スピードリミッター* 
の機能も解除されている。 

車両操縦性や走行安定性を確保することびでをない。ェ 
ンジン出力び低下ずる可能性びある。 

► 注意して走行してください。 

►ただちに;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を養けて < ださい。 
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ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


ESP 


シヨウつカノウ 



リミッタ- km/h 




リミッタ- km/h 

]1巧夕 


ウイソ》》仆 
リミット- km/h 


電圧低下のため、 ESP の機能び解除されている。 

同時にクルーズコント□ール/可変スピードリ S ッター 
の機能ち解除されている。 

バッテ I 」一び充電されていない可能性びある。 

車両操縦性や走行安定性を確保ずることびでさない。ェ 
ンジン出力び低下ずる可能性びある。 

► 注意して走巧してください。 

^すみやかに方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 


可変スピード US ッター*で設定した速度び点滅ずる。 
走行速度より右低い速度で、可変スピードリミッターを 
設定しようとしている。 

►必要に応じて、ブレーキペダルを踏んでください。 


可変スピード US ッター*で設定した速度び点滅ずる。 
急な下り坂などで、可変スピード!」 S ッターで設をした 
速度を超えて走行している。 

►必要に応じて、ブレーキペダルを踏んでください。 


可変スピード I 」 S ッター*で設定した速度び点滅し、警 
告音び3回鳴った。 

急な下り坂などで、可変スピードリ S ッターで設定した 
速度を超え、さらに加速している。 

►必要に応じて、ブレーキペダルを踏んでください。 


アクセルペダルを踏み、ウインタータイヤスピードリミッ 
ターで設定した速度まで加速しよラとしている。 
ウインタータイヤスピード1」ミッターにより走行速度び 
制御され、加速しな<なった。 

^アクセルペダルをゆるめてください。 


ウィンタータイヤスピードリミッターで設定した速度び 
点滅ずる。 

急な下り坂などで、ウィンタータイヤスピードリミッター 
で設定した速度を超えて走行している。 

►必要に応じて、ブレーキペダルを踏んでください。 


se — り 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
























トラブルシニ 



ディスプレイ表示 



SRS 


ウインタタイヤ 

リミット- km/h 

〕1の夕 


スラ仆'.ル-フ 
アイテイ巧！ 


クル-スコンかルト 
リミッタ ] ショウ 


SRS システム 
] ウシ''ヨウテ'' 
テンケン 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


ウインタータイヤスピードリ S ッターで設定した速度び 
点滅し、警告音び3回鳴った。 

急な下り坂などで、可変スピード US ッターで設定した 
速度を超え、さらに加速している。 

^必要に応じて、ブレーキペダルを踏んでください。 


フ□ントスライデイングルーフやリアスライデイング 
ルーフ*び閉じていない状態で、エンジンスイッチを2 
L 分外の位置にして運転席ドアを開いた。 

► スライディングルーフを閉じてください。 


クルーズコント□ール*または可変スピードリミッター* 
が故障している。 

► 必要に応じて、ブレーキペダルを踏んでください。 

► 六ルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を毒けて 
<ださい。 


A けがのおそれがありまず 

乗員保護装置に異常びある。エアバッグやシートベルト 
テンシヨナーび不意に作動したり、事故のとさに作動し 
ない可能性びある。 

► 注意して走行してください。 

►ずみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を覇けて < ださし、。 


se — り 


オプションや仕様により、異なる装備です。 



















イラストメッセージ 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/►対応 




] ウシ''ヨウテ'‘ 
テンい 


A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ASR またはヒルスタートアシストの機能び 
解除されている。 

エンジン出力び低下ずる可能性びある。 


^注意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を賣けて < ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、目 AS の機能び辭除されている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、 BAS の機能は作動しない。 


►注意して走行してくださし、。 


シヨウつカノウ 


►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を黃けて < ださい。 


電圧低下のため、 ASR とヒルスタートアシスト、 BAS ® 
機能び解除されている。バッテ U —び充電されていない 
可能性びある。 


通萬のブレーキ時の制動力は確保されている。 


^注意して走行してください。 

►ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 


a 


n 、’ ッテリ-/オル巧-夕 

] ウシ'‘ヨウテ'‘ 


を受けてください。 


オルタネーターの故障またはソベルトの損傷により、バッ 
テ I 」一び充電されていない。 


テンケン 


►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ただちにま全 
な場所に停車してください。 


► V ベルトを点検してくださし、 

Vベルトび切れていると さ： 


►走巧しないでください。 

►最寄りのメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡 
してください。 

Vベルトが損傷していないとき： 


〇 


アレ-キ"。ッド 
] ウシ''ヨウテ'’テンケン 


► ずみやかに方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 


A 事故のおそれがありまず 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 


^すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でブ 
レーキパッドを交換してください。 





































トラブルシニ 



ディスプレイ表示 


(①) BRAKE 


T レ-キオイル 
] ウダヨウテ''テンケン 


EBV 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


A 事故のおそれがありまず 

リザーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ただちにま全 
な場所に停車してください。 

^ 1」ヴーブタンクのブレーキ液の液量を点検して < ださ 
し、022日ぺージ）。 

^ブレーキ液の量びレベルインジケーターの下限 （ MIN ) 
UTF のとさは、走行しないでください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補 
給してち問題は解消しません。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 


A 事故のおそれがありまず 

電圧低下のため、 EBV の機能び辭除されている。 

バッテ U —び充電されていない可能性びある。 

ブレーキ時に後輪び早めに□ックする巧 S 目性びある。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ただちにま全 
な場所に停車してください。 

►走行しないでください。 

^メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けて 
<ださい。 


se — り 
















ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


(〇) BRAKE 


ENR 


風 PARK 


4 


EBV 

] の''ヨウテ'‘ 
テンケン 


ENR 

外]ウこチュウイ 


ENR 

V 


が-キンク'’アレ-キ 
力が、ヨ 


シ-卜 V ルトシステム 
] ウシ''ヨウテ'‘ 

テンケン 


A 事故のおそれびありまず 

EBV び故障している。 

ブレーキ時に後輪び早めにロックする可能性びある。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ただちに安全 
な場所に停車してください。 

►走行しないでください。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けて 
ください。 


走行中の車高び低ずぎるか高ずざる。 

車両操縦性や乗りむ地び一時的に悪化ずる可能性びある。 
^ミち意して走行してください。 

ENR * により車高び自動調整されると表示は消えまず。 

►表おび消えない場合は、ま意して走行し、ずみやかに 
；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けて 
ください。エアサスペンションのべ□ーズび損傷して 
いる巧能性びありまず。 


バッテ IJ 一び充電されていないか、 ENR * 外の方まで車 
び上げられたため、 ENR * の機能び解除されているか、故 
障のため、 ENR * び作動しない状態になっている。 

ENR * の自動調整モードび作動しない。車両操縦性や乗り 
む地び一時的に悪化する可能性びある。 

►約 2 km / hL ^ 上の走行速度で、短い距離を走行してく 
ださい。自動的に自動調整モードに設定されます。 

ッセージび消えないとさは、注意して走巧し、すみ 
やかに;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を 
寅けて < ださい。 


警告音び鳴っている。 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。 
►パーキングブレーキを解除して<ださい。 


A けがのおそれびありまず 

シートベルトシステムび故障している。 

^すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 






取 


レイキャクスイ 

テイシヤシテ 

Iングンテイシ！ 

冷却水の温度び高ずざる。 

►周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、ただちに安全 
な場所に停車してください。 

^六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 


冷却水の温度び高ずざる。 

山道の走巧などで車に過度の負荷をちえた後ずぐにエンジ 
ンを停止すると、エンジンスイッチを2の位置にずるか、 
エンジンを再始動したときに六ッセージび表おされる。 

►エンジンを始動して、約1分間アイド U ング状態にし 
てください。 

►六ッセージび消えない場合は、ルセデス-ベンツ指 
定:サービスエ場に連絡してください。 

レイキャクスイ 

レへ、’ル3テンケン！ 

冷却水量び不足している。 

冷却水量び不足しているとをはエンジンを始動しないで 
ください。オーバーヒートしてエンジンを損傷ずるおそ 
れびあじまず。 

►補給時の注意を参考にしなびら、：令却水を補給してく 
ださい。 

►通常よりち頻繁に;令却水を補給している場合は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてくだ 
さい。 

Iア州-ナコウカン 

エアフィルターの交換時期になっている。 

エアフィルターび巧れている。 

^ メルセデス’ベンツ指定サービスエ場でフィルターカー 
トリ ッ ジを交換してください。 

。グンオイルレVル 

テイ外シテIソグンテイシ！ 

エンジンオイル量び十分でないか、エンジンオイルびな 
くなっている。 


エンジンを損傷するおそれびある。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ただちに安全 
な場所に停車してください。 

^エンジンを停止して<ださし、。 

►エンジンオイルレベルゲージを使用して、エンジンオ 
イル量を点検してください。 

エンジンオイル量が正常なとさ： 

^ただちに;><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を費けてください 

エンジンオイル量が限巧まで減っているとき： 

^六ルセデス-ベンツ指をサービスエ場まで移送または 
けん引して < ださし、。 


I 





























ディスプレイ表示 


* 


i 

お> 


■1' 

<2 

ら 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


キ-ヲ]ウカンシテクダ'サイ 
]ウグヨウテ'‘ 

テンケソ 

ネンリョウ 
リサ、’-ア 
キユ处ツヨウ 

ドアがアイテイ巧！ 


ウォッシ讨キ 
レ V ルヲテンケン！ 

ヒタ"リロ-ピ-ムラン了 
ヲテンケンシテクタ'‘サイ！ 

ラン T ヲショウトウ！ 


グドウテントウ 
キ-ヲヌイテクタ"サイ！ 


- X ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を賣けて 
<ださい。 


燃料の残量び少なくなつている。 

► 最寄りのガソリンスタンドで給油してください。 


ドアやスライディングドア、テールゲートび完全に閉じ 
ていない状態で走行している。 

►ドアやスライディングドア、テールゲートを閉じてく 
ださい。 


ウォッシ巾一液量び IJ ヴーブタンクの約1/3まで減って 
いる。 

►ウオッシ巾一液を補給してください。 


左へッドランプ （ □—ビーム）び切れている。 
^すみやかに電球を交換してください。 


ランプスイッチを昼を]の位置にしたままエンジンスイッ 
チからキーを振を、運転席ドアを開いた。 

^ランプスイッチをこを]の位置にしてください。 

ランプび自動的に点なしているとさに、ランプスイッチ 
を因巧の位置にしたままエンジンスイッチを0の位置に 
して、運転席ドアを開いた。 

►ランプスイッチを E の位置にするか、エンジンス 
イツチからキーを旅いて < ださい。 


1) この例し义 H の><ッセージも表示されます。 

車がランプのいずれかに異萬び発生ずると、その箇所び表示されます。 
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スイツチやボタンの表示'打/警告 :) a 


A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず^ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


トラブル 


シートヒータースイツチの表示なび点 
滅している。 


U アデフオッガースイツチの表示口び 
点滅している。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

多くの電気装備び使用されているため電圧び低下してい 
る。シートヒーター*び自動的に停止している。 

►読書なやルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してください。 

電圧び回復ずると、シートヒーター*は自動的に作動 
を開始しまず。 

多くの電気装備び使用されているため電圧びあ下してい 
る。リアデフ ォッ ガーび自動的に停止している。 

►読書なやルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してください。 

電圧び回復すると、1」アデ フォッ ガーは使用でさまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 












256 


r ング 


A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた^ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になりまず。 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

盗難防止警報び作動した。 

盗難防止警報システム*び待機状態のとさに、助手席ド 
アをエマージェンシーキーで解錠して開いた。 

►キーの解錠ボタン、またはスライディングドア/テー 
ルゲート解錠ボタン、 スライディングドア開閉ボタン 
を巧してください。 

または 

^エンジンスイッチにキーを差し込んでください。 

盗難防止警報システム*び停止しまず。 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクションディスプレイに故障/警告メッ 
セージび表示されている。 

►故障/警告六ッセージをご覧ください （>247 ページ 
〜)。 


パーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

ランプを消なしないでエンジンスイッチからキーを揣さ、 
運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを亡を]にしてください。 

エンジンを始動すると、警告音び数秒 
間鳴る。 

A けがのおそれびお0まず 

運転席の乗員びシートベルトを着用していない。 

^シートベルトを着用して<ださい。 

走行速度び約2日 km/h 政上になった 
とさに警告音び鳴る。 

A けがのおそれがありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用してい 
なし、。 

^シートベルトを着用して<ださい。 


警告音 


se — り 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
















A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず^ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


トラスレ 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイツチを3の位置にする 
とスターターモーターの音びずる。 

燃料システムに空気び混入している。 

►エンジンを再始動ずる前に、エンジンスイッチを0の 
位置に戻してください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

ただしエンジン始動を長時間、何度ち巧なラと、バッテ 

U 一びあびるおそれびおりまず。 

数回始動操作を行なってちエンジンび始動しないとを： 

^メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイツチを3の位置にする 
とスターターモーターの音びずる。 

燃料残量警告'なび点なしていて、燃料 
計の指針び0を示している。 

燃料タンクび空になっている。 

^燃料を補給してくださし、。 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイツチを3の位置にして 
もスターターモーターの音びしない。 

バッテ U —の電圧び低下しているか、バッテ U —びあびっ 
ている可能性びある。 

►他車のバッテ1」一を電源として始動して < ださい 
([>289ページ)。 

エンジンび始動しないとを： 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 


バッテ1」一びあびっているか損傷している。 

►バッテ U —に損傷びないか確認してください。 
►バッテリーに損傷びないとさは、バッテ U —を充電し 
てください。 

スターターモーターび故障している。 

^ メルセデス’ベンツ指定サービスエ場でスターターモー 
ターの点検を寅けて<ださい。 
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エンジン 


se — り 
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トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンの回転び滑らかでなく 、ミス 

エンジンの電気システムまたは制御システムに異常び 

ファイアも起き■ている。 

る。 

^アクセルペダルを踏み過ざないよラに走行してくだ 
さし、。 

►ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けて < ださい。 

未燃焼の燃料により、触媒を損傷するおそれびあります。 



か 

AJ 

© 

I 

杉 


オートマチックトランスミッション 


心 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた^ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


トラブル 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


トランスミッションび正しく変速し 
なし'!。 

オートマチックトランスミッションオイルび減っている。 

^ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトラ 
ンス S ッションの点検を受けてくださし、。 

加速性能び悪化している。 

トランスミッションび変速しない。 

トランス S ッションびエマージェンシーモードになって 
いる。 

トランスミッションを2速ギアか U ノ くースギアにして走 
行できる場合びありまず。 

►停車してください。 

► ブレーキペダルを踏んでください。 

^シフトポジションをこ巴にして<ださい。 

^エンジンを停止して<ださい。 

►約10秒 L 分上待ってから、エンジンを再始動しまず。 

^セレクターレバーを EE に入れまず。 

2速ギアになりまず。 

または 

► セレクターレバーを CE に入れまず。 

リバースギアになります。 

^ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトラ 
ンス云ッションの点検を受けてください。 
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運転装置 


心 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で巧なラことをお勧めしまず。特にま全に関わる整備について 
は、おずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を巧なラと、事故や故障の原因にな0まず。 


トラスレ 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ENRA び故障している。停車中に 
ENR* スイッチを押しても車高び上下 
しない。 

ENR* スイッチの表示なび消灯して 
いる。 

ENR* のシステムび過熱している。車高の上げ下げを繰り 
返したため、 ENR* の機能び解除された。 

►約1分間待ってから、再度 ENR* を操作してください。 

電圧低下のため、 ENR* の機能び辭除されている。バッテ 
リーの電圧びあびっている可能性びある。 

車両操縦性や乗りむ地び悪化ずる可能性びある。 

^エンジンを始動して<ださい。 

►すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 

ホ色のパークト□ニックインジケー 
ターだけび点灯して約2秒間警告音び 
鳴った。 

その後約20秒後にパークトロニッ 
クび辭除され、パークト□ニックオ 
フスイッチの表示打び点灯し、ホ色 
のパークト□ニックインジケーター 
び消灯した。 

パークト□ニックに異常びあり、機能び解除されている。 

パークト□ニックオフスイッチを押ずと、赤色のパーク 
卜□ニックインジケーターだけび再び点なして約2秒間 
警告音び鳴る。 

^すみやかにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場でパー 
クト□ニックの点検を寅けて<ださい。 

障害物びないのにずベてのパークトロ 
ニックインジケーターび点なするな 
ど、パークト□ニックインジケーター 
び異常な接近表示をおしている。 

パークト□ニックセンサーびミちれているか、凍結して 
いる。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください(>216 
ぺージ)。 

►再度、エンジンスイッチを 2 の位置にしてください。 

が部の電波や超音波び干渉している可能性びある。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してく 
ださい（1>17日ページ）。 


パークト□ニックセンサーの周囲に取り付けられている 
アクセサリーパーツなどび、確実に固定されていない。 

^アクセサ1」ーパーツなどび確実に固をされていること 
を確認してください。 



化 

4J 

S 

I 

り 


オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 






キ- 


A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた^ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


トラブル 考え5れる原因および症状/ ► 対応 

I」モコン操作で施錠でをない。 ドアやスライディングドア、テールゲートび完全に閉じ 

キーの施錠ボタンを押してを方向指示ていない。 

灯び点滅しない。 ►ドアやスライディングドア、テールゲートを完全に開 

じてから、再度施錠操作を行なってください。 

セントラル□ッキングシステムび故障している。 

►車内からドアやスライディングドア、テールゲートを 
施錠し、最後にエマージェンシーキーで助手席ドアを 
施錠してください。 

► ずみやかに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 


260 トラブルシユーテイング 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

クルーズコント□ール*や巧変スピー 

マルチファンクションディスプレイに重要度の高い故障/ 

ドリ S ッター*び作動しているのに速 

警告 y ッセージび表示されているため、設定速度の表示 

度の設定びでをない。 

びでさない。 

►マルチファンクションディスプレイの故障/警告メッ 
セージに従ってください0247ページ）。 

► クルーズコント□—ル*や可変スピードリミッター* 
を解除してください。 


se — り 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 








トラブルシコ 
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トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

U モコン操作で解錠/施錠でをない。 

キーの電池び消耗している。 

► キーの先端を運転席ドア八ンドルに向け、至近距離か 
ら再度リモコン操作をしてください。 

リモコン操作びでさないとき： 

^エマージェンシーキーで助手席ドアを解錠/施錠して 
ください0287ぺージ）。 

►キーのいずれかのボタンを押して、表示なび点ミ威ずる 
ことを確認してください（1>295ページ）。 

►表示口び点滅しないとをは、キーの電池を交換してく 
ださい028日ページ）。 

電池は六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で入手で 
さます。 


キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで助手席ドアを解錠/施錠して 
<ださい。 

►すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を寅けて < ださい。 

キーのボタンを押しても表示なび点滅 
しない。 

キーの電池び消耗している。 

►キーの電池を交換してください（>28日ページ）。 

電池はメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で入手で 
さまず。 

キーを紛失した。 

► 六ルセデス • ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキー 
を無効にしてください。 

►ただちに自動車保険尝社へキー紛失の事実を報告して 
<ださい。 

^必要であればキーシ U ンダーち交換してください。 
新しいキーの入手については、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 

エマージェンシーキーを紛失した。 

►ただちに自動車保険含社へキー紛失の事実を報告して 
<ださい。 

^必要であればキーシリンダーち交換してください。 
新しいキーの入手については、六ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 










トラブル 

エンジンスイッチびまわらない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンスイッチからキーを振かずに0の位置で長時間 

放置していた。 

►エンジンスイッチからキーを振を、再度差し込んでく 
ださい。 

►バッテ1」一を点検し、必要であれば交鞭してください。 

^エンジンを始動して<ださい。 

バッテI」一の電圧び低下している。 

►シートヒーター*やルームランプなど、必要のない電 
気装備を停止してから再度エンジンスイッチをまわし 
て < ださい。 

それでちエンジンスイッチびまわらないとさ： 

►バッテ1」一を点検し、必要であれば充電してください。 

または 

►他車のバッテ U —を電源として始動してください 
0289ぺージ）。 

または 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

ステア1」ング□ックの□ック機構び正しく解除されてい 

なし)。 

►エンジンスイッチからキーを振いてから再度差し込み、 
ステア U ングを左ちにまわしなびらエンジンスイッチ 
をまわして < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 






トラブルシコ 
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へッドランプ/方向指示巧 


A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず^ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を巧なラと、事故や故障の原因になります。 


トラスレ 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

へッドランプの内側び量っている。 

が気の湿度び高くなつている。 

►へッ ドランプを点灯して走行してください。 

しばらく走巧ずると、へッドランプ内側の量りは取れ 
ます。 

へッドランプユニットび密閉されていないため、水分び 
侵入してし)る。 

► 六ルセデス-ベンツ指定ヴービスエ場でへッドランプ 
の点検を受けて < ださい。 


ヮィパー 


A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因にな0ます。 

トラブル 考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

ワイパーび正しく作動しない。 葉や雪など、ウインドウに障害になる物び付着している。 

ワイパーモーターの作動び停止している。 

►すみやかに停車してください。安全のため、エンジン 
スイッチからキーを抜いてください。 

► 障害物を取り除いてください。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 


I 








A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた^ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になりまず。 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

燃料び漏れている。 

A 火災や爆発のおそれがありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷している。 

漏れた燃料に引火したり、爆発するおそれびある。 

^ただちにエンジンを停止して<ださい。 

^エンジンスイッチからキーを振いて<ださい。 

►状況を問わず、エンジンを始動しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 


264 トラブルシユーテイング 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ワイパーび作動しない。 

ワイパーび故障している。 

►コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを 
選おしてください （>131 ページ）。 

► ルセデス-ベンツ指定ヴービスエ場でワイパーの点 
検を受けて < ださい。 


燃料と燃料タンク 


se — り 














八ンクしたとま 
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パンクしたとを 


A 事故のおそれびあ0まず 

• パンクしたとさは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないで<ださ 
し、。ステア U ングをしっかり握っ 
て徐々にま度を落とし、ま全な場 
巧に停車してくださし、。 

• 停車したときは、非常点滅灯を点 
滅させて<ださい。また、十分ミ主 
意しなびら車の後方に停止表示板 
を置いて < ださい。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□ールを失 
し、、事故を起こすおそれがありま 
す。また、タイヤが異常に過熱して、 
火災が発生ずるおそれがあります。 

Q 車速感応ドア□ック(>53ページ) 
を設定した状態で車を押したり、車 
を持ち上げるとをは、エンジンス 
イッチを0の位置にしてください。 
車輪び回転ずると車び自動的に施錠 
され、車がに閉め出されるおそれび 
ありまず。 

〇タイヤの修理やタイヤ交換をずる 
とさは、必ず手袋を着用してくださ 
し、。素手で作業を行なラとけびをず 
るおそれびありまず。 

〇タイヤの修理やタイヤ交換をずる 
とさは、エンジンを始動しないで< 
ださい。 


タイヤの修理およびタイヤ交換の 
準備 _ 

► ま全を確保でさる、ひたくてずべり 
にくい水平な場所に停車しまず。 

► 非甫点滅灯を点滅させまず。 

► ステアリ ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効ひ 
せ、 セレクターレバーを fpl に入 
れまず。 

► ENR 装備車は、自動調整停止モー 
ドに設定しまず（>178ぺージ）。 

►エンジンを停止して、エンジンス 
イッチからキーを巧さまず。 

► 周囲の状況にミ主意しなびら乗員を車 
から降ろして、ただちに安全な場所 
に避難させまず。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置くことび 
法律で義務付けられていまず。 


パンクしたタイヤを修理ずる 
(TREND / AMBIENTE) 

パンクしたタイヤをタイヤフイットで 
修理ずると、一時的に走行ずることび 
でさまず。 

タイヤフイットはが気温度が約一20で 
从上のときに使用できまず。 

A 义災のおそれびあ0まず 


I SGIP 


タイヤフィットを取り扱っていると 
さは、火気や裸义、乂巧、タバコな 
どを近付けないで < ださい。 
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パンクしたとを 


A 事故のおそれびありまず 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なをのでず。修理後は、 
空気圧が適正であってを、必ず標 
準タイヤに交換してください。 

• し U 下の状況のとさはタイヤフィッ 
卜でタイヤを修理ずることがでさ 
ません。他のちまで車両を移動さ 
せて < ださい。 

◊タイヤの傷が約 4 mm し U 上の場 
をや、凹み、亀裂、ひびなどび 
ある場合 

◊タイヤの接地面似外に傷がある 

场口 

◊ホイールに損傷がある場合 
◊タイヤの空気圧が非常に低かっ 
たり、空気が完全に抜けた状態 
のタイヤで走行した場含 
このよラなとさは、絶対に走行し 
ないで、^ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に連絡してください。 

Q 異常のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しない 
で<ださい。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットが漏れ出ずおそれがあり 
ます。 

Q タイヤフィットが塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた巧でホ式 
さ取って < ださい。 

〇タイヤフィットで修理したタイヤ 
は必ず交換して<ださい。そのまま 
使用することはでさません。 

Q タイヤフィットには使用期限があ 
0まず。期限が週ざたとさは新品に 
交換してください。また、タイヤ 
フイットの使用期限が過ざている場 
合は使用しないでください。 


タイヤフイットの準備 


►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギまたはネジなどは取り 
除かないで < ださい。 

► タイヤフィットに付属の最高速度表 
示のステッカーをはがし、運転者の 
見やすい場所に貼りまず。 

A けびのおそれびありまず 

タイヤフィットは、身体や衣服に付 
着しないよラに注意してください。 

• 眼や皮膚に付着した場をは、ただ 
ちに清潔な水で十分に洗い流して 
ください。 

• 衣服に付着した場をは、ただちに 
付着した衣服を着替えてください。 

• アレルギー症状が出た場合は、ただ 
ちに医師の診断を受けてください。 

• タイヤフィットは、子供の手が届 
かない場所に保管して<ださい。 

• 万一、子供がタイヤフィットを飲 
み込んだ場合は、ただちに水で口 
を十分ずすぎ、水を大量に飲ませ 
て < ださい。 

• タイヤフィットを吐かせないでく 
ださい。ただちに医師の診断を受 
けて < ださい。 

• タイヤフィットの臭気を聴い込ま 
ないで < ださい。 

〇 タイヤフィットが漏れ出た場合 
は、そのまま乾燥させて<ださし、。 
乾燥ずればフィルム状になり、はが 
すことがでさまず。 

ちし、衣類にタイヤフィットが付着 
した場合は、ずみやかに洗濯して< 
ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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パンクしたタイヤを<彦理ずる 



①タイヤフィット 
③を入ホース 
③アル吉キャップ 


►タイヤ U ペアキットを取り出しま 
す （0247 ページ)。 

►タイヤ U ペアキット収納バッグ 
(0237 ぺージ）からタイヤフイッ 
卜①を取り出しまず。 

►タイヤフイット①の容器をよく振 
りまず。 

►ま入ホース③のスク U ユー部分を 
タイヤフイット①の容器に取り付 
けまず（その際、アルミキヤップ 
③を突き刺しまず）。 

Q 必ずタイヤフイットの容器を上に 
した状態でま入ホースを取り付け 
て < ださい。 

►タイヤ U ペアキット収納バッグか 
らノりレブレースを取り出しまず。 



夕 .- 

④バルプレース 

⑥バルブコア 

⑥バルブ 

► AV レブ⑧のキヤツプを取り外しまず。 

►バルブレース④をバルブコア⑥に 
差し込み、反時計回りにまわして 
バルブ⑥からバルブコア⑥を取り 
外しまず。 

〇取り外したバルブコアをミちした 
り、磊らしたり、または損傷しなし) 
よ5にして < ださい。 

《車載されているバルブレースやバルブコ 
アの種類び異なることびあ0まず。 



⑦プラグ 


► ま入ぶース③先端のプラグ③をがし 
ます。 

► ま入ぶース③の先端をバルブ風に差 
し込みまず。 


I 
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パンクしたとき 



►タイヤフィット①の容器を逆さにし 
ます。このとさ、タイヤフィットの 
容器びパルブ⑥より高い位置になる 
よつ I ししまず。 

► タイヤフィット①の容器を数回絞つ 
て、容器の修理剤をずべてタイヤの 
なかに流し込みまず。 

► ミ主入ぶース©をバルブ®からがし 
ます。 



み.- 

►バルブレース④を使い、バルブコア 
⑥を元通りに取り付けまず。 

〇 バルブコアび巧れていたり、損傷 
しているときは、予備のバルブコア 
と交換してくださし、。 

► プラグ⑦をま入ホース③に取り付け 
ます。 

►10 m ほど車を前後進させまず。 


電動エアポンプで空気を入れる 

車種や仕様により車載されている電動 
エアポンプび異なりまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

使用上のミち意を記載したステッカー 
び電動エアポンプに貼付してありま 
す。使用する前に内容を確認してく 
ださい。 

►タイヤ U ペアキット収納バッグ 
([>237ページ）から電動エアポン 
プを取り出しまず。 


空気圧ゲージ別体型 



①フラップ 
③電源スイッチ 

③ 電源プラグ 

④ 空気圧 ゲージ 
⑥ エアホース 
⑧空気圧調整バルブ 

► フラップ①を開いて電源プラグ③と 
エアホース⑥を取り出しまず。 

► 空気圧調整パルブ⑥び閉じているこ 
とを確認しまず。 


■化：？ 0 >1 り 


注入したタイヤフィットがタイヤ全 
体に行さ渡りまず。 
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空気圧ゲージー体型 



③電源スイッチ 

③ 電源プラグ 

④ 空気圧 ゲージ 

⑥ エアホース 

⑦ 空気圧調整ボタン 

► 電動エアポンプの裏面から電源プラ 
グ③とエアホース⑥を取り出しまず。 

► エアホース⑥をホイールのバルブに 
取り付けて、ナットで固定しまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③び 
0 (オフの位置）になっていること 
を確認します。 

►電源プラグ③をライターソケット 
0182ページ）に差し込みまず。 

► エンジンスイッチを1または2の 
位置にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
I (オンの位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
に空気を送り込みまず。 

► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧びかなくとを 1.8 
バールに達していることを確認して 
<ださい。 


〇電動エアポンプを作動時間の上限 
を超えて連続して作動させないで< 
ださい。ポンプび過熱して損傷した 
り、乂傷をずるおそれびありまず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。電動エアポンプを 
再び作動ごせるとさは、ポンプびを 
えた状態になっていることを確認し 
て < ださい。 

〇電動エアポンプを作動させている 
とさはエンジンを始動しないでくだ 
さい。 

〇電動エアポンプやエアホースは作 
動中に金属部分などび熱<なりま 
ず。必ず手袋をして作業して<だ 
さし、。 

電動エアポンプを約5分間作動させ 

てち、空気圧び 1.8 バールに達しな 

し、場己： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にして、電動エア 
ポンプを取り外し、タイヤフィット 
びタイヤ内に行き;度るように、低速 
で車を約1 Om 前進まには後退させ 
まず。 

►再度、電動エアポンプを取り付け 
まず。 

►再度、タイヤに空気を入れまず。 

A 事故のおそれがあ0まず 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち空気圧び1 .8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかなり損傷してい 
まず。それ liLh 走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 


■化：？ S - り 
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パンクしたとき 


空気圧び 1.8 バールに達している 

場合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にしまず。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

► 電動エアポンプの電源プラグをライ 
ターソケットから巧さまず。 

► ホイールのバルブからエアホースを 
取り外しまず。 

► 修理したタイヤのノ U レブキャップを 
取り付けまず。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► テールゲー トを閉じまず。 

► ただちに走行しまず。 

タイヤフィットびタイヤ内に行き 
渡り、損傷箇所び固まりやず<な 
りまず。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース(>268. 269ぺ一 
ジ）を修理したタイヤのパ'ルブに取 
り付けて、空気圧ゲージでタイヤ空 
気圧を点検します。 

A 事故のおそれがあ0まず 

空気圧び1 .3 バール！; TF になっている 
場合は、タイヤびかな0損傷していま 
す。それ L ツ上走巧せず、メルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場に連絡してく 
ださい。 


► 空気圧び1 .3 バールし U 上の場合は、 
規定の空気圧に調整しまず。規定の 
空気圧は燃料給油フラップを開いた 
車体側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベルを参照してください。 

規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空気 
を入れまず。 

規定の空気圧を超えている場合は、 
空気圧ゲージの空気圧調整； U レブ⑥ 
を緩めるか、空気圧調整ボタン⑦を 
押して調整しまず。 

► 空気圧ゲージ別体型の電動エアポン 
プは、電源プラグ③とエアホース 
⑥を電動エアポンプ内に収納し、フ 
ラップ①を閉じまず。 

► 電動エアポンプを元の位置に戻し 
ます。 

► メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場まで走行し、パンクしたタイ 
ヤを交換します。 

► 新しいタイヤフィットについては、 
メルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場でお買い巧めください。 

A 事故のおそれがありまず 

タイヤフィットでタイヤを修理し 
た後に走行するとさの最高ま度は 
80 km / h でず。カーブ走行時やプレー 
キ時には特に慎重に運転してくださ 
し、。また、車両操縦性に変化び現れ 
ることびあ0まず。 


■化：？ 0 >1 り 
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A 事故のおそれびありまず 

タイヤフィットでタイヤを修理した 
とさには、重い荷物を載せないでく 
ださい。タイヤの損傷やパンクにつ 
ながるおそれがあります。 

〇 タイヤフィットは、4年ごとに新 
品と交換して < ださい。 

平環境 

タイヤフィットの廃棄は、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で行なつ 
て < ださい。 


応急用スペアタイヤに交換ずる 
(AMBIENTE long) 

パンクしたタイヤを応急用スペアタイ 

ヤに交換ずると、一時的に走行ずるこ 

とがで'さまず。 

©TREND / AMBIENTE には応急 
用スペアタイヤは装備されていま 
せん。タイヤ U ペアキットでパン 
クしたタイヤを修理して< ださい 
(>265 ページ）。 

©AMBIENTE long には応急用スペア 
タイヤとタイヤリペアキット(>237 
ぺージ）が装備されていまず。 


心 事故のおそれびありまず 

• 応急用スペアタイヤと標準タイヤ 
のサイズが異なるため、応急用ス 
ペアタイヤを装着した場合は、走 
行性能が大き<変化します。ミ主意 
して走行してください。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間の 
使用にとどが、でさるだけ早く標 
準タイヤに戻してください。 

• 応急用スペアタイヤに交換したと 
きは、必ず SOkm / hLUT で走行し 
てください。また、 ASR の機能を 
解除しないでください。 

• 応急用スペアタイヤを2本!;上装 
着して走行しないで<ださい。 

• 応急用スペアタイヤを使用したと 
きは、でさるだけ早めにルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で新 
しい応急用スペアタイヤに交換し 
て < ださい。 


心 けびのおそれがありまず 

ジャッキアップする前に、必ず ENR 
を自動調整停止モードに設定して、 X 
ンジンスイッチからキーを抜いてく 
ださい。自動調整モードのままだと、 
タイヤのサスペンションが伸び、夕 
イヤ交換がでさなくなったり、ジャッ 
キが外れるおそれがありまず。また、 
車をジャッキダウンした後に ENR が 
誤作動し、正常な車高を保てなくな 
ります。 


■化：？ S - り 
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A 事故のおそれびありまず 

• 車載のジャッキは、この車のタイ 
ヤ交換で一時的にジャッキアップ 
するた故だけに設計されていまず。 

• ジャッキサポートし U 外の位置で 
ジャッキアップしないでください。 

また、ジャッキアップずる前に、 
ジャッキのプレート部が正しく 
ジャッキポイントに入っているこ 
とを確認してください。 

• ジャッキは、かたくてずべりにくし、 
水平な場所で使用して<ださい。 

• 作業中に車が動さ出ずのを防ぐた 
め、ジャッキアップする前に、交 
換するタイヤの対角線の位置にあ 
るタイヤの前後に輪止めをしてく 
ださい。また、パーキングブレー 
キを 解除しないでください。 

• ジャッキアップしたとさのタイヤ 
の高さは、地面から 3 cm 似内にし 
て < ださい。 

. 車の下に手や足を入れないで<だ 
さし、。 

• ジャッキアップしているときは、 
エンジンを始動したり、ドアや卜 
ランクを開閉しないでください。 
車が落下ずるおそれがあります。 

• ジャッキに不具含や損傷があると 
さは使用しないでください。 


タイヤ交換の準備 


A けびのおそれびありまず 

傾斜地ではタイヤを交換しないでく 
ださい。ジャッキが外れると、車に 
挟まれて致命的なけがをずるおそれ 
がお0まず。 

► 交換ずるタイヤの対角線の位置にあ 
るタイヤの前後に輪止めをしまず。 

〇 輪止めは車載されていません。適 
切な大ささの木片か石を輪止めとし 
て使用してください。 

► スペアタイヤ取りがし/収納用ア 
ダプター、ジャッキ八ンドル、ホイー 
ルレンチ、ジャッキ、ガイドボルト、 
手袋を車載工具（杉235ページ）か 
ら取り出しまず。 

►手袋を着用しまず。 

► 応急用スペアタイヤを取り出しまず 
(>237 ページ）。 

Q ジャッキアップずる前に乗員や荷 
物を車から降ろし、応急用スペアタ 
イヤを取りがして<ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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ジャツキアップ 



► ホイールレンチで、交換ずるタイヤ 
のホイールボルト （5 本）を約1回 
転ほどゆるめまず。 


この時点では、ホイールボルトを取 
り外しません。 

Q ホイールレンチを使用ずるとき 
に、ぶイールレンチがぶイールボル 
卜からがれるとけがをしたり、ホ 
イールボルトを損傷することがあり 
ます。じ(下の点にミ主意して < ださい。 

• ぶイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで < ださい。 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい。 



► ダイヤル③を手でまわしてジャッキ 
©を伸ばしながら、交換するタイヤ 
に近いジャッキサポート①にジ ャッ 
キのプレート部®をあてまず。 

このとさ、ジャッキのプレート音に 
風がジャッキサポート①に接して、 
ジャッキがぐらつかない程度まで 
ジャッキを伸ばしまず。 

〇 ジャッキサポート①は前輪の後 
方、後輪の前方のボディ下部4力 
所に設けられていまず。 

〇 ジャッキ用アダプター④は必要に 
応じて使用してください。 

H 側面から見て、ジャッキび垂直に 
なるよ5に取り付けてください。 

〇ジャッキの底面び、確実に路面に 
接するように取り付けてください。 


I 
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⑥ジャッキ八ンドル 


► ジャッキ八ンドル⑥を 、 "AUF UP " 
の文字び見える面び手前に<るよ5 
に取り付けまず。 

〇ジャッキ八ンドル倒ま 、 "AUF UP " 
の文字び見える面び手前に<るよ5 
に取り付けないと、ジャッキアップ 
でをません。 

► ジャッキ八ンドル⑥を繰り返し操作 
して、タイヤび i せ面から離れるまで 
ジャッキアップしまず。 


ジャッキアップしたとさのタイヤの 
高ごび地面から 3 cm じ(内にあるこ 
とを確認して < ださい。 



⑦ガイドボルト 


► 5 本のホイールボルトを外して、夕 
イヤを取り外しまず。 


► ホイール八ブの上側のネジ巧にガイ 
ドボルト⑦を取り付けまず。 

Q ホイールボルトに砂や泥が付着し 
ないようにミち意してください。 

H タイヤを地面に置くときは、ぶ 
イールのが側を下にしないで<ださ 
し、。ぶイールに傷が付<おそれがあ 
りまず。 

P ホイールをがしたときは、ホイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
てください。 U ムの凹みや曲がりは 
空気圧減少の原因になり、タイヤを 
損傷ずるおそれがありまず。 

応急用スペアタイヤの取り巧け 

A 事故のおそれびありまず 

• ジャッキアップした状態で、ホイー 
ルボルトを強<締め付けないで< 
ださい。締め付ける勢いでジャッ 
キが外れるおそれがあ0まず。 

• ホイールボルトに損傷や鐘がある 
とさは交換してください。 

• ネジ山には、決してオイルやグリ 
スを塗巧しないでください。ホ 
イールボルトがゆるむおそれがあ 
りまず。 

• ホイール八ブのネジ山が損傷して 
し、るとさは、走行しなし'^で、ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
に連絡してください。 

• ホイールボルトは、ホイールに適合 
した純正品だけを使用してくださ 
し、。純正品！;!外のホイールボルトを 
使用すると、ホイールが脱落して事 
故を起こすおそれがありまず。 


■化：？ 0 >1 り 






パンクしたとを 


275 



⑦ガイドボ J レト 


► 応急用スペアタイヤのホイールおよ 
びノ '^ブの接合面に砂やミちれびないこ 
とをお認します。 

► ガイドボルト⑦に合わせて、応急用 
スペアタイヤを取り付けまず。 

► 残りの4つのネジ巧にホイールボ 
ルトを取り付け、軽く締め付けまず。 

► ガイドボルト⑦を取り外し、5本目 
のホイールボルトを軽く締め付け 
ます。 


ジャッキダウン 



⑥ジャッキ八ンドル 


P ジャッキ八ンドルは 、" AB DOWN " 
の文字び見える面び手前に<るよ5 
に取り付けないと、ジャッキダウン 
でさません。 

► ジャッキ八ンドル⑥を繰り返し操作 
して、ゆっくりボディを下げてタイ 
ヤを接地させまず。 


► ジャッキを外しまず。 



①-⑥ホイールボルトの締め付け順序 


► 図の順序でホイールボルトを均一に 
締め付けまず。 

ホイールボルトの締め付けトルク 


ホイールの 種類 

締め付けトルク 

スチールホイール 

約 20 kg-m 
(約200 Nm ) 

軽合金ホイール 

約1 8 k 呂 - m 
(約180 Nm ) 


► ジャッキ八ンドルを 、 "AB DOWN " 
の文字び見える面び手前に<るよ5 
に取り付けまず。 


I 
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P ホイールレンチを使用ずるとき、 
ぶイールレンチがホイールボルトか 
らがれるとけがをしたり、ぶイール 
ボルトを損傷することがありまず。 
LU 下の点に注意してください。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<ださい。 

•両手で握り、ぶイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださい。 

• パイプを継ぎ足してまわすなど、 
必要(上にホイールボルトを締 
め付けないで < ださい。 

P ホイールボルトは必ず規定の締め 
付けトルクで締め付けて<ださい。 
締め付けトルクが不足しているとボ 
ルトがゆるみ、事故を起こずおそれ 
がありまず。 

P タイヤを交換した後は、ずみやか 
にホイールボルトの締め付けトルク 
を確認して < ださい。 

►ジャッキを元の状態に戻し、車載 
工具などととちに元の位置に戻し 
ます。 

► がしたタイヤはラゲッジルーム内に 
収納し、確実に固定して<ださい。 

►タイヤ空気圧を点検し、必要であれ 
ばタイヤ空気圧を適正な数値に調整 
して < ださい。 

►約 50 km 走行後に、ぶイールボル 
卜を規定の締め付けトルクで増し締 
めして < ださい。 


ホイールボルトの締め付け 


心 事故のおそれびありまず 

タイヤを交換した後は、安全のため 

し U 下のことを行なってください。車 

のコント□ールを失い、事故を起こ 

ずおそれがあります。 

• ホイールボルトの締め付けトルク 
を確認してください。ホイールが 
ゆるむおそれがあります。 

• タイヤ空気圧を点検し、必要であ 
ればタイヤ空気圧を適正な数値に 
調整してください。 

• 約日 0 km 走行後に、ホイールボル 
卜を規定の締め付けトルクで増し 
締めしてください。 

• 新品または再塗装したホイールを 
装着した場合は、約1000 km から 
約己000 km 走行した後に、再度ホ 
イールボルトを規定の締め付け卜 
ルクで増し締めして < ださい。 

• タイヤの回転方向が指定されてい 
るタイヤは、必ず正しい回転方向 
にして装着してください。回転方 
向が逆になっていると、車両操縦 
性に影響を与えるおそれがありま 
す。すみやかにルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


■化：？ 0 >1 り 







ランプ類は車両の重要な安全装備のひ 
とつでず。ずべてのランプ類が正し< 
点口することを確認してください。 

電球が切れてランプが点口しないとさ 
は、同規格•同容量の電球と交換して 
<ださい。交換したランプがずぐに切 
れた場合は、ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けて < ださし、。 

電球の交換はルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で行な5ことをお勧めし 
ます。やむを得ずお客様自身で交換ず 
るとさは、 iU 下のま意を守って該当箇 
所の電球を交換して < ださい。 

電球には素手で触れないよラにして< 
ださい。電球の表面にかしでちミちれや 
脂分が付着ずると、ガラス表面で溶け 
て、電球の寿命が短<なりまず。電球 
に触れるとさは、されいな巧や手袋な 
どを使用するか、パルブの金属部を持 
つよラにして < ださい。 

D 指定 iu がの電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になりまず。 

B 電球は高温になるため、電球の表 
面に油などが付着ずると切れやず< 
なりまず。触れたときは、薄めた中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよ < 拭いて < ださい。 

D マルチファンクションディスプ 
レイにランプに関ずる故障/警 
告少ッセージが表示されたとさは 
(1>254 ページ）をご覧ください。 

このとさは、ずみやかに電球を交換 
して < ださい。 


A けびのおそれびありまず 

• 電球は非常に熱くなります。電球 
の交換は電球が冷えた状態で行 
なってください。火傷をするおそ 
れがあります。 

• 電球は子供の手の届かなし^ところ 
に保管してください。 

• 落下した0、衝撃が加わった電球 
を使用しないでください。破裂ず 
るおそれがあ0まず。 

• 電球には圧力のかかったガスが封 
入されているため、電球が熱くなっ 
ているとさに電球に触れたり、電 
球を取0外さないでください。破 
裂するおそれがあります。 

• 電球を交換するとさは、防護眼鏡 
や手袋などを着用し、直接手で電 
球に触れないよラにしてください。 

D ドア S ラー方向指お灯および八イ 
マウント ブレーキランプは LED に 
なりまず。交換作業はルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場で行なって 
<ださい。 

また、その他の電球の交換について 
ちルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場に作業を依頼ずることをお勧め 
し 〇 

〇 1」アフォグランプはち側のみでず。 
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電球/ヒューズの交換 


電球の位置と種類 




ランプ 

ワット数 

① 

ドア云ラー 
方向指示灯 

LED 

⑤ 

へッド ランプ 
(下向を） 

55 W ( H 7) 

⑤ 

フ□ン h 
方向指示灯 

21 W (黄色） 

④ 

へッド ランプ 
(上向を） 

55 W ( H 7) 

⑤ 

車幅灯- 

パーキングランプ 

5 W 

④ 

フォグランプ 

55 W ( H 7) 




ランプ 

ワット数 

@ 

八イマウント 
ブレーキランプ 

LED 

④ 

ブレーキランプ/ 
テー ルランプ- 
パーキングランプ 

21 W / 5 W 

@ 

U ァ方向指示灯 

21 W (黄色） 

颇 

パックランプ 

21 W 

⑩ 

1」アフォグランプ 
(ち側のみ） 

21 W 

⑩ 

ライセンスランプ 

5 W 


H 電球を交換ずるとさは、実際に車 
両に装着されている電球の規格を確 
認して < ださい。 


se — り 















ヒューズの 交換 _ 

電気装備び作動しないとさはヒューズ 
び切れていることび考えられまず。 

ヒューズび切れているとさは、ヒュー 
ズを交換して < ださい。 

ヒューズー覧は（[>281ページ）をご 
覧< ださい。 

A 义災のおそれびあ0まず 

• 規格や容量の異なるヒューズや改 
造や修理をしたヒューズを使用し 
ないで< ださい。電気回路に負荷 
びかか0、义災の原因にな0ます。 
ヒューズ切れの原因の点検や修理 
はメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場に作業を依頼してくださし、。 

• メインヒューズボックスの中にエ 
具を置いたり、工具を落とさない 
でください。メインヒューズボッ 
クスの中にはバッテ1」一の货端子 
びあり、ショートして义巧び発生 
するおそれびあります。 


[I ヒューズを点検したり、交換ずる 
とさは、ずべての電気装備を停止し 
て、わレクターレバーを m に入 
れ、エンジンスイッチからキーを巧 
いて < ださい。 

U 自動車電話やテレビなど、電気を 
使用ずるアクセサ U —を使用ずると 
さは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場に相談してください。 

〇し U 下のよラなとさは、ただちにメ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

• ヒューズを交換してをずぐに切 
れるとさ 

• ヒューズに異常はないび、電気 
装備び作動しないとさ 

Q ヒューズボックスのカバーを取り 
外したときに、ヒューズボックスの 
内部に水などび入らないよ5にして 
<ださい。 

B ヒューズボックスのカバーは、 
ヒューズボックスに密着ずるように 
取り付けてください。ほこりや湿気 
び入るおそれびあ0まず。 
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280 電球/ヒューズの交換 


メインヒューズボックス 


補助ヒューズボックス 



メインヒューズボックス 

か 

^ メインヒューズボックスはエンジン 
I ルーム内の向かってち側にありまず 

占 0222ぺージ)。 

メインヒューズボックスを開く 

► 電気装備をずべて停止しまず。 
►パーキングブレーキを効かせまず。 
►セレクターレバーを HE に入れ 
ます。 


► エンジンスイッチからキーを巧を 
ます。 



③補助ヒューズボックス 


補助ヒューズボックス③は助手席シー 
卜下部にありまず。 


► ボンネットを開さまず。 

► メインヒューズボックスの4力所 
のノブ①をそれぞれ矢印の方向にス 
ライドしまず。 

► カバー③を手前に引さなびら取り外 
します。 


補助ヒューズボックスを開く 

► 電気装備をずべて停止しまず。 
►パーキングブレーキを効かせまず。 
►セレクターレバーを HE に入れ 
まず。 

►ク U ップ①を反時計回りにまわし 
ます。 


► カバー③を開きまず。 
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ヒューズを交換ずる 


► ずべての電気装備を停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを抜き 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しない 
電気装備に該当ずるヒューズを確認 
します。 

► ヒューズリムーバーを使用して該当 
するヒューズを取りがしまず。 

► ヒューズを点検して、む線部が切れ 
ている（溶断）とさは同じ電流値(色） 
のヒューズと交換します。 

娘ヒューズ U ムーバーは装備されないこと 
びおじます。 



b - ユー X —見 

〇 記載の内容は取扱説日月書作成時点 
のちので、予告な<変更されること 
がありまず。 

メインヒューズボックス 



①^インヒューズブ□ック 
@ヒューズ F 4 
@ヒューズ F 日 
® ヒューズ F 1 
© ヒューズブ□ック F 34 
© ヒューズブ□ック F 3 已 
©バッテリー©端子 


I 
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メインヒューズブ□ック、ヒューズ 
F 1、 ヒューズ F 4、 ヒューズ F 5 



ヒューズ 

番号 

アンペア数 

装置名 

1 

3 日 A 

フ□ン トワ イノて一 

2 

15 A 

ホーン 

3 

己 A 

プレーキランプ 

4 

7.5 A 

ヒーター 

5 

己 A 

診酣用ソケット、へッドラ 
ンプスイッチ、メーターパ 
ネル 

6 

5 A 

エンジンコント n — ルユ 
ニット 

7 

3 曰 A 

U ァヮィ パー 

8 

10 A 

ターミナル 87 (1) 

9 

15 A 

ター S ナル 87 (2) 

10 

10 A 

ター S ナル 87 (3) 

11 

7.5 A 

ター S ナル 30 Z エンジン 

12 

30 A 

U アデフォッガー 

13 

7.5 A 

イグニッシヨン□ック/イ 
ンストルメントパネル 

14 

7.5 A 

ブレーキシステム 

15 

己 A 

へッドランプ照射角度調整 

16 

25 A 

スターター 


ヒューズ 

番号 

アンペア数 

装置名 

17 

15 A 

燃料ポンプ 

18 

15 A 

ライター/グ n —ブボック 
スランプ 

19 

5 A 

オーディオ 

20 

未使用 

21 

7.5 A 

オートマチックトランス 
S ッション 

22 

未使用 

23 

10 A 

エアバッグコント□ールユ 
ニット 

2 斗 

5 A 

ルーム S ラー（サイドビュー 
力 ラディスプレイ） 

25 

未使用 

26 

未使用 

27 

未使用 

28 

10 A 

トランス S ッシヨンつント 
n — ルュニット 

29 

未使用 

30 

未使用 

31 

1 曰 A 

オプション 






































































































ヒユーズ 
番号 

アンペア数 

装置名 

21 

5 A 

へツドランプスイツチ、上 
部センターコンソール 

22 

未使用 

23 

10 A 

ルームランプ 

24 

7.日 A 

オーバーへッドコントロー 


または 

ルパネル、スライディング 


25 A 

ルーフ（フロント） 

25 

25 A 

スライディングルーフ （ IJ ア） 

26 

未使用 

27 

7.日 A 

エアコンディショナー 

28 

未使用 

29 

7.日 A 

オプション 

30 

3日 A 

シートヒーター 

31 

未使用 

32 

未使用 

33 

1日 A 

誇断用ソケット 

34 

未使用 

3已 

未使用 

36 

未使用 

37 

10 A 

オプション 

38 

2曰 A 

ステア1」ングつラム n ック 

39 

4日 A 

フ□ント送風ファン 

斗0 

25 A 

ブレーキシステム 

41 

4日 A 

ブレーキシステム 

斗2 

15 A 

オーディオ 


ヒユーズ 
番号 

アンペア数 

装置名 

32 

未使用 

33 

10 A 

エアバッグ 

34 

未使巧 

35 

未使用 

36 

10 A 

ランバーサポート 

37 

7.日 A 

バニテイ S ラー照日月 

38 

未使巧 

39 

未使用 

斗0 

20 A 

エンジン 

41 

20 A 

エンジン 

F 1 

225 A 

ターミナル3日、電気システ 
ム、オルタネーター 

F 斗 

60 A 

ター S ナル30、エアコンデイ 
シヨナーフアン 

F 5 

40 A 

ター S ナル30、二次エアポ 


ンプ 

ヒューズブ□ック F 34 




Hia 
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電球/ヒューズの交換 



こューズブ□ック F 3 已 



ヒューズ 

番号 

アンペア数 

装置名 

39 


未使用 

40 

15 A 

12 V 電源ソケット（ラゲッ 
ジルーム） 

41 


未使用 

42 


未使用 


ヒューズ 

番号 

アンペア数 

装置名 

21 

15 A 

12 V 電源ソケット（ヴード 
シート左側） 

22 

15 A 

12 V 電源ソケット（ヴード 
シートち側） 

23 


未使用 

24 


未使用 

25 

30 A 

運転席シート 

26 

3 日 A 

助手席シート 

27 

30 A 

電動デュアルスライディン 
グドア（お 

28 

3 日 A 

電動デュアルスライディン 
グドア佑） 

29 

3 日 A 

U ア送風フアン 

30 

斗 日 A 

エアサスペンションシステム 

31 

1 日 A 

パーク トロ ニック 

32 


未使用 

33 


未使用 

34 


未使用 

35 


未使用 

36 


未使用 

37 

5 A 

U アエアコンディショナー 

38 


未使用 


■化：？？り 
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補助ヒューズボックス 



ヒユーズ 
番号 

アンペア数 

装置名 

1 

2曰 A 

ドアコント□ールュニ 
(左） 

2 

2曰 A 

ドアコントロールュニ 
(も） 

3 


未使用 

斗 


未使用 

5 


未使用 

6 


未使用 

7 


未使用 

8 


未使用 

9 


未使用 

F 6 

80 A 

SAM-SRB 


キーの電池交換 


U モコンの作動可能範囲が短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗が考えられまず。ルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

A 中毒のおそれがありまず 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
質が含まれています。子供の手の届 
かないところに保管してくださし、。 

誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
ください。 


9 環境 

電池を家庭用として廃棄しない 
でください。電池には非常に強い有 
毒物質が含まれています D 
使用済みの電池は、新しい電池をお 
買い求めになった販売店に処分を依 
頼ずるか、ボタン電池専用の回収箱 
に廃棄してください。 


キーの電池を点検ずる 

► キーの解錠ボタンまたは施錠ボタン 
を押しまず。 

〇 キーの表示灯び一回点滅ずれば電 
ミ也は正常でず。 

キーの電池び消耗したとさは、エ 
マー ジェンシーキーで助手席ドアを 
解結/施錯できまず （0287 ペー 
ジ）。 


I SG!^ 
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キーの電池交換 


電ミせの交換手順 


U チウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
します。 





ストッパーのを矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー⑤ 
を抜を取りまず。 


► エマージェンシーキー⑤を 図の位 
置に差し込み、カバー⑤び浮さ上 
びる まで、エマージてンシーキーを 
矢印の方向に押しまず。 

〇 指でカバー⑤を押さえないよ5 
にして<ださい。カバーび浮さ上び 
りません。 


► カバー③を取り外しまず。 

► 電池側び下になるよラにキーを手の 
上に柔せて、電ミ也④び外れるまで 
キーを軽くたたさまず。 

►電ミ也のプラス （+ ) 面び見えるよ5 
にして、新しい電池を取り付けま 
す。このとさ、脂分を含まないされ 
し、な巧で電池を持つよ5にしてくだ 
ごい。 

〇 電池の表面に巧れや脂分び付着し 
ていないことを確認して<ださい。 

► カバー ⑤の凸部⑤を キーに 差し 
込んでから、 カバーを 押して □ッ 
クします。 

► エマージェンシーキー ⑤を キーに 
収納しまず。 

► キーのずべての機能び作動ずること 
を確認しまず。 


■化：？ 0 >1 り 









エマージェンシーキーでの解綻 / 施綻 


エマー ジ I ンシーキーでの 解綻 / 
施錠 


U モコン操作で車両をお淀/施淀で 
さないとさは、エマージェンシーキー 
で助手席ドアを解錠/施錠でさまず。 


助手席ドアの解綻/施錠 



■い 


►ストッパー①を矢印の方向に押しな 
びら、エマージェンシーキー③を 
キーから引を巧さまず。 



①解錠位置 
③施錠位置 


解綻ずる 

► エマージェンシーキーを助手席ドア 
のキーシ U ンダーに差し込みまず。 

► 解淀位置①にまねしまず。 

□ックノブび上びり、助手席ドアび 
解綻されます。 

施錠ずる 

► エマージェンシーキーを助手席ドア 
のキーシ U ンダーに差し込みまず。 

► 施錠位置③にまわしまず。 

□ックノブび下びり、助手席ドアび 
施読されまず。 

。エマー ジェンシーキーで助手席ド 
アを解綻/施綻してを、他のドア、 
テールゲートは解錠/施錠されま 
せん。 

〇盗難防止警報システム装備車は、 
U モコン操作で施湿した後に 、X 
マージェンシーキーで助手席ドアを 
解綻して開くと、盗難防止警報シス 
テムび作動しまず。警報を停止ずる 
には、エンジンスイッチにキーを差 
し込むか、キーの解淀ボタンまたは 
スライディングドア/ テールゲー 
卜解綻ボタン、スライディングドア 
開閉ボタンを押しまず。 

〇 運転席ドアにはキーシ U ンダーは 
ありません。 


se — り 












パーキング□ックの解除 


キング□ックの解除 


セレクターレバーを LPJ から動かせ 
ないとさは、し U 下の方法で動かずこと 
びでさまず。この作業は、でさるだけ 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
に依頼してください。 

〇セレクターレバーを動かずことび 
でさたとさでを、メルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 



①カバー 


パーキング □ ックを解除ずる 

►カバー①の上部を手前に引いて、力 
パーを取り外しまず。 



①カバー 

③セレクターレバー 
③□ック解除ボタン 


► □ック解除ボタン③を押しなびら、 
セレクターレノ（一③を動かしまず。 



se — り 
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—びあびったとを/けん引 


化車のバッテリーを電源として始動 
ずる _ 

バッテリーの電圧が低下し、エンジン 
の始動が困難なとさは、ブースターケー 
ブルを使用して他車のバッテ U —を電 
源として始動することがでさまず。ブー 
スターケーブルは、十分な容量と太さ 
のあるケーブルを使用してください。 

他車のバッテ U —と ブースター ケーブ 
ルを接続するときは、エンジンルーム 
の向かってち側にある©端テと、><イ 
ンヒューズボックス上のカバー下にあ 
る@端テに接続しまず。 

A けびのおそれびありまず 

• 作業を始める前に必ずし:^降に記載 
する説明を読んで<ださい。説明 
を守らないと、電気装備を損傷し 
たり、バッテリーが爆発してけが 
をずるおそれがありまず。 

• 助手席シート下部にあるバッテ 
U —に、直接ブースターケーブル 
を接続しないでください。ショー 
卜して火災が発生ずるおそれがあ 
ります。 

. 他車のバッテリーを電源として始 
動しているとさは、似下の点にミ主意 
して<ださい。バッテリーが爆発し 
てけがをするおそれがありまず。 
◊たばこなどの火気をお付けたり、 
火花を発生させないで < ださい。 
〇静電気を発生させないよラに注 
意して < ださい。 

◊バッテリーをのぞさ込まない 
でください。 

◊バッテリーを傾けないでくだ 
さし、。 


[I エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

エンジン始動を2〜3回試みてを 
始動でさないとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。エンジンを始動でさたと 
をち、ずみやかにメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場でバッテ U —の 
点検を受けてください。 

〇エンジンや触媒装置び暖まってい 
るとさは、他車のバッテ1」一を電源 
としてエンジンを始動しないでくだ 
さい。 

〇バッテ U —液び凍結しているとさ 
は、エンジン始動操作を行なわない 
でください。必ずバッテ U —液を解 
凍してからエンジンを始動してくだ 
さい。 

[ I ブースターケーブルは、ケーブル 
部分や絶縁部分び損傷しているをの 
は 使用しないでください。 

[ I ブースターケーブルび エンジン 
フアンや V ベルトにきき込まれな 
いよラにして < ださい。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに、バッテ U — に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
(0250 ぺージ）をご覧ください。 


I 
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バッテリーがあがったとを/けん引 


エンジン始動の方法 


►バッテ U - 電圧び同じ （12 V ) で、 
バッテ U —容量び同程度の救援車を 
用意します。 

► 自車と救援車び接触していないこと 
を確認します。 

► 救援車のエンジンを停止しまず。 

►パーキングブレーキを効かせ、セレ 
クターレバーをこのに入れまず。 

► 両車の電気装備をずべて停止しまず 
(エンジンスイッチを0の位置にし 
ます）。 

► ボンネットを開さまず。 



► メインヒューズボックス上の货端モ 
カバー①を開きまず。 



► 自車の®端モ⑥からキャップを取り 
外します。 


► 救援車のバッテ U —の货端モ③に 
赤色ブースターケーブルを接続し 
まず。 

► 自車の苗端子⑤にホ色ブースター 
ケーつ') レの反対側を接続しまず。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にしまず。 

► 救援車のバッテ U —の©端モ③に 
黒色ブースターケーブルを接続し 
まず。 

► 自車の台端子④に黒色ブースター 
ケーブルの反対側を接続しまず。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 

〇電気回路を守るため、エンジンび 
始動しにら、ただちにエアコンディ 
シヨナーや1」アデフォッガーなどの 
電気装備を作動させてください。た 
だし、ランプは点灯させないでくだ 
さい。 

ブースターケーブルを取り夕1•ず 

► 自車の台端子④から黒色ブースター 
ケーブルを取り外しまず。 

► 救援車のバッテ U —の台端子③から 
黒色ブースターケーブルを取り外し 
ます。 

► 自車の®端モ⑥からホ色ブースター 
ケーブルを取り外しまず。 

► 救援車のバッテ U —の®端モ③から 
ホ色ブースターケーブルを取り外し 
まず。 

► 自車の®端子⑥にキャップを取り付 
けまず。 

► メインヒューズボックス上の苗端テ 
カノ（一①を閉じまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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► メルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場でバッテ U —の点検を受けてくだ 
ごい。 

〇救援車により接続方法び異なるこ 
とびありまず。接続前に救援車の取 
扱説明書をお読みください。 

Q 急速充電器などを接続してエンジ 
ンを始動しないでください。車の電 
気装備を損傷しまず。 

〇 放電したバッテ U —液は、約一 
10でで凍結しまず。凍結している 
とさは、乂気を近付けずに 50 °cm 
上にならないよラにバッテ U —全体 
を暖め、バッテ1」一液を解凍してひ 
らエンジンを始動して < ださい。 


けん引 

〇けん引はでさるだけ避けて<ださ 
し、。自走でさないときは、専門業者 
に依頼して車両運搬車で搬送してく 
ださい。 

〇やむを得ず、他車にけん引してを 
ら5とさはじ(降に記載ずる説日月に 
従って < ださい。 


けん引フックの取り付け位置 
フ□ントのけん引フック 


の 



①カバー 


けん引フックを取り付ける 

► フ□ントバンパー下部の向かって左 
側にあるカノ（一①を反時計回りにま 
わして外しまず。 

►車載工具 （0235 ぺージ）から、け 
ん引フックとホイールレンチを取り 
出しまず。 

► 内部のネジ巧にけん引フックをね 
じ込み、停止ずるまで手で締め込 
みまず。 

► さらに、ホイールレンチの柄の部分 
をけん引フックの1」ング部分に差し 
込み、確実に締め付けまず。 

けん引フックを取り夕1•ず 

► ホイールレンチを車載工具から取り 
出し、ホイールレンチの柄の部分を 
フックの1」ング部分に入れて反時計 
回りにまねし、けん引フックをゆる 
めます。 

► けん引フックを取り外しまず。 

► カバー①を時計回りにまわして取り 
付けまず。 


I 
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バッテリーがあがったとを/けん引 


► けん引フックとホイールレンチを車 
載工具に収納しまず。 


リアのけん引フック 



車体後部ち下にけん引フックがあり 
ます。 

けん引されるとさ 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
て、 ブレーキ ペダルを踏みながらセ 
レク ターレパーを CE に入れまず。 

セレクターレバーを [ E から動か 
せないときは、（1>288ページ）を 
ご覧 < ださい。 


めかるみか5けん引ずるとを 

めかるみに埋まって動けな<なったと 
さは、下の点にミ主意してけん引して 
<ださい。 

• 車を急激に引き出したり、斜めに引 
さ出さないで<ださい。車体を損傷 
するおそれがあ0まず。 

• トレーラーをけん引している場合 
は、絶对にトレーラーを接続したま 
ま車を引さ出さないで < ださい。 

この場合はトレーラーをがし、車両 
後部のトレーラーカップ U ングを引 
くようにして、できるだけ走行して 
さたわだちに沿って後方へ引さ出し 
て < ださい。 

けん引時の注意 


トランスミッションび損傷している 
とを 

A けびのおそれびありまず 

プ□ペラシャフトを外すときは、プ 
□ペラシャフトを落としてけがをし 
ないよラにミ主意してください。プ〇 
ペラシャフトを外す前に、他の人に 
手伝ってをらラか、プ□ペラシャフ 
卜を支えて、落下しないよラに固定 
して < ださし、。 

► プ□ペラシャフトをがしてけん引し 
て < ださい。 

Q プ□ペラシャフトの取り付けナッ 
卜は再使用でさません。プ□ペラ 
シャフトを取り付けるときは、必ず 
新品の取り付けナットを使用して< 
ださい。 

詳しくは、ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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リアアクスルび損傷しているとき 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
ます。 

► U アアクスルを上げてけん引しまず。 

バッテリーびあびつているとをや電気 
装備が故障しているとを 

バッテ U —びあびっているとさや電気 
装備び故障しているとさは、セレク 
ターレバーを [ E から動かせな<な 
りまず。セレクターレバーを HE に 
入れるとさは、パーキング□ックを解 
除するか、他車のバッテ1」一を電源と 
しに始動を試みて < ださい。 

車両を運搬ずる 


けん弓 I フックは車両運搬車に車を積載 

するときにを使用できまず。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
て、ブレーキペダルを踏みなびらセ 
レクターレバーを CE に入れまず。 

D 車両運搬車に積載して車両を固定 
するとさは、固定□ープをけん引 
フックかぶイール、またはホイール 
リムにかけてください。ヴスペン 
シヨンや ンノ（一部にかけると車体 
を損傷するおそれがありまず。 


A けびのおそれびありまず 

• エンジンを停止した状態でけん引 
走行するときでも、エンジンスイッ 
チからキーを抜かないで < ださい。 
ステアリング□ックが作動し、ステ 
アリング操作がでさなくなります。 

• エンジンがかかっていないとさは、 
ブレーキやステア U ングの操作に、 
非常に大さな力が必要になりまず。 

。フ□ントまたは U アをつり上げて 
けん引ずるときは、必ずエンジンス 
イッチを0の位置にして<ださい。 
ESP が作動して接地している車輪 
にブレーキがかか0まず。また、ブ 
レーキシステムを損傷するおそれが 
ありまず。 

Q -般道では SOkm/h 下の速度 
で、距離は日 OkmLU 内に限り、け 
ん引走行ずることがでさまず。距離 
が已 0 km を超えるときやトランス 
ミッションを損傷しているときは、 
リアをつり上げてけん引ずるか、車 
両運搬車などを使用して4輪を持 
ち上げた状態で搬送して < ださい。 

Q 長い坂道や急な坂道を下るとさは 
けん引を避け、車両運搬車を使用し 
て < ださい。 

Q トランスミッションを損傷してい 
るとさは、専門業者に作業を依頼し 
て、ドライブシャフトをがしてから 
けん引を行なって < ださい。 

Q けん引フックに大さな衝撃が加わ 
るよラなけん引をしないで<ださ 
し、。取り付け部が変形し、損傷ずる 
おそれがあ0まず。 


I 
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バッテリーがあがったとを/けん引 


P けん引されるとさは、車速感応ド 
ア□ックを解除してください。車輪 
び回転ずると車び自動的に施淀さ 
れ、車外に閉め出されるおそれびあ 
りまず。 

P けん引□ープを使用してけん引さ 
れるとさは、じ(下の点にミ主意してく 
ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使 
用しないでください。車を損傷 
するおそれびありまず。 

• □—プの長さは 5 m じ(巧とし、 
□ープの中央に白巧 （30 cm X 
30 cm 1；■(上）を付けて2台の車 
び□ープでつなびれていること 
を周囲に明示して < ださし、 

• □ープは両車とちでさるだけ同 
じ側につないで < ださい。 

• けん引フックじ(がには□ープを 
かけないで < ださい。 

• □ープに無理な力や衝撃がかか 
らないよ5にして < ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
よラに前車のブレーキランプに 
注意しながら車間距離を調整し 
て < ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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純正部品/純正アクセサ U - 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
<ださい。 

アクセサリーについても 、 Daimler 
AG またはルセデス-ベンツ日本株 
式会社が指定ずる製品だけを使用して 
<ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

どんな場合でち、ブレーキ関連部品な 
どの重要保安部品や走行系統に使用す 
る部品には、純正部品似外のちのを使 
用しないでください。事故や故障の原 
因になりまず。 


Q 車の電モ制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因になりまず。また、関連ず 
る他の装備にち悪影響を与えるおそ 
れがあ0まず。 

D 車載無線機など電装アクセサ 
U —を装着ずるとさは、ルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に相 
談して<ださい。装着方法などが 
適切でないと、車の電モ制御部品 
に悪影響を与えるおそれがありま 
す。また、電気配線を間違えると、 
火災や故障の原因になりまず。 

Q ウインドウに透明な吸盤を貼付し 
ないで<ださい。透明な吸盤がレン 
ズとして作用して、火災が発生ずる 
おそれがあ0まず。 


下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
こットやセンサー類が取り付けられ 
ていまず。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や銀 
金作業などを行な5と、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれが 
ありまず。 

-エアバッグ収納部 
•シートベルト 
-インストルントパネル 
• センターコンソール 
. ドア 
•シート 

• B ピラーのフ□アパネル付近 

詳しくはルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

9環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進するため、リサイクル部品を積極 
的に導入しています。 


〇 純正部品(がの部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでな< 関連箇所 
に不具合が生じてち、保証を適用で 
さないことがありまず。 


■み—も5—ゎ 
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ビークルプレート 


純正部品をミ主文ずるとをに車台ま号あ 
るいはエンジンま号などび必要になる 
ことびありまず。 

車台ま号やエンジンま号は図の箇所に 
記されていまず。 


© 



® © 


① ニューカー プ レー ト 
③車台番号 
③エンジンま号 

ニューカープレート 



① ニューカープレート 


車台ま号 



車台ま号を確認ずる 

► エンジンルーム上部にあるフイル 
ターカバー④を取り外しまず。 

車台ま号③び確認でをまず。 


エンジンま号 

エンジンブ□ックに、エンジンま号③ 
び巧刻されていまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


助手席側の B ピラー下部に、車台ま号 
び記載されにニューカープレート①び 
貼付されています。 


■れふ5—ゎ 
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車両データ 


A けびのおそれがありまず 

• 空気圧の低いタイヤで走行しないで 
ください。タイヤび過熱して破裂し 
たり、义巧を起こずおそれびありま 
す。必ず規定の空気圧を守って<だ 
さし、。 

• タイヤに空気を入れずざないでくだ 
さい。空気を入れずぎたタイヤは、 
路上の破片や凹みなどによ0損傷を 
受けたりパンクしやずくなります。 
また、車両操縦性に悪影響をおよぼ 
すおそれがあ0まず。 

〇タイヤとホイールは必ず純正品お 
よび承認された製品を使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場におたずね< ださ 
し、。 ABS や ESP などの装備は、純 
正品およひ'承認された製品を使用ず 
ることで効果び発揮されまず。 


①タイヤ空気圧ラベル 

燃料給油フラップを開いた車体側に、 
タイヤ空気圧ラベル①が貼付してあり 
ます。 


タイヤサイズや乗車人数、荷物の量に 
応じて、前輪と後輪、応急用スペアタ 
イヤ*の空気圧を調整して<ださい。 

単位は 「 bar （= kg / cm 2)」 と 「 psi 」 
で表示してし''ます。 


タイヤ空気圧ラベル〔耐荷重 lOIHUTF のタイ 
ヤび装着されている車両） 

耐荷重101 H (下のタイヤが装着され 
ているときは、上記の空気圧ラベルを 
参照して < ださい。 


タイヤ空気圧ラベル〔耐荷重 102 H 政上のタイ 
ヤび裳着されている車両） 

耐荷重1 02 H iU 上のタイヤが装着され 
ているとさは、上記の空気圧ラベルを 
参照して < ださい。 


《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なることびあ0まず。 
* オプション和仕様により、異なる装備でず。 


タイヤ空気圧 



44 


LUFTDRUCK PRESSURE PRESION 

FUR KALTE REIFEN FOR COLD TIRES NEUMATICOS FRIO 

PRESSION PRESAO 


225 55 R17 Rf 


2,3bar3,0bar 
33psi 44psi 


2,3bar2,6bar 
33psi 38psi 


225 60 R16 Rf 


48 


3,3 


36 


2,5 


225/55R17RF101 V 
245/45R18RFM0100W 


3,0 


225/60R16RF 
225/55R17RF101 H 


3,5 


2,7 


225/65R16C 


3,5 


39 


2,7 


205/65R16C 


COLD TIRES 


Warm tires up to 


車両データ 




1^3 El ^3 ^3 ^3 ^3 ^9 

w 33333 B33 
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①3名の乗員/かしの荷物 

⑤日名の乗員/を < の荷物 

タイヤ空気圧ラベル内の上記イラスト 

は、乗車人数および荷物の量の参考で 

す。車両の状態に合わせて調整して< 

ださい。 

〇装着した各タイヤの空気圧の差 
は、約 0.1 バール下にして < だ 
さい。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
てください。特に重い荷物を積んで 
高速走行するとさなどは必ず行なっ 
て < ださい。 

〇 タイヤ空気圧、および車両に貼付 
されるタイヤ空気圧ラベルは予告な 
<変更されることがありまず。必ず 
タイヤ空気圧ラベルを確認して、空 
気圧を調整して < ださい。 

〇 走行した直後や炎天下のよ5に夕 
イヤ自体が高温になっているとさ 
は、約 0.3 ba 「（ kg / cm 2) ほど空 
気圧が高<なりまず。空気圧はタイ 
ヤが冷えているとさに測定して<だ 
さし、。 

〇 周囲の気温が約1日で変化ずると、 
タイヤ空気圧は約 O . lbar 変化しま 
す。タイヤ空気圧を点検ずるとさは 
周囲の気温 I しま意してぐたさい。 


聲環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検してく 
ださい。タイヤの空気圧が低いと、燃 
料を余計に消費しまず。 


■れふ5—ゎ 







ホイール材質 

締め付けトルク 

スチールホイール 

約 20 kg-m 
(約200 Nm ) 

軽合金ホイール 

約1 Skg-m 
(約180 Nm ) 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

ホイール材質 

245 / 45 R 18 

7.引 X 18 

已 6 mm 

軽合金 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

ホイール材質 

225/55 R 1 7 

7 J X 17 

56 mm 

輕合金 


オプションまたは仕様により、け下のタイヤ/ホイールび装着される場合びあ 
りまず。 


応急用スペアタイヤ* 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

ホイール材質 

205/65 R 16 

6 .引 X 16 

60 mm 

スチール 


〇 タイヤやホイールに関して、詳しくはメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずねください。 

ホイールボルトの締め付けトルク 


300 車雨データ 


タイヤサイス’ 
標準タイヤ 


み—. mK .^1.4 


ぷ上記の数値は取破説日月書作成時点のわのであり、予告なく蜜要されることびありまず。 
* オプション作仕様により、異なる装備でず。 
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積載巧物の制限重量 


ルーフレール 


100 kg 


A 事故やけびのおそれびありまず 

• ルーフレールにルーフラック やア 
タッチメントを取り付けるとをは、 
製品に添付の取扱説明書に従って< 
ださい。取り付けちを誤ると、乗員 
がけがをしたり、事故の原因になり 
ます。 

• ルーフの最大積載量（約 100 kg ) 
を超えないよラに注意してくださ 
し、。また、ルーフに荷物を積んでい 
るとさは、車の重む位置が変化し、 
走行ま定性に影響を与えます。運転 
ずるとさは十分ミ主意してください。 


〇 ルーフレールの 制限重量には、 
ルーフラックやアタッチ;><ントの 
重量ち含まれます。 

© TREND にはルーフレールは装備 
されていません。 


オイル-液類 


容量 

備考 

エンジンオイル 

約 9.5 e 

オイルフィルター分を含む 

燃料 

約 75.0 G 

警告灯点灯時の残量 

約 9.0 e 

を却水 

約 10.6 e 

水に純正不凍液をミ畳ぜて使用 

濃度にま意0212ぺージ） 

ウォッシャー液 

約4.日 e 

へッドランプウォッシャー装備車 

約 7.0 e 


■もふ51.4 


《へッドランプウォッシャーは、日本仕様には装備されません。 


















巧象モデル 


V 350 TREND 

V 350 AMB 圧 NTE 

V 350 AMBIENTE long 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

※ この取扱説日月書の内容は、 2010 年 5 月現巧のわのです。 





総輸入元 

メルセデス-ベンツ日本株式を社 


干1 06-8 己06東京都港区； A： 本木 一 T 目9番9号六本木ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 


MBJCSD 32040 -051000400 K 
6462 72日8 201，0日/10 


